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村の人口

4 月 1 日現在

世帯数 2082戸
人口総数 9191 人

男 4565 人

女 4626 人
(3 月中の動き）

出生 7 人 死亡 5 人
転入72 人 転出45 人
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▲わが子の受付を見まもるお母さん

四
月
か
ら
新
し
く
保
育
園
へ
入
園
す

る
園
児
の
一
旦
人
園
は
、
西
保
育
園
か

三
月
七
日
、
中
央
保
育
園
か
三
月
十
日

に
、
い
ず
れ
も
中
央
保
育
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
か
ら
は
、
西
保
育
園
が
西
小
学

校
の
西
側
に
新
設
さ
れ
た
た
め
、
入
園

数
が
九
十
名
増
員
さ
れ
て
、
二
百
十
名

に
な
り
ま
し
た
。

園
児
は
お
母
さ
ん
に
付
き
添
わ
れ
て

保
育
園
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
た
ち
は
、
受
付
を
す
ま
せ
、
入
園
に

お
母
さ
ん
に
付
き
添
わ
れ
て

際
し
て
の
園
服
な
ど
の
園
用
品
を
圧
文

こ
の
あ
と
、
身
体
検
査
を
行
い
、
体
重
・

身
長
・
胸
囲
な
ど
を
測
定
し
ま
し
た
。

入
園
児
は
、
｛
琢
庭
に
い
る
の
と
ち
が

い
、
お
友
達
か
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
、

戸
惑
っ
た
り
、
驚
い
た
り
し
て
緊
張
ぎ

み
。
そ
れ
で
も
元
気
な
お
子
さ
ん
は
、
E

周
り
を
走
っ
た
り
、
は
し
ゃ
い
だ
り
し

て
‘
腕
白
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
園
長
先
生
が
お
母
さ
ん
か

た
に
対
し
「
お
子
さ
ん
に
保
育
園
は
、

楽
し
く
遊
べ
る
と
こ
ろ
と
い
う
気
持
を
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一
ょ
し
な
し
ご
と

呵
易
経
に
「
積
善
の
家
に
余
慶
あ
り
、
叩

』
積
悪
の
家
に
余
残
あ
り
。
」
と
い
う
皿

□
―
口
葉
が
あ
る

圃
善
竹
を
積
ん
だ
家
は
、
し
あ
わ
せ
皿

”
に
恵
ま
れ
る
し
‘
悪
行
を
ほ
し
い
ま
呵

呵
ま
に
し
た
家
に
は
わ
ざ
わ
い
が
お
と
圃

』
ず
れ
る
と
い
う
意
味
で
家
族
制
度
下
”

呻
の
家
庭
教
育
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
も
叩

い
の
で
、
積
善
の
家
を
存
続
し
強
化
す

』
る
こ
と
か
｛
墜
庭
教
育
の
ね
ら
い
で
仏
”

皿
教
の
困
果
応
報
勧
善
懲
悪
の
精
神
に
』

疇
つ
な
か
る
も
の
で
あ
る
。
家
族
制
一

”
の
崩
壊
し
た
今
て
も
積
善
の
家
の
面
一

”
目
を
子
孫
に
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。
一
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も
た
せ
、
安
定
し
た
気
持
ち
で
入
園
で

き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
話

か
あ
り
、
一
旦
人
園
を
終
り
ま
し
た
。

季
節

の
話
題

四
月
は
、
一
年
を
通
じ
て
気
温
の
上

昇
の
割
合
が
い
ち
ば
ん
大
き
く
、
さ
く

ら
・
つ
ば
き
・
ぽ
け
・
た
ん
ぽ
ぽ
・
れ

ん
げ
・
す
み
れ
•
も
く
れ
ん
な
ど
競
っ

て
咲
き
、
全
国
的
に
花
で
飾
ら
れ
る
快

よ
い
こ
の
ご
ろ
で
す
。

清
掃
デ
ー
ニ
十
二
日
は
「
清
掃
デ

ー
」
で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に
各
地
域

ご
と
に
大
掃
除
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
美

し
い
村
づ
く
り
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
心
か
け
次
第
で
す
。

ま
ず
、
家
の
内
外
、
生
活
環
境
の
清

掃
か
ら
。
天
井
裏
か
ら
床
下
ま
で

一
日
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ろ
そ
ろ
台

所
や
押
入
れ
の
す
み
な
ど
片
づ
け
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。
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億8, 664万円

50年度予算 4 月からスター卜
歳 出 歳 入

そ
商

の

工

公 債

議

衛

会

肖‘、
I

生
防

他
費
費
費
費
費

農林水産業費

教
総
民
土

育
務
生
木

費
費
費
費

13.0% 

3,701 千円

9,466千円

10,832 千円

4.1% 

4.5% 

5.1% 

5.3% 

89,374 

27,933千円

30,896千円

35,237千円

36,355千円

千円

17~2% 118,446 千円

18,681 千円

8,553千円

9,000千円

13,400千円

15,000千円

20,000千円

21, 119千円

24,544千円

85,708千円

2.9% 

3.1% 

3.6% 

12.5% 

21.9% 150,182千円 180,635千円 26.3% 

25.4% 174,218千円 290,000千円 42.2% 

そ
諸

地方譲与税

村

自動車取得
税交付金

繰

県支出金

繰

国庫支出金

村

の

収

越

入

他
入

債

金

金

税

地方交付税

゜

2
 

4
 

6
 10 12 14 16 18 ロ28 18 12 10 8 6 4 2 O 千万円

パーセントは予算全体の構成比

昭
和
五
十
年
度
の
各
種
会
計
予
算
は
、
三
月
十
一
日
か
ら
十
八
日
ま
で
行
わ
れ
た
第
一
回
定
例
村
議

会
で
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
、
六

億
八
千
六
百
六
十
万
円
で
、
前
年
よ
り
三

O
·
七
行
の
伸
び
で
す
。
ま
た
‘
特
別
会
計
予
算
は
、
国

保
会
計
・
有
線
会
計
・
水
道
会
計
・
農
業
共
済
会
計
の
四
つ
の
会
計
を
合
わ
せ
る
と
二
億
五
千
三
百

四
十
二
万
円
に
な
り
ま
す
。
各
種
会
計
の
予
算
額
を
合
わ
せ
る
と
‘
十
億
円
台
に
あ
と
わ
す
か
な
九

億
四
千
二
万
円
に
の
ほ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
村
の
台
所
を
ま
か
な
う
予
算
が
ど
の
よ
う
に
入
っ
て

き
て
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

16 14 

村税の内訳・単位千円

区 分 金額 割合

村 民 税 66,839 37.0% 

固定資産税 73,063 40.4 

軽自動車税 3,990 2.2 

村たばこ消費税 14,707 8.1 

若珪 気 税 8,035 4.5 

特別土地保有税 14,001 7 8 

計 180,635 100.0 

歳
入
は
、
上
の
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
か
、
費
目
別

に
説
明
し
ま
す
。

▼
村
税
前
年
よ
り
三
一

•
五
行
の
び
て
、
四
千
三

百
二
十
二
万
円
ふ
え
て
、

歳
入
の
二
番
目
に
あ
た
り
ま
す
。
村
税

の
内
訳
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
自
動
車
取
得
税
交
付
金
村
内
で
自

動
車
を
購
入
し
た
と
き
に
所
有
者
か
県

税
と
し
て
支
払
っ
た
自
動
車
取
得
税
の

六
六
•
五
行
相
当
額
か
道
路
整
備
の
財

源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

▼
地
方
譲
与
税
村
内
の
自
動
車
の
所

有
者
か
国
税
と
し
て
支
払
っ
た
自
動
車

重
量
税
の
二
五
訂
相
当
額
か
こ
れ
も
道

路
整
備
の
財
源
と
し
て
譲
与
さ
れ
る
も

の
で
す
。

▼
地
方
交
付
税
歳
入
の
ト
ッ
プ
で
、

歳
入
全
体
の
四
ニ
・
ニ
行
を
し
め
、
前

年
よ
り
五
千
二
百
五
十
万
円
ふ
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
村
が
仕
事
を
す
る
う

え
で
、
自
主
財
源
で
は
ま
か
な
い
き
れ

な
い
分
に
つ
い
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

歳

一

る
も
の
で
す
。

▼
国
庫
支
出
金
国
か
村
で
行
う
事
業

の
一
部
を
補
助
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ

る
も
の
で
す
。
主
な
も
の
は
、
児
童
手

当
負
担
金
七
百
十
一
万
円
、
老
人
医
療

負
担
金
千
二
百
四
万
円
、
保
育
園
乳
幼

児
保
育
費
負
担
金
六
百
八
十
五
万
円
、

工
業
再
配
置
促
進
費
補
助
金
四
千
四
百

万
円
、
住
宅
建
設
費
補
助
金
千
百
二
十

四
万
円
な
ど
。

▼
県
支
出
金
県
か
村
で
行
う
事
業
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

主
な
も
の
は
、
老
人
医
療
負
担
金
三

百
一
万
円
、
社
会
福
祉
費
補
助
金
三
百

六
十
五
万
円
、
農
業
委
員
会
費
負
担
金

百
四
十
八
万
円
な
ど
。

▼
繰
入
金
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
入

昭
和
五
十
年
度
予
算
を
審
議
し
た
定

例
村
議
会

保
育
園
建
設

社
会
福
祉
を
充
実

歳
出
も
上
の
グ

ラ
フ
の
と
お
り

で
す
が
、
ど
う

使
わ
れ
る
か
、

費
目
別
に
説
明

し
ま
す
。

▼
議
会
費
村
議
会
の
運
営
に
必
要
な

経
費
で
、
議
員
の
報
酬
や
事
務
局
の
給

料
な
ど
に
使
わ
れ
、
前
年
よ
り
五
三
・

三
行
ふ
え
て
い
ま
す
。

▼
総
務
費
前
年
よ
り
四
八
·
五
行
の

び
て
、
三
千
八
百
七
十
万
円
ふ
え
て
い

ま
す
。
主
な
も
の
は
、
三
役
や
職
員
の

給
料
な
ど
の
人
件
費
八
千
三
百
八
十
三

万
円
、
乾
式
複
写
機
購
入
費
八
十
五
万

円
、
交
通
安
全
対
策
の
道
路
標
識
な
ど

設
置
に
七
十
七
万
円
、
村
議
会
議
員
選

挙
費
六
十
五
万
円
、
県
議
会
議
員
選
挙

費
七
十
二
万
円
な
ど
。

▼
民
生
費
使
わ
れ
る
金
の
二
番
目
に

あ
た
り
、
歳
出
全
体
の
ニ
―
•
九
訂
。

（
三
面
へ
）

般
会
計
予
算

冒璽□

れ
た
も
の
で
す
。

▼
繰
越
金
前
年
度
の
繰
越
金
を
見
込

ん
だ
も
の
で
す
。

▼
村
債
国
か
ら
一
定
の
事
業
に
対
し

て
不
足
す
る
額
を
借
り
入
れ

る
も
の
で
公
営
住
宅
建
設
に

千
三
百
四
十
万
円
。

▼
そ
の
他
諸
収
入
八
百
五

十
五
万
円
、
分
担
金
及
び
負

担
金
八
百
三
十
七
万
円
、
使

用
料
及
び
手
数
料
五
百
十
七

万
円
、
財
産
収
入
四
百
四
十

四
万
円
、
交
通
安
全
対
策
特

別
交
付
金
七
十
万
円
。
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（
二
面
か
ら
）

し
か
も
前
年
よ
り
実
に
六
0
•
八
行
の

び
て
、
五
千
六
百
七
十
八
万
円
ふ
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
予
算
の
柱
に
も
な
っ
て
い

る
社
会
福
祉
の
向
上
と
い
う
こ
と
で
、

福
祉
行
政
の
充
実
を
図
っ
た
も
の
。

[
保
育
園
費
九
千
六
百
二
十
六
万
円
]

な
か
に
は
、
東
部
地
区
の
保
育
園
の
建

設
費
二
千
五
百
四
十
五
万
円
、
保
育
園

敷
地
購
入
費
千
五
百
八
万
円
、
給
食
費

八
百
八
十
二
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
0

[
老
人
福
祉
費
二
千
四
百
四

十
九
万
円
]
の
な
か
に
は
、
老
人
医
療

扶
助
費
千
九
百
五
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ

育
成
補
助
金
百
十
万
円
、
敬
老
年
金
百

十
四
万
円
。
ね
た
き
り
老
人
家
庭
奉
仕

員
の
報
償
金
百
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
、
児
童
手
当
九
百
四
十
一
万

円
、
乳
幼
児
医
療
補
助
費
百
九
十
八
万

円
、
身
体
障
害
者
福
祉
費
百
十
四
カ
円
、

母
子
福
祉
費
四
十
九
万
円
な
ど
。

妊
婦
に
牛
乳
を
配
布

▼
衛
生
費
六
ヵ
月
以
上
の
妊
婦
に
牛

乳
を
一
日
一
本
無
料
で
配
布
す
る
費
用

に
百
五
十
一
万
円
、
館
林
厚
生
病
院
の

50年度の主な工事

区 分 金額・単位千円

道路改良工事 46,000 

道路舗装工事 38,000 

保育園新築工事 35,447 

村営住宅建設工事 24,184 

幹線排水路改修工事 10,200 

負
担
金
三
百
三
十
五
万
円
、
看
護
婦
学

校
負
担
金
三
百
一
万
円
、
伝
染
病
の
予

防
薬
剤
購
入
費
百
三
十
八
万
円
、
結
核

検
診
や
胃
腸
病
検
診
な
ど
の
委
託
料
に

百
三
十
九
万
円
、
ご
み
処
理
費
四
百
十

万
円
、
し
尿
処
理
費
六
百
七
十
九
万
円

な
ど
。

幹
線
排
水
路
を
改
修

▼
農
業
水
産
業
費
[
農
業
振
興
費
六

百
六
十
九
万
円
]
の
な
か
に
は
、
稲
作

請
負
防
除
補
助
金
百
六
十
一
万
円
、
農

業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
金
百
十
一
万

円
、
園
芸
農
産
物
振
興
補
助
金
七
十
万

円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

▼
土
木
費
使
わ
れ
る
金
の
ト
ッ
プ
で

歳
出
全
体
の
二
五
•
四
行
を
し
め
、
前

年
よ
り
千
百
四
十
六
万
円
ふ
え
て
い
ま

す
。道

路
改
良
工
事
費
四
千
六
百
万
円
、

道
路
舗
装
工
事
費
三
千
八
百
万
円
、
道

路
改
良
工
事
に
伴
う
用
地
買
収
費
千
万

円
、
物
件
補
償
費
千
万
円
、
千
津
井
の

渡
船
運
営
費
三
百
五
十
万
円
、
村
営
住

宅
八
戸
建
設
に
二
千
三
百
十
八
万
円
、

国
保
会
計

予
算
総
額
は
、
一
億
六
千
十
五
万
円

で
、
前
年
よ
り
ニ
ニ
•
四
行
の
び
て
い

ま
す
。

▼
歳
入
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
た
だ
＜

保
険
税
は
五
千
六
百
七
十
四
万
円
で
、

こ
れ
は
一
人
当
た
り
一
万
二
千
七
十
一

円
の
納
め
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
、
国
庫
支
出
金
九
千
四
百
九

十
五
万
円
、
繰
越
金
四
百
五
十
万
円
、

繰
入
金
三
百
四
十
万
円
な
ど
。

▼
歳
出
皆
さ
ん
か
医
者
に
か
か
っ
た

道
路
改
良
舗
装
に

八
千
四
百
万
円

ほ
か
に
幹
線
排
水
路
改
修
工
事
費
千

二
十
万
円
、
土
地
改
良
区
助
成
金
百
四

十
万
円
な
ど
。

▼
商
工
費
前
年
よ
り
四
一
・
三
行
の

び
て
、
二
百
七
十
七
万
円
ふ
え
て
い
ま

す
0
[
商
工
振
興
費
五
百
八
十
二
万
円
]

の
な
か
に
は
、
商
工
会
助
成
金
百
八
十

万
円
、
商
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
金

二
百
万
円
、
労
慟
福
祉
施
設
資
金
貸
付

金
百
万
円
な
ど
が
計
上
。

予
算
総
額
は
、
千
八
百
十
三
万
円
で

前
年
よ
リ
一
四
•
五
訂
の
び
て
い
ま
す
。

有
線
会
計

住
宅
建
設
用
地
購
入
費
千
二
百
四
十
四

万
円
、
道
路
維
持
費
五
百
六
十
五
万
円

な
ど
。

▼
消
防
費
前
年
よ
り
六
百
二
十
二
万

円
ふ
え
て
い
ま
す
。

館
林
地
区
消
防
組
合
負
担
金
三
千
四

百
五
十
八
万
円
は
、
常
備
消
防
費
に
千

八
百
六
十
七
万
円
、
非
常
備
消
防
費
に

五
百
八
士
二
万
円
、
消
防
施
設
費
に
四

百
七
十
一
万
円
、
防
災
費
に
六
十
五
万

円
使
わ
れ
ま
す
。
―

▼
教
育
費
前
年
よ
り
五
一
・
七
行
の

び
て
三
千
四
十
六
万
円
ふ
え
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
小
学
校
費
三
千
七
百

七
十
万
円
、
中
学
校
費
千
七
百
九
十
九

万
円
、
幼
稚
園
費
千
二
百
六
十
二
万
円
、

社
会
教
育
費
二
百
八
十
一
万
円
、
広
域

臨
海
学
校
運
営
負
担
金
百
八
十
万
円
、

広
域
林
間
学
校
運
営
負
担
金
五
十
一
万

円
な
ど
。

▼
公
債
費
長
期
に
わ
た
っ
て
国
な
ど

か
ら
借
り
た
金
を
返
す
費
用
で
す
。

▼
予
備
費
予
定
し
な
か
っ
た
緊
急
の

費
用
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

と
き
に
村
が
支
払
う
療
養
給
付
費
は
、

一
億
三
千
六
百
六
十
六
万
円
で
、
支
出

全
体
の
九
三
・
三
行
を
し
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
人
当
り
二
万
九
千
七
十
六

円
か
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
、
高
額
療
養
費
八
百
六
十
四

万
円
、
助
産
費
百
二
十
万
円
、
人
件
費

五
百
三
十
五
万
円
な
ど
。

[
収
益
的
収
入
及
び
支
出
]

▼
収
入
収
益
的
収
入
は
三
千
九
百
九

十
二
万
円
を
計
上
。
こ
の
会
計
も
経
営

が
苦
し
く
、
水
道
使
用
料
を
値
上
げ
し

て
、
給
水
収
益
三
千
六
百
八
十
七
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
雑
収
益
百
六
士
二
万
円
、

受
取
利
息
及
び
配
当
金
八
十
万
円
な
ど
。

▼
支
出
三
千
五
百
五
万
円
で
、
こ
の

▼ 50年度特別会計予算総括表 （単位万円）

水
道
会
計

▼
歳
入
こ
の
会
計
は
、
ほ
と
ん
ど
使

用
料
に
た
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
有
線
の
使
用
料
の
値
上
げ
を

し
て
千
二
百
四
十
二
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
も
百

五
十
八
万
円
を
繰
入
れ
ま
す
。

ほ
か
に
、
施
設
維
持
基
金
繰
入
金
百

四
十
万
円
、
繰
越
金
七
十
万
円
な
ど
。

▼
歳
出
こ
れ
と
い
っ
た
工
事
も
な
く

施
設
管
理
に
百
四
十
四
万
円
、
基
金
利

子
積
立
金
九
十
二
万
円
、
人
件
費
千
四

百
五
十
八
万
円
な
ど
。

予
算
総
額
は
、
三
千
八
百
六
十
九
万

円
で
、
前
年
よ
り
三
九
行
の
び
て
い
ま

す
。

▼
歳
入
主
な
も
の
は
、
農
作
物
共
済

掛
金
八
百
三
十
二
万
円
、
家
畜
共
済
掛

金
六
十
四
万
円
、
県
連
よ
り
受
け
る
保

険
金
千
百
四
十
四
万
円
、
県
か
ら
の
補

助
金
八
百
二
十
七
万
円
、
加
入
者
賦
課

金
三
百
五
十
一
万
円
、
前
期
業
務
残
金

百
六
十
万
円
な
ど
。

▼
歳
出
主
な
も
の
は
、
被
害
農
家
へ
．

支
払
う
共
済
金
二
千
百
六
十
六
万
円
、

農
作
物
無
事
も
ど
し
金
百
五
十
六
万
円
、

県
連
へ
支
払
つ
保
険
料
二
百
八
十
四
万

円
、
人
件
費
千
百
四
十
三
万
円
、
県
連

に
支
払
う
賦
課
金
四
十
九
万
円
な
ど
で

す
。

共

歳出予算の規模
ノ云\ 計 別 比較

50年度 49年度

国民健康保険 16,015 13,200 2,815 

有線放送 1,813 1. 583 230 

収益的 3,505 1,982 1,523 
水道

資本的 140 3,383 
会計

• 3,243 

計 3,645 5,365 •1, 720 

農業共済 3,869 2,784 1,085 

合 計 25,342 22,932 2,410 

済
会
計

な
か
に
は
、
原
水
及
び
浄

水
費
七
百
三
十
四
万
円
、

配
水
及
び
給
水
費
三
百
八

十
万
円
、
減
価
償
却
費
六

百
五
十
八
万
円
、
支
払
利

息
六
百
六
十
二
万
円
、
人

件
費
九
百
二
十
五
万
円
な

ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

[
資
本
的
収
入
及
び
支

出
]

▼
収
入
収
入
は
な
く
、

資
本
的
支
出
に
不
足
す
る

額
百
四
十
万
円
は
、
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

五
十
八
万
円
と
繰
越
利
益

剰
余
金
処
分
額
八
十
二
万

円
で
補
て
ん
し
ま
す
。

▼
支
出
百
四
十
万
円
は
、
建
設
改
良

費
五
十
八
万
円
、
企
業
債
償
還
金
八
十

二
万
円
に
使
わ
れ
ま
す
。
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第
一
回
定
例
村
議
会
は
、
三
月
十
一
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
会
期
八
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、

①
昭
和
五
十
年
度
各
種
会
計
予
算
の
認
定
、
②
永
道
使
用
料
の
値
上
げ
‘
③
肴
線
放
送
使
用
料
の
値
上
げ
、

④
中
小
企
業
振
興
の
た
め
の
融
資
額
の
限
度
額
の
拡
大
、
⑤
昭
和
四
十
九
年
度
各
種
会
計
補
正
予
算
（
有
線
会

計
を
除
く
）
な
ど
二
十
八
議
案
か
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容

◆
昭
和
五
十
年
度
各
種
会
計
予
算

ニ
・
三
面
に
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
公
平
委
員
会
の
委
員
選
任
に
つ
い
て

四
月
三
十
日
、
任
期
満
了
と
な
る
鯉

沼
忠
弥
さ
ん
を
再
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
同
意
を
え
た
も
の
で
す
。

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選

任
に
つ
い
て

三
月
二
十
四
日
、
任
期
満
了
と
な
る

泉
田
貞
一
さ
ん
の
後
任
者
と
し
て
、
篠

木
嘉
一
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
同
意
を
え
た
も
の
で
す
。

●
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

昨
年
一
般
職
の
給
与
改
定
に
伴
っ
て
、

非
常
勤
特
別
職
に
つ
い
て
も
相
当
額
の

改
定
を
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

昨
年
十
二
月
に
総
務
常
任
委
員
会
に

報
酬
審
議
会
の
代
行
機
関
と
し
て
諮
問

し
、
そ
の
答
申
に
基
づ
い
て
報
酬
を
引

上
げ
た
も
の
で
す
。

◆
印
鑑
条
例
の
全
部
改
正

印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
事
務

に
つ
い
て
は
、
最
近
全
国
的
に
い
ろ
い

~ 

定例村議会

ろ
と
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
実
印
の
取
扱
に
つ
い
て
慎
重
に
期

さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
全
文
を
改
正
し
、
印
鑑
登

録
及
び
証
明
に
関
す
る
事
務
の
問
題
を

な
く
し
、
事
務
の
近
代
化
を
図
り
、
機

械
化
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
向

上
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
、
七
月
一
日

か
ら
適
用
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
っ
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
有
線
放
送
電
話
使
用
料
条
例
の
一
部

改
正

四
月
か
ら
有
線
放
送
電
話
使
用
料
が

値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
一
月

に
開
か
れ
た
有
線
放
送
運
営
委
員
会
の

答
申
に
基
い
て
決
め
た
も
の
で
す
。

値
上
げ
の
理
由

有
線
放
送
事
業
会
計
は
、
最
近
、
特

に
財
政
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会

有
線
使
用
料
を
値
上
げ

四
月
か
ら
四
百
円
を
六
百
円
に

入
居
資
格
と
し
て
の
収
入
基
準
、
収

入
の
算
定
に
係
る
扶
養
控
除
額
の
枠
が

引
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
入
居
資
格
と
し
て
の
収
入

基
準
が
四
月
か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

●
扶
養
親
族
0
人
の
場
合
年
額
1
1
九

十
三
万
二
千
円
か
ら
百
三
十
万
二
千
円

未
満

●
扶
養
親
族
一
人
の
場
合
年
額

1
1

百

十
二
万
四
千
円
か
ら
百
六
十
万
四
千
円

未
満

計
は
、
財
源
か
使
用
料
以
外
に
他
の
多

く
の
財
源
を
望
め
な
い
と
い
う
こ
と
と

有
線
資
材
の
高
騰
、
人
件
費
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
財
政
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
値
上
げ
を
し
な
く
て
は
、

運
営
が
困
難
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

◆
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

職
員
定
数
を
八
人
増
員
し
た
も
の
で

す
。
増
加
の
理
由
は
、
西
保
育
園
の
開

園
に
伴
い
、
保
母
・
調
理
士
な
ど
が
七

（
五
面
へ
）
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②
社
会
資
本
の

の算
充
実

予
③
産
業
の
振
興

主
①
社
会
福
祉
の

向
上

• 
三
月
十
一
日
、
村
議
会
の
冒
頭
、

奈
良
村
長
は
、
新
年
度
予
算
を
上
程

す
る
に
あ
た
り
、
予
算
の
編
成
方
針

及
び
予
算
の
概
要
を
演
説
し
た
が
、

そ
の
内
容
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り

で
す
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
村
民

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
充
実
に
配
慮

を
払
っ
た
。
ま
た
、
国
と
同
様
の
総

需
要
抑
制
策
を
基
調
に
し
て
、
歳
出

を
極
力
抑
え
る
と
と
も
に
財
源
の
重

点
的
配
分
と
経
費
支
出
の
効
率
化
を

図
り
、
健
全
性
と
弾
力
性
を
確
保
す

る
こ
と
に
努
め
た
。

財
政
全
般
に
つ
い
て
も
、
徹
底
的

な
洗
ぃ
直
し
を
行
い
、
庁
費
、
そ
の

他
消
費
的
経
費
の
節
約
を
行
い
、
財

政
の
健
全
化
に
努
め
よ
う
と
、
最
大

の
努
力
を
払
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
に

立
っ
て
、
予
算
を
編
成
し
た
の
で
あ

2
8議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

予
算
編
成
方
針
を
演
説
す
る
村
長

る
が
‘
限
ら
れ
た
財
政
規
模
の
中

に
あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い

こ
と
は
、
山
積
し
て
い
る
。
し
か

し
、
財
政
の
重
点
的
配
分
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
社
会
経
済

情
勢
の
推
移
に
対
応
し
て
、
残
さ

れ
た
事
業
に
対
し
て
は
、
財
政
の

見
通
し
の
つ
き
次
第
、
弾
力
的
に
処
理

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

予
算
の
柱
と
し
て
は
、
①
）
社
会
福
祉

の
向
上
‘
②
社
会

資
本
の
充
実
‘
③

産
業
の
振
興
の
三

u
~

つ
を
掲
げ
て
、
豊
宙
ハ

か
な
村
づ
く
り
を
長

寸

推
進
し
て
行
こ
う
太

ー

と
す
る
も
の
で
あ
＾
任
ン
頭

る
。
冒東
部
保
育
園
や
十
月
の

会

い
い
日
[
[
成
議

ぃ□日
。
の
編

て
ロ
バ
ロ
]
]
算

比
較
し
て
、
五
千
ヱ

I

六
百
七
十
八
万
円

ふ
え
、
本
年
度
最

高
の
六
0
•

八
行
の
伸
び
を
し
め
し
て

い
る
。
福
祉
行
政
は
、
一
歩
た
り
と
も

後
退
を
許
さ
れ
な
い
の
で
、
い
ろ
い

ろ
の
面
に
お
い
て
、
き
め
細
か
い
内
容

の
充
実
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
な

か
で
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
保
育
園
を

東
部
地
区
に
建
設
す
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
農
林
水
産
業
費
は
、
わ
ず
か

に
一
―
•
三
行
の
伸
び
で
極
め
て
低
調

の
感
が
す
る
。
け
れ
ど
も
‘
こ
れ
は
広
域

農
道
関
係
費
が
採
択
こ
そ
さ
れ
た
か
、

そ
の
経
費
が
全
く
不
透
明
の
た
め
、
今

年
は
当
初
に
お
い
て
、
計
上
し
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
国
や
県
の
行
う
農
業
振
興

経
費
が
見
通
し
が
つ
か
ず
、
こ
れ
ら
の

両
者
の
経
費
は
、
相
当
な
額
に
な
る
も

の
と
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
補
正
予
算
で

処
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

商
工
費
は
、
四
一
・
三
打
と
前
年
度

よ
り
か
な
り
伸
び
て
い
る
。
商
工
振
興

費
が
大
き
く
伸
び
た
た
め
で
、
商
工
会

の
育
成
助
成
や
融
資
枠
の
拡
大
を
図
っ

た
の
で
あ
る
。
·

土
木
費
の
伸
び
は
、
前
年
度
よ
り
七

打
と
重
点
施
策
の
一
っ
と
し
て
は
、
低

い
伸
び
率
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
か
ら
見
る
と
、
総
予
算
額
の

四
分
の
一
以
上
を
し
め
て
い
る
の
で
。

調
和
の
上
か
ら
で
は
、
決
し
て
低
い
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
費
は
、
前
年
度
に
対
し
て
五
一
·

七
行
と
か
な
り
伸
び
て
い
る
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
義
務
的
経
費
で
あ
る
。
次

代
を
担
う
大
切
な
児
童
•
生
徒
の
教
育

は
、
最
近
と
か
く
マ
ス
コ
ミ
に
て
も
さ

わ
か
れ
て
い
る
現
況
に
あ
る
の
で
、
本

村
で
も
十
分
に
教
育
の
振
興
を
図
っ
て

行
く
考
え
で
あ
る
。

最
後
に
消
防
費
で
あ
る
か
‘
常
備
消
防

費
に
つ
い
て
は
、
消
防
組
合
負
担
金
と

し
て
、
従
来
ど
お
り
関
係
市
町
村
の
負

担
率
に
そ
い
計
上
し
た
。
非
常
備
消
防

費
は
、
本
村
で
昨
年
末
の
懸
案
と
な
っ

て
い
た
支
団
の
再
編
成
を
三
分
団
、
六

班
の
九
十
二
人
で
、
四
月
一
日
付
の
実

施
で
行
う
べ
く
、
経
費
を
計
上
し
た
。

こ
の
あ
と
特
別
会
計
の
予
算
編
成
に

つ
い
て
説
明
し
、
そ
し
て
、
最
後
に
「
予

算
案
を
十
分
に
審
議
を
い
た
だ
き
、
認

定
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
‘
提

案
理
由
の
趣
旨
弁
明
に
代
え
た
い
と
思

う
」
と
、
こ
の
よ
う
に
演
説
し
ま
し
た
。
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水道料金値上げ

基本料
家庭用 500円

工業用 1100円

▼新水道料金表

基本料金 超過料金
用 途

基本水量 晶易 単位水量 料金

一般家庭用 1 ヵ月 10面まで 500 円 lm' につき 60 円

工業用 1 ヵ月 20面まで 1,100 円 1 面につき 65 円

官エ署・学校
l ヵ月 20面まで 1,000 円 1 面につき 55 円

病院等

共用栓 l ヵ月 20mぽで 1,000 円 lm刈こつき 60 円

臨時使用 1 ヵ月 10面まで 900 円 lm刈こつき 90 円

量水器代は従来どおり 50 円

（
四
面
か
ら
）

人
必
要
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
も
う
一

人
の
増
員
は
、
教
育
委
員
会
関
係
の
職

員
で
、
西
幼
稚
園
の
新
年
度
入
園
予
定

者
が
五
十
二
人
と
見
込
ま
れ
、
基
準
を

四
人
超
え
、
一
学
級
増
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
教
員
一
人
を
必
要
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

貸
付
限
度
額
を
拡
大

中
小
企
業
振
興
の
た
め
に

●
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
改

正中
小
企
業
振
興
の
た
め
に
貸
付
限
度

額
を
二
百
万
円
を
三
百
万
円
に
改
正
し

た
も
の
。

●
商
業
設
備
近
代
化
資
金
融
資
促
進
条

例
の
一
部
改
正
へ

●
給
水
条
例
の
一
部
改
正

水
道
料
金
が
四
月
一
日
か
ら
値
上
げ

に
な
り
ま
す
。

ヘ
貸
付
利
率
七
分
以
内
を
七
分
三
厘
以

内
に
改
正
し
た
も
の
。

◆
中
よ
1企
業
労
働
福
祉
施
設
資
金
融
資

促
進
条
例
の
一
部
改
正

こ
れ
も
貸
付
利
率
七
分
以
内
を
七
分

三
厘
以
内
に
改
正
し
た
も
の
。

◆
渡
船
越
立
請
負
受
諾
に
つ
い
て

千
津
井
地
先
の
利
根
川
渡
船
越
立
を

今
年
も
引
続
い
て
、
年
額
三
百
四
十
四

万
円
で
請
負
う
も
の
で
す
。

◆
農
業
共
済
事
業
の
事
務
費
の
賦
課
総

額
等
の
決
定

農
業
共
済
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要

と
す
る
事
業
費
を
、
村
と
の
間
に
共
済

関
係
の
あ
る
者
に
賦
課
す
る
総
額
及
び

賦
課
率
を
定
め
た
も
の
。

賦
課
総
額
は
、
三
百
五
十
一
万
円
で
、

賦
課
率
は
共
済
金
額
の
0
．
七
行
で
す
。

値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
十
日

建
設
常
任
委
員
会
と
協
議
を
し
て
、
住

民
サ
イ
ド
に
立
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

水
道
事
業
は
、
施
設
の
利
用
に
応
じ

て
、
水
道
経
営
に
必
要
な
経
費
を
、
利

用
者
の
み
な
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
（
独
立
採
算
が
原
則
）
事
業
で
す
。

従
っ
て
、
一
般
財
源
（
税
収
）
に
よ
っ

て
道
路
や
橋
な
ど
の
建
設
を
行
っ
て
い

る
公
共
事
業
と
は
、
本
質
的
に
違
い
が

あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
は
、
施
設
を
新
し
く
し
た

り
‘
整
備
を
す
る
時
に
借
り
入
れ
た
（
企

業
債
）
借
金
に
、
利
息
を
つ
け
て
返
し

た
り
、
人
件
費
や
電
力
、
薬
品
、
資
材

等
い
ろ
い
ろ
な
経
費
の
支
払
い
に
あ
て

ら
れ
ま
す
の
で
、
赤
字
が
で
る
よ
う
な

状
態
で
は
、
施
設
の
維
持
管
理
を
続
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
水
が
な
く
て
は
一
日
と

い
え
ど
も
生
活
す
る
事
は
で
き
な
い
の

で
す
。
住
民
の
大
切
な
水
道
を
、
将
来

も
安
心
し
て
飲
め
る
水
道
へ
。
ま
た
‘

経
営
面
で
は
、
合
理
化
や
経
費
の
節

減
等
の
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
住

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
ね
が
い
申
し
上
げ
ま
す
。

値
上
げ
の
理
由

か
ら
慎
重
に
検
討
を
加
え
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
こ
の
程
度
の
料
金
値
上
げ
は

や
む
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
決
め

た
も
の
で
す
。

基
本
料
金
の
値
上
げ
幅
は
、
最
低
三

七
•
五
行
か
ら
最
高
六
六
•
六
行
で
、

一
般
家
庭
用
は
（
一
ヵ
月
十
立
方
米
）

四
ニ
・
八
炉
日
の
百
五
十
円
値
上
げ
で
五

百
円
。
工
業
用
は
（
一
ヵ
月
二
十
立
方

米
）
三
七
·
五
行
の
三
百
円
値
上
げ
で

千
百
円
に
な
り
ま
し
た
。

超
過
料
金
に
つ
い
て
は
、
一
立
方
米

に
つ
き
、
一
般
家
庭
用
が
四
十
円
か
ら

六
十
円
に
、
工
業
用
か
四
十
五
円
か
ら

六
十
五
円
に
値
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
特

別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
本
年
五
月
二

十
八
日
で
す
。
こ
の
日
ま
で
に
請
求
し

な
い
と
時
効
に
よ
り
請
求
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

特
別
弔
慰
金
は
、
今
次
大
戦
に
お
け

る
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
国
か
あ
ら

た
め
て
弔
慰
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
支
給

す
る
も
の
で
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
に
よ
る
も
の

で
す
。

こ
の
特
別
弔
慰
金
は
法
律
に
定
め
ら

れ
た
次
の
要
件
を
備
え
た
遺
族
へ
支
給

さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
請
求
期
間
内
に
役
場
住
民
課
で
請
求

手
続
を
し
て
下
さ
い
。

一
、
対
象
と
な
る
遺
族
。

対
象
と
な
る
遺
族
は
昭
和
十
六
年
十

二
月
八
日
以
後
死
亡
し
た
戦
没
者
等
の

遺
族
で
次
に
あ
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
遺
族
で
す
。

①
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
者
が
あ
り
、
同
日
、
公

務
扶
養
料
等
の
受
給
者
が
あ
っ
た
が
、

昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
等
の
受
給
者
が
な
い
場
合
の

戦
没
者
等
の
遺
族
。

②
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
者
か
あ
り
、
昭
和
四
十
七
年
四

月
一
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
等
の
受

稲
荷
山
の
道
路
を
改
良

六
百
九
十
区
を
幅
員
五
区
に

南
大
島
字
稲
荷
山
の
道
路
改
良
工
事
現
在
工
事
か
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
、
幅
員
四
以
を
五
討
に
拡
幅
し
て
、
場
所
は
、
岡
安
利
清
次
さ
ん
宅
の
西

六
百
九
十
以
を
改
良
す
る
も
の
で
す
。
側
か
ら
北
へ
つ
き
あ
た
る
ま
で
の
三
百

こ
の
工
事
は
、
指
名
業
者
の
競
争
入
五
十
討
と
、
そ
こ
か
ら
東
へ
百
三
十
M

、

札
に
よ
り
、
栗
原
建
設
朦
か
八
百
十
万
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
北
へ
谷
田
川
の
土
手

円
で
請
負
い
、
三
月
八
日
に
着
工
し
‘
に
つ
き
あ
た
る
ま
で
で
す
。

三
万
円
の
請
求
は
5
月

2
8日
ま
で

戦
没
者
等
の
遺
族
特
別
弔
慰
金

補
正
予
算
関
係

◆
四
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

追
加
額
は
七
千
八
百
六
十
六
万
円
で

予
算
総
額
は
、
七
億
千
五
百
三
十
七
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
追
加
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立

金
七
千
万
円
、
幹
線
排
水
路
改
修
工
事

費
追
加
三
百
三
十
八
万
円
、
流
域
関
連

公
共
下
水
道
基
本
計
画
調
査
委
託
料
百

三
十
五
万
円
、
保
育
園
費
百
七
十
七
万

円
な
ど
で
す
。

◆
四
十
九
年
度
国
保
会
計
補
正
予
算

五
百
五
十
七
万
円
追
加
し
て
、
予
算

総
額
は
一
億
四
千
五
十
五
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

主
な
追
加
は
、
医
者
に
か
か
っ
た
と

き
支
払
う
保
険
給
付
費
四
百
八
十
二
万

円
、
予
備
費
五
十
七
万
円
な
ど
。

◆
四
十
九
年
度
水
道
会
計
補
正
予
算

追
加
額
は
百
二
十
万
円
で
、
資
本
的

支
出
の
総
額
は
三
百
五
士
二
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

配
水
設
備
工
事
費
五
十
万
円
を
減
額

補
正
し
て
、
上
水
道
第
二
次
拡
張
費
の

事
業
費
不
足
額
百
七
十
万
円
を
追
加
し

た
も
の
で
す
。

◆
四
十
九
年
度
農
業
共
済
会
計
補
正
予

算八
十
四
万
円
を
追
加
し
て
、
予
算
総

額
は
千
三
百
六
十
五
万
円
に
な
り
ま
し

た
。
追
加
は
人
件
費
六
十
五
万
円
、
事

業
奨
励
費
十
九
万
円
で
す
。

給
者
が
な
い
場
合
の
戦
没
者
等
の
遺
族

3

二
、
遺
族
の
範
囲
と
請
求
順
位
。

前
記
一
の
①
‘
②
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
遺
族
は
次
に
あ
げ
る
順
位
お
よ

び
範
囲
に
よ
り
請
求
で
き
ま
す
。

①
弔
慰
金
受
給
者
。

②
弔
慰
金
受
給
者
か
い
な
い
と
き

は
戦
没
者
等
の
子
。

③
戦
没
者
等
の
生
計
が
同
一
で
あ

つ
て
戦
没
者
等
死
亡
後
氏
の
変
っ
て
い

な
い
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
（
こ
の
順
序
に
よ
る
）

④
③
に
記
載
さ
れ
た
者
以
外
の
戦

没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟

姉
妹
（
こ
の
順
序
に
よ
る
）

三
、
支
給
額
等
。

三
万
円
の
一
時
金
で
、
十
年
償
還
無

利
子
の
国
債
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

四
、
請
求
期
間
等
。

法
律
施
行
（
昭
和
四
十
七
年
五
月
二

十
九
日
）
後
三
年
間
で
す
。
三
年
以
内

に
請
求
し
な
い
と
時
効
に
よ
り
請
求
権

が
な
く
な
リ
ま
す
。

五
、
請
求
手
続
等
。

役
場
住
民
課
に
請
求
に
必
要
な
関
係

用
紙
か
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
用

紙
の
交
付
を
受
け
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

六
、
そ
の
他

不
明
な
点
や
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は
県
世
話
課

(
6
0二
七
―
―
⑳
三
一
番
内
線
三
四
一
）

へ
お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。
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ニ
ュ
ー
ス

►

時
局
講
演
会

時
局
講
演
会
が
商
工
会
・
役
場
選

管
の
共
催
に
よ
り
、
三
月
二
十
六
日
、

商
工
会
館
で
開
催
さ
れ
、
約
七
十
名

が
聴
講
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
世
界
動
態
研
究
所
の

中
西
重
思
先
生
を
招
き
、
「
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
、
政
局
・
景
気
・
物
価
・

経
営
」
と
い
う
演
題
で
、
約
二
時
間

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

救
急
車
を
タ
ク
シ
ー

救
急
車
は
、
急
病
や
交
通
事
故
で
、

は
か
に
搬
送
の
手
段
が
な
く
、
急
い
で

医
療
機
関
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
最
近
、
軽
い
病
気
や
軽
い

ケ
ガ
な
ど
で
、
救
急
車
を
タ
ク
シ
ー
が

わ
り
に
利
用
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

◄

西
保
育
園
完
成

四
月
か
ら
開
園
す
る
西
保
育
園
の

落
成
式
か
三
月
二
十
八
日
、
完
成
し

た
ば
か
り
の
同
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
保
育

園
は
、
荒
井

建
設
に
よ
っ

て
、
九
月
十

七
日
着
工
さ

れ
、
三
千
三

百
五
万
円
を

費
や
し
て
完

成
し
た
も
の

で
す
。

園
舎
は
五

百
四
十
九
平

方
以
（
百
六

十
六
坪
）
。

保
育
室
二
、

遊
戯
室
、
職

員
室
、
調
理

室
、
ホ
フ
ク

室
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
親
な
ど
が
非
常
に
病
気
や
ケ

ガ
を
お
も
く
見
て
利
用
し
て
し
ま
う
わ

け
で
す
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ケ
ガ

で
も
救
急
車
を
使
え
ば
、
病
院
で
待
た

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
診
察
し
て

も
ら
え
る
と
い
う
、
安
易
な
気
持
ち
で

救
急
車
を
利
用
さ
れ
る
う
か
が
い
も
あ

が
わ
り
に
利
用
し
な
い
で

立

有
線
放
送
で
は
、
こ
の
四
月
か
ら
新

番
組
「
み
ん
な
の
歌
ご
え
」
を
放
送
し

ま
す
。

こ
の
番
組
は
、
村
内
で

歌
の
上
手
な
人
、
好
き
な

人
に
出
演
し
て
い
た
だ
き

歌
と
お
話
し
で
十
分
間
の

放
送
を
す
る
も
の
で
す
。

放
送
日
は
、
毎
週
水
曜

日
の
朝
七
時
五
分
か
ら
と

夜
九
時
か
ら
の
二
回
で
す
。

歌
の
好
き
な
方
は
、
ぜ

ひ
有
線
放
送
を
通
じ
て
、

村
内
の
み
な
さ
ん
に
自
慢

の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
御
近
所
で
あ

の
人
の
歌
が
聞
き
た
い
と

い
う
方
は
、
放
送
所
へ
連

• 4 月 3 日放送した永吉昭子さんの録音風景

有
放
の
新
番
組
に
ど
し
ど
し
出
演
を

を
放
送

一
、
災
害
に
よ
る
事
故

地
震
・
火
災
・
水
災
•
そ
の
他
の

災
害
で
け
が
を
し
た
り
急
病
に
な

っ
た
と
き
。

二
、
屋
外
で
の
事
故

交
通
事
故
・
工
事
場
な
ど
の
、
労

災
事
故
•
そ
の
他
の
屋
外
で
の
作

『
み
ん
な
の
歌
ご
え
』

救
急
車
の
利
用
方
法

り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
、
救
急
車
か
出
勤
し

て
い
る
と
、
大
ケ
ガ
や
急
病
な
ど
で
、

緊
急
を
要
す
る
方
に
大
変
述
恐
に
な
り
、

本
当
の
意
味
で
の
救
急
活
動
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
救
急
車
を
利
用
す
る
と
き

は
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
し
ま
し
ょ
う
。

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
係
で
出
演
交
渉

を
し
ま
す
。

業
や
運
動
競
技
な
ど
で
急
病
に
な

っ
た
と
き
。

三
、
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所
で
の
事

故興
業
物
・
学
校
・
百
貨
店
・
駅
・

競
技
場
・
道
路
上
な
ど
で
急
病
に

な
っ
た
り
負
傷
し
た
と
き
。

四
、
家
庭
内
で
の
事
故

薬
物
中
毒
・
ガ
ス
中
毒
・
や
け
ど
·

異
状
分
べ
ん
・
屋
内
作
業
で
の
け

が
・
急
病
な
ど
で
ほ
か
に
搬
送
の

手
段
が
な
く
、
急
い
で
医
療
機
関

ヘ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
。

館
林
邑
楽
地
方
の
日
曜
当
番
医
は
、

十
年
前
に
、
館
林
口
犀
杢
医
師
会
が
自
主

的
に
ス
タ
ー
ト
し
現
在
に
至
つ
て
お
り

ま
す
。

祝
日
当
番
医
は
昨
年
四
月
か
ら
館
林

厚
生
病
院
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、

最
近
日
祝
日
に
来
院
す
る
串
革
臼
が
激
増
。

特
に
厚
生
病
院
に
つ
い
て
は
診
療
能
力

も
限
界
に
き
て
い
る
と
の
こ
と
。
日
曜

当
番
を
担
当
し
て
い
る
開
業
医
に
つ
い

て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

日
曜
·
祝
日
の
当
番
医
の
目
的
は
、

真
に
救
急
を
要
す
る
患
者
に
備
え
て
の

当
番
医
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
曜
祝
日
に
来
院
の
串
革
臼
の
う
ち
救

急
を
要
す
る
と
い
う
重
傷
患
者
は
二
0

打
程
度
で
、
こ
う
し
た
患
者
の
診
療
に

全
力
を
あ
げ
る
た
め
に
も
救
急
患
者
以
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i
大
型
ゴ
ミ
の
収
集
を

一

ｷ
 

血
問
お
勝
手
か
ら
出
る
残
り
物
の
ゴ

一＂
ミ
に
つ
い
て
は
、
週
に
二
回
の
収
集

, 
一g

を
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
ち
ょ
う
ほ

一
ぅ
し
て
い
ま
す
が
、
大
型
ゴ
ミ
に
つ

ｷ
 

[
い
て
も
年
に
何
回
か
収
集
し
て
も

゜血
ら
い
た
い
の
で
す
が
。
(
-
主
婦
）

一叩
答
生
活
様
式
の
改
善
に
と
も
な
い

ｷ
 
ｷ
 

＂
各
家
庭
か
ら
で
る
ゴ
ミ
も
大
型
化
し

一
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
こ
の
こ

5

と
に
つ
き
ま
し
て
は
当
局
と
し
て
頭

ｷ
 

i
を
痛
め
て
お
り
ま
す
が
、
本
村
に
は

血゚
そ
の
設
備
も
な
く
、
ま
た
こ
れ
ら
の

. 
ｷ
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日
・
祝H
の
診
療

救
急
患
者
以
外
は

翌
日
に

ゴ
ミ
を
捨
て
る
よ
う
な
適
当
な
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
当
局
と
し
ま
し
て
も
検

討
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
も
う
し
ば

ら
く
の
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

村
の
行
政
面
に
つ
い
て
、
質
問
を

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙
上

匿
名
は
自
由
で
す
。

あ
て
先
1
1
明
和
村
役
場
総
務
課

住
所
1
1
大
字
新
里
二
八
八
番
地

! ●""●●'""●●"'"●●""'●●'"'ヽ●●""'●●""●●'""●●'""●●'""●●""'●●'""●● 99U9●●"'"●●""'..心

所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
て
、

税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
‘
還
付
を

受
け
た
税
金
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る

よ
う
に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、

昭
和
四
十
九
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
。

更
正
の
請
求
を
す
る
と
、
税
務
署
で

は
そ
の
内
容
を
調
べ
て
、
そ
の
請
求
が

正
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
●
納
め
過

ぎ
の
税
金
を
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

更
正
の
請
求
用
紙
は
館
林
税
務
署
に

あ
り
ま
す
。

税
額
を
多
く
計
算
し
た

場
合
は
更
正
請
求
を

外
は
翌
日
診
療
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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道
祖
神
と
は
、
簡
単
に
い
う
と
道
の

神
様
で
あ
る
。
人
が
生
存
す
る
上
に
は
、

原
野
を
歩
き
谷
を
わ
た
り
、
峠
を
越
え

湖
沼
を
わ
た
り
、
海
を
よ
ぎ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
物
資
の
獲
得
、
運
搬
輸

送
に
欠
く
事
の
出
来
な
い
の
は
海
陸
の

道
で
あ
っ
た
。
そ
の
安
全
を
は
か
り
、

三
月
十
五
日
に
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

卒
業
式
に
は
、
江
森
校
長
先
生
か
ら

一
人
一
人
に
卒
業
証
書
を
授
与
。
次
に
、

が
自
然
的
に
発
生
し
道
祖
神
と
な
り
広

く
信
仰
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

道
祖
神
は
、
道
行
く
人
の
道
案
内
を

し
、
ゆ
く
て
を
さ
え
ぎ
る
い
っ
さ
い
の

障
害
を
排
除
し
、
寄
せ
く
る
災
害
を
防

御
す
る
霊
力
を
備
え
て
お
り
、
諸
厄
諸

病
を
防
ぐ
神
で
あ
り
、
寿
福
の
神
で
あ

道
祖
神
と
道
し
る
べ

息
炎
を
包
い
願
う
は
現
代
に
お
い
て
も

交
通
安
全
の
お
札
や
祈
願
を
行
う
よ
う

に
、
人
情
で
は
あ
る
。
不
完
全
な
道
路

や
橋
梁
、
天
災
地
変
風
水
害
、
更
に
は
、

不
隠
な
社
会
情
勢
下
に
生
き
抜
く
事
は
、

古
今
を
問
わ
ず
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
諸
悪
追
放
の
思
想

る
。そ

の
造
立
は
ほ
と
ん
ど
江
戸
時
代
で

石
造
り
で
あ
る
。
石
祠
、
聖
天
、
地
蔵
、

観
音
、
尼
僧
、
猿
田
‘
俗
風
、
混
体
係

の
約
九
種
類
に
わ
け
ら
れ
、
そ
の
分
布

は
、
東
毛
地
方
の
平
野
部
よ
り
山
間
部

に
多
い
。
そ
れ
は
、
平
野
部
で
は
道
路

明中卒業式
136名が巣立つ

三
年
間
通
い
続

け
た
明
和
中
学
か

ら
百
三
十
六
名
か

の
見
通
し
も
良
く
幹
線
道

か
発
達
し
、
道
し
る
べ
と

し
て
の
道
椎
神
の
性
格
か

弱
め
ら
れ
、
更
に
は
、
田

畑
の
開
発
、
開
墾
に
よ
り

障
害
と
な
る
た
め
除
去
さ

れ
る
な
ど
関
心
度
が
弱
ま
っ
た
事
か
あ

げ
ら
れ
る
。

本
村
に
あ
る
道
祖
神
は
、
南
大
島
本

郷
厳
島
神
社
火
の
見
下
と
七
軒
に
あ
る

二
基
か
確
認
さ
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
は

共
に
石
祠
型
の
道
祖
神
で
あ
る
。

ま
た
‘
斗
合
田
一
一
三
八
番
地
橋
本
政

雄
さ
ん
所
有
の
道
し
る
べ
も
あ
る
。

現
代
版
の
道
路
標
識
で
あ
る
道
し
る

ベ
は
、
道
祖
神
と
同
様
に
石
造
り
で
江

戸
時
代
の
物
か
多
い
。
性
格
も
道
祖
神

と
似
て
お
り
、
旅
び
と
に
対
す
る
村
び

と
の
親
切
心
の
現
わ
れ
で
村
び
と
の
温

か
い
気
持
が
こ
れ
に
し
み
で
て
お
り
、

不
案
内
の
道
を
通
る
旅
び
と
が
こ
れ
に

よ
っ
て
ど
ん
な
に
慰
め
ら
れ
救
わ
れ
た

か
知
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
平
野
部
に
お
け

る
道
祖
神
は
数
少
＜
貴
重
な
文
化
財
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
道
椎
神
に
ま

つ
わ
る
ド
ン
ド
ン
焼
等
子
供
に
と
っ
て

楽
し
い
正
月
行
事
の
ひ
と
つ
で
以
前
は
i

盛
大
に
行
な
わ
れ
た
か
今
日
で
は
全
く

姿
を
消
し
大
変
惜
し
ま
れ
る
。

斗
合
田
の
橋
本
政
雄
さ
ん
宅
の
南
側

の
敷
地
に
あ
る
道
し
る
べ

国
民
年
金
に
は
‘
よ
り
多
く
の
老
齢

年
金
か
う
け
ら
れ
る
付
加
年
金
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
定
額
の
保
険
料
（
月
額
千

百
円
）
ほ
か
に
月
額
四
百
円
の
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
の

表
の
と
お
り
年
金
か
う
け
ら
れ
ま
す
。

付
加
保
険
料
は
、
保
険
料
の
納
入
を

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料
を
納
め
て

よ
り
多
く
の
年
金
を
う
け
よ
う

校
長
先
生
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
力
強

く
、
新
し
い
生
活
へ
の
第
一
歩
を
元
気

よ
く
出
発
し
母
校
の
名
に
恥
じ
な
い
よ

う
に
立
派
な
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
卒
業
生
に
対
し
、
励
ま
し
の
こ
と
ば

を
の
べ
ま
し
た
。

卒
業
生
を
代
表
し
て
、
中
谷
の
豊
島

理
恵
さ
ん
か
「
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を

基
礎
と
し
て
、
い
っ
そ
う
努
力
し
、
母

校
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す

」
と
謝
辞
を
の
べ
、
下
級
生
の
は
た
る

の
光
に
送
ら
れ
て
、
式
場
を
退
場
し
た

か
、
女
生
徒
の
な
か
に
は
‘
目
頭
に
ハ

ン
カ
チ
を
お
さ
え
る
光
景
も
見
ら
れ
ま

こ
。

し
f最

後
に
、
記
念
樹
の
柿
の
木
と
桜
の

木
の
苗
を
も
ら
い
「
元
気
で
や
れ
よ
」

と
先
生
の
励
ま
し
と
、
下
級
生
全
員
の

拍
手
に
送
ら
れ
、
母
校
を
あ
と
に
し
ま

し
た
。

免
除
さ
れ
て
い
る
人
と
五
年
年
金
の
被

保
険
者
を
除
い
て
、
国
民
年
金
の
被
保

険
者
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
納
め
る
こ

と
か
で
き
ま
す
。

よ
り
よ
い
老
後
の
た
め
に
、
付
加
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。
希
望
者
は
、

役
場
住
民
課
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

一
月
分
・
ニ
月
分
・
三
月
分
の
国
民

年
金
保
険
料
の
納
期
限
は
四
月
三
十
日

で
す
。

去
年
の
四
月
分
か
ら
‘
十
二
月
分
ま

で
の
保
険
料
が
未
納
の
方
も
、
四
月
三

十
日
ま
で
は
、
役
場
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
四
月
三
十
日
を

過
ぎ
ま
す
と
役
場
に
納
め
る
こ
と
か
で

き
な
く
な
り
、
直
接
社
会
保
険
事
務
所

に
納
め
る
な
ど
、
大
変
手
数
が
か
か
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。保

険
料
を
何
ヵ
月
も
滞
納
す
る
と
‘

保
険
料
の
額
が
多
く
な
っ
て
、
一
度

に
納
め
に
く
く
な
る
も
の
で
す
。

軽
自
動
車
税
と
車
検

今
月
よ
り
新
年
度
の
税
金
と
し
て
軽

自
動
車
税
の
徴
収
が
は
じ
ま
る
わ
け
で

す
が
、
い
ま
ま
で
と
ち
か
い
一
台
一
枚

▼老齢年金の年金額の例

国
民
年
金
の

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

保納付険期料間
うけられる年金額

通常の場合 旦加保険料も
めたばあい

20年 月額 18,576円 月額 22,576円

25年 23,220 円 28,220円

30年 27,864 円 33,864 円

35年 32,508円 39,508 円

40年 37,152 円 45,152 円

の
納
税
通
知
書
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

理
由
は
自
動
車
に
は
安
全
運
行
を
お
こ

な
う
た
め
の
車
検
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
ね
。

そ
れ
が
今
度
は
、
軽
自
動
車
に
も
適
用

さ
れ
現
在
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
昭
和

五
十
年
十
月
一
日
か
ら
の
継
続
車
検
を

う
け
る
に
は
軽
自
動
車
税
の
納
税
証
明

書
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
い
ち
い
ち
証
明
書
の
発
行
は

お
互
面
倒
で
あ
り
ま
す
の
で
軽
自
動
車

税
に
つ
い
て
は
一
台
一
枚
の
納
税
通
知

書
を
発
行
し
そ
れ
に
よ
り
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
‘
領
収
書
に
は
納

税
証
明
書
が
一
諸
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
大
切
に
保
存
し
、
車
検
を
う
け

る
と
き
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
の

区
長
さ
ん
決
ま
る

こ
と
し
一
年
間
、
村
の
た
め
に
い
ろ

い
ろ
御
協
力
い
た
だ
＜
区
長
さ
ん
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

氏
名
年
齢
新
旧
別

阿
部
性
一

5
9
旧

柴
崎
金
作

5
3
新

荒
川
一
郎

5
8
旧

魯
原
正
男

5
7
新

須
藤
重
吉

6
8
旧

矢
島
源
一
郎

6
2
旧

栗
原
牛
一

6
1
旧

堀
口
正

5
9
旧

折
原
重
郎

7
1
旧

吉
田
重
信

5
0
新

塩
谷
正
一

6
7
旧

田
口
光
雄

5
3
新

早
川
四
郎

5
2
旧

金
子
富
次

5
3
新

清
水
幸
夫

5
6
新

篠
木
清
一

5
9
旧

●
部
落
名

斗
合
田

下
江
黒

上
江
黒

千
津
井

江
口

田
島

南
大
島

新
里

中
谷

梅
原

川
俣

須
賀

大
輪

入
ヶ
谷

矢
島

大
佐
貫
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剣道大会
124名が腕を競う

一
年
間
に
わ
た
り
、
高
齢
者
か
学
習

し
て
き
た
こ
と
ぶ
き
学
級
の
終
了
式
か

三
月
四
日
に
行
わ
れ
、
六
十
四
名
全
貝

に
終
了
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
講
師
の
中
西
武
さ
ん
（

県
社
教
、
土
旱
）
が
老
人
福
祉
の
国

の
諸
施
策
及
び
老
後
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
、
講
演
し
た
後
、
終
了

式
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

式
は
、
学
級
長
の
島
田
勇
市
さ

ん
が
代
表
し
て
、
奈
良
教
育
長
か

ら
終
了
証
書
を
受
け
と
り
、
最
後

に
島
田
さ
ん
か
「
私
達
は
、
学
級

で
学
ん
だ
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
社

会
的
能
カ
・
知
識
・
技
術
が
修
得

で
き
、
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
余
暇
を
有
効
的
に

利
用
し
て
、
積
極
的
な
生
き
が
い

を
求
め
、
孫
や
若
者
に
好
か
れ
、

三
月
二
十
一
日
、

武
道
館
で
剣
道
大
会

が
行
わ
れ
、
小
・
中

学
生
・
一
般
の
三
部

に
わ
か
れ
、
百
二
十

四
名
が
参
加
し
て
、

腕
を
競
い
ま
し
た
。

小
学
生
の
部
は
、

女
子
を
ま
じ
え
、
豆

剣
士
が
大
人
顔
ま
け

の
気
合
を
掛
け
合
い

な
が
ら
好
試
合
を
展

開
。
ま
た
、
中
学
生
、

一
般
の
部
は
、
さ
す

が
に
素
早
い
動
き
で
、

修
了
証
書
を
受
取
る
島
田
勇
市
さ
ん

楽
し
い
老
後
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
の
べ
‘
式
を

終
了
し
ま
し
た
。

竹
刀
さ
ば
き
は
、
目
を
見
は
る
よ
う
で

し
た
。

村
内
か
ら
は
、
小
・
中
学
生
の
部
が

参
加
。
中
学
生
の
部
は
、
梅
原
の
長
柄

宜
光
君
（
中
三
）
か
三
位
に
入
賞
し
た

が
、
小
学
生
の
部
は
残
念
な
が
ら
入
賞

者
が
あ
り
ま
せ
ん
。

自
治
功
労
者
て
表
彰

自
治
功
労
者
の
表
彰
伝
達
式
が
館
林

財
務
事
務
所
で
、
三
月
三
旦
竹
わ
れ
ま

し
た
。

永
年
の
間
、
地
方
自
治
の
発
展
の
た

め
に
尽
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
本
村

か
ら
は
次
の
村
議
会
議
員
が
表
彰
さ
れ

こ
と
ぶ
き
学
級
閉
校

全
員
に
終
了
証
書
を
授
与

き
れ
い
な
流
れ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
村
内
の
川
の
汚
れ
か
目
立
つ

て
い
ま
す
。
空
カ
ン
、
草
、
ビ
ニ
ー
ル
‘

紙
ク
ズ
な
ど
か
た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ
、

下
水
も
直
接
流
さ
れ
て
ゴ
ミ
捨
て
場
の

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

川
は
、
農
業
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
用
水
路
で
あ
り
、
又
台
風
や

大
雨
の
と
き
に
は
排
水
路
と
な
る
大
切

な
公
共
施
設
で
す
。

村
で
は
毎
年
多
額
の
費
用
を
投
じ
て

改
修
を
行
な
っ
て
お
り
、
部
落
で
も
年

に
何
回
も
堀
ざ
ら
い
を
し
て
、
き
れ
い

に
し
て
お
り
ま
す
。

●
川
に
ゴ
ミ
を
絶
対
に
捨
て
な
い
こ
と

●
下
水
を
直
接
流
さ
な
い
こ
と

み
ん
な
が
注
意
し
合
っ
て
「
さ
ら
さ
ら

流
れ
る
春
の
小
川
」
＇
を
再
現
し
ま
し
ょ

゜

、
う

教
職
員
の
人
事
異
動

教
職
員
の
人
事
異
動
か
県
の
方
針
に

よ
り
、
四
月
一
日
付
で
行
わ
れ
た
が
、

村
内
関
係
は
次
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

▼
退
職

0

東
小
校
長
多
田
則
夫

0

明
中

藤
倉
慶
三
栗
原
利
夫

▼
転
出
（
）
内
は
前
任
校

〇
館
林
第
一
小
川
辺
喜
一
郎
（
東
小
）

〇
館
林
第
三
中
半
田
勝
次
（
西
小
）0

1
1

に
ゴ
ミ
を

,'’/ 

捨
て
な
い
て

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

④
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら

▼
尾
花
時
夫
（
大
輪
）

0
邑
楽
郡
町
村
議
会
議
長
会
か
ら

▼
関
口
正
四
郎
（
千
津
井
）
▼
石
崎
武
芳

（
川
俣
）
▼
石
崎
司
郎
（
矢
島
）
▼
横

塚
誠
一
郎
（
千
津
井
）
▼
泉
田
和
作

（
矢
島
）

文

芸

役
場
人
事
異
動欄

黒
沢
礼
子
窯

靡
恒
夫
（
明
中
）

多
々
良
中

▼
転
入

0

東
小
校
長
椎
名
茂
夫
（
大
泉
西
小
）

0

西
小
教
頭
岩
田
光
太
郎
（
板
倉
南

小
）

0

明
中
小
林
敬
一
（
館
林
第

三
中
）
古
茂
田
節
子
（
新
採
用
）

▼
転
補

0

東
小
亀
山
昭
三
（
明
中
）
栗
原

繁
冶
（
西
小
）

0

西
小
須
永
利
夫

（
東
小
）

役
場
職
員
の
人
事
異
動
か
四
月
一
日

付
で
行
わ
れ
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
（
）
内
は
前
職
敬
称
略

▼
住
民
課
吉
永
清
重
（
保
健
課
）

▼
総
務
課
江
森
智
真
紀
（
新
採
用
）

岩
崎
圭
子
（
新
採
用
）

▼
保
健
課
小
林
雄
司
（
新
採
用
）

▼
退
職
駒
宮
和
代
（
住
民
課
）
奈

良
照
江
（
教
育
委
員
会
）

▼
中
央
保
育
園
〇
保
母
補
野
本
静

子
坂
村
公
己
奈
良
京
子
（
以
上
新

採
用
）
0

書
記
蓮
見
久
子
（
新
採
用
）

〇
退
職
須
永
富
美
子
（
保
母
）
泉

田
光
以
（
書
記
）

▼
西
保
育
園
〇
保
母

〔
俳
句
〕
順
不
同

梅
咲
い
て
消
さ
る
る
藁
家
―
つ
ま
た

吉
田
正
義

紅
白
の
幕
は
野
点
か
花
の
下

北
島
若
水

う
ね
う
ね
と
児
等
行
く
偲
ぶ
花
菜
道

林
倫
常

春
一
番
野
の
果
に
喜
ぶ
紙
風
船

林
秀
峰

う
ぐ
い
す
の
初
音
朝
げ
の
手
を
し
ば
し

安
見
あ
つ
子

来
月
号
は
短
歌
で
す

乳
児
検
診

1
0日
（
第
二
木
曜
日

唸
（
中
央
）
金
子
祥
子
（
中
央
）
佐
藤

涼
子
（
新
採
用
）

0

保
母
補
吉
本

富
美
江
（
新
採
用
）
〇
調
理
士
藤

倉
幸
子
（
新
採
用
）

0

書
記
張
谷

佐
知
子
（
総
務
課
）

0

公
仕
三
柴

む
つ
子
（
新
採
用
）

〔
教
育
委
員
会
関
係
〕

▼
教
育
委
員
会
事
務
局

（
新
採
用
）婦

人
科
集
団
検
診

ガ
ン
の
お
そ
ろ
し
さ
に
つ
い
て
は

よ
く
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
カ
ン
」
に
よ
る
死
亡
者
は
年
々
ふ
え

て
い
る
の
か
実
情
で
す
の
で
、
「
ガ

ン
」
対
策
の
重
要
さ
を
今
更
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
村
で
は
、
毎
年
胃
及
び
婦
人
科

の
集
団
検
診
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

か
今
年
も
胃
検
診
に
つ
い
て
は
九
月

中
に
又
帰
人
科
検
診
は
、
五
月
一
日
、

二
日
の
予
定
で
先
に
回
覧
で
申
込
み

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
‘
申
込
み
し

な
か
っ
た
方
で
も
当
日
お
い
で
い
た

だ
け
は
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

多
数
の
方
が
受
け
て
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

か

お知ら 奈
良
英
雄

今

月
の
納
税

▼
中
央
幼
稚
園

0

教
諭
落
合
康
代

（
東
幼
稚
園
）
0

退
職
関
根
敬
子

▼
東
幼
稚
園

0

教
諭
駒
宮
和
代

（
新
採
用
）

▼
西
幼
稚
園

0

教
諭
海
上
み
ど
り

（
新
採
用
）

▼
東
小
学
校
〇
図
書
事
務
嘱
託
奈

良
照
江
（
新
採
用
）

0

退
職
杉
山

正
枝
（
図
書
事
務
嘱
託
）

妊
婦
検
診

1
7日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
4日
（
第
四
木
曜
日
）

い
す
れ
も
役
場
保
健
相
談
室
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
で
す
。

交
通
事
故
出
張
相
談

春
の
大
掃
除
を

春
の
大
掃
除
旬
間
を
四
月
二
十
日

か
ら
三
十
日
ま
で
と
定
め
ま
し
た
か

ら
、
期
間
中
に
必
ず
実
施
い
た
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
旬
間
中
に
部
落
衛

生
委
員
の
巡
視
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
年
度
の
納
税
が
今
月
か

ら
は
じ
ま
り
ま
す
か
、
今
年
も
皆
さ

ま
の
御
協
力
を
お
頗
ぃ
し
ま
す
。

今
月
の
納
税
は
、
軽
自
動
車
税
、

不
動
産
取
得
税
、
有
線
放
送
使
用
料

及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
税
日

二
十
五
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
八
日
東
部
児
童
館

二
十
八
日
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
日
明
和
農
協
第
一

三
十
日
矢
島
公
民
館

▼
場
所
館
林
市
役
所
▼
日
時

4

月

1
7日
午
前
十
時
i
午
後
三
時



村の人口

5 月 1 日現在

世帯数 2102戸

人口総数 9247 人

男 4591 人

女 4656人

(4 月中の動き）

出生18 人 死亡 4 人

転入81 人 転出39 人

行

5
5
1
0
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南
大
島
の
春
祭
り
は
、
四
月
十

五
日
、
十
数
年
ぶ
り
に
盛
大
に
行

わ
れ
、
厳
島
神
社
は
、
昼
も
夜
も

大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
栗
原
区
長
さ
ん
な

ど
が
中
心
に
な
り
、
地
区
が
一
体

と
な
っ
て
、
厳
島
神
社
な
ど
の
改

築
を
し
た
が
、
こ
れ
を
記
念
と
し

て
、
臨
時
御
開
帳
大
祭
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

御
開
帳
は
‘
六
十
年
に
一
回
で

す
が
臨
時
に
行
わ
れ
た
た
め
、

弁
天
様
の
御
神
体
を
ひ
と
目
、
見

よ
う
と
大
勢
の
方
が
お
と
ず
れ
ま

し
た
。
御
神
体
は
室
町
時
代
に
つ

く
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
や
し
ろ
の

中
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
社
は
笛
の
音
や
太
鼓
の
音
が

鎮
守
の
森
に
こ
だ
ま
し
て
、
祭
り

ｷ ｷ • • --

南大島の春祭り

昼夜、人出でにぎわう
ひょっとこなど繰り出す

の
ム
ー
ド
が
万
点
。
昼
の
部
は
、
ひ
ょ

っ
と
こ
が
行
わ
れ
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
的

な
お
も
し
ろ
い
動
き
に
、
初
め
て
見
る

こ
ど
も
は
興
味
深
く
見
物
。
ま
た
、
お

と
な
も
昔
の
祭
り
を
思
い
出
し
な
が
ら

見
と
れ
て
い
ま
し
た
。
夜
の
部
は
‘
の

ど
自
漫
や
民
謡
踊
り
が
行
わ
れ
、
夜
お

そ
く
ま
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

祭
り
を
大
々
的
に
行
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
栗
原
区
長
さ
ん
は
「
こ
ど
も
の

こ
ろ
脳
裏
に
焼
き
付
い
た
祭
り
の
出
し

も
の
は
忘
れ
ら
れ
な
く
、
こ
ど
も
達
に

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
さ
せ
て
あ
げ

た
い
。
ま
た
、
祭
り
を
す
る
こ
と
は
、

梢
先
を
思
い
、
村
を
思
う
こ
と
に
つ
な

が
り
、
そ
し
て
近
所
の
人
と
と
も
に
楽

し
め
、
部
落
の
連
体
感
を
深
め
、
心
に

う
る
お
い
を
あ
た
え
て
く
れ
ま
す
」
と

語
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
い
つ
ま
で
も

楽
し
い
祭
り
の
出
し
も
の
を
続
け
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

l
L
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
lJ
 

｛
よ
し
な
し
ご
と
[

l

l

 

今
の
世
の
中
で
は
、
自
分
さ
え

l

[
 l

よ
け
れ
ば
、
わ
が
家
さ
え
よ
け
れ
[

l

l

 

l

ば
と
い
う
考
え
が
あ
ま
り
に
も
強

l

[
<
、
社
会
の
た
め
、
人
の
た
め
に
[

[

l

 

l

尽
く
す
と
い
う
奉
仕
の
精
神
に
か

l

L

け
て
い
る
。
こ
れ
は
終
戦
ま
で
勤

L

[

[

 

l
労
奉
仕
｀
減
私
奉
仕
な
ど
と
奉
仕

l

L

が
強
制
さ
れ
た
反
動
と
も
思
わ
れ
、
L

[

l

 

l
民
主
主
義
を
自
己
主
義
、
利
己
主

l

[

[

 義
と
あ
や
ま
っ
て
解
釈
し
て
い
る

[

[

 

l
た
め
か
と
も
思
わ
れ
る
。
「
人
の
田
l

[

[

 

へ
追
っ
て
や
り
け
り
群
雀
」
と
一
人
l

l
 [

の
田
し
追
っ
て
や
り
け
り
群
雀
」
[

[

[

 
ー
と
は
大
き
な
違
い
。
住
み
よ
い
明

l

r
 [

る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
私
は
[

[

[

 

l
後
の
句
を
提
唱
し
た
い

9
l

l
 

r
,
7
1
1
7
1
7
1
7
1
1
1
1
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昭和50年 5 月 10 日 広 報 め L ヽ わ 第164号 (2)

都
市
計
画
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
が
今
後
市
街
化
区
域
及
ぴ
市
街

化
調
整
区
域
に
関
す
る
都
市
計
画
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
都
市
計
画
区
域
（
未

線
引
の
都
市
計
画
）
に
つ
い
て
も
三
、

0
0
0
平
方
M
以
上
の
開
発
行
為
は
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
こ
れ
に
該
当
す
る
場
合
は
知

事
に
開
発
許
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

今
回
改
正
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

1

開
発
行
為
の
範
囲
の
拡
大

次
の
特
定
工
作
物
の
建
設
を
主
た
る

目
的
と
す
る
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

も
開
発
行
為
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

第
一
種
特
定
工
作
物
ー
コ
ン
ク
リ
ー

ト
プ
ラ
ン
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン

及
ぴ
特
定
の
危
険
物
の
貯
蔵
又
は
処
理

に
供
す
る
工
作
物

第
二
種
特
定
工
作
物
ー
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
墓
園
及
ぴ

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
運
動
、
レ
ジ
ャ

ー
施
設

2

開
発
許
可
基
準
の
追
加

許
可
基
準
に
次
の
基
準
が
加
え
ら
れ

ま
し
た
。

0
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発
行
為
に

あ
っ
て
は
、
開
発
区
域
及
び
そ
の
周
辺

の
地
域
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
開

発
区
域
に
お
け
る
植
物
の
生
育
の
確
保

上
必
要
な
樹
木
の
保
存
、
表
土
の
保
全

統
一
地
方
選
挙
の
ふ
た
あ
け
で
あ
る

県
議
会
議
貝
選
挙
が
四
月
十
三
日
に
行

わ
れ
、
投
票
率
が
九
二
•
O
七
打
の
よ

い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
区
長
さ
ん
を
は
じ
め

投
票
総
参
加
の
呼
ぴ
か
け
と
、
有
権
者

み
な
さ
ん
の
良
識
に
よ
り
ま
し
て
、
良

い
投
票
成
績
を
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

男
女
別
で
は
、
男
子
九
一

·
-
0
打

に
対
し
て
、
女
子
九
三
·
O
二
打
で
、
女

子
の
方
が
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
は
、
毎
回
、
郡

内
一
位
の
投
票
率
を
続
け
た
本
村
が
、

板
倉
町
に
ぬ
か
れ
て
、
第
二
位
に
な
っ

た
こ
と
と
、
前
回
よ
り
も
わ
ず
か
に

0

・
ニ
五
行
下
回
っ
た
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
投
票
率
が
前
回
よ
り
も
九

部
落
が
良
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
前

県
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

投
票
成
績
は
郡
内
二
位

等
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
設
計
が

定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

⑨
」
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発
行
為
に

あ
っ
て
は
、
開
発
区
域
及
び
そ
の
周
辺

の
地
域
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
騒

音
等
に
よ
る
環
境
の
悪
化
の
防
止
上
必

要
な
緑
地
帯
そ
の
他
の
綬
衡
帯
が
配
置

さ
れ
る
よ
う
設
計
が
定
め
ち
れ
て
い
る

こ
と
。

3

市
街
化
調
整
区
域
に
許
可
で
き
る
も

の
の
追
加

市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
許
可
す

る
こ
と
が
で
き
る
開
発
行
為
と
し
て
、

次
の
事
項
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

①
特
定
の
火
薬
庫
で
あ
る
建
築
物
又
は

第
一
種
特
定
工
作
物

②
道
路
の
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た

め
に
適
切
な
位
置
に
設
け
ら
れ
る
道
路

管
理
施
設
、
休
憩
所
又
は
給
油
所
等
で

あ
る
建
築
物
又
は
第
一
種
特
定
工
作
物

③
火
薬
類
の
製
造
所

4

開
発
許
可
の
対
象
区
域
の
拡
大

市
街
化
区
域
及
ぴ
市
街
化
調
整
区
域

に
関
す
る
都
市
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い

な
い
都
市
計
画
に
つ
い
て
も
三
、

0
0

0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
開
発
行
為
は

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

5

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る
建
築

等
の
制
限
に
係
る
適
用
除
外
事
項
の
追

n"" 

ヵ

市
街
化
区
域
に
隣
接
し
、
又
は
近
接

し
て
い
る
五
十
戸
以
上
の
集
落
等
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
地
域
内
に
存
す
る

土
地
で
あ
り
、
か
つ
市
街
化
調
整
区
域

に
関
す
る
都
市
計
画
が
決
定
さ
れ
た
際
―

L

-

`

r

-

`

 

に
お
い
て
、
す
で
に
宅
地
で
あ
っ
た
土

地
で
、
そ
の
旨
の
知
事
の
確
認
を
受
け

た
土
地
に
お
い
て
行
う
建
築
物
の
新
築

等
は
、
許
可
を
要
し
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

都
市
計
画
区
域
の
開
発

三
、0
0
0

平
方
討
以
上
は
許
可
が
必
要

回
の
平
均
よ
り
、
八
部
落
が
上
回
っ
て

い
ま
す
の
で
、
次
回
に
期
待
が
も
て
そ

う
で
す
。

選
挙
の
結
果

▼
村
内
の
候
補
者
別
得
票
数

（
得
票
順
・
敬
称
略
）

高
瀬
茂
郎
四
、
一
七
二
票

久
保
田
富
一
郎
八
四

0
票

春
の
叙
勲
で
、
前
村
長
の
小
松
原

誠
司
さ
ん
（
七
十
二
歳
）
は
、
地
方

自
治
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
勲
五
等
瑞
宝
章
に
叙
せ
ら
れ

ま
し
た
。

小
松
原
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年

十
一
月
、
農
業
調
整
委
員
と
な
っ
て

か
ら
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
ま
で
、

数
々
の
農
業
関
係
の
役
職
に
つ
き
、

農
業
振
興
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。
と
く
に
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
同

四
十
九
年
ま
で
、
農
業
委
員
会
会
長

に
な
り
、
農
業
生
産
力
の
発
展
と
農

直
こ遍al

表彰状を受け取る入ヶ谷区長

平
田
清
久
七
七
一
票

豪
無
効
投
票
一
五
三
票

投
票
優
良
地
区
を
表
彰

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
四
月
二
十

四
日
に
行
わ
れ
た
区
長
会
議
の
席
上
、

投
票
優
良
地
区
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
部
落
は
次
の
と
お
り
。

業
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
農
民
の
地

位
の
向
上
の
た
め
に
活
躇
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
年
三
村
合
併
後

の
第
一
回
議
会
議
員
に
当
選
し
、
昭

和
三
十
七
年
か
ら
は
、
議
長
の
職
を

四
年
間
つ
と
め
る
な
ど
し
て
、
昭
和

四
十
一
年
ま
で
、
十
一
年
間
に
わ
た

県議会議員選挙投票調

◎
表
彰

第
一
位
入
ケ
谷
九
八
・
九
二
打

第
二
位
下
江
黒
九
七
・
六
三
打

第
三
位
千
津
井
九
三
・
五
二
打

▼
努
力
賞
（
前
回
を
上
回
る
）
大
佐

貫
、
江
口
、
新
里
‘
斗
合
田
、
梅
原
、
一

矢
島

⑥
総
合
農
政
の
推
進
、
⑦
消
防
施
設

の
改
化
、
⑧
兎
人
福
祉
の
向
上
な
ど

を
図
り
ま
し
た
。

教
育
施
設
で
は
、
東
小
学
校
・
東

小
体
育
館
・
西
小
体
育
館
・
小
、
中

学
校
の
プ
ー
ル
な
ど
を
建
設
。
水
道

事
業
で
は
、
第
二
、
三
水
源
の
水
源
の

勲
五
等
瑞
宝
章
に
輝
く

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く
す

前
村
長
の
小
松
原
誠
司
さ
ん

り
、
議
会
活
動
を
続
け
て
、
村
政
の

発
展
の
た
め
に
貢
献
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
八

年
間
、
村
長
を
二
期
つ
と
め
、
①
教

育
施
設
の
拡
充
強
化
‘
②
児
童
福
祉

の
向
上
、
③
水
道
事
業
の
拡
充
、
④

工
場
誘
致
〔
⑤
道
路
の
整
備
改
良
‘

建
設
。
ま
た
、
児
童
福
祉
の
面
で
は
、

東
部
児
童
館
・
中
央
保
育
園
・
東
幼

稚
園
の
建
設
や
交
通
遺
児
手
当
条
例

を
設
け
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
か
ず
か
ず
の
事
業
や
施

策
を
実
施
し
て
、
住
み
よ
い
明
る
い

村
づ
く
り
の
た
め
に
尽
く
し
ま
し
た
。

部落名

斗合田

下江黒

上江黒

千津井

江口

田島

新里

中谷

梅•原

南大品

大輪

川俣

須賀

入ヶ谷

矢島

大佐貫

計

有権者投票した者投票率 順位

30が 219"-I 92.38%1 9 

253 I 247 I 97.63 I 2 

376 I 335 I 89. IO I 14 

408 I 396 I 97.06 I 3 

465 I 442 I 95. 05 I 5 

366 I 346 I 94. 54 I 6 

445 I 412 I 92. 58 I 8 

354 I 288 I 81.36 I 16 

549 I 503 I 91.62 I 11 

806 I 717 I 88.96 I 15 

648 I 602 I 92.90 I 7 

288 I 262 I 90.97 I 13 

261 I 240 I 91.95 I 10 

. 93 I 92 I 98. 92 I 1 

461 I 420 I 91.11 I 12 

372 I 355 I 95.43 I 4 

6,447 I 5,936 I 92.07 

,flt/. 



第164号 (3) 広 報 め し‘ わ 昭和50年 5 月 10 日

昭
和
五
十
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
、
五
月
十
二
日
か
ら
二
十
一
日
ま

で
の
十
日
間
、
歩
行
者
、
自
動
車
利
用

者
の
事
故
防
止
、
特
に
こ
ど
も
と
お
と

し
よ
り
の
事
故
防
止
を
重
点
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

本
県
で
は
、
県
交
通
対
策
協
議
会
が

中
心
に
な
り
、
「
と
ま
る
み
る
み
ん

な
手
を
あ
げ
正
し
い
横
断
」
と
「
急
ぐ

ほ
ど
滅
ら
す
燃
料
増
す
危
険
」
を

あ
い
こ
と
ば
に
、
こ
ど
も
と
お
と
な
よ

り
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
と
し
て
、
次
の
こ
と

を
中
心
に
、
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
県
民
の
す
ぺ
て
の
み
な

さ
ん
が
、
こ
の
運
動
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
交
通
事
故
防
止
に
努
力
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

こ
の
運
動
の
重
点
施
策
と
し
て
、
①

生
活
道
路
網
対
策
の
推
進
、
②
交
通
安

全
教
育
の
推
進
、
③
指
導
取
締
り
の
強

化
の
三
つ
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

と
く
に
、
次
の
点
に
つ
い
て
は
、
み

な
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
い

た
だ
く
内
容
で
す
。

家
庭
に
お
け
る
交
通

安
全
教
育
の
徹
底

家
庭
に
お
い
、
て
は
、
母
親
が
常
に
家

族
の
中
心
と
な
り
、
こ
ど
も
に
次
の
こ

と
を
微
底
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
へ
の
と
ぴ
出
し
、
車
の
直
前
直

後
の
横
断
、
斜
の
横
断
、
路
上
で
の
遊

ぴ
な
ど
は
、
絶
対
に
し
な
い
。

▼
横
断
歩
道
、
横
断
歩
道
橋
の
近
く
で

は
、
必
ら
ず
こ
れ
を
利
用
す
る
。

▼
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ら
ず

手
を
上
げ
て
、
車
が
止
ま
っ
て
か
ら
、

右
、
左
の
安
全
を
確
か
め
て
、
さ
っ
と

中
学
校
で
は
、
全
校
生
徒
に
よ
る
自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
教
室
（
写
真
）

を
四
月
九
日
に
開
き
ま
し
た
。

生
徒
の
通
学
は
、
ほ
と
ん
ど
が
自
転

車
。
と
く
に
四
月
か
ら
は
、

自
転
車
通
学
の
不
慣
れ
の

新
入
生
が
通
学
し
た
た
め
、

交
通
事
故
が
発
生
し
や
す

く
、
危
険
な
状
態
に
あ
り

ま
す
。そ

こ
で
、
自
転
車
の
正

し
い
乗
り
方
を
教
え
、
生
徒

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

白
線
で
書
か
れ
た
道
路

の
上
を
、
交
通
指
導
員
の

指
導
に
よ
り
、
新
入
生
が

一
人
一
人
、
自
転
車
に
乗

り
、
交
差
点
の
わ
た
り
方

な
ど
を
練
習
。
初
め
は
、

皆
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

な
か
な
か
お
ぽ
つ
か
な
か
っ
た
が
‘
段

々
に
慣
れ
、
正
し
い
交
通
規
則
で
乗
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

正
し
い
規
則
で
安
全
に

自
転
車
の
乗
り
方
教
室

渡
る
。

▼
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
は
、
特
に

歩
行
者
用
の
信
号
に
注
意
し
、
青
の
占
~

滅
に
な
っ
た
ら
横
断
を
始
め
な
い
。

▼
跨
切
の
手
前
で
は
必
ら
ず
止
ま
っ
て
、

右
、
左
の
安
全
を
確
か
め
、
警
報
機
が

五
月
十
二
日
か
ら
十
日
間

冗
）
し
彗
の
事
故
防
止
を
重
点

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

—— 

鳴
っ
て
い
る
と
き
や
、
し
ゃ
断
機
が
降

り
始
め
て
か
ら
は
、
絶
対
に
踏
切
に
入

ら
な
い
。

▼
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
道
路
の
左

側
端
を
一
列
進
行
す
る
と
く
に
変
速
ギ

ヤ
付
き
の
自
転
車
は
速
度
を
落
し
て
通

行
す
る
。

▼
二
人
乗
り
は
、
絶
対
に
し
な
い
。

▼
自
転
車
歩
行
者
道
を
自
転
車
で
通
行

す
る
と
き
は
、
歩
行
者
の
防
げ
と
な
ら

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

▼
ド
ロ
ッ
プ
ハ
ン
ド
ル
の
自
転
車
に
乗

る
と
き
は
、
前
方
注
視
が
確
実
に
で
き

る
よ
う
な
正
し
い
姿
勢
で
運
転
す
る
。

▼
ハ
ン
ド
ル
、
プ
レ
ー
キ
、
前
照
灯
、

後
部
反
射
器
等
の
装
置
不
完
全
な
自
転

車
に
は
乗
ら
な
い
。

運
転
者
に
対
す
る

交
通
安
全
指
導

二
輪
車
・
自
動
車
を
運
転
す
る
一
般

運
転
車
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
こ
ど
も
、
老
人
、
身
体
障
害
者
ま
た

は
自
転
車
等
が
道
路
に
い
る
と
き
は
、

そ
の
行
動
に
十
分
注
意
し
て
運
転
し
、

そ
の
側
方
を
通
過
す
る
と
き
は
、
安
全

な
間
隔
を
保
つ
か
、
ま
た
は
除
行
す
る
。

▼
横
断
歩
道
に
接
近
す
る
際
に
は
、
い

つ
で
も
そ
の
直
前
で
停
止
で
き
る
よ
う

な
速
度
で
進
行
す
る
。

▼
横
断
歩
道
直
前
に
お
け
る
追
越
し
、

追
抜
き
等
危
険
な
運
転
は
絶
対
に
し
な

、
。
し▼

狭
い
道
路
や
裏
通
り
を
通
る
と
き
は
‘

特
に
こ
ど
も
の
と
ぴ
出
し
に
注
意
す
る
。

▼
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
必
ら

ず
座
席
ペ
ル
ト
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、

同
乗
者
に
も
使
用
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。

▼
二
輪
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
必
ら

ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。

▼
児
童
、
幼
児
等
の
乗
降
の
た
め
停
車

し
て
い
る
通
学
（
園
）
パ
ス
の
側
方
を

通
過
す
る
と
き
は
、
必
ら
ず
徐
行
す
る
。

▼
経
済
速
度
を
守
る
。

▼
車
両
の
仕
業
点
検
、
定
期
点
検
を
確

実
に
実
施
し
、
整
備
（
装
置
）
不
良
車

両
の
運
転
を
し
な
い
。

七
年
連
続

郡
内
一
位

交
通
災
害
共
済
加
入
率

交
通
災
害
共
済
の
加
入
状
況
は
、
三

月
十
五
日
現
在
、
加
入
率
は
八
一
．

o

行
で
、
前
年
よ
り
も
三
・
三

5い
も
良
く

な
り
、
好
成
積
を
お
さ
め
ま
し
た
。

41~ 

こ
れ
は
郡
内
で
も
一
番
よ
く
、
し
か

も
七
年
連
続
、
郡
内
一
位
の
金
字
塔
を

う
ち
た
て
ま
し
た
。

部
落
区
別
で
は
、
斗
合
田
が
九
五
・

0
行
で
第
一
位
、
続
い
て
二
位
の
下
江

黒
、
三
位
の
川
俣
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
上
位
三
部
落
に
つ
い
て
は
、
四

月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
区
長
会
議
の

席
上
、
金
一
封
を
贈
り
表
彰
し
ま
し
た
。

損
害
評
価
の

研
修
会

検
見
競
技
会
の
優
秀
者
を
表
彰

農
業
共
済
事
業
の
根
幹
を
な
す
損
害

評
価
に
つ
い
て
の
研
修
会
が
四
月
二
十

三
日
、
役
場
で
評
価
員
約
四
十
名
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
先
だ
ち
、
新
し
く
評
価
員
に

な
っ
た
斗
合
田
の
江
森
友
治
さ
ん
と
下

江
黒
の
多
田
邦
雄
さ
ん
の
両
名
に
奈
良

村
長
が
委
嘱
害
を
交
付
。
次
に
、
昨
年

に
行
っ
た
水
、
陸
稲
の
検
見
競
技
会
で
、

優
秀
な
成
積
を
お
さ
め
た
次
の
三
名
が

県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
、
そ
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
機
村
昭
一
（
斗
合
田
）

優
秀
賞
小
暮
亀
男
（
大
佐
貫
）

優
秀
貨
小
野
清
作
（
南
大
島
）

こ
の
あ
と
、
講
師
の
原
口
農
業
共
済

課
長
が
農
業
共
済
事
業
の
概
要
や
損
害

評
価
の
重
要
性
｀
昨
年
の
損
害
評
価
の

反
省
点
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
原
口
課
長
は
「
最
近
の
損

害
評
価
は
、
農
家
の
不
満
も
耳
に
し
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
更
に
一
層
厳
正
な

損
害
評
価
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

と
述
ぺ
、
研
修
会
を
終
り
ま
し
た
。



昭和50年 5 月 10 日 広 報 め し‘ わ 第164号 (4)

立
ニ
ュ
ー
ス

◄

県
下
一
番
の
田
植
え

須
賀
部
落
は
、
稲
の
早
期
裁
培
で

知
ら
れ
て
い
る
が
、
今
年
も
県
下
一

番
で
四
月
二
十
六
日
に
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。

田
植
え
を
行
っ
た
の
は
、
今
年
も
田

口
忠
幸
さ
ん
宅
で
、
昨
年
と
同
日
。
品

種
は
食
味
の
良
い
越
光
。
機
械
植
え

用
の
枠
の
中
で
生
育
し
た
苗
は
、
十
四

＂
’
ぐ
ら
い
に
成
長
し
て
、
ち
ょ
う
ど
植

え
ご
ろ
。
こ
れ
を
妻
の
史
枝
さ
ん
は
、

明
和
村
印
鑑
条
例
は
、
昭
和
三
十
年

十
二
月
二
十
四
日
に
制
定
し
、
今
回
に

い
た
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、

登
録
や
証
明
に
対
す
る
本
人
の
意
志
の

確
認
が
困
難
な
う
え
に
、
故
意
に
よ
る

田
植
え
機
械
に
添
え
付
け
、
い
と
も
簡

単
そ
う
に
田
植
え
を
し
て
い
ま
し
た
。

►

高
齢
者
教
室
の

打
合
せ
会

今
年
の
高
齢
者
教
室
の
開
催
要
領

を
決
め
る
打
合
せ
会
議
が
四
月
二
十

四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

打
合
せ
会
議
は
、
高
齢
者
教
室
の

名
称
、
学
習
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協

議
。
教
室
の
名
称
は
、
昨
年
と
同
じ

こ
と
ぶ
き
学
級
。
ま
た
学
習
は
、
年

十
二
回
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
年
令
に
ふ
さ
わ
し
い

社
会
的
能
力
と
楽
し
い
老
後
が
送
れ

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
制
度
が
改
正

七
月
一
日
か
ら
手
帳
制
度
を
採
用

不
正
防
止
の
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
各
地
で
印
鑑
の
偽
造
や
悪

用
に
よ
る
不
正
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
経
済
活
動
の
活
発
化

に
伴
い
、
印
鑑
証
明
の
需
要
が
増
加
し

て
い
る
と
と
も
に
、
証
明
の
必
要
性
が

時
間
的
に
急
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
事
務
処
理
の
正
確
性
の
確

保
と
改
善
に
よ
っ
て
時
間
的
短
縮
を
は

か
り
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
迷
惑
の
か

か
ら
な
い
印
鑑
証
明
制
度
に
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
と
交
通
事
故

治
療
と
そ
の
手
続
き

毎
日
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
報
道
さ
れ

て
い
る
交
通
事
故
は
、
昭
和
四
十
九
年

中
に
死
亡
し
た
も
の
一
万
千
四
百
三
十

二
人
、
明
和
村
の
人
口
九
干
百
六
十
人

に
比
較
し
た
と
き
、
そ
の
お
そ
ろ
し
さ

が
身
に
し
み
て
き
ま
す
。

こ
う
し
て
い
る
間
も
ど
こ
か
で
尊
い

生
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
だ
け
は
絶
対
に
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

だ
と
い
い
き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
万
一
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ

わ
れ
、
被
害
者
と
な
っ
た
場
合
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。
そ
こ
で
国
民
健
康
保
険

と
交
通
事
故
と
の
関
係
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

治
療
と
手
続

◎
交
通
事
故
で
の
ケ
ガ
は
、
国
保
で
か

か
れ
る
か
。

交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
さ
れ
て
病
院
な

ど
で
治
療
を
う
け
る
と
き
「
保
険
で
は

か
か
れ
ま
せ
ん
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
以
前
は
そ
う
い
っ

て
保
険
で
の
治
療
を
こ
と
わ
っ
た
と
き

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
交
通
事
故
の
揚

合
、
被
害
者
の
医
療
費
は
加
害
者
が
支

払
つ
の
が
た
て
ま
え
だ
と
い
う
法
の
原

則
に
従
っ
て
と
ら
れ
た
処
置
で
あ
っ
た

の
で
す
。
従
っ
て
事
故
の
場
合
の
損
害

は
加
害
者
と
被
害
者
と
の
お
互
の
話
し

あ
い
で
、
円
満
に
解
決
で
き
れ
ば
一
番

よ
い
こ
と
で
す
し
、
そ
れ
が
原
則
で
す
。

で
は
保
険
で
は
治
療
が
で
き
な
い
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
害
者
と
被
害
者
と
の
話
し
あ
い
が

つ
か
な
い
て
加
害
者
か
ら
医
療
費
と
し

て
の
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
な
い
で
、
医

療
費
の
未
払
い
に
こ
ま
る
楊
合
は
保
健

課
に
届
け
出
を
し
、
了
解
を
得
た
う
え

で
な
ら
国
保
で
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
保
険
証
で
治
療
を
受
け
る
と
き
は
必

ら
ず
届
け
出
を
す
る
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
、
保
健

課
に
必
ら
ず
連
絡
を
し
て
「
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
し
て
下
さ
い
。

こ
の
場
合
加
害
者
が
支
払
う
べ
き
医
療

費
を
村
が
立
替
え
て
支
払
う
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
被
害
者
が
加
害
者
に
請
求

す
る
医
療
費
を
村
が
被
害
者
に
代
っ
て

請
求
す
る
も
の
で
こ
れ
を
「
代
位
請
求

権
の
取
得
」
と
い
い
ま
す
。

◎
保
健
課
へ
の
届
出
は
交
通
事
故
証
明

を
も
っ
て
で
き
る
だ
け
早
く
。

交
通
事
故
で
負
傷
し
た
と
き
、
保
険

証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
場
合
は
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
で
き
る

だ
け
早
く
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
事
故
の
場
合
は
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
先
決
で
す
か
ら
、
と
り
あ
え

ず
病
院
に
は
交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
保
険

で
治
療
し
て
も
ら
う
よ
う
申
し
出
て
治

療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
、
そ
し
て
保
険

課
に
は
口
頭
か
電
話
で
連
終
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
あ
と
で
警
察
署
の
交
通
事

故
証
明
と
印
か
ん
を
も
っ
て
「
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
証
を
使
っ
て
交
通
事
故
の
ケ
ガ

を
治
療
し
た
場
合
加
害
者
と
の
示
談

は
慎
重
に
。

前
に
お
話
し
た
よ
う
に
、
被
害
者
が

保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
た
こ
と

は
、
加
害
者
が
支
払
う
ぺ
き
医
療
費
を

村
が
加
害
者
に
代
っ
て
立
替
え
て
支
払

っ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
従
っ
て

村
は
立
替
え
て
支
払
っ
た
医
療
費
を
加

害
者
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
被
害
者
は
保
険
証
を
使
っ
て

治
療
を
受
け
た
場
合
、
村
（
保
健
課
）

に
連
絡
を
し
な
い
で
勝
手
な
意
志
で
示

l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
 

一
ー
鵬
＇

9
-

一
水
道
の
修
理
は
ど
こ
で
？

i
問
村
の
水
道
を
使
用
し
て
い
る
が
、
八
店
で
す
。
（
五
十
音
順
）
一

」
家
庭
内
の
水
道
管
が
破
裂
し
た
り
、
▼
天
笠
工
業
鞠
電
話

1
1

館
林
ニ
ー
i

一
蛇
口
を
し
め
て
も
、
水
が
止
ま
ら
な
四
七
三
一
▼
石
崎
水
道
工
業
所
一

く
な
っ
た
と
き
な
ど
は
ど
こ
で
修
理
電
話

1
1

川
俣
四
一
四
七
、
有
線
1
1

九
」

一
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
(
-
村
民
）
ニ
ー
一
三
▼
金
子
水
道
工
業
所
一

答
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、
あ
な
電
話

1
1
川
俣
ニ
―
四
八
、
有
線

1
1
八
」

一
た
の
家
に
引
き
込
ん
で
あ
る
水
道
管
九
ー
三
▼
鞠
神
寛
電
話

1
1
館
林
一

一
に
は
、
宅
地
内
、
あ
る
い
は
宅
地
の
四
ー
ニ
七
ニ
ニ
▼
館
東
水
道
電

一
す
ぐ
外
側
に
止
水
栓
（
水
を
止
め
る
話1
1
館
林
ニ
ー
ニ
―
四
五
▼
寺
田
一

一
弁
）
が
付
け
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
止
水
道
工
業
所
電
話
1
1

館
林
三
ー
ニ
―

」
水
栓
か
ら
内
側
の
水
道
管
、
あ
る
い
〇
五
六
▼
富
塚
水
道
工
業
所
電
i

7
は
器
具
（
蛇
口
等
）
の
管
理
は
、
あ
話

1
1

川
俣
二
0
四
三
、
有
線
1
1

九
三

l

」
な
た
に
行
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
。
ー
六
▼
松
本
、
水
道
設
備
電
話

1
1

i

一
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
が
お
た
ず
川
俣
二
八
三
九
、
有
線
1
1
-
―
七
ー
一

」
ね
の
よ
う
に
不
慮
の
故
障
の
場
合
は
、
七

一
村
の
水
道
指
定
工
事
店
に
修
理
を
依
な
お
、
水
道
工
事
は
、
村
の
指
定
一

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事
店
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
i

一
な
お
、
工
事
店
が
留
守
等
に
よ
り
◎
村
の
行
政
面
に
つ
い
て
、
質
問
一

一
連
絡
の
つ
か
な
い
場
合
は
、
役
場
水
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
一

l
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
応
急
処
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
。
一

一
置
を
い
た
し
ま
す
。
あ
て
先

1
1

明
和
村
役
場
総
務
課
―

l

村
の
水
道
指
定
工
事
店
は
、
｀
次
の
住
所

1
1
大
字
新
里
二
八
八
番
地
i

r
\
r
\
r
\
r
\
\
r
\
r
\
\
\
r
\
r
\
r
\
(
r
\
\
r
\
(
r

ー

(
r

し
(
r

し

(
r
\
\
r

し
i

r
し

(
r
ー
し

談
等
は
し
な
い
で
下
さ
い
。

◎
加
害
者
と
の
示
談
は
慎
重
に
。

示
談
前
に
必
ら
ず
保
健
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
被
害
者
が
勝
手
に
加
寄

者
か
ら
賠
償
金
を
受
け
た
ら
＂
不
利
な

示
談
を
し
た
場
合
、
村
は
被
害
者
に
も

村
で
支
払
っ
た
医
療
費
を
請
求
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
万
一
交
通
事
故
に
あ
い
ケ
ガ
を
し

た
と
き
は
医
師
の
診
断
を
受
け
、
役
場

保
健
課
へ
必
ら
ず
届
け
出
を
す
る
よ
う

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

4 l b 
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こ
の
資
金
は
、
中
小
企
業
の
従
業
貝

が
住
宅
を
建
て
よ
う
と
す
る
と
き
、
頭

金
や
不
足
金
の
足
し
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

▼
融
資
を
受
け
ら
れ
る
方
は

①
県
内
の
中
小
企
業
の
従
業
員
で
あ

る
こ
と
。

②
自
分
が
住
む
家
を
建
て
る
こ
と

③
年
収
が
二
百
五
十
万
円
以
下
で
あ

関
東
平
野
の
中
央
を
流
れ
る
利
根

川
は
、
そ
の
昔
、
ま
だ
道
路
網
の
発

達
し
な
か
っ
た
こ
ろ
に
は
、
江
戸
へ

の
交
通
、
各
方
面
へ
の
交
通
に
水
運

の
便
を
与
え
、
河
岸
が
頻
ぱ
ん
に
利

用
さ
れ
た
。

更
に
、
米
作
地
帯
の
関
東
平
野
に

か
ん
が
い
の
便
を
も
与
え
て
、
農
民

の
恩
恵
を
与
え
た
面
も
多
大
で
あ
っ

る
こ
と
。

④
資
金
の
償
還
が
確
実
と
認
め
ら
れ

る
こ
と

▼
融
資
の
条
件

・
融
資
額
百
八
十
万
円
以
内
（
た
だ

し
、
増
築
は
百
万
円
以
内
）

・
貸
付
利
率
年
収
六
・
ニ
打

・
貸
付
期
間
十
年
以
内

．
償
還
方
法
元
金
均
等
月
賦
償
還
を

我
が
明
和
村
に
も
川
俣
の
渡
し
（
富

士
見
の
渡
し
）
‘
梅
原
の
渡
し
ニ
ヵ
所
、

江
口
の
渡
し
一
ヵ
所
、
千
津
井
の
渡
し

二
ヵ
所
、
斗
合
田
の
渡
し
一
ヵ
所
、
計

七
ヵ
所
の
渡
し
場
が
あ
り
、
両
県
の
交

通
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
も
川
俣
の
渡
船

場
は
、
最
も
多
く
利
用
さ
れ
、
旧
日
光

脇
往
還
と
し
て
の
陸
路
及
び
利
根
川
を

た
。
だ
が
利
根
川
沿
岸
の
人
々
は
、
上
り
下
り
す
る
船
の
河
岸
と
し
て
重
要

毎
々
の
洪
水
に
な
や
ま
さ
れ
た
の
で
視
さ
れ
、
埼
玉
県
側
に
関
所
が
設
け
ら

あ
る
。
れ
て
、
往
来
の
人
も
船
も
厳
重
な
取
調

川
が
大
き
い
た
め
に
隣
県
の
埼
玉
ぺ
を
う
け
る
な
ど
、
河
岸
と
し
て
の
川

と
の
往
来
に
は
、
大
き
な
障
害
と
な
俣
が
昔
の
宿
場
と
し
て
繁
栄
し
た
こ
と

り
、
川
を
隔
て
て
の
交
通
、
両
県
の
は
、
す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
。

文
化
の
交
流
等
に
も
大
き
な
さ
ま
た
明
治
二
十
二
年
十
一
月
六
日
、
資
本

げ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
が
金
五
千
円
で
上
武
川
俣
架
橋
株
式
会
社

で
き
る
。
両
県
を
結
ぶ
交
流
は
、
渡
が
出
来
て
、
明
治
二
十
八
年
一
月
十
五

船
場
が
唯
一
の
場
所
で
あ
っ
た
の
で
日
、
船
橋
を
作
っ
た
。
橋
銭
を
と
っ
て

利
根
川
交
通
の
歴
史
を
た
ど
る

中
小
企
業
の
従
業
員
に

住
宅
資
金
を
融
資

原
則
と
し
ま
す
。

▼
月
額
償
還
の
目
安

元
金
百
七
十
万
円
を
百
二
十
回
(
+

年
）
で
償
還
す
る
場
合
は
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

▼
申
込
受
付

現
在
受
付
中
で
、
十
二
月
末
日
ま
で
一

.
`
·
;
`
5pi
•
こ
y
{
-

.. 

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
融
資
枠
に

達
し
た
と
き
に
締
め
切
り
ま
す
。

▼
融
資
の
申
込
み

き
め
ら
れ
た
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
源
泉
徴
収
票
の
写
を
つ
け
て
、

取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関
は
、
群
馬
銀
行
・
大

利
益
を
得
る

成

目
的
で
営
業
）

が
開
始
さ
れ
完

゜

た
が
増
水
月

の
た
び
に
船
，
年

も
橋
も
流
さ

4nu 
昭

れ
る
の
で
、
禾

橋

収
支
が
あ
わ
(

ず
、
つ
い
に
の

の

解
散
せ
ざ
る
前

を
得
な
か
っ
橋

nu 

た
。
ー
同
年
川
禾

昭の

俣
架
橋
株
式

会
社
が
創
設
在

さ
れ
、
上
武
現

川
俣
架
橋
株
式
会
社
を
買
収
し
て
、
昭

和
の
始
め
ま
で
続
け
た
が
、
や
は
り
利

益
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
四
年
十
月
、
埼
玉
県
・
群
馬
県

の
合
意
に
よ
っ
て
、
昭
和
橋
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
橋
脚
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

卜
‘
棉
げ
た
は
木
造
で
永
久
的
な
橋
で

は
な
か
っ
た
。

こ
の
橋
の
完
成
に
は
‘
盛
大
な
式
典 が

行
わ
れ
、
お
祭
り
の
よ
う
な
さ
わ

ぎ
で
、
人
々
は
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。

だ
が
、
昭
和
十
年
九
月
二
十
六
日

台
風
に
よ
る
利
根
川
の
増
水
と
流
木

の
た
め
に
、
橋
脚
の
中
央
部
と
橋
げ

た
が
お
し
流
さ
れ
て
、
し
ば
ら
く
の

間
、
交
通
止
め
と
な
っ
て
い
た
が
、

昭
和
―
―
十
年
三
月
修
理
複
旧
さ
れ
て

使
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
交
通
も
い

よ
い
よ
は
げ
し
く
な
り
、
自
動
車
の

使
用
も
多
く
、
橋
幅
が
せ
ま
く
な
っ

て
米
た
の
で
、
昭
和
三
十
三
年
九
月

か
ら
三
年
七
ヵ
月
の
日
数
と
四
億
円

の
経
費
を
か
け
て
、
昭
和
三
十
七
年

五
月
、
現
在
の
国
道
百
二
十
二
号
線

ぞ
い
の
永
久
橋
が
完
成
し
た
。
橋
の

延
長
六
百
五
十
八
・
三
＂
＂
、
橋
幅
七

ぃ
ぃ
で
、
群
馬
県
と
埼
玉
県
を
結
ぶ
重

要
な
橋
と
な
り
、
往
来
の
不
便
を
利

根
川
の
交
通
が
完
全
に
克
服
さ
れ
た

の
は
、
よ
ろ
こ
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

県内の 11 0番受理状況

警
察
と
し
て
は
、
事
件
の
発
生
を
一

刻
も
早
く
知
っ
て
、
皆
さ
ん
の
生
活
を

守
る
必
要
が
あ
I
J
ま
す
。
そ
の
た
め
に

あ
な
た
を
守
る
一

0
番

事
件
が
発
生
し
た
ら
す
ぐ
に

9

、

生
相
互
銀
行
・
労
働
金
庵
・
各
信
用
金

庫
・
各
信
用
組
合
の
本
店
と
支
店
で
す
。

▼
お
問
い
合
せ
や
申
込
用
紙
の
請
求
は

県
労
政
課
（
電
話
0
二
七
ニ
ー
ニ
三

|
-
―
―
-
)
、
役
場
経
済
課
商
工
係
、

又
は
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
た
ず

佐
る
る
る
る
る
る
る
る
る
る
る
る
る
怜

⑰
②
 

⑰
だ
ば
こ
は
村
内
で
②

小

g
買
い
ま
し
ょ
う
②

⑰
②
 

芯
ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら
名

ね
く
だ
さ
い
。

事
件
が
発
生
し
た
ら
、
す
ぐ
次
の
要
領

で
―
-
0
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。

―
-
0
番
の
要
領
は
、
次
の
と
お
り

◎
農
家
の
方
へ

道
路
に
雑
草
や
土
砂
の
投
げ
捨
て
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

道
路
へ
の
投
げ
捨
て
は
、
美
感
を
そ

こ
ね
る
だ
け
で
な
く
、
舗
装
道
路
で
は

ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
砂
利
道
で
は
路
肩
や
路
面
が

こ
わ
れ
、
補
修
の
た
め
に
む
だ
な
経
費

令しq

で
す
。

-
、
何
が
あ
っ
た
か
（
交
通
事
故
で

す
。
ど
ろ
ぼ
う
が
入
り
ま
し
た
。
）

二
、
場
所
は

(
O村
0
番
地
の
県
道

上
で
す
。
私
の
家
で
す
。
）

三
、
い
つ
か

四
、
主
の
目
標
は

(
O
O
郵
便
局
前

十
字
路
を
南
へ
三
百
じ
行
っ
た
左
側

で
す
。
）

五
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

―
1
0
番
を
か
け
る
と
き
は
、
落
着

い
て
は
っ
き
り
と
‘
わ
か
り
や
す
く
話

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
―

-
0
番
は
、
事
件
や
災
害

な
ど
緊
急
の
場
合
に
使
う
も
の
で
、
免

許
試
験
日
を

聞
く
な
ど
、

一
般
の
通
話

）
は
で
き
ま
せ

% 
5

ん
か
ら
、
そ

⑮
の
よ
う
な
と

3

き
は
地
元

件7
 

A

笞
察
署
の
番

ー論
号
を
調
ぺ
て

口
電
話
を
か
け

ヵん
て
く
だ
さ
い
。

ナ

道
路
は
大
切
に

不
法
投
棄
は
や
め
よ
う

か
か
か
り
ま
す
。

◎
ド
ラ
イ
パ
ー
の
方
へ

空
カ
ン
や
空
ピ
ン
の
投
げ
捨
て
が
目

立
ち
、
道
路
添
い
を
耕
作
す
る
農
家
の

方
た
ち
の
苦
情
が
絶
え
ま
せ
ん
。

ド
ラ
イ
パ
ー
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

空
カ
ン
や
空
ピ
ン
は
持
ち
保
っ
て
く
だ

さ
い
。
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こ
の
届
出
が
お
く
れ
ま
す
と
、
九
月

六
日
の
支
払
日
に
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
目
に

手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

所
得
状
況
届
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
役

場
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
は
所
得
制
限
の
限
度

額
が
下
の
表
の
と
お
り
ゆ
る
め
ら
れ
る

予
定
で
す
。

。
青
少
年
健
全
育
成
の

標
語
募
集

五
月
の
児
窟
福
祉
月
間
に
ち
な
み
、

『9
.
[
r
青
少
年
の
健
全
育
成
を
テ
ー
マ
に
し
た

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
‘
六
i
算
ヤ
標
語
募
集
に
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ

月
末
日
ま
で
に
所
得
状
況
届
を
役
場
住

民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一
収
主
催
邑
楽
郡
青
少
年
育
成
補
導
推
進

こ
の
所
得
状
況
届
は
、
福
祉
年
金
を
の
一
員
連
絡
協
議
会
·
邑
楽
郡
青
少
年
問

受
け
る
本
人
、
そ
の
配
偶
者
及
ぴ
福
祉
サ
＿
題
協
議
会

年
金
を
受
け
て
い
る
人
を
扶
養
し
て
い
所
一
後
援
邑
楽
郡
社
会
福
祉
協
議
会
・
邑

る
人
の
昭
和
四
十
九
年
中
の
所
得
の
状
給
i
●
楽
郡
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

況
を
届
出
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ー
―

I
o
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
、
一
人

今
年
の
五
月
分
か
ら
来
年
の
四
月
分
ま
ー
（
―
―
―
一
点
の
標
語
を
記
入
し
、
応
募
者
の

で
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
決
注
・
一
氏
名
・
年
令
・
性
別
・
住
所
・
職
業

め
ら
れ
ま
す
。
．
一
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
て
先
は

r
!
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
!
i
i
i
i
i
i
!
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
!
i
i
i
i
i
i
i
i
●
一
館
林
市
仲
町
―
一
番
一

0
号
邑
楽

i
今
日
の
民
主
制
の
も
と
で
参
政
と
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
、
よ
く
「
棄
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
i
福
祉
事
務
所
内
邑
楽
郡
青
推
協
事

ー
い
う
こ
と
を
考
え
た
揚
合
、
選
挙
に
権
も
―
つ
の
批
判
」
で
あ
る
と
い
う
考
今
日
の
社
会
で
は
、
大
箭
の
票
の
i
務
局

ー
ま
さ
る
も
の
は
な
い
と
い
え
る
は
ど
、
え
が
き
か
れ
る
。
な
か
の
一
票
は
、
そ
れ
だ
け
と
っ
て
i

0
応
募
資
格
邑
楽
郡
内
に
居
住
す
る

i
選
挙
の
も
つ
意
味
は
重
要
で
あ
る
。
政
冶
に
対
す
る
批
判
に
は
、
も
ち
ろ
み
れ
ば
｀
た
し
か
に
無
力
に
は
ち
が
i
成
年
者
（
二
十
歳
以
上
）
。

i
し
た
が
っ
て
、
い
つ
の
選
挙
で
も
ん
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
る
て
あ
ろ
う
。
い
な
い
し
、
か
り
に
‘
棄
権
が
考
え
i

0
応
募
締
切
六
月
十
五

8

と
し
、
当

i
ま
た
、
ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
、
注
し
た
が
っ
て
‘
棄
権
も
た
し
か
に
一
っ
抜
い
た
す
え
の
―
つ
の
意
思
表
示
て
i
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
受
付
け

一
目
さ
れ
る
こ
と
の
ひ
と
つ
に
投
票
率
の
態
度
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
の
政
冶
体
一
ま
す
。

i
の
問
題
が
あ
る
。
「
選
ぶ
べ
き
適
当
な
候
補
者
が
見
当
制
の
な
か
で
は
、
棄
権
は
む
し
ろ
マ

l

、
う
こ
と
た
ら
な
い
」
「
俺
の
一
粟
じ
ゃ
、
今
の
政
イ
ナ
ス
の
効
果
と
い
う
危
険
性
の
方
[

-
,
薗
譴
譴
謳
ぃ
[
]
t
l
J
[

□L
二̀

一
棄
権
の
恐
ろ
し
さ
と
以
上
に
議
会
政
冶
に
わ
け
を
ご

貨
が
良
貨
を
駆
逐
す
る
」
こ
と
に
力
i

ー
が
必
ず
し
も
有
権
者
の
政
治
意
識
の
治
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
し
を
貸
し
た
行
為
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
[
^

i
高
低
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
か
こ
う
し
た
考
え
方
が
｀
い
わ
ゆ
る
政
で
あ
る
。
一
票
の
放
棄
は
、
そ
れ
自
i

も
し
れ
な
い
。
治
的
無
関
心
、
と
く
に
政
治
の
現
状
に
体
消
極
的
な
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
i

i
し
か
し
、
棄
権
す
る
こ
と
は
良
く
対
す
る
絶
望
感
や
無
力
感
と
な
り
‘
．
政
れ
が
、
議
会
政
冶
を
否
定
す
る
よ
う
i

i
な
い
。
棄
権
の
理
由
が
そ
れ
ぞ
れ
異
治
か
ら
逃
避
す
る
態
度
と
な
っ
て
あ
ら
な
結
果
に
結
び
つ
く
と
し
た
な
ら
ば
‘
­

ー
な
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
と
、
選
挙
と
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
結
果
は
‘
棄
権
に
ど
ん
な
正
当
な
理
由
を
く
っ
[

i
い
う
行
為
に
あ
ら
わ
れ
る
形
の
う
え
政
治
へ
の
批
判
と
い
う
よ
り
は
、
不
信
つ
け
よ
う
と
も
｀
そ
れ
は
決
し
て
許
一

ー
か
ら
み
れ
ば
‘
ど
の
よ
う
な
理
由
に
感
の
あ
ら
わ
れ
て
し
か
な
く
‘
そ
こ
か
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
て
は
な
い
。

i
よ
る
棄
権
も
、
し
ょ
せ
ん
、
棄
権
以
ら
政
治
的
な
ど
ん
な
ピ
ジ
ョ
ン
も
つ
く

r
i
i
i
i
i
i
i
!
i
"
!
!
i
i
i
i
i
i
i
f
i
i
i
t
t
i
i
i
i
i
i
i
i
i
 

福
祉
年
金
の
受
給
権
者
は

所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

本人所得のばあい 今年度 昨年度

老齢・障害 762,500円 598,000円

（扶蓑親族 1 人） ( I, 200,000) I (900,000) 
母子 I, 852,500円 I, 591,000円

（扶狡親族 1 人） ( 2,610,000) I (2,073,055) 

扶養義務者所得のばあい 7,186,800円 6,175,000円

（扶養親族 5 人） ( 8,160,000) I (6,885,000) 

〔
短
歌
〕
路
芝
か
ら

し
ゅ
う
と
め
と
さ
さ
い
な
事
で
い
さ
か

え
ば
ふ
う
せ
ん
芍
は
揺
れ
て
い
る
な
り

内
山
利
了

お
く
ら
れ
し
鉢
梢
の
菊
色
あ
せ
て
手
折

る
株
間
に
青
き
芽
の
見
ゅ

岡
安
み
や
子

慰
め
の
言
葉
も
言
へ
ず
枕
辺
に
花
を
か

ざ
り
て
病
室
を
去
る
飯
塚
い
つ
子

初
月
給
孫
よ
り
も
ら
ふ
お
年
玉
焙
し
さ

に
酔
ひ
涙
あ
ふ
れ
き
金
子
よ
し

台
所
振
り
子
の
ご
と
く
茶
の
間
と
を
ま

た
た
く
う
ち
に
ー
ニ
ヶ
日
終
る柿

沼

米
月
＂
グ
は
俳
り
で
す
っ

文

芸

欄

ま
つ

危
険
物
を
収
集

村
て
は
危
険
物
の
収
集
を
行
い
ま

す
。
家
庭
か
ら
で
る
危
険
物
（
空
か

ん
、
空
ピ
ン
等
）
を
適
当
な
紙
袋
に

つ
め
‘
十
字
に
し
ば
り
指
定
し
た
場

所
へ
当
日
午
前
中
ま
で
に
だ
し
て
く

だ
さ
い
。

今
年
か
ら
全
部
を
粉
砕
機
に
か
け

ま
す
の
で
大
形
（
冷
蔵
盾
テ
レ
ピ
等
）

は
処
理
て
き
ま
せ
ん
。

◎
収
集
日五

月
十
二
日
西
部
地
区

＂
十
三
日

1
1

五
月
十
五
日
東
部
地
区

＂
十
六
日

1
1

五
月
十
九
日
中
部
地
区

＂
二
十
日

1
1

各
地
域
と
も
午
後
一
時
か
ら
で
す
。

◎
収
集
楊
所
各
部
落
ニ
ヵ
所
指
定

し
て
あ
り
ま
す
が
、
指
定
さ
れ
た

揚
所
は
衛
生
役
貝
に
お
聞
き
く
だ

さ
い
。

当
日
、
用
天
の
場
合
は
延
期
し
ま

す
か
ら
‘
だ
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン
を
投
与

▼
日
時
五
月
十
四
日
困
と
五
月
二

十
七
日
肉
。
い
ず
れ
も
午
後
一
時

交
通
事
故
出
張
相
談

＿
二
十
分
か
ら
午
後
二
時
―
二
十
分
ま

で
で
す
。

▼
拐
所
武
道
館

▼
対
象
者
①
十
四
日
は
｀
昭
和
四

十
九
年
―
一
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十

九
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
生
れ
た

者
て
す
。

②
二
十
七
日
は
、
昭
和
四
十
九
年

八
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
生
れ
た
者
で
す
。

▼
そ
の
他
通
知
日
が
都
合
の
わ
る

い
時
は
い
ず
れ
か
の
日
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

妊
帰
検
診

1
5日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
2日
（
第
四
木
躍
日
）

い
ず
れ
も
役
瑞
保
健
相
談
室
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
で
す
。

▼
楊
所
館
林
市
役
所
▼
日
時

5

月

1
5日
午
前
1
0時
か
ら
午
後

3

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
、
固
定
資
産
税
第

一
期
｀
自
動
車
税
、
国
民
年
金
第
一

期
、
明
和
土
地
改
良
区
費
、
有
線
放

送
使
用
料
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
税
日

二
十
八
日
役
楊
第
一
会
議
室

二
十
九
日
東
部
児
童
館

二
十
九
日
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
日
明
和
農
協
第
一

三
十
日
矢
島
公
民
館

4Ij 



村の人口

6 月 1 日現在

世帯数 2111 戸

人口総数 9256 人

男 4595 人

女 4061 人

(5 月中の動き）

出生10 人 死亡 5 人

転入31 人 転出27 人

第 I 6 5 号
発行所明和村役場

編集総務課
庶務管理係

En届l戸斤 ,jヽオ木日1 届l1 戸斤

父の日にはお父さんの肩をたたくなど感謝の表現を

〔写真は新里の堀口嵩男さん宅での肩たたき風景）

教
育
と
は
幼
き
者
の
命
に
呼
ぴ

か
け
、
そ
の
中
に
ひ
そ
む
天
分
を

把
捏
し
‘
育
成
し
、
完
成
し
て
い
く

困
難
な
仕
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
人

間
と
人
間
と
の
魂
の
対
話
で
あ
り

心
の
交
流
で
あ
る
。
マ
ン
‘
ツ
ー

マ
ン
方
式
は
教
育
の
碁
盤
て
教
育

は
教
師
に
始
り
‘
教
師
に
終
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

教
育
は
家
庭
と
学
校
と
を
問
わ

ず
｀
教
育
者
と
被
教
育
者
と
の
体

温
の
交
流
‘
心
と
心
、
肌
と
肌
の

ふ
れ
あ
い
‘
親
や
教
師
の
姿
勢
や
、

た
た
ず
ま
い
が
大
切
だ
と
私
は
思
う
。

吋

「
父
の
日
」
は
、
六
月
の
第
三
日
曜

日
、
十
五
日
で
、
お
父
さ
ん
に
感
謝
す

る
日
で
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
長
い
あ
い
だ
働
き

つ
づ
け
て
き
た
お
父
さ
ん
で
す
。
家
庭

の
幸
福
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
た
の

も
し
い
存
在
で
す
。
ふ
だ
ん
な
ん
で
も

な
い
よ
う
に
見
え
る
毎
日
の
お
勤
め
も
、

職
場
に
あ
れ
ば
ど
ん
な
苦
労
を
し
て
い

る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
見

え
な
い
苦
労
を
あ
る
い
は
お
父
さ
ん
の

側
か
ら
い
え
ば
見
せ
た
く
な
い
苦
労
を
、

わ
か
っ
て
も
ら
え
る
日
と
し
て
、
ぜ
ひ

定
着
さ
せ
た
い
日
で
す
。

こ
の
日
は
、
お
子
さ
ん
は
肩
を
も
ん

だ
り
、
ま
た
、
お
母
さ
ん
も
、
す
ま
し

て
早
め
に
一
本
つ
け
て
お
く
な
ど
、
い

つ
ま
で
も
希
望
と
喜
ぴ
を
も
ち
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
お
う
ち
の
方
が
た
は
、

素
直
に
感
謝
の
心
づ
か
い
を
表
現
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

父
の
日
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村
政
功
労
者
の
表
彰
式
が
五
月
八
日
、

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
村

の
発
展
の
た
め
に
顕
著
な
功
績
を
残
し

た
方
々
を
毎
年
、
春
に
表
彰
す
る
も
の

で
、
今
年
で
四
回
目
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
、
元
村
長
の
小
松

原
誠
司
さ
ん
と
、
元
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
泉
田
貞
一
さ
ん
の
両
名
で
す
。

式
は
、
は
じ
め
に
受
賞
者
に
奈
良
村

長
が
表
彰
状
と
銀
盃
を
贈
り
表
彰
。
次

に
、
奈
良
村
長
が
「
多
年
に
わ
た
っ
て

村
政
の
発
展
に
尽
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
本
村
の
振
興
と
文
化
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
た
か
た
が
た
で
あ
り
、
本

村
に
残
さ
れ
ま
し
た
偉
大
な
御
功
績
に

対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し

ま
す
。
」
と
式
辞
を
の
ぺ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
館
林
財
務
事
務
所
長
と

新
井
村
議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
最

後
に
受
賞
者
代
表
し
て
、
小
松
原
さ
ん

が
「
あ
た
え
ら
れ
た
期
間
中
、
た
だ
、

漫
然
と
仕
事
を
し
た
だ
け
で
、
と
り
と

め
て
功
績
を
残
す
よ
う
な
こ
と
を
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
村
の
最
高
の
名
誉
で

あ
る
村
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
て
い

た
だ
き
‘
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
日
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
で
き
る
だ
け
の
範
囲
内
で
、
村
の

発
展
の
た
め
に
つ
く
し
ま
す
。
」
と
お
礼
＇

の
こ
と
ば
を
の
べ
、
式
を
厳
粛
の
内
に

終
了
し
ま
し
た
。

▼
村
政
功
労
者
'

（
敬
称
略
）

0
小
松
原
誠
司
（
七

十
一
歳
・
南
大
島
）

村
議
会
議
員
十
一

年
三
ヵ
月
（
議
長
四

年
）
、
村
長
八
年
を
つ

と
め
、
地
方
自
治
の

重
要
性
を
深
く
認
識

さ
れ
、
そ
の
振
興
に

尽
さ
れ
ま
し
た
。

0
泉
田
貞
一
（
六
十

八
歳
・
矢
島
）

右
か
ら
、
受
賞
さ

れ
た
泉
田
貞
一
さ
ん

と
小
松
原
誠
司
さ
ん

村
政
功
労
者
で
一

固
定
資
産
評
価
審
査
員
十
八
年
四
ヵ

月
（
委
員
長
八
年
）
つ
と
め
、

P
l滑
な

税
務
行
政
の
推
進
と
向
上
に
尽
さ
れ
ま

し
た
。第 2 回定例村議会

村税の住民負担を軽減

第
二
回
定
例

村
議
会
が
五
月

二
十
三
日
に
招

集
さ
れ
、
会
期

一
日
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
議
会
で

は
、
報
告
一
件

と
村
税
条
例
の

一
部
改
正
な
ど

三
議
案
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
に

は
一
般
質
問
四

件
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
村
長

が
答
弁
し
ま
し

た
。議

案
及
ぴ
報

告
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
村
土
地
開
発
公
社
の
惜
入
資
金
融
査

に
対
す
る
損
失
補
償
に
つ
い
て

村
土
地
開
発
公
社
が
土
地
取
得
の
た

め
、
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら
借
入
れ

た
額
に
つ
い
て
、
損
失
を
生
じ
た
楊
合

一
名
が
受
賞

村
の
最
高
の
名
誉
に
輝
く

は
、
村
が
そ
の
損
失
額
に
対
し
て
補
償

を
行
う
も
の
で
す
。

本
年
度
は
、
そ
の
限
度
額
を
六
千
六

百
万
円
と
し
て
、
そ
の
内
、
本
年
度
借

入
予
定
額
は
、
三
千
八
百
三
十
三
万
五

千
円
で
す
。
限
度
額
と
の
差
額
二
干
七

百
六
十
六
万
五
千
円
は
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
分
に
あ
て
る
も
の
で
す
。

◆
村
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
＇

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
村
税

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
も
の
で
t

住
民
負
担
の
軽
減
合
理
化
を
図
る
た

め
に
住
民
税
の
所
得
控
除
額
の
引
上
げ
、

事
業
税
の
事
業
主
控
除
の
引
上
げ
、
ガ

ス
税
の
税
率
の
引
下
げ
等
が
改
正
の
主

な
点
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
来
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

低
所
得
者
の
保
険
税

減
額
措
置
が
拡
大

◆
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

こ
れ
も
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
ま
し
て
、
国
保
税
条
例
の
一
部
が
改

五
月
二
十
日
、
選
挙
管
理
委
員
会
会

議
が
開
か
れ
、
八
月
八
日
任
期
満
了
と

な
る
村
議
会
議
員
の
選
挙
日
程
を
内
定

．
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
村
議
会
議
貝
の
投

票
日
は
八
月
三
日
（
日
）
で
‘
告
示
日

が
七
月
二
十
七
日
。
ま
た
、
選
挙
人
名

簿
登
録
基
準
日
は
七
月
二
十
三
日
で
、

選
挙
人
名
簿
登
録
日
が
七
月
二
十
四
日

で
す
。

て定の 正
‘方月被さ
ま法割保れ
ちが課険た
ま‘税者も
ち従をのの
で来行移で
あ‘う動す
つ市場に゜
た町合よ
も村にり
の間‘

0 1 号該当 前年の総所得金額が19万円を超えない世帯に係る納税義務者．がにそ保

02 号該当 前年の総所得金額19万円に被保険者（納税義務者を除く） 1 人―‘おの険
につき 13万円を加算した金額を越えない世帯に係る納税義務者。 ーい算税

な
お
、
こ
の
選
挙
に
は
七
月
二
十
三

日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
が
使
わ
れ
ま
す
。

投
票
で
き
る
方
は
‘
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
、
投
票
日
に
選
挙
権
が
あ
る

方
で
す
。
ま
た
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
、
本
村
に
住
所
が
あ

り
‘
昭
和
三
十
年
八
月
四
B

以
前
に
生

れ
た
方
、
あ
る
い
は
二
十
歳
以
上
で
、
‘

昭
和
五
十
年
四
月
二
十
三
日
以
前
に
本

村
へ
転
入
届
を
し
た
方
で
す
。

村
議
会
議
員
選
挙

投
票
H

八
月
三
日
に
内
定

国保税の減額 （表 I)

号 該 当 号 該 当
区

分 （被均一人保等に 険割 者 世帯 > 被保険者 世帯別

ついて額) （平一世帯等につ割い （均一人等につ割いて額) （平一世帯等につ割いて額) 

改正前 I, 160円 1 、 910円 780 円 1,270円

改正後 I,860円 2,280円 1,240円 1,520 円

言：□□三］］］心
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小
松
原
さ
ん
の
叙
勲
を
祝
う

有
志
が
百
余
名
列
席
し
て

印
鑑
証
明
制
度
が
改
正

三
文
判
・
ゴ
ム
印
は
だ
め

手
帳
の
提
示
で
印
鑑
証
明
を
発
行

印
鑑
登
録
証
明
制
度
が
改
正
さ
れ
、

七
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
、

前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
が
、
こ
の
新

制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

新
制
度
は
、
印
鑑
登
録
者
の
す
べ
て

に
、
印
鑑
登
録
証
（
手
帳
）
を
交
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

証
明
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
肉

眼
に
よ
る
印
影
の
照
合
を
や
め
て
、
登

録
さ
れ
た
印
影
原
票
を
複
写
機
で
写
し
、

こ
れ
を
印
鑑
登
録
証
明
と
し
て
発
行
し

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
証
明
書
は
印
鑑
登
録

証
（
手
帳
）
の
提
示
に
よ
っ
て
発
行
し
ま

す
か
ら
従
来
の
よ
う
に
、
そ
の
つ
ど
実

印
を
持
参
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

印
鑑
の
切
替
登
録

の
手
続
き
を

七
月
一
日
か
ら
来
年
六
月
ま
で

◆
現
在
印
鑑
の
登
録
が
し
て
あ
る
方

本
人
が
登
録
し
て
あ
る
実
印
を
持
っ

て
住
民
課
窓
口
で
、
印
鑑
の
切
替
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
切
替
期
間
が
過
ぎ
ま
す
と
、
無

効
に
な
り
、
新
た
に
登
録
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
現
在
の
印
鑑
が
登
録
で
き
な
い

印
鑑
に
該
当
す
る
と
き
は
、
新
し
い
印

鑑
に
改
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
掲
合
登
録
し
て
あ
る
印
鑑
と
、

こ
れ
か
ら
登
録
し
よ
う
と
す
る
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
新
し
く
印
鑑
の
登
録
を
す
る
方

登
録
し
よ
う
と
す
る
印
鑑
を
持
っ
て

住
民
課
窓
口
係
で
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
際
印
鑑
登
録
証
の
交
付
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

今
回
の
改
正
点
の
―
つ
で
す
が
、
申

請
人
が
本
人
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
す

春
の
叙
勲
で
、
勲
五
等
瑞
宝
章

を
受
章
さ
れ
た
前
村
長
の
小
松
原

誠
司
さ
ん
の
叙
勲
祝
賀
会
が
五
月

三
十
日
、
明
和
中
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

村
内
の
有
志
が
百
余
名
列
席
し

て
、
小
松
原
さ
ん
の
明
和
村
発
展

の
た
め
に
、
あ
る
い
は
明
る
い
村

づ
く
り
の
た
め
に
尽
さ
れ
た
数
々

の
功
績
を
ほ
め
た
た
え
、
叙
勲
の

受
章
を
祝
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

祝
賀
会
会
貝
（
会
長
・
奈
良
丑
松

さ
ん
）
一
同
か
ら
は
五
重
の
塔
が
、

村
か
ら
は
、
が
く
入
り
の
全
紙
大

の
小
松
原
さ
ん
の
上
半
身
の
写
真

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

る
た
め
、
本
人
あ
て
に
照
会
書
を
郵
送
。

そ
の
中
の
回
答
書
を
二
十
日
以
内
に
持

参
し
て
い
た
だ
き
、
回
答
書
と
引
き
替

え
に
印
鑑
登
録
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

た
だ
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
官
公
署
発

行
の
証
明
書
（
写
真
貼
付
）
の
提
示
に

よ
り
本
人
と
確
認
で
き
る
楊
合
は
、
文

害
に
よ
る
照
会
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

1

自
動
車
運
転
免
許
証
、
身
分
証
明
書

2

外
国
人
登
録
証
明
書

圧
3

申
請
人
と
面
識
あ
る
村
の
職
員
が
本
｀

人
で
あ
る
と
確
認
し
た
保
証
書

●
代
理
申
請
（
登
録
）

本
人
が
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

代
理
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、
登
録
し

よ
う
と
す
る
印
鑑
と
委
任
の
旨
を
証
す

る
書
面
「
代
理
人
選
任
届
」
お
よ
ぴ
、

代
理
人
の
「
ハ
ン
＿
を
持
参
し
て
申
請

が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
本
人
の
意
思
確
認
の

た
め
、
本
人
あ
て
に
照
会
書
を
郵
送
、

回
答
書
と
引
き
替
え
に
印
鑑
登
録
証
を

お
渡
し
し
ま
す
。

◆
印
鑑
証
明
書
が
必
要
の
と
き

印
鑑
登
録
証
を
持
参
し
て
住
民
課
窓

ロ
で
、
証
明
書
交
付
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
七
月
か
ら
は
、
申
請
の
際
窓
口

で
申
請
書
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

登
録
で
き
な
い
印
鑑

.
1
住
民
票
ま
た
は
、
外
国
人
登
録
原
票

に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
・
氏
・
名
ま

た
は
氏
と
名
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
組

み
合
せ
た
も
の
で
表
わ
さ
れ
て
い
な
い

も
の
。

2

ゴ
ム
印
な
ど
形
の
変
り
や
す
い
材
質

で
つ
く
ら
れ
た
も
の
。

3

通
称
「
三
文
判
」
と
い
わ
れ
る
機
械

彫
り
等
に
よ
っ
て
土
量
に
市
販
さ
れ
て

い
る
も
の
。

4

印
筵
の
大
き
さ
が
、
一
辺
の
長
さ
八

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
に
お
さ
ま
る

も
の
、
ま
た
は
一
辺
の
長
さ
二
十
五
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
に
お
さ
ま
ら
な

い
も
の
。

5

そ
の
他
、
印
影
の
照
合
が
困
難
な
も

の
。

〇
印
鑑
は
、
個
人
の
財
産
を
守
る
大
切

な
も
の
で
す
。
み
だ
り
に
他
人
に
依
頼

し
な
い
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

五
月
十
二
日

か
ら
二
十
二
日

ま
で
、
危
険
物

（
空
か
ん
空
ピ

ン
等
）
の
収
集

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
数
董
は
約

．
、

八
十
ト
ン
て

運
搬
し
た
ダ
ン

プ
は
ニ
ト
ン
車

二
十
二
台
、
四

ト
ン
車
二
十
台

で
す
。

こ
れ
ら
の
危

険
物
は
、
従
来

の
方
法
で
す
と

そ
の
ま
ま
館
林

市
の
埋
立
地
に

捨
て
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
埋

立
地
に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は

全
部
破
砕
機
に
か
け
て
、
細
か
く
砕
き
‘

危険物の収集

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

七
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
人
の
た
め
に
、
保
険
料
の
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
制
度
に
は
｀

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
要
件
に
あ
て

は
ま
っ
て
い
る
人
が
届
け
出
る
だ
け
で

免
除
さ
れ
る
「
法
定
免
除
」
と
、
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
事
情
の
あ
る
人
が

申
請
し
、
知
事
の
承
認
を
受
け
て
免
除

さ
れ
る
「
申
請
免
除
」
と
が
あ
り
ま
す
。

法
定
免
除
は
｀
国
民
年
金
の
障
害
年

金
や
母
子
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
と

き
‘
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
と
き
に

該
当
し
ま
す
。

申
請
免
除
は
、
所
得
が
な
い
と
き
、

保
険
料
を
納
め
る
の
が
著
し
く
困
難
な

80 ト ン を運搬
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或
は
つ
ぶ
し
て
か
ら
埋
立
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
各
家
庭
で
袋
に
つ
め

た
も
の
を
、
破
砕
機
に
か
け
る
た
め
に
‘

全
部
を
袋
か
ら
と
り
出
し
て
処
理
し
ま

し
た
。な

か
に
は
ハ
ウ
ス
で
使
用
し
た
ピ
ニ

ー
ル
や
、
庭
の
掃
き
だ
め
ご
み
の
よ
う

な
も
の
、
或
は
野
菜
の
く
ず
な
ど
入
っ

て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、

も
ち
ろ
ん
破
砕
機
に
は
か
け
ら
れ
な
い

し
、
こ
う
し
た
も
の
を
万
一
発
見
さ
れ

た
揚
合
は
、
館
林
市
か
ら
断
わ
ら
れ
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
こ

う
し
た
も
の
は
絶
対
出
さ
な
い
よ
う
に

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。
一
人
の
不
注

意
か
ら
村
全
体
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す

の
で
な
に
ぶ
ん
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い

し
ま
す
。

な
お
‘
危
険
物
の
収
集
処
理
に
あ
た

り
ま
し
て
衛
生
役
員
さ
ん
に
は
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
月
分
の
保
険
料
か
ら
申
請
し
て
免

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
七
月

末
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
か
ら
と
い

っ
て
‘
そ
の
ま
ま
納
め
な
い
で
い
ま
す

と
、
そ
の
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め

の
沢
格
期
間
か
ら
の
ぞ
か
れ
ま
す
。
し

か
し
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
ま

す
と
、
そ
の
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た

め
の
査
格
期
間
に
加
え
ら
れ
ま
す
。
保

険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
人
は
、
役

揚
住
民
課
で
免
除
の
手
続
き
を
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
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ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
六
月
初

旬
か
ら
と
八
月
中
旬
の
二
回
に
発
生

し
、
繁
殖
力
が
強
く
、
雑
食
暴
食
で
、
特

に
ク
ワ
・
サ
ク
ラ
・
ウ
メ
・
プ
ラ
タ
ナ

ス
・
カ
キ
・
ク
ル
ミ
な
ど
を
好
ん
で
食

害
し
、
人
畜
に
は
無
害
で
す
が
、
緑
の

植
物
に
は
大
敵
で
あ
り
、
ま
た
‘
休
眠

の
た
め
家
屋
へ
も
侵
入
す
る
厄
介
者
で

す
。防

除
は
、
各
人
が
自
分
の
所
有
木
を

徹
底
的
に
調
べ
て
、
小
さ
い
「
か
た
ま

り
」
の
う
ち
に
摘
み
と
っ
て
、
焼
き
殺

緑
の
大
敵
ア
メ
ヒ
ト
の
防
除

一
斉
摘
み
取
り
防
除
デ
ー
6
月
1
5日

►

婦
人

今
年
、
第
一
回
目
の
婦
人
学
級
が

五
月
十
六
日
、
役
場
で
開
か
れ
、
主

婦
四
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

主
婦
の
立
場
と
し
て
の
こ
ど
も
の

教
育
と
お
と
し
よ
り
の
関
係
に
つ
い

て
の
映
画
が
二
本
上
映
さ
れ
、
身
近

か
な
問
題
だ
け
に
、
特
に
熱
心
に
見

い
っ
て
い
ま
し
た
。
映
画
終
了
後
は
、

ク出
．．彎ー :,  

9. ｷ:' 

` 

学

級

饂胃
と三コ

鴎

立
ニ
ュ
ー
ス

◄

園

外

保
育

中
央
、
西
保
育
園
で
は
、
五
月
十

五
日
、
利
根
川
の
土
手
で
固
外
保
育

を
行
い
ま
し
た
。

真
っ
青
な
空
の
下
、
園
児
た
ち
は
‘

て
ん
と
う
虫
や
か
え
る
を
捕
ま
え
た

り
、
草
笛
を
つ
く
っ
た
り
し
て
大
は

し
ゃ
ぎ
。
中
に
は
、
土
手
の
上
か
ら

転
が
っ
て
保
母
を
は
ら
は
ら
さ
せ
る

元
気
な
園
児
も
い
た
が
、
．
み
ん
な
楽

し
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
q

全
員
に
よ
る
上
映
し
た
映
画
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

す
か
、
踏
み
つ
ぶ
す
の
が
最
も
効
果
的

な
方
法
で
す
。

し
か
し
、
発
生
が
多
い
と
き
、
高
い

小
枝
に
発
生
し
た
と
き
、
ま
た
発
見
が

遅
れ
て
幼
虫
が
大
き
く
な
り
散
ら
ば
っ

て
し
ま
っ
た
と
き
は
薬
剤
散
布
を
し
て

]

]

[

]

[

]

]
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一
回
目
は
六
月
十
五
日
（
日
曜

↑
ー
ー

1

ー
ー
·
f

一
農
薬
事
故
を
な
く
そ
う
一

l

.

ｭ

t
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
↓

こ
と
し
も
、
農
作
物
の
病
害
中
防
除
人
、
妊
婦
の
人
、
小
中
学
校
の
児
童
・

に
農
薬
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
る
季
節
に
生
徒
に
は
散
布
作
業
に
従
事
さ
せ
な
い

な
り
ま
し
た
。
で
く
だ
さ
い
。

虚
薬
散
布
に
よ
る
中
毒
事
故
の
多
く
散
布
後
に
は
、
す
ぐ
に
手
足
、
顔
を

は
、
な
れ
、
油
断
と
不
注
意
か
ら
起
き
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
、
う
が
い
も
十
分

て
い
ま
す
。
農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
ど
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ん
な
と
こ
ろ
に
注
意
し
た
ら
よ
い
で
し
も
し
、
散
布
作
業
中
や
作
業
の
後
、

ょ
う
か
。
頭
痛
・
め
ま
い
・
吐
き
気
な
ど
の
症
状

ま
ず
、
散
布
に
用
い
る
機
械
、
器
具
が
で
た
ら
、
農
薬
中
毒
の
疑
い
が
あ
り

を
よ
く
点
検
し
、
整
備
を
十
分
に
行
う
ま
す
か
ら
、
早
め
に
医
師
の
診
断
を
受

こ
と
が
大
切
で
す
。
服
装
が
悪
い
と
事
け
ま
し
ょ
う
。

故
の
原
因
に
な
り
ま
す
か
ら
、
必
ら
ず
な
お
、
農
薬
の
取
り
扱
い
に
は
、
次

ゴ
ム
手
袋
、
マ
ス
ク
、
長
ズ
ポ
ン
、
帽
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
な
ど
で
身
仕
度
を
整
え
る
と
と
も
に
、
〇
農
薬
保
管
箱
を
そ
な
え
よ
う

保
護
ク
リ
ー
ム
で
皮
ふ
を
守
り
ま
し
よ
農
薬
の
保
管
が
悪
い
と
、
子
供
さ
ん
、

う
。
お
年
寄
り
が
誤
っ
て
飲
む
な
ど
、
事
故

散
布
作
業
を
長
い
時
間
に
わ
た
っ
て
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
農
薬
は
必
ら
ず

行
う
こ
と
は
危
険
で
す
。
朝
夕
の
涼
し
保
管
箱
や
保
管
庫
に
収
め
「
か
ぎ
」
を

い
時
間
を
選
ぴ
短
時
間
で
作
業
を
打
切
か
け
、
安
全
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
疲
労
し
て
い
る

0
農
薬
は
正
し
く
使
お
う

• • ←’`、; l 
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幼虫による被害（クワ）

日
）
を
「
一
斉
摘
み
取
り
防
除
デ
ー
」

に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
日
は
自
分

の
所
有
し
て
い
る
樹
木
に
発
生
し
て
い

た
場
合
は
、
近
隣
に
迷
惑
の
か
、
ら
な

い
う
ち
に
‘
責
任
を
も
っ
て
摘
み
取
り

を
実
施
し
「
緑
の
美
し
い
村
づ
く
り
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
交
通
災
害
共
済
見
舞
金
の
対
象

と
な
る
交
通
事
故
と
は
、
ど
う
い
う

も
の
か
。
ま
た
、
見
舞
金
の
請
求
方

法
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
一
村
民
）

答
共
済
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
交

通
事
故
は
、
自
動
車
、
原
動
機
付
自

転
車
、
自
転
車
、
荷
車
テ
ー
ラ
ー
等

（
道
路
交
通
法
第
二
条
八
号
の
車
両
）

に
よ
る
人
身
事
故
で
、
日
本
国
内
の

ど
こ
の
道
路
で
起
き
た
交
通
事
故
で

も
対
象
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
自

分
の
不
注
意
（
自
損
行
為
）
に
よ
る

交
通
事
故
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
共
済
見
舞
金
の
請
求
す
る

と
き
は
、
次
の
も
の
を
添
え
て
役
場

総
務
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

①
警
察
署
で
発
行
す
る
交
通
事
故
証

明
書
、
又
は
そ
の
写
（
交
通
事
故
証

明
が
発
行
さ
れ
な
い
交
通
事
故
の
場

合
は
、
役
場
に
備
え
付
の
見
舞
金
請

求
用
交
通
事
故
証
明
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
証
明
書
に
か

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
の
見
舞
金
は
五
千
円
で
打
i

切
り
と
な
り
ま
す
。

②
見
舞
金
請
求
用
診
断
書
（
用
紙
は

役
場
総
務
課
に
あ
る
が
、
こ
の
用
紙

ヽ
／

で
診
断
書
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
）
。

③
会
員
害
及
ぴ
印
鑑

④
死
亡
の
場
合
は
戸
藉
謄
本
（
除
籍
）

魯
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
り
一
級
·

二
級
に
認
定
さ
れ
た
も
の
は
身
体
障

害
者
手
帳
゜

⑥
事
故
届
（
一
年
以
上
の
治
療
を
必

要
と
す
る
傷
害
を
受
け
た
方
は
、
事

故
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
こ
の
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
）

見
舞
金
の
．
請
求
は
、
事
故
の
日
か

ら
一
年
以
内
に
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。
一
年
経
過
し
て
請
求
さ
れ
た
場

合
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
週
間
未
満
の
け
が
の
場

合
は
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

0

村
の
行
政
面
に
つ
い
て
、
質
問

を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
。

あ
て
先
1
1

明
和
村
役
場
総
務
課

共
済
見
舞
金
の
請
求
方
法
は
？

特
に
き
め
ら
れ
た
農
薬
は
、
土
壌
や

農
作
物
の
中
に
農
薬
が
残
留
す
る
の
で

健
康
の
安
全
を
図
る
た
め
に
、
使
用
に

つ
い
て
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
農
薬
を

使
用
す
る
と
き
は
使
用
説
明
書
を
よ
く

読
ん
だ
り
、
普
及
員
や
病
害
虫
防
除
員

の
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、

家
畜
・
養
蚕
・
ミ
ッ
パ
チ
・
魚
類
に
害

,̀ 
ヽ
J

ん

を
加
え
な
い
よ
う
注
意
す
る
と
と
も
に
、

住
宅
・
道
路
・
水
源
地
帯
等
の
周
辺
を

汚
染
し
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〇
農
薬
の
空
ピ
ン
、
空
袋
は
適
正
に
処

理
し
よ
う
。

使
用
後
の
空
ピ
ン
、
空
袋
は
放
置
し

な
い
で
、
地
下
水
や
井
戸
水
を
汚
染
し

な
い
よ
う
に
土
中
に
埋
め
る
か
、
焼
却

す
る
な
ど
適
切
な
処
理
を
し
主
し
ょ
う
。
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こ
れ
か
ら
迎
え
る
つ
ゆ
ど
き
は
、
例

年
ス
リ
ッ
プ
や
、
路
肩
軟
弱
な
ど
が
原

因
で
追
突
、
横
転
‘
転
落
な
ど
と
、
雨

が
影
響
し
て
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
雨
の
日
の
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
運
転
者
、
歩
行
者
の
み
な

さ
ん
は
、
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

＾
運
転
者
〉

〇
雨
の
日
の
安
全
走
行

m
車
間
距
離
は
、
平
常
の
お
よ
そ
三

倍
と
り
‘
速
度
は
ひ
か
え
め
に
す
る

こ
と
。

印
歩
行
者
や
自
転
車
の
そ
ば
を
通
る

と
き
は
‘
―
ぃ
勾
以
上
の
間
隔
を
と
っ

て
、
行
動
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

〇
視
界
の
確
保

m
ウ
イ
ン
ド
ガ
ラ
ス
の
油
膜
は
ふ
き

と
っ
て
、
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

ゴミのないきれいな道路

東小 6 年生が県道を清掃

道
路
愛
護
週

間
が
五
月
十
九

梅
雨
期
の
交
通
安
全

ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
な
い
よ
う
に

を転運全安
ン
と
ズ
行一歩

シ
全
雨
安

梅

印
窓
を
半
開
き
に
し
、
内
外

の
温
度
を
調
節
し
て
く
も
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

り
ワ
イ
パ
ー
は
‘
い
つ
で
も

良
好
に
作
動
す
る
よ
う
整
備

し
て
お
く
こ
と
。

0
そ
の
他

m
特
別
強
い
雨
な
ど
の
と
き

は
、
昼
間
で
も
ス
モ
ー
ル
ラ

ン
プ
を
点
灯
し
、
こ
ち
ら
の

存
在
を
対
向
車
に
知
ら
せ
る

こ
と
。

印
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
道
路
の
は

じ
に
寄
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

県道を清掃する東小 6 年生

す
る
こ
と
。

回
交
差
点
で
の
安
全
確
認
は
‘
窓
を

あ
け
る
な
ど
し
て
、
と
く
に
慎
重
に

行
う
こ
と
。

＾
歩
行
者
〉

0
横
断
は
、
左
右
の
安
全
を
十
分
確
め

る
こ
と
。

0
夜
間
は
‘
照
明
の
あ
る
横
断
歩
道
を

渡
る
こ
と
。

0
夜
間
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

途
中
、
中
央
付
近
で
立
ち
止
ま
ら
な
く

て
も
よ
い
よ
う
に
、
見
と
お
し
を
つ
け

て
、
横
断
す
る
こ
と
。

0
夜
間
は
、
黒
っ
ぽ
い
服
装
を
さ
け
、

明
る
い
色
の
も
の
を
身
に
つ
け
る
よ
う

に
し
、
懐
中
電
灯
や
、
タ
ソ
グ
ラ
イ
ト

な
ど
を
携
行
す
る
こ
と
。

0
か
さ
を
傾
け
た
り
す
る
と
、
車
に
か

さ
を
ひ
っ
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
か
さ
は
嵩
く
真
直
ぐ
に
さ
す

こ
と
。

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
展
開
さ
れ
た
れ

こ
の
期
間
中
の
一
―
十
三
日
、
東
小
学
校

の
六
年
生
全
員
で
道
路
を
き
れ
い
に
清

掃
し
ま
し
た
。

清
掃
し
た
場
所
は
、
上
江
黒
か
ら
干

津
井
ま
で
の
県
道
。
児
童
た
ち
は
、
て

い
ね
い
に
ほ
う
き
で
ゴ
ミ
を
は
い
た
り
‘

マ
マ
が
知
っ
て
お
き
た
い

予
防
接
種
と
そ
の
役
割

予
防
接
種
の
役
割

予
防
接
種
は
恐
ろ
し
い
急
性
伝
染
病

に
か
か
ら
な
い
よ
う
し
、
わ
た
し
た
ち

の
社
会
生
活
を
安
全
で
健
康
に
す
る
た
子
防
接
種
の
役
割
は
、
そ
の
地
域
で

め
に
行
う
も
の
で
す
。
伝
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
伝
染
病
の
発

伝
染
病
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
は
生
と
流
行
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
り
ま
す

C

①
伝
染
病
を
う
つ
す
者
か
ら
、
そ
の
菌
予
防
接
種
を
受
け
た
人
は
伝
染
病
に

を
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
（
感
染
源
か
か
り
に
く
く
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ

対
策
）
の
病
原
体
に
対
す
る
免
疫
を
持
つ
人
が

②
伝
染
病
が
う
つ
っ
て
ゆ
く
経
路
を
断
ふ
え
る
と
、
そ
の
伝
染
病
が
流
行
す
る

っ
た
め
に
環
境
を
よ
く
し
た
り
‘
菌
を
の
を
防
ぐ
力
が
で
き
ま
す
。
と
い
う
の

運
ぶ
ネ
ズ
ミ
や
ハ
エ
、
ゴ
キ
プ
リ
な
ど
は
、
伝
染
病
は
、
免
疫
を
持
っ
て
い
る

を
駆
除
す
る
（
感
染
経
路
対
策
）
人
が
あ
る
程
度
以
上
集
ま
っ
て
い
る
と

③
伝
染
病
に
か
か
っ
て
い
な
い
者
を
、
流
行
し
な
い
も
の
だ
か
ら
で
す
。

か
か
り
に
（
く
し
た
り
、
が
か
っ
て
も
免
疫
を
持
っ
た
人
た
ち
が
伝
染
病
の

か
る
（
す
ま
せ
る
（
感
受
性
対
策
）
の
流
行
に
対
す
る
か
き
ね
に
な
っ
て
く
れ

三
つ
が
あ
り
ま
す
。
る
わ
け
で
す
＾

予
防
接
種
は
こ
の
う
ち
③
に
あ
た
り
現
在
予
防
接
種
法
と
い
う
法
律
に
よ

一
般
に
は
、
ワ
ク
チ
シ
を
接
種
す
る
こ
っ
て
‘
予
防
接
種
が
国
民
に
義
務
づ
け

と
で
予
防
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
病
原
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
．

体
が
侵
入
し
て
も
、
そ
の
病
原
体
に
対
に
よ
る
か
ら
て
す
。

す
る
抗
体
（
病
原
体
を
無
力
化
し
て
し
で
は
予
防
接
種
の
種
類
と
ワ
ク
チ
ン
の

ま
う
物
質
）
を
あ
ら
か
じ
め
か
ら
だ
の
種
類
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う

C

中
に
つ
く
っ
て
（
こ
れ
を
免
疫
と
い
ぃ

0
法
律
に
よ
っ
て
受
け
る
こ
と
が
定
め

ま
す
）
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
ら
れ
て
い
る
（
強
制
）
予
防
接
種

る
方
法
で
、
そ
の
役
割
を
す
る
の
が
「
ワ
①
定
期
の
も
の

ク
チ
ン
の
接
種
」
で
す
。
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
、
痘
そ

ワ
ク
チ
ン
は
、
各
種
の
伝
染
病
の
病
う
（
天
然
痘
）
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日

原
体
の
毒
性
を
少
な
く
し
た
り
活
動
性
ぜ
き
、
結
核

を
弱
め
た
り
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
人
②
臨
時
の
も
の
（
流
行
時
に
行
う
）

体
接
種
す
る
こ
と
で
、
そ
の
伝
染
病
に
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
発
し
ん

対
す
る
免
疫
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
、
ペ
ス
ト
‘
ワ
イ

す
。
．
ル
病

ハ
月
二
十
五
日
ま

道
路
上
の
草
取
り
を
し
て
、
清
掃
に
一

9
0
受
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
し
て
国
が
す

生
懸
命
。
集
め
た
ゴ
ミ
は
、
一
輪
車
に
す
め
て
い
る
（
勧
奨
）
予
防
接
種

の
せ
て
か
た
づ
け
、
み
る
み
る
う
ち
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎

ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
道
路
に
な
り
ま

0
自
発
的
に
医
師
の
も
と
に
行
っ
て
受

し
た
。
け
る
（
任
意
）
予
防
接
種

麻
し
ん
（
は
し
か
）
、
破
傷
風
、

近
く
使
わ
れ
る
予
定
の
も
の
に

風
疹
（
三
日
ば
し
か
）
、
ム
ン
プ
ス

（
お
た
ふ
く
か
ぜ
）
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類

予
防
接
種
に
つ
か
わ
れ
る
ワ
ク
チ
ン

に
は
、
次
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

〇
弱
毒
生
ワ
ク
チ
ン

生
ワ
ク
チ
ン
と
も
い
い
、
痘
そ
う
（
天

然
痘
）
、
ポ
リ
オ
、
B
C
G

、
は
し
か
‘

風
疹
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
が
こ
れ
で
す
。

0
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

死
菌
ワ
ク
チ
ン
と
も
い
い
‘
百
日
ぜ

き
‘
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎
‘

コ
レ
ラ
、
発
し
ん
チ
フ
ス
な
ど
の
ワ

ク
チ
ン
が
こ
れ
で
す
。

0
ト
キ
ソ
イ
ド

ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
破
傷
風
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
が
ト
キ
ソ
イ
ド
で
す
。

警
察
官
の
募
集

▼
応
募
受
付
期
間

で
。

▼
受
験
資
格
昭
和
二
十
二
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
れ
た
男
子
。

▼
試
験
の
日
時
及
び
楊
所
昭
和
五
十

年
七
月
六
日
（
日
）
午
前
八
時
―
二
十

分
か
ら
群
馬
県
警
察
学
校
で
行
わ
れ

ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
館
林
警
察
署
又

は
最
寄
り
の
駐
在
所
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

(rl ̀  



昭和 50年 6 月 10 日 広 報 め し‘ わ 第165号 (6)

●
国
保
に
は
い
る
場
合

①
転
入
し
て
き
た
と
き
1
1

印
か
ん

②
職
場
等
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

1
1

印
か
ん
、
職
場
の
健
康
保
険
を
や

め
た
証
明
書

③
子
ど
も
が
生
れ
た
と
き
1
1

印
か
ん
‘

母
子
手
帳
、
被
保
険
者
証

④
生
活
保
護
を
う
け
な
く
な
っ
た
と
き

1
1

印
か
ん
、
保
護
廃
止
通
知
書

●
国
保
を
や
め
る
楊
合

①
転
出
す
る
と
き
1
1

印
か
ん
、
被
保
険

者
証

②
職
場
の
健
康
保
健
に
は
い
っ
た
と
き

1
1

印
か
ん
‘
両
方
の
被
保
険
者
証
（
職

楊
の
保
険
証
が
未
交
付
の
と
き
は
証

明
で
き
る
も
の
）

③
死
亡
し
た
と
き
1
1

印
か
ん
、
被
保
険

者
証
、
死
亡
を
証
明
で
き
る
も
の

④
生
活
保
護
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き

1
1

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
、
保

護
決
定
通
知
書

●
そ
の
他

①
戸
別
訪
問
は
禁
止
さ
れ
る
ま
た
、
訪
問
の
相
手
方
が
不
在
で
あ

な
に
ぴ
と
も
、
選
挙
人
の
家
を
訪
っ
て
も
、
あ
る
い
は
、
面
会
を
拒
絶

ね
て
、
投
票
を
依
頼
し
た
り
、
又
は
さ
れ
た
場
合
も
訪
問
と
な
る
。

投
票
を
得
さ
せ
な
い
よ
う
に
依
頼
す
②
戸
別
訪
問
に
類
似
す
る
行
為
も
禁

る
よ
う
な
行
為
は
、
戸
別
訪
問
と
し
止
さ
れ
る
。

て
す
ぺ
て
禁
止
さ
れ
る
。
戸
別
訪
問
に
類
似
す
る
次
の
よ
う

戸
別
と
は
、
必
ず
し
も
選
挙
人
宅
な
行
為
も
戸
別
訪
問
と
み
な
さ
れ
て

個
々
の
み
を
い
う
も
の
で
は
な
く
、
で
き
な
い
。

会
社
、
工
場
等
も
含
ま
れ
る
。
一
戸
①
選
挙
運
動
の
た
め
に
、
戸
別
に

し
か
訪
問
し
な
い
楊
合
で
も
二
戸
以
演
説
会
の
開
催
又
は
演
説
を
行
う

r
、
ー
．

1
1
I
9

ー

明
る
い
選
挙
コ
ー
ナ
ー

罰
~
＿
ー
i

l

ー
t

l
u
4

戸
別
訪
問
の
禁
止

上
を
訪
問
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
告
知
を
す
る
行
為
。

場
合
は
、
戸
別
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
＠
選
挙
運
動
の
た
め
に
、
戸
別
に

訪
問
と
は
、
必
ず
し
も
家
宅
中
に
特
定
の
候
補
者
の
氏
名
又
は
政
党
‘

入
ら
な
く
と
も
、
相
手
方
の
家
屋
の
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
を
言

表
出
入
口
に
接
す
る
店
先
、
軒
先
や
い
歩
く
行
為
。

道
路
ば
た
で
訪
問
す
れ
ば
戸
別
訪
問
問
答

に
な
り
、
最
近
の
判
例
で
は
、
「
居
問
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
承
諾
を
得
る

宅
と
続
い
て
い
る
畑
で
の
選
挙
運
動
た
め
各
戸
を
訪
問
す
る
行
為
は
ど

は
居
宅
に
準
じ
た
場
所
で
戸
別
訪
問
う
か
。

に
な
る
」
と
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。
答
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
承
諾
の
み
を

―
-
『
=
n
n
n
-
=
=
=
-

「
一

n
=
n
-
―
―
n
=

こ
ん
な
と
き
は
必
ら
ず
届
出
を

ー
届
出
は
十
四
日
以
内
に
1

①
村
内
で
住
所
が
か
わ
っ
た
と
き
1
1

印

か
ん
、
被
保
険
者
証

②
世
帯
主
や
氏
名
が
か
わ
っ
た
と
き
1
1

印
か
ん
、
被
保
険
者
証

③
世
帯
を
分
け
た
り
い
っ
し
ょ
に
し
た

と
き

1
1

印
か
ん
、
被
保
険
者
証

④
保
険
証
を
紛
失
し
た
と
き1
1

印
か
ん
。

電
気
事
故
を
な
く
そ
う

か
ん
が
い
用
モ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る

場
合
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
、
電
気
安

全
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
モ
ー
タ
ー
に
は
必
ず
ア
ー
ス
を
取

付
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
モ
ー
タ
ー
を
使
い
始
め
る
と
き
は
‘

聞
口

問
選
挙
人
宅
附
近
の
道
路
上
へ
選

挙
人
を
呼
び
出
し
て
投
票
を
依
頼
，

す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

答
連
続
し
て
二
以
上
の
楊
所
へ
順

次
呼
び
出
し
て
こ
れ
を
行
え
ば
戸

別
訪
問
と
な
る
。

問
二
人
の
選
挙
人
宅
を
日
時
を
異

に
し
て
訪
問
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

答
戸
別
訪
問
に
な
る
。

問
二
人
以
上
の
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一

戸
ず
つ
訪
問
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

答
相
互
に
意
思
を
通
し
て
行
う
場

合
は
戸
別
訪
問
に
な
る
。

問
他
の
用
件
で
選
挙
人
宅
を
訪
問

し
た
際
‘
附
随
的
に
投
票
依
頼
を

す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

答
連
続
し
て
こ
の
よ
う
な
機
会
を

利
用
す
る
目
的
で
行
わ
れ
れ
ば
戸

別
訪
問
と
な
る
。

==———=-=————n==——— 

村
営
住
宅
の
建
設
資
金
の
一
部

は
簡
易
生
命
保
健
積
立
金
ガ
ら

融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

文
芸
欄

（
今
月
は
俳
句
で
す
。
）

茂
林
寺
の
沼
や
よ
し
き
り
し
き
り
鳴
く

田
口
春
栄

降
り
た
ち
て
か
も
し
合
つ
み
手
五
月
空

吉
田
正
義

袋
掛
け
下
げ
髪
も
居
る
日
曜
日北

島
銭
蔵

此
の
項
の
田
螺
の
住
ま
ね
代
を
か
く

高
瀬
依
根
子

蕗
の
葉
に
い
ち
ご
を
つ
み
て
客
去
り
ね

安
見
あ
っ
子

雨
蛙
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
奏
で
出
づ

林
秀
峰

闇
深
し
梅
の
香
深
し
夫
と
仔
つ林

来
月
号
は
短
歌
で
す

倫
常

準
備
を
整
え
て
か
ら
ス
イ
ソ
チ
を
入

れ
る
。
作
業
終
了
の
時
は
（
一
番
先

に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

◎
ぬ
れ
手
や
は
だ
し
で
、
ス
イ
ッ
チ
・

モ
ー
タ
ー
を
さ
わ
る
の
は
危
険
で
す
。

◎
切
れ
た
電
線
を
見
つ
け
た
ら
、
さ

わ
ら
ず
、
す
ぐ
東
京
電
力
へ
ご
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
．

（
東
京
電
力
館
林
営
業
所
）

緑
化
推
進
運
動
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
緑
の
羽
根
募

金
目
標
額
一
九
、
五
0
0

円
に
対
し
て
、

募
金
総
額
二
二
、
七
0
0
円
で
し
た
。

ご
協
力
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

早
速
、
県
郷
土
他
緑
化
推
進
委
員
会

え
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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村 の 人 ロ

7 月 1 日現在

世帯数 2116戸

人口総数 9273人

男 4603人

女 4670人

(6 月中の動き）

出生 11 人 死亡 8 人
転入25人 転出10人

子／イ

7

1

0

 

5
 
7
 

第 1 6 6 号
発行所明和村役場

編集総務課
庶務管理係

小林印刷所印刷所

三
歳
児
検
診

「
大
き
な
声
で
は
し
ゃ
ぐ
子
、
泣
い

て
い
る
子
」
な
ど
ざ
わ
ざ
わ
と
武
道
館

内
は
ひ
び
く
。
六
月
十
七
日
、
三
歳
児

検
診
（
写
真
）
を
行
い
ま
し
た
。

対
象
者
は
七
十
八
名
。
体
重
と
身
長

の
測
定
、
そ
れ
に
、
耳
・
目
・
鼻
・
歯

内
科
の
検
診
を
行
い
、
付
き
添
い
の
お

母
さ
ん
方
は
、
わ
が
子
の
検
診
を
真
剣

に
見
ま
も
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保

健
所
の
係
員
か
ら
は
、
お
ぎ
ょ
う
ぎ
の

よ
い
子
に
す
る
た
め
、
し
つ
け
の
指
導

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

J—-==—-===-———-==—-==-=======-========——-=====-R 
一
よ
し
な
し
こ
と
[

血
昔
は
男
性
（
夫
）
の
方
が
家
庭
を
血

血
す
て
、
家
出
し
た
例
が
多
い
。
そ
皿

血
の
原
因
は
男
性
の
方
に
別
の
女
性
血

血
が
出
来
た
か
、
ま
た
、
自
己
発
見
を
血

血
し
た
い
願
望
か
ら
姿
を
消
す
と
い
血

血
う
例
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
°
皿

血
と
こ
ろ
が
今
は
そ
の
反
対
で
女
性
血

血
（
妻
）
の
方
で
結
婚
生
活
が
幸
福
で
血

血
な
い
。
人
生
が
退
屈
だc
何
か
自
己
口

I

I

 

皿
を
表
現
し
た
い
。
と
い
っ
て
女
性
血

I

I

 

皿
側
の
方
か
ら
の
離
婚
が
多
い
ら
し
血

血
い
。
こ
れ
も
女
性
解
放
と
い
う
一
血

血
つ
の
行
き
す
ぎ
に
起
因
し
て
い
る
．
血

血
と
社
会
評
論
家
は
言
う
。
男
性
も
血

血
女
性
も
お
互
反
省
し
て
見
る
必
要
皿

1
1
1は
な
い
だ
ろ
う
か

o
1

.

1

1

 

I

I
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八
月
八
日
、
任
期
満

了
に
伴
う
村
議
会
議
員

の
選
挙
は
、
七
月
四
日

に
行
わ
れ
た
選
挙
管
理

委
員
会
で
、
七
月
二
十

七
日
に
告
示
、
八
月
三

日
が
投
票
日
と
決
ま
り

ま
し
た
。

村
議
会
議
員
の
定
数

は
、
十
八
人
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
方
々

は
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
、

村
政
を
推
進
す
る
た
め

に
、
村
の
立
法
機
関
で
あ
り
、
私
た
ち

の
代
弁
者
と
な
る
大
切
な
役
目
を
果
た

し
ま
す
。

小
さ
な
地
域
だ
け
の
代
弁
者
で
は
な

く
、
も
っ
と
広
い
視
野
の
上
に
立
っ
て

道
路
、
飲
料
水
や
環
境
衛
生
、
公
共
施

設
や
都
市
計
画
を
方
向
づ
け
る
正
し
い

意
見
と
実
行
力
の
あ
る
人
を
選
び
出
し

ま
し
ょ
う
。

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
に
ま
に

あ
わ
な
い
と
、
ど
ん
な
理
由

が
あ
っ
て
も
、
絶
対
に
投
票

で
き
な
い
か
ら
、
特
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
投
票
所
入
場
券
の

投
票
に出か

け
る
前
に

『候補者を選ぶ努力を忘れずに．I 』

須田新八郎

1 正しい意見と実行力のある入石］

投
票
の
し
か
た

配
布
を
受
け
た
人
は
、
こ
れ
を
忘
れ
な

い
で
持
っ
て
い
く
こ
と
が
手
続
き
を
早

く
す
ま
せ
る
う
え
か
ら
も
、
た
い
せ
つ

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
も
し
入
場
券

を
な
く
し
た
場
合
や
配
布
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
の
っ
て

い
る
以
上
は
、
投
票
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
き
ら

め
て
棄
権
を
す
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
に
つ
い
た
ら
、
入
場
券
左e
)

受
付
係
に
提
出
し
ま
す
。
次
に
②
名
簿

対
照
係
に
行
き
、
名
簿
と
照
合
を
う
け
、

③
投
票
用
紙
交
付
係
で
、
投
票
用
紙
を

も
ら
い
ま
す
。
投
票
は
●
こ
の
決
め
ら

れ
た
投
票
用
紙
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

④
こ
の
投
票
用
紙
を
持
っ
て
投
票
記
載

不
在
者
投
票
の

手
続
き

①
旅
行
・
出
張
•
お
産
な
ど
で
不
在
に

無
効
投
票
に

な
ら
な
い
よ
う
に

よ
け
い
な
こ
と
は
書
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

四
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
県
議
会
議

員
選
挙
で
は
、
県
平
均
の
無
効
投
票
率

0
、
八
二
％
に
対
し
て
、
本
村
は
二
、

五
八
％
と
実
に
三
倍
の
無
効
投
票
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

無
効
投
票
に
な
っ
た
も
の
は
、
投
票

投
票
日
に
ど
う
し
て
も
不
在
に
な
り
、

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
前
も
っ
て

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
重
度
の
身
体
障
害
者
も
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
村
議
会
議
員
の
不
在
者
投
票

の
で
き
る
期
間
は
、
七
月
二
十
七
日
（
告

示
日
）
か
ら
八
月
二
日
（
投
票
の
前
日
）

ま
で
で
、
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

な
る
場
合

役
場
選
挙
管
理
委
員
会
へ
印
鑑
を
も

っ
て
行
き
、
宣
誓
書
（
用
紙
は
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
内
容
は
き
わ
め
て
簡
単

で
す
。
）
を
提
出
す
れ
ば
、
そ
の
場
で
す

ぐ
投
票
が
で
き
ま
す
。

②
病
気
な
ど
で
入
院
し
て
い
る
場
合
（

指
定
病
院
等
）

入
院
先
の
指
定
病
院
長
に
対
し
て
、

投
票
し
た
い
旨
を
い
え
ば
、
指
定
病
院

長
が
投
票
用
紙
な
ど
の
代
理
請
求
を
し

て
く
れ
ま
す
。

投
票
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
指
定
病

院
長
が
説
明
し
ま
す
。

③
重
度
の
身
体
障
害
者
の
場
合

不
在
者
投
票
の
活
用
を

ど
う
し
て
も
不
在
に
な
る
と
き

所
に
行
き
、
候
補
者
の
氏
名
を
一
人
だ

け
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

村
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
八
月

•. 

し・

幽

選
挙
人
名
簿

登
録
の
確
認
を

B
 

用
紙
に
単
に
雑
事
を
書
い
た
も
の
が
一

番
多
く
、
次
に
臼
紙
投
票
、
候
補
者
で

な
い
者
の
氏
名
を
書
い
た
も
の
、
確
認

困
難
な
も
の
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

無
効
投
票
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

候
補
者
の
氏
名
を
し
っ
か
り
覚
え
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
候
補
者
の
氏
名
を

一
人
だ
け
書
い
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用

紙
に
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
書

い
た
り
、
自
分
の
名
前
や
そ
の
他
の
符

号
、
記
号
な
ど
よ
け
い
な
こ
と
を
書
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。
よ
け
い
な
こ
と
を

書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
名
前
か
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
‘
確
認
し
た

い
方
は
‘
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

重
度
の
身
体
障
害
者
（
法
律
に
よ
り
定

め
の
あ
る
者
）
に
限
り
、
現
存
す
る
場
所

（
例
え
ば
自
宅
・
医
院
な
ど
）
で
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
役
場
選
挙
管
理
委
員

会
に
た
い
し
て
、
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た

方
は
、
本
人
が
署
名
し
た
請
求
書
に
よ

り
、
選
挙
の
期
日
前
四
日
ま
で
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
対
し
て
、
投
票
用
紙
な

ど
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
際
、
郵
便
投
票
証
明
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

請
求
は
、
告
示
前
で
も
で
き
ま
す
。

今
回
の
村
議
会
議
員
の
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
の
請
求
は
、
七
月
三
十
日

ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票
の

制
度
も
あ
り
ま
す

投
票
し
た
い
が
目
を
い
た
め
た
、
手

が
き
か
な
い
、
候
補
者
の
氏
名
が
書
け

な
い
、
字
が
読
め
な
い
と
い
う
方
に
は

代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。

代
理
投
票
を
し
た
い
場
合
は
、
投
票

所
で
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
係

員
が
行
き
、
あ
な
た
に
代
っ
て
投
票
用

紙
に
書
い
て
く
れ
ま
す
。
な
お
、
投
票

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

>— 
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補
者
の
政
見
、
人
物
を
し
っ
か
り
と
皿

見
き
わ
め
て
、
自
分
の
信
ず
る
人
に
ー

’
投
票
し
ま
し
よ
う
。

近
年
、
選
挙
に
は
金
が
か
か
り
過
血

ー
こl
]
]
』
[
」
ロ
ニ

一
良
識
あ
る
選
挙
行
動
を
皿

選
管
委
員
長
談
話
を
発
表
皿

血
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
青
山
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
民
血

血
喜
市
郎
さ
ん
は
、
村
議
会
議
員
選
挙
主
政
治
が
健
全
な
発
展
を
す
る
た
め
血

血
執
行
に
あ
た
り
、
談
話
を
次
の
と
お
に
は
、
買
収
・
供
応
を
追
放
し
な
く
血

1
1
1り
発
表
し
ま
し
た
。
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

血
こ
の
た
び
行
わ
れ
る
村
議
会
議
員
そ
こ
で
、
金
を
使
っ
て
有
権
者
を
血

叫
選
挙
は
、
村
政
の
意
思
決
定
を
行
う
つ
る
よ
う
な
候
補
者
に
は
絶
対
に
投
皿

血
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
票
を
し
な
い
と
共
に
、
選
挙
に
か
か
ー

皿
有
権
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
重
わ
る
金
品
は
「
貰
わ
な
い
」
「
求
め
皿

血
要
性
を
十
分
認
識
の
う
え
、
最
も
立
な
い
」
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

血
派
な
代
表
者
を
自
ら
の
考
え
で
選
ぶ
有
権
者
の
皆
さ
ん
の
良
識
あ
る
選
血

皿
た
め
に
、
選
挙
期
間
を
通
じ
て
、
候
挙
行
動
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
血
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判
断
を
く
も
ら
せ
る
な

金
子
洋
子

(
2
0
オ
）

O

L

 

村
議
会
議
員
選
挙
に
は
、
大
勢
の
人
の
立
候
補
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
政
が
健
全
な
発
展

を
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
選
挙
を
き
れ
い
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
は
、

金
権
選
挙
を
追
放
し
、
候
補
者
に
対
し
て
有
権
者
の
正
し
い
判
断
や
姿
勢
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で

村
議
会
議
員
選
挙
に
の
ぞ
ん
で
、

有
能
な
人
物
を

区
長
会
長
折
原
重
郎

(
7
1
オ
）

四
月
に
は
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ

た
が
、
一
部
で
は
金
権
選
挙
が
横
行
し
、

違
反
も
続
出
の
報
道
が
あ
り
失
望
し
ま

し
た
。

村
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
違
反
の
な

い
明
る
い
選
挙
を
切
望
し
ま
す
。

明
る
い
選
挙
は
、
自
分
自
身
の
心
に

は
っ
き
り
と
し
た
理
想
像
を
描
き
も
つ

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
供
応
や
知
人
の

紹
介
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
自
分
の
心
に

描
い
て
い
た
人
物
と
相
反
す
る
人
に
投

票
す
る
こ
の
と
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。

供
応
や
金
に
よ
っ
て
莫
大
な
資
金
を

つ
ぎ
込
ん
で
運
動
す
る
候
補
者
に
は
、

こ
の
よ
う
な
非
常
識
な
運
動
が
い
か
に

収
穫
の
少
な
い
馬
鹿
げ
た
方
法
で
あ
る

と
い
う
事
実
を
、
目
の
前
に
見
せ
て
や

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
プ
ロ
ー
カ
ー
的
な
人
物
な

ど
は
、
勇
気
を
も
っ
て
断
然
排
除
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
良
心
と

広
い
視
野
に
た
っ
て
、
良
識
あ
る
有
能

な
人
物
を
選
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
に
選
挙
権
か
与
え
ら
れ
た
初
め
て

の
選
挙
は
、
県
議
会
議
員
選
挙
で
し
た
。

今
ま
で
選
挙
に
関
し
て
無
関
心
で
あ

っ
た
け
れ
ど
、
や
は
り
棄
権
す
る
こ
と

は
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
し
か
に

「
私
た
ち
の
一
票
で
は
、
今
の
政
治
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
]
大
量
の
中
の
一

票
は
無
力
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
一

票
の
放
棄
は
も
っ
と
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

数
多
く
の
先
輩
た
ち
に
混
っ
て
世
の

荒
波
に
立
ち
向
っ
て
い
く
こ
と
は
勇
気

と
怒
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

今
度
の
村
議
会
議
員
選
挙
は
住
民
に

と
っ
て
、
も
っ
と
も
身
近
な
問
題
を
抱

え
た
選
挙
、
暮
ら
し
と
直
結
し
た
選
挙

だ
と
思
い
ま
す
。
村
の
む
ず
か
し
い
問

題
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
が
自

由
に
参
加
で
き
る
体
育
施
設
、
文
化
、

娯
楽
施
設
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
望

み
ま
す
。
そ
し
て
、
買
収
と
か
、
選
挙

防
害
な
ど
の
、
黒
い
戦
術
“
に
走
っ
た

り
、
義
理
、
人
情
で
自
由
な
判
断
を
く

も
ら
せ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
選
挙
で
は
、
政
策
に
き
れ
い

こ
と
を
並
べ
て
、
出
所
不
明
の
金
を
ば

ら
ま
き
、
当
選
し
た
あ
と
は
「
勝
て
ば

き
れ
い
な
選
挙
を

学
生
北
島
純
夫

報
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め し‘ わ 昭和50年 7 月 10 日

ふ

(
2
0
オ
）

）
の
面
で
の
寸
言
を
六
人
の
方
々
に
求
め
て
み
ま
し
た
。

t
 

た村
議
会
議
員
選
挙
に
の
ぞ
む

の

、~疇··

亜
示

私
た
さ
は
‘
婦
人
学
級
て
｀
各
方
面
に

わ
た
っ
て
幅
広
い
勉
強
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
こ
そ
、
日
ご

ろ
っ
ち
か
っ
て
き
た
知
識
と
公
正
な
思

慮
を
村
議
会
議
員
選
挙
に
生
か
す
と
き

だ
と
思
い
ま
す
。

い
た
ず
ら
に
義
理
人
情
に
流
さ
れ
ず

有
能
な
代
弁
者
を

主
婦
江
森
政
美

(
5
3
オ
）

官
軍
」
「
わ
が
世
の
春
」
と
ば
か
り
己
の

人
生
を
楽
し
ん
で
明
け
暮
れ
る
。

仕
事
は
側
近
に
任
せ
て
、
公
け
の
場
に

だ
け
顔
を
出
し
、
次
の
選
挙
の
資
金
づ

く
り
に
東
奔
西
走
し
な
が
ら
下
準
備
を

進
め
て
い
く
。
時
に
は
金
を
ま
き
す
ぎ

て
、
身
代
り
が
摘
発
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
お
か
ま
い
な
し

に
ヌ
ケ
ヌ
ケ
と
居
直
っ
て
れ
ば
い
い
。

何
と
不
可
解
な
こ
と
か
。

現
に
、
政
策
な
ど
な
く
て
も
立
候
補

の
声
明
―
つ
で
当
選
し
て
い
く
人
達
が

゜

い
る
で
は
な
い
か
。
ま
さ
か
、
選
挙
カ
ー

が
自
分
の
そ
ば
を
何
回
通
っ
た
か
に
よ

っ
て
投
票
し
て
い
る
有
権
者
は
い
な
い

だ
ろ
う
し
、
こ
れ
は
き
っ
と
候
補
者
の

人
徳
が
優
れ
て
い
る
か
ら
に
違
い
な
い
。

ロ
ロ
ロ
ロ
さ
ん
顔
負
け
の
偉
人
な
の
か

も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
村
議
会
議
員
選
挙
で
は

こ
う
あ
っ
て
欲
し
く
な
い
。
き
れ
い
な

選
挙
を
の
ぞ
み
、
そ
し
て
住
民
の
意
志

を
反
映
で
き
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の

た
め
に
意
欲
を
燃
や
す
人
を
選
び
た
い
。

眼
を
大
き
く
あ
け
て
、
本
当
に
有
能
な

私
た
ち
の
代
弁
者
を
選
ば
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
番
身
近
な
選
挙
だ
け
に

直
接
、
私
た
ち
の
生
活
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
す
。

今
年
は
、
国
際
婦
人
年
と
い
う
こ
と

で
、
世
界
婦
人
会
議
か
開
か
れ
ま
し

て
、
大
い
に
婦
人
の
地
位
向
上
か
叫
ば

れ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
深
い

信
頼
と
か
た
い
団
結
で
、
も
う
そ
ろ
そ

ろ
婦
人
の
代
表
者
を
送
り
出
し
て
も
よ

い
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
選
ぶ

人
も
選
ば
れ
る
人
も
、
そ
の
力
は
十
分

備
え
て
い
る
と
信
じ
ま
す
。

私
た
ち
青
年
団
は
、
過
去
何
回
か
広

報
車
に
よ
っ
て
、
棄
権
防
止
を
呼
び
か

け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
び
に
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、

ま
だ
選
挙
に
対
す
る
青
年
層
の
関
心
が

薄
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

各
候
補
者
は
、
み
ん
な
立
派
な
政
策

を
掲
げ
て
い
る
の
で
す
が
、
青
年
層
を

ひ
き
つ
け
る
も
の
が
何
か
欠
け
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
在
村
内
に
は
、
青
年
が
集
ま
っ
て

話
し
を
す
る
と
い
う
集
い
の
場
が
あ
り

ま
せ
ん
。
青
年
の
関
心
を
向
け
る
に
は

そ
う
い
っ
た
何
ら
か
の
施
設
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

村
民
の
代
弁
者
と
し
て
、
す
ぐ
れ
た

実
行
カ
・
思
考
カ
・
決
断
力
を
も
ち
、

成
年
の
集
い
の
場
を

青
年
団
長
新
井
重
行

(
2
4
オ
）
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い
つ
の
選
挙
を
振
り
返
っ
て
見
て
も

そ
う
で
す
が
、
選
挙
と
い
う
も
の
が
外

部
で
は
お
祭
り
騒
ぎ
に
終
始
し
、
そ
の

内
部
で
は
金
力
と
権
力
、
或
は
有
力
者

の
動
向
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
が
事
実
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に

選
挙
の
重
要
性
と
い
う
も
の
を
深
く
理

解
し
、
自
己
の
良
識
に
も
と
づ
い
て
、

正
し
い
投
票
を
し
て
い
る
人
が
何
人
い

る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
で
は
明
る
い
平

和
な
村
造
り
は
お
ろ
か
、
健
全
な
村
の

発
展
は
望
め
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。今

回
行
わ
れ
る
村
議
会
議
員
の
選
挙

は
、
私
達
の
生
活
に
最
も
直
結
し
た
大

切
な
選
挙
で
あ
り
、
こ
の
選
挙
が
村
の

政
治
の
善
悪
を
決
め
る
鍵
に
な
る
と
い

う
こ
と
を
、
私
達
選
挙
民
の
一
人
一
人

が
良
く
自
覚
し
て
、
正
し
い
判
断
の
も

と
に
明
る
＜
正
し
い
選
挙
を
す
る
こ
と

が
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
義
務
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
．

お
互
い
に
候
補
者
の
人
格
や
、
識
見

を
良
く
検
討
し
、
私
た
ち
の
村
の
政
治

を
や
っ
て
く
れ
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し

い
人
に
、
私
の
尊
い
一
票
を
捧
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
の
尊
い
一
票
を

坂
上
香
苗

(
4
1
オ
）

主
婦

私
た
ち
青
年
を
よ
く
理
解
し
、
ま
た
、

き
が
ね
な
く
話
し
を
す
る
こ
と
の
で
き

る
人
を
選
び
た
い
；
と
思
い
ま
す
。

き
れ
い
な
選
挙
を
望
み
ま
す
。
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別表 l

項 目 改正前改正後

基碕匹除額 18万円 19万円
----------------------------------------------ｷ----------
配偶者控除額 18万円 19万円

- - - - - - - - - - - - - - --- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ~ - - - - - - - -

扶養控除額 14万円 17万円

配偶者のいない一人目の扶養控除額 16万円 19万円

老人扶養控除額（7むす以上） 16万円 19万円
-------------------------------------------------ｷ ---------
寡婦、障害者、老年者、勤労学生控除額 13万円 16万円

特別障害者控除額 16万円 19万円

別表 2

住
民
税
の
各
種
控
除
額
の
引
き
上
げ

や
、
新
築
住
宅
等
の
滅
額
措
置
の
期
限

の
延
長
、
ガ
ス
税
の
軽
減
等
を
内
容
と

し
た
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

の
に
伴
い
、
村
税
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
負
担
す
る
村
税
も

軽
減
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
内
容
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
個
人
の
住
民
税

一
各
種
所
得
控
除
額
が
別
表
一
の
と

お
り
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
夫

婦
、
子
二
人
の
給
与
所
得
者
の
課
税
最

低
限
は
百
二
十
一
万
八
千
円
（
前
百

一
万
六
千
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

二
生
命
保
険
料
控
除
対
象
限
度
額
が

支払生命保険料の金額 生命保険料控除額

15,000円までの場合 支払った生命保縣由のロ
15,000円超40,000円までの場合 （支払偲姿料の金額） ＋7,500 円

40,000円超70,000円までの場合 （支払保険料の金額） ＋17,000円

70,000円を超える場合 35,000円

別表 3

改 正 前 改正後

税
条
例
の
改
正
の
あ
ら
ま
し

村
税
負
担
を
軽
減

勤続年数20年まで 1 年につき 20万円

20年超 1 年につき 40万円

同左25万円

同左50万円

昭
和
五
十
年
一
月

別
表
二
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

三
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
ま

た
は
寡
婦
に
つ
い
て
の
非
課
税
範
囲

が
年
所
得
六
十
万
円
ま
で
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

四
配
偶
者
控
除
及
び
扶
養
控
除
の
適

用
要
件
で
あ
り
ま
す
所
得
限
度
額
が

年
所
得
二
十
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

五
分
離
課
税
と
な
っ
て
い
る
退
職
所

得
に
つ
い
て
は
昨
年
に
引
き
続
き
別

表
三
の
と
お
り
一
部
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、

七
月
四
日
、
村
議
会
議
員
選
挙
の
立

候
補
予
定
者
説
明
会
が
役
場
で
開
か
れ
、

立
候
補
予
定
者
な
ど
約
六
十
名
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
の
籾
山
書
記
長
と

奈
良
書
記
が
説
明
を
担
当
。
立
候
補
の

手
続
き
や
選
挙
運
動
に
つ
い
て
、
き
め

こ
ま
か
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
終
了
後
、
予
定
者
か
ら
は
有
効

投
票
に
な
る
か
無
効
投
票
に
な
る
か
な

ど
熱
心
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

最
後
に
予
定
者
が
次
の
と
お
り
申
し
合

わ
せ
を
し
ま
し
た
。

誓
約
書

私
た
ち
候
補
者
は
明
る
い
選
挙
を
実

現
す
る
た
め
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る

よ
う
申
し
合
わ
せ
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
選
挙
に
関
す
る
酒
食
の
類
の
提
供

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

一
、
買
収
、
供
応
等
に
よ
る
不
正
な
手

段
で
投
票
を
依
頼
い
た
し
ま
せ
ん
。

一
、
い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞
と
し
て
の
酒

食
の
顆
は
辞
退
い
た
し
ま
す
。

一
、
選
挙
に
か
ら
む
祝
儀
、
花
輪
な
ど

相
談
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

明
る
い
選
挙
申
し
合
わ
せ

立
候
補
説
明
会
開
く

一
日
以
後
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
退
職

手
当
等
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
昭
和
五
十
年
一
月
一
日
か
ら
四

月
一
日
ま
で
の
間
に
退
職
手
当
等
の

支
払
を
受
け
た
人
の
分
離
課
税
に
か

か
る
住
民
税
の
所
得
割
額
を
お
さ
め

ら
れ
た
方
に
は
再
計
算
し
て
還
付
い

た
し
ま
す
。

六
長
期
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
二
年
度
か
ら
昭
和
五
十
六
年

度
ま
で
特
例
を
延
長
す
る
が
次
の
と

う
り
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
が
二

千
万
円
以
下
の
場
合
に
は
県
民
税

ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
村
民
税
四
パ
ー

セ
ン
ト
に
相
当
す
る
金
額
。

②
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
が
二

千
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
他
の

課
税
方
法
に
よ
り
累
進
重
課
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

七
短
期
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
従
来

の
特
例
を
昭
和
五
十
六
年
度
ま
で
延

長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

e

▼
固
定
資
産
税

新
築
住
宅
等
に
係
る
減
額
措
置
の
期

限
が
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
ま
で
の

間
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
も
適

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
三
年
間

延
長
）
。

i
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皿
軽
自
動
車
の
継
続

1
1

”
検
査
に
は
十
月
か
呵

一
ら
納
税
証
明
書
が

1
1
1

1
1
1必
要
で
す
。
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第
三
回
臨
時
議
会
が
六
月
二
十
八
日

会
期
一
日
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
四
議
案
が
上
程
さ

れ
、
議
員
及
び
三
役
、
教
育
長
、
役
場

職
員
等
の
旅
費
の
支
給
額
を
改
正
し
た

も
の
で
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

◎
議
員
及
び
三
役
、
教
育
長
、
役
場
職

員
等
の
旅
費
の
改
正

過
去
に
お
け
る
高
度
経
済
成
長
の
影

響
を
う
け
て
、
車
馬
賃
を
は
じ
め
、
昼

食
費
、
宿
泊
料
等
の
高
騰
を
招
き
、
従

来
の
ま
ま
で
は
、
赤
字
を
出
し
て
し
ま

う
と
い
う
現
状
で
す
。

地
価
問
題
の
解
決
は
、
今
や
国
民
的

課
題
と
な
り
昨
年
十
二
月
二
十
四
日
に

施
行
さ
れ
た
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り

利
用
目
的
と
取
引
価
格
の
両
面
か
ら
土

地
取
引
に
対
す
る
直
接
的
な
規
制
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

公
示
価
格
が
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
く
土
地
取
引
の
規
制
に
お
け
る
土
地

価
格
算
定
の
規
準
と
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
一
般
の
土
地
取
引
に
当
っ
て
公
示

価
格
を
指
標
と
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
村
の
地
価
公
示
力
所
は
三
カ
所
で

そ
こ
で
、
実
情
に
即
す
る
よ
う
に
改

正
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
改
正
は
国
に
準
じ
た
標
準
案
に

よ
り
、
額
の
低
い
「
乙
地
」
を
採
用
し

て
六
月
一
日
か
ら
次
の
額
で
適
用
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
）
内
は
改
正
前

◎
村
議
会
議
員
及
び
三
役

▼
宿
泊
料
七
千
三
百
円
（
五
千
六
百

円
）
▼
日
当
一
千
六
百
円
(
-
千

百
円
）

◎
教
育
長
及
び
役
場
職
員
等

▼
宿
泊
料
五
千
九
百
円
（
四
千
六
百

円
）
▼
日
当
一
千
三
百
（
九
百
円
）

次
の
と
お
り
で
す
。

〇
標
準
地
番
号
一

明
和
村
大
字
中
谷
三
八
九
番
三

地
積
二
六

0
面

価
格
一

2
m当
り
九
七
0
0
円

〇
標
準
地
番
号
ニ

明
和
村
大
字
新
里
三
三
六
番
一
外

地
積
三
四
七
而

価
格
一

2
m
当
り
八
七
0
0
円

〇
標
準
地
番
号
三

明
和
村
大
字
江
黒
五
0
九
番
ニ

地
積
四
九
五
而

価
格
一

2
m
当
り
六
0
0
0
円

村
内
の
地
価
を
公
示

土
地
取
引
に
公
示
価
格
を
指
標

地
目
は
宅
地

職
員
等
の
旅
費
を
引
上
げ

第
回
臨
時
議
会

▼
軽
自
動
車
税

事
務
量
の
簡
素
化
を
は
か
る
た
め
月

割
課
税
を
行
う
も
の
は
、
い
四
輪
以
上

の
も
の
、
回
小
型
特
殊
自
動
車
の
そ
の

他
の
も
の
、
い
二
輪
の
小
型
自
動
車
の

三
種
類
で
外
の
も
の
は
月
割
課
税
を
し

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
ガ
ス
税

昭
和
五
十
年
六
月
一
日
以
後
に
使
用

す
る
ガ
ス
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
税
率

は
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。
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桓

衣

夏
の
交
通
安
全
運
動
が
七
月
二
十
一

日
（
月
）
か
ら
八
月
三
十
一
日
（
日
）

ま
で
、
県
・
市
町
村
交
通
対
策
協
議
会

の
主
唱
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
家
庭
・
学
校
・
職
場

を
通
じ
て
県
民
に
呼
び
か
け
、
夏
休
み

中
の
こ
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
を
中
心

に
交
通
の
安
全
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

七
・
八
月
は
、
夏
休
み
に
入
る
た
め

に
、
小
、
中
学
生
な
ど
が
プ
ー
ル
や
、

運
動
場
に
出
か
け
る
ほ
か
、
路
上
で
の

遊
び
、
自
転
車
で
の
遊
び
な
ど
、
戸
外

で
の
遊
ぶ
時
間
が
多
く
な
り
ま
す
。
高

校
生
も
、
オ
ー
ト
バ
イ
等
で
、
遠
乗
り

な
ど
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
一
方
、
一
般
通
行
車

両
も
、
運
転
車
自
身
、
暑
さ
の
た
め
涼

自
動
車
に
乗
車
中
の
者
が
交
通
事
故

に
遭
遇
し
た
際
の
被
害
を
軽
滅
さ
せ
る

た
め
に
は
、
座
席
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

こ
と
が
極
め
て
大
き
な
効
果
を
も
ち
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
の

一
般
の
認
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
現
実
に
座
席
ベ
ル
ト
を
着
用

し
て
い
る
者
は
、
極
め
て
少
な
い
も
の

で
す
。
座
席
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
た

な
ら
ば
被
害
を
防
止
し
、
あ
る
い
は
軽

減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
認
め

ら
れ
る
交
通
事
故
が
相
当
発
生
し
て
い

る
現
状
で
す
。

道
路
交
通
法
で
、
高
速
自
動
車
国
道

な
ど
に
お
け
る
座
席
ベ
ル
ト
の
着
用
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事
故
防

止
の
観
点
か
ら
一
般
道
路
走
行
の
場
合

も
、
座
席
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

座
席
ベ
ル
ト
の
着
用
を

交
通
事
故
の
被
害
の
軽
減
に

役
場
職
員
で
結
成

し
て
い
る
青
年
部

（
部
長
・
立
岡
清
孝
）

で
は
、
社
会
奉
仕
の

―
っ
と
し
て
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を

六
月
の
九
・
十
・
十

一
日
の
三
日
間
、
行

い
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

清
掃
は
、
昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
が
、

今
年
も
役
場
の
退
庁
後
に
行
っ
た
も
の

で
す
。

村
内
に
は
百
力
所
を
超
え
る
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
が
あ
る
が
、
そ
の
全
部
を
き
れ

い
に
清
掃
。
交
通
安
全
に
一
役
か
い
、
ま

た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
、
見
通
し
が

良
く
な
り
、
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

交
通
安
全
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

役

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

を
求
め
る
た
め
の
ス
ピ
ー
ド
超
過
、
疲

労
か
ら
く
る
い
ね
む
り
運
転
が
多
く
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悪
い
条
件
下
の
た
め
、

子
ど
も
の
安
全
を
中
心

こ
の
時
期
の
交
通
事
故
が
年
間
の
う
ち

で
も
多
発
す
る
時
で
す
。
こ
の
よ
う
な

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

一
、
運
転
者
は
、
こ
ど
も
の
と
び
出
し

に
十
分
注
意
し
、
こ
ど
も
に
路
上
遊

戯
を
さ
せ
な
い
。

二
、
こ
ど
も
に
は
、
体
に
合
っ
た
自
転

車
を
与
え
る
と
と
も
に
、
正
し
い
乗

り
方
を
指
導
、
実
行
さ
せ
る
。

三
、
過
労
運
転
、
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー

夏
休
み
の
児
童
等
の
指
導

教
育
長
奈
良
種
介

ド
違
反
を
絶
対
に
し
な
い
。

な
ど
の
事
故
防
止
上
必
要
な
こ
と
が

実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に

一
、
危
険
な
路
上
遊
戯
等
に
対
し
て
は

ど
こ
で
も
一
声
か
け
る
街
頭
指
導
の

実
践

二
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
や
、
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
の
勉
強
と
実
践
の

た
め
の
家
庭
に
お
け
る
交
通
安
全
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
。

三
、
レ
ジ
ャ
ー
事
故
防
止
の
た
め
に
、

無
理
の
な
い
計
画
と
実
行
、
過
労
運

転
、
飲
酒
運
転
絶
滅
の
た
め
の
家
庭

い
よ
い
よ
幼
稚
園
、
小
、
中
学
校
と

も
に
長
い
夏
休
み
を
迎
え
ま
す
。
子
供

た
ち
は
、
夏
休
み
に
大
き
な
期
待
を
持

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
休
み
を
充
実
さ
せ
、
楽
し
い

意
義
あ
る
休
み
と
す
る
た
め
に
は
、
学

校
と
家
庭
が
共
通
理
解
の
上
に
立
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
つ
ま
り
幼
稚
園
や
学

校
の
方
針
や
指
導
事
項
を
よ
く
理
解
し

て
、
各
家
庭
で
の
指
導
を
す
す
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
ご
家
庭
で
特
に
指
導
上
留
意
い

た
だ
き
た
い
こ
と
を
項
目
的
に
あ
げ
て

み
ま
し
た
。

①
自
律
的
な
生
活
態
度
を
作
る

子
の
現
実
的
な
条
件
と
も
に
ら
み
合

わ
せ
て
「
0

ど
ん
な
こ
と
を
、
ど
ん
な

ふ
う
に
し
て
や
り
た
い
か
、

0

生
活
時

間
を
ど
ん
な
ふ
う
に
割
り
振
る
か
」
計

画
表
、
日
課
表
を
立
て
て
生
活
さ
せ
る

こ
と
。

実
現
可
能
な
個
人
計
画
存
立
て
さ
せ
、

管
理
の
徹
底
゜

な
ど
が
必
要
で
す
。
長
期
間
に
わ
た

る
解
放
的
な
生
活
の
中
で
「
夏
休
み
中
、

交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
存
出
さ
な
い
」

こ
と
を
目
標
に
、
一
人
一
人
が
、
幅
広

く
事
故
防
止
の
た
め
の
原
則
を
守
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

夏
は
む
し
暑
い
と
い
う
自
然
環
境
な

の
で
、
日
常
生
活
も
疲
労
し
や
す
い
季

節
で
す
。
家
庭
に
お
け
る
健
康
管
理
が

そ
の
ま
ま
、
自
動
車
の
運
転
に
も
影
響

し
ま
す
の
で
、
レ
ジ
ャ
ー
計
画
同
様
、

家
庭
ぐ
る
み
の
安
全
計
画
を
立
て
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

生
活
を
自
主
的
に
、
具
体
的
目
標
を
立

て
さ
せ
、
努
力
さ
せ
、
や
り
と
げ
た
喜

び
に
浸
ら
せ
る
。

②
健
康
な
体
力
づ
く
り

夏
休
み
は
、
身
体
を
き
た
え
る
の
に

よ
い
時
期
に
、
水
泳
・
球
技
・
ラ
ジ
オ

体
操
·
其
の
他
色
々
の
運
動
に
励
ん
で

丈
夫
な
か
ら
だ
を
作
ろ
う
。

〇
幼
稚
園
や
学
校
で
の
身
体
検
査
の

結
果
、
指
示
さ
れ
た
疾
病
等
は
、
夏

休
み
中
に
治
療
を
う
け
て
、
な
お
し

て
お
く
こ
と
。

〇
伝
染
病
の
予
防
、
暴
飲
暴
食
等
し

な
い
で
健
康
の
管
理
に
注
意
を
払
う
。

③
家
庭
へ
の
協
力

子
供
の
過
保
護
か
ら
夏
休
み
く
ら
い

の
ん
気
に
さ
せ
た
い
と
い
う
の
で
、
お

客
様
扱
い
に
し
が
ち
に
な
る
。
性
別
、

年
令
別
・
能
力
別
・
体
力
に
応
じ
て
積

極
的
に
家
庭
の
仕
事
を
分
担
さ
せ
、
家

庭
生
活
の
一
員
と
し
て
の
共
同
責
任
を

果
た
さ
せ
、
家
庭
生
活
に
協
力
さ
せ
る

こ
と
は
、
教
育
上
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

時
に
は
、
家
族
ぐ
る
み
で
共
同
作
業
を

し
、
汗
を
流
す
こ
と
も
子
ど
も
に
と
っ

て
は
有
意
義
で
あ
る
。

④
事
故
ゼ
ロ
の
夏
休
み
に
し
た
い

楽
し
い
、
充
実
し
た
夏
休
み
に
す
る

に
は
、
何
と
い
っ
て
も
事
故
を
絶
対
起

さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

り
父
通
事
故
防
止

正
し
い
歩
行
、
正
し
い
道
路
の
横

断
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
し

よ
う
。

回
水
難
事
故
防
止
・

利
根
川
、
谷
田
川
で
の
水
遊
び
や

利
根
導
水
路
付
近
の
魚
釣
、
水
遊
び

の
禁
止
。

り
非
行
防
止

交
友
関
係
・
服
装
・
持
物
・
行
動

に
注
意
。
夜
遊
び
の
禁
止
。
無
断
外

出
の
禁
止
。

（
融
資
対
象
）

こ
の
制
度
に
よ
る
融
資
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
は
、
県
内
に
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者
の
方

（
融
資
条
件
）

日
資
金
使
途
運
転
資
金

口
融
資
限
度
一
企
業
四
百
万
円

口
融
資
利
率
年
八
、
五
パ
ー
セ
ン
ト

以
内

四
貸
付
期
間
中
元
資
金
三
カ
月
以
内

年
末
資
金
五
カ
月
以
内

⑮
受
付
期
間
昭
和
五
十
年
六
月
十
日

か
ら
九
月
十
日
ま
で
，

（
融
資
申
込
手
続
）

融
資
申
込
を
受
け
る
方
は
、
金
融
機

関
で
所
定
の
手
続
用
紙
に
よ
り
金
融
機

関
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

県
の
中
小
企
業
季
節
資
金

融
資
制
度
の
案
内
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食
中
毒
や
伝
染
病
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

保
参
観

西
保
育
園
で
は
、
六
月
二
十
五
日
に

保
育
参
観
を
行
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
方
は
、
我
が
子
が
保
育
園

で
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
、
保
育

ぶ
り
を
見
学
。
園
児
は
、
厚
紙
に
い
ろ

い
ろ
の
形
に
切
ら
れ
た
い
ろ
紙
を
は
り

紙
。
中
に
は
、
保
母
さ
ん
に
い
わ
れ
る

前
に
は
っ
た
り
、
反
対
に
は
る
な
ど
し

て
、
お
母
さ
ん
方
が
吹
き
出
す
光
景
も

み
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
、
我
が
子
が
元

暑
い
日
が
続
く
と
、
食
欲
が
減
退
し

て
、
食
べ
る
も
の
も
か
た
よ
り
が
ち
で

す
。
と
く
に
冷
た
い
も
の
を
欲
し
が
り

胃
腸
な
ど
を
こ
わ
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

温
度
が
高
い
季
節
は
、
特
に
健
康
、
衛

生
な
ど
の
面
か
ら
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

▼
赤
痢
に
つ
い
て
の
心
得

①
腹
痛
と
と
も
に
、
嘔
吐
や
下
痢
が
何

回
も
起
る
。

②
便
に
は
粘
液
や
血
が
ま
じ
り
、
膿
も

ま
じ
る
。

育 立
二

ュ
ー
ス

室

気
で
保
育
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

お
母
さ
ん
方
は
、
安
心
し
て
い
た
よ
う

で
し
た
。交

通
教

西
小
学
校
で
は
、
児
童
の
交
通
安
全
、

を
図
る
た
め
に
六
月
十
八
日
、
交
通
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

低
学
年
は
、
信
号
機
の
あ
る
交
差
点

の
わ
た
り
方
、
高
学
年
は
、
正
し
い
自

転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
、
お
巡
り
さ

ん
が
て
い
ね
い
に
指
導
。
初
め
は
自
信

な
さ
そ
う
に
信
号
を
見
て
横
断
し
て
い

た
が
、
練
習
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
自

信
に
満
ち
た
横
断
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

•I 
一

r's 

ー

③
三
十
八
度
か
ら
四
十
度
の
高
い
熱
が

で
る
こ
と
が
多
い
。

こ
ん
な
症
状
を
あ
ら
わ
す
の
で
、
ロ

か
ら
入
る
赤
痢
菌
に
は
、
飲
食
物
に
注

意
し
、
手
を
よ
く
洗
う
こ
と
。
ハ
エ
や

ゴ
キ
プ
リ
を
な
く
す
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▼
疫
痢
の
症
状

①
グ
ッ
タ
リ
し
て
急
に
気
が
な

く
な
る
。
②
熱
が
三
十
九
度
か
ら

四
十
度
に
上
る
（
手
足
は
冷
え
る
）
。

③
嘔
吐
し
た
り
腹
痛
が
あ
る
。

④
脳
症
を
起
し
、
ヒ
キ
ッ
ケ
た
り

気
が
遠
く
な
っ
た
り
す
る
。

早
く
み
つ
け
て
手
当
し
な
け
れ

ば
危
険
で
す
。
水
枕
で
頭
を
冷
し

安
静
に
寝
か
せ
て
一
刻
も
早
く
医

師
を
呼
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

発
病
十
時
間
以
内
に
手
当
を
す
れ

ば
、
死
亡
率
は
一
五
％
で
す
が
、

邑
楽
郡
中
学
校
体
育
連
盟
の
陸
上
競

技
大
会
が
六
月
二
十
四
日
、
明
和
中
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
中
学
校
は
、
郡
内
全
中

学
校
の
六
校
。
競
技
種
目
は
男
子
が
ト

ラ
ッ
ク
八
種
目
と
フ
ィ
ー
ル
ド
＝
二
種
目
、

女
子
が
ト
ラ
ッ
ク
と
フ
ィ
ー
ル
ド
と
も

に
三
種
目
づ
つ
で
す
。

明
中
は
各
種
目
に
善
戦
し
、
五
種
目

女
子
の
砲
丸
投
げ
で
一
位

中
体
連
陸
上
競
技
大
会

非
衛
生
的
な

食
品
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ

r

に
三
位
以
上
の
成
績
を
あ
げ
た
が
、
総

合
で
は
残
念
な
が
ら
最
下
位
で
し
た
。

明
中
の
三
位
以
上
の
入
賞
者

◎
男
子

〔
ト
ラ
ッ
ク
〕
▼
三
千
以
二
位

荻
野
清
二
（
川
俣
)
[
フ
ィ
ー
ル
ド
]

▼
砲
丸
投
三
位
山
田
修
治
（
中
谷
）

◎
女
子

〔
ト
ラ
ッ
ク
〕
▼
八
百
以
三
位

野
木
村
仁
子
（
上
江
黒
）

▼
八
十
2
バ
ー
ド
ル
ニ
位

野
木
村
仁
子
（
上
江
黒
）

[
フ
ィ
ー
ル
ド
]
砲
丸
投

一
位
清
水
博
子
（
矢
島
）

九
2
I
S七
十
八

写
真
は
砲
丸
投
げ
で
一
位
に
な

っ
た
矢
島
の
清
水
博
子
さ
ん

食
中
毒
シ
ー
ズ
ン
療

で

そ
れ
か
ら
五
時
間
お
く
れ
る
と
六

0
%

に
も
な
り
ま
す
。

▼
食
中
毒
に
つ
い
て
の
心
得

①
食
物
は
な
る
べ
く
煮
る
か
焼
い
て
食

べ
る
こ
と
。
②
食
物
は
通
風
の
よ
い
冷

た
い
所
に
お
く
こ
と
。

③
ハ
エ
、
ゴ
キ
プ
リ
‘
ネ
ズ
ミ
か
ら
守

る
こ
と
。
④
生
も
の
、
食
べ
す
ぎ
、
飲

み
す
ぎ
に
注
意
。

`
、
9
、
.
9
‘
ー
、
ー
、
ー
、
9
ヽ
9
、
9
‘
ー
、
ー
、
9
ヽ
ー
、
9
、
9
‘
ー
、
9
‘
ー
、
9
‘
ー
、
ー
、
9
ヽ
9
ヽ
9
ヽ
9
ヽ
9
‘
‘
:
9
ヽ
ー
、
9
ヽ
9
ヽ
9
ヽ
9
‘
9
ヽ

一

i
問
印
鑑
登
録
制
度
が
改
正
さ
れ
、
木
製
の
小
判
形
で
し
た
が
、
最
近
は
一

一
三
文
判
は
印
鑑
登
録
で
き
な
く
な
り
合
成
樹
脂
製
で
、
機
械
ぼ
り
等
に
よ
i

一

一一
ま
し
た
が
、
私
が
登
録
し
て
あ
る
印
る
同
形
態
の
印
鑑
が
大
量
に
市
販
さ
i

一

一i
鑑
は
三
文
判
に
そ
っ
く
り
で
す
。
こ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
印
i

一i
れ
が
大
量
に
市
販
さ
れ
て
い
な
い
即
鑑
は
、
一
見
み
な
同
じ
印
影
に
見
え
―

i
 

一
鑑
な
ら
ば
、
切
替
登
録
は
で
き
る
か
。
る
た
め
、
よ
く
役
場
の
窓
口
に
き
て
、
i

-

i

 
i
ま
た
、
三
文
判
と
似
て
い
る
印
鑑
と
「
私
の
登
録
印
鑑
は
、
ど
れ
か
調
べ
i

一i
三
文
判
の
区
別
は
、
ど
の
よ
う
に
す
て
く
だ
さ
い
」
と
二
本
も
三
本
も
持
―

一

-

.

.

 

.

.

 

i
 

i
 

ー
，
】
お
た
ず
ね
コ

9

ナ
ー
J
-

一

i
 一

ー
ヤ
‘
‘
-
t
.
.
.
'
.
,
卜

.

.

 

i
 

i
 

.

i

 

i
三
文
判
の
区
別
は
？
―

-

i

 

i
る
か
。
(
-
村
民
）
っ
て
来
る
の
が
実
情
で
す
。
i

一、
答
通
称
「
三
文
判
」
と
は
文
房
具
こ
れ
ら
の
印
鑑
に
等
し
い
も
の
に
i

一

一一
印
章
店
等
の
店
頭
に
陳
列
さ
れ
て
い
つ
い
て
は
、
即
鑑
の
切
替
登
録
や
登
i

一

一i
る
印
鑑
で
、
一
個
ニ
ー
三
百
円
程
度
録
が
受
理
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
i

一、
で
い
つ
で
も
必
要
な
と
き
、
す
ぐ
に
す
。
―

-

.

i

 

二
貝
え
る
印
鑑
を
三
文
判
と
言
っ
て
お
印
鑑
を
登
録
す
る
と
き
は
”
実
印
i

ー
＿i

り
ま
す
。
ま
た
ど
こ
の
家
に
も
一
っ
と
認
印
＂
の
区
別
が
で
き
る
印
鑑
を
i

i
や
、
二
つ
は
必
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。
登
録
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
望
ま
し
一

一i
印
章
の
特
徴
と
し
て
は
、
従
来
は
い
こ
と
で
す
。
i

一
し

カ
ッ
パ
連
の
待
望
の
夏
が
や
っ
て
き

小
・
中
学
校
で
プ
ー
ル
開
き

カ
ッ
パ
連
の
夏
く
る

ま
し
た
が
、
村
内
の
小
、
中
学
校
は
、

六
月
十
四
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
間

に
そ
れ
ぞ
れ
プ
ー
ル
開
き
を
行
い
ま
し

こ
。t
 明和

中
学
校
で
は
、
十
四
日
に
行
い

ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
う

す
雲
り
。
江
森
校
長
先
生
が
「
水
泳
で

暑
さ
に
ま
け
な
い
丈
夫
な
身
体
を
つ
く

り
、
そ
し
て
勉
学
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
]

と
お
は
な
し
が
あ
り
、
次
に
、
プ
ー
ル

で
事
故
が
な
く
、
安
全
な
水
泳
が
で
き

る
よ
う
に
祈
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
中
学
三
年
生
が
プ
ー
ル

に
入
り
、
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、

わ
ず
か
な
時
間
だ
け
で
き
り
あ
げ
た
の

で
、
も
っ
と
泳
ぎ
た
そ
う
な
表
情
で
し

こ
。t
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水

害

を
暮
し
て
い
た
耐
乏
の
生
活
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
村

の
歴
史
は
、
水
と
の
斗
い
の
歴
史
で

あ
る
と
も
言
え
る
。

こ
の
た
め
、
悩
ま
さ
れ
る
水
害
か

ら
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
、
当

地
方
独
特
の
「
水
塚
と
揚
舟
」
が
農

6

民
達
の
生
活
の
知
恵
と
し
て
つ
く
り

~ 

に
い
い
い
し
い
[
』
‘
こ
れ
を
如
実
に

重
点
目
標

地
域
住
民
の
連
帯
に
よ
る

青
少
年
の
非
行
防
止

社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動

運
動
の
方
法
は
、
次
の
例
示
諸
事
項

を
参
考
と
し
、
関
係
諸
棒
鴎E、
諸
団
体
等

の
積
極
的
な
参
加
、
協
力
を
得
る
よ
う

に
努
め
、
各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
効

果
的
方
法
を
も
っ
て
展
開
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

0

青
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め
、
地

域
組
織
化
活
動
を
推
進
す
る
。

0

学
校
•
P
T
A

の
他
教
育
関
係
機

関
、
団
体
等
に
よ
り
、
在
学
青
少
年

の
非
行
防
止
に
つ
い
て
協
議
会
を
行

゜

ニ
フ

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
こ

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
行
わ
れ
る
も
の

が
七
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
で
す
。

全
国
的
な
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
本
村
で
は
、
運
動
の
実
施
委
員
会
を

ま
す
。
六
月
三
十
日
に
役
場
で
開
き
、
重
点
目

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
標
に
「
地
域
住
民
の
連
帯
に
よ
る
青
少

が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
年
の
非
行
防
止
」
を
掲
げ
て
、
社
会
福
〇
勤
労
青
少
年
の
非
行
防
止
、
更
生

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
祉
協
議
会
、
保
護
司
会
な
ど
二
十
三
団
保
護
に
つ
い
て
事
業
主
の
理
解
を

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
体
が
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
深
め
、
協
力
を
得
る
た
め
の
協
議
会
、

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
し
た
。
座
談
会
を
開
催
す
る
。

`
I
i
i
`
`
`
`
`
`
`
`
`
`
`
`
`
`
`
`
`
`
`
`
‘
`
`
`
`
`
‘
‘
`
`
`
`
i
`
‘
‘
`
‘
‘
‘
‘
‘
、
日
日
日
｀
‘
＿
"
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
`
"
`
‘
日
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
`
`
`
`
‘
‘
‘
‘
`
`
‘
‘
‘
‘
‘
‘
`
‘
‘
‘
‘
、
｀
ヽ
日
‘
‘
‘
`
`
‘
`
`
‘
‘
‘
‘
‘
‘
、
·
`
'

9

~

i
 

i
利
根
川
と
谷
田
川
に
は
さ
ま
れ
た
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
田
畑
．6
-一
梅
原
の
三
島
神
社
境
内
に
i

し
．
り
、

F

一
ぁ
る
九
頭
竜
大
神
一

「
当
村
は
‘
昔
か
ら
蛙
か
小
便
し
て
も
を
う
る
お
す
水
と
し
て
考
え
る
と
き
、
．
，

-
[
9
ロ
ロ
言
f
t
t

L
:
/
]
]

□
□
｀
ロ
・_
-
l
口
居
町
雷
電
も
酌
一

ご
物
は
皆
無
と
な
り
、
生
活
は
非
常
に
宮
、
九
頭
竜
大
神
、
弁
天
さ
ま
、
長
良
.. 

’
：
i
に
一

～
苦
し
く
僅
か
堤
防
の
普
請
、
川
魚
、
神
社
等
ほ
と
ん
ど
の
部
落
に
水
に
ま
つ
鳥
，
ま
た

9
[

J
u
っ
て
、
そ
の
日
そ
の
日
ゎ
る
と
こ
ろ
の
神
々
、
信
仰
か
い
ま
な
ま
た
、
梅
原
の
三
島
神
社
境
内
に
あ
は
当
時
歌

~ 
i

1
,
;

そ
—\
L
I；
名
i
り
ー
，
＇
j
ヽ
る
高
さ
二
輩
の
石
塔
で
天
保
八
年
十
て
も
記
憶

～
村
内
史
跡
だ
ず
ね
あ
る
記
｛
i
二
月
建
立
の
九
頭
竜
大
神
は
能
常
に
珍
藤
敏
夫
さ

～
勺
§
屈
染
戸

r
~
’
c

し
い
も
の
で
あ
る
。
竜
神
は
、
水
の
神
ま
っ
た
泥

～
で
も
あ
る
が
そ
の
胴
体
が
長
い
事
か
ら
、
保
管
し
て

～
と
水
の
神
々
堤
防
を
守
る
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
た
も
い
つ
れ

を
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
も
当
村
の
の
で
あ
る
。
ム
等
の
治

t
 

特
色
の
一
っ
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
明
治
四
十
三
年
八
月
七
の
心
配
は

斗
合
田
地
区
で
は
、
七
、
八
、
九
月
日
以
来
四
昼
夜
に
わ
た
っ
て
降
り
つ
づ
人
間
と
の

の
各
十
九
、
二
十
日
の
二
日
間
水
神
さ
い
た
大
豪
雨
に
よ
り
、
十
一
日
午
前
二
生
き
た
文

ま
の
祭
礼
が
行
わ
れ
、
七
月
二
十
六
日
時
下
中
森
と
大
輪
の
利
根
の
堤
防
が
約
本
村
の
歴

よ
り
一
カ
月
間
、
石
尊
宮
に
毎
晩
、
御
二
百

2
い
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
大
被
害
を
々
や
信
仰

神
灯
を
と
も
し
水
害
か
ら
農
作
物
を
守
受
け
た
。
こ
の
時
五
オ
で
あ
っ
た
南
大
ー
一
；
て
夜

り
豊
作
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
行
事
が
い
島
の
高
橋
仁
三
郎
（
六
十
九
オ
）
さ
ん

ま
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
は
、
流
さ
れ
た
母
屋
の
屋
根
ぐ
し
に
つ

-
I
‘
、
i
i
‘
、
i
_
;
‘
、
i
」
-
、
t
~
i
‘
.
,
.
`
;
i
・

§
•
6

i
.
i
i
・

F

村ぐるみでとりかかろう

蚊とハエの一斉退治

0

青
少
年
の
非
行
防
止
、
更
生
保
護

並
び
に
青
少
年
問
題
に
関
す
る
相
談

所
を
開
設
す
る
。

0

青
少
年
の
非
行
防
止
及
び
更
生
保

護
に
関
す
る
関
係
機
関
、
協
力
民
間

団
体
の
内
容
と
活
動
に
つ
い
て
周
知

を
計
る
。

0
広
報
紙
・
有
線
放
送
・
広
報
車
等

に
よ
る
啓
発
活
動
を
行
う
。

゜
ヽ
｀

0

ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ノ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
立
看
板
等
に
よ
る
広

報
を
行
う
。

〇
実
施
委
員
会
を
構
成
す
る
機
関
、

団
体
の
行
う
行
事
、
活
動
に
こ
の
運

動
の
趣
旨
、
活
動
等
を
盛
り
込
む
。

村
で
は
「
蚊
と
ハ
き
の
も
の
に
す
る
。
便
所
に
も
ハ
エ
が

工
」
の
退
治
旬
間
を
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

七
月
十
日
か
ら
二
十
ぁ
る
。

日
ま
で
と
定
め
ま
し
と
き
ど
き
、
薬
で
消
毒
す
る
こ
と
を

た
。
忘
れ
な
い
よ
う
に

こ
の
旬
間
中
、
村
「

'
I
I
I
I

_
_
 ,
'
1

人
間
の
食
べ
の
こ
し
に

一
油
虫
一

ぐ
る
み
で
、
蚊
と
ハ

L
Iー1ー1
1ー
し
集
る
の
で
後
か
た
ず
け

工
の
一
斉
退
治
に
と
を
き
ち
ん
と
し
て
お
く
。
昼
間
は
台
所

り
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
や
ガ
ス
台
の
暗
い
物
奥
に
か
く
れ
て
い

一
人
一
人
が
隣
り
近
所
る
の
で
、
夜
活
動
す
る
個
所
に
防
液
剤

と
力
を
合
わ
せ
て
退
を
散
布
し
て
、
お
そ
ろ
し
い
赤
痢
や
結

治
す
る
つ
も
り
で
か
核
菌
な
ど
の
中
間
宿
主
を
退
治
し
ま
し

か
れ
ば
「
蚊
と
ハ
エ
」
よ
う
。

の
い
な
い
住
み
よ
い
東
電
か
ら

環
境
に
で
き
な
い
こ

こ
は
な
い
は
ず
で
す
。

4
}
5刈
仁
フ
サ
J

夏
を
楽
し
く
過
ご
電
灯
の
契
約
ア
ン
ペ
ア
を
変
更
し
た

す
た
め
に
、
う
る
さ
い
場
合
は
、
東
京
電
力
ま
た
は
お
近
く

い
蚊
・
ハ
エ
を
徹
底
的
に
退
治
し
ま
し
の
サ
ー
ビ
ス
店
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
旬
間
中
に
油
虫
無
料
で
ブ
レ
ー
カ
ー
を
お
取
り
替
え

（
ゴ
キ
ブ
リ
）
も
合
わ
せ
て
退
治
し
て
い
た
し
ま
す
。

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
連
絡
の
と
き
は
、
お
客
様

ま
ず
身
近
で
で
き
る
こ
と
は
の
番
号
（
電
気
料
金
領
収
証
な
ど
に
の

r
1
,J
水
た
ま
り
を
な
く
す
こ
と
。
っ
て
い
ま
す
）
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け

蚊
i

·
r
1
1
'

排
水
・
用
水
・
空
か
ん
・
空
ま
す
と
便
利
で
す
。

ビ
ン
・
竹
筒
な
ど
の
中
に
ボ
ー
フ
ラ
が
東
京
電
力
館
林
営
業
所
電
話
1
1
0

発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
二
七
六
（
二
）
四
三
四

0
.

｀
「
ー11
ー

1
_

J
ゴ
ミ
箱
に
フ
タ
を
す
る
。

一
、
ェ
一
寄
付
あ
り
が
と
う

L
I
_ー1_
_
 」
ゴ
ミ
箱
の
フ
タ
が
不
完

全
だ
と
、
犬
が
あ
ら
し
た
り
、
う
じ
が
特
殊
電
装
昧
は
防
犯
灯
の
電
球
（
蛍

光
灯
）
二
十
本
入
の
を
一
箱
寄
付
さ
れ

発
生
し
、
い
ろ
い
ろ
な
病
原
菌
の
も
と

ま
し
た
。

に
な
る
の
で
、
し
っ
か
り
し
た
フ
タ
つ
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昭
和
四
十
五
年
十
月
の
農
地
法
改
正

に
伴
い
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
以

降
の
新
規
賃
貸
契
約
の

標
準
小
作
料
に
つ
い
て

村
の
農
業
委
員
会
で
は
、

小
作
料
協
議
会
の
答
申

に
よ
り
、
昭
和
五
十
年
正

度
か
ら
の
小
作
料
を
、
改

の

別
表
の
と
お
り
改
正
し
斗
＇
米

ま
し
た
。
作

な
お
、
改
正
前
（
昭

h
J

和
四
十
五
年
九
月
―
二
十

日
以
前
）
の
小
作
料
は

従
来
ど
お
り
の
額
で
あ

「
H
H
H
H
H

J

「
①
選
挙
運
動
費
用
の
制
限
と
は
ど
う
②
選
挙
運
動
費
用
の
最
高
額
は
い
く
て
る
た
め
に
、
あ
ら
か
し
め
使
い
う
る
一

一
い
う
こ
と
か
ら
か
費
用
の
最
高
額
を
知
る
こ
と
が
必
要
な
一

——-

一
選
挙
に
は
多
額
の
経
費
を
要
す
る
場
合
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
i
-

了
、
こ
れ
を
放
置
し
て
お
く
と
、
金
村
議
選
挙
は
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
一

ロ
持
が
当
選
し
、
有
能
の
士
で
も
、
金

3
1万
8

千
円
前
後
せ
れ
ば
よ
い
。
＝

l
 

7
“な
い
た
め
に
、
住
民
の
代
表
者
と
八
月
三
日
に
行
わ
れ
る
村
議
会
議
i

[
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
結
果
選
挙
運
動
の
た
め
に
使
い
う
る
費
員
選
挙
の
法
定
制
限
額
は
、
お
よ
そ
一

—— 

―

_
,
1
,
J
鼻[
'
,
.
,
1
9

.. 

I

―
二
十
一
万
八
千
円
前
後
で
あ
る
。
一

一―
一
＇
「
J
．
明
る
い
選
挙
コ
ー
ナ
ー
こ
の
費
用
は
、
実
質
上
選
挙
運
動
i

―
一
で
あ
る
行
為
に
要
し
た
支
出
は
も
ち
一

-

^

-

ろ
ん
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
立
候
補
―

一
選
挙
運
動
費
用
に
は
制
限
が
あ
る
の
た
め
の
準
備
行
合
に
要
し
た
支
出
一

l

l

 

一

i
を
生
ず
る
。
そ
こ
で
、
公
職
選
挙
法
用
の
最
高
額
（
法
定
制
限
額
）
は
、
も
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
次
の
支
出
―

一
は
、
運
動
費
用
の
最
高
額
を
定
め
て
各
選
挙
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
は
選
挙
運
動
の
た
め
の
支
出
に
は
含
i
­

-

.

i

ｭ

i
そ
の
範
囲
内
で
な
け
れ
ば
、
選
挙
運
選
挙
人
の
数
に
伴
っ
て
変
動
す
る
。
ま
れ
な
い
。
i
-

一
動
の
費
用
が
支
出
で
き
な
い
も
の
と
具
体
的
に
は
、
選
挙
の
期
日
の
告
示
候
補
者
が
乗
っ
た
船
・
車
な
ど
の
―
―

—i­

l

し
、
そ
れ
を
こ
え
て
支
出
す
れ
ば
、
と
と
も
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
告
費
用
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
（
船
舶
）
一

一
当
選
を
無
効
と
す
る
よ
う
な
制
裁
を
示
す
る
か
ら
、
そ
れ
で
知
る
こ
と
が
の
費
用
な
ど
で
あ
る
。
一

-

i

ｭ＝
課
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
で
き
る
が
、
選
挙
運
動
の
計
画
を
た
i
-

r
ー
ー
ー
ー
＂
＂
ー
＂
＂
ー
ー
ー
ー

H
H
H
H
H
H
H
H

i
i
i
i
i
i
t

H
i
i
i

H
i
i
i
i
i
i
i
i

H
H
H

i
H
L

:t也 区
改訂前 改訂後目 分

A 12,000 円 13,000 円

田 B 10,000 11,000 

C 8,000 9,000 

A 10,000 11,000 

畑 B 9,000 10,000 

C 8,000 9,000 

備 10 アール当り 10 アール当り

考

※区分図は役場経済課にあります

り
ま
す
の
で
、
誤
解
の
な
い
よ
う

注
意
く
だ
さ
い
。

小
作
料
を
改
正

4
5年
1
0月
1

日
以
後
の
契
約
の
み
適
用

結
核
予
防
法
に
よ
て

て
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

が
陰
性
の
人
す
べ
て
が

B
C
G

接
種
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

結
核
は
、
年
々
滅
っ

て
き
て
は
い
ま
す
が
、

全
国
で
は
ま
だ
百
万
人

゜

以
上
の
患
者
が
い
ま
す

そ
し
て
毎
年
新
ら
し
く

感
染
し
て
発
病
す
る
人

も
二
十
万
ぐ
ら
い
は
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

B
C
G

接
種
が
し
て

あ
れ
ば
、
自
然
感
染
を

う
け
て
も
発
病
す
る
危

険
は
非
常
に
少
な
く
な
り
ま
す
。
年
令

が
幼
い
ほ
ど
結
核
感
染
に
対
す
る
抵
抗

力
が
弱
く
重
症
に
な
り
や
す
い
の
で
、

ッベルクリン反応と
BCG接種を受けよう

来
月
は
俳
句
で
す

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

青
年
部
の
献
納
し
た
る
母
の
像

過
ぎ
来
し
想
へ
る
妻
等
は
老
へ
り

岡
安
フ
ミ

魚
群
る
る
証
と
聞
き
ぬ
ひ
と
し
き
り

水
魚
の
舞
ふ
茜
散
る
海

坂
上
千
枝
子

千
津
井
河
岸
の
渡
し
舟
を
見
ん
と
た
ん

ぽ
ぽ
と
砕
石
の
小
道
ふ
み
し
め
の
ぼ
る

滝
口
た
け

久
々
に
訪
れ
し
家
閉
ざ
さ
れ
て

山
吹
き
の
黄
が
風
に
ゆ
れ
い
き中

島
あ
い
子

渓
流
は
岩
を
か
み
ゆ
き
飛
沫
あ
ぐ

光
に
小
さ
く
虹
の
ゆ
れ
お
り

嵩
橋
正
枝

舟
の
波
浮
き
草
よ
せ
て
客
運
ぶ

道
ゆ
く
人
の
影
水
辺
に
ゆ
ら
ぐ富

塚
富
江

誰
よ
り
も
酒
つ
よ
か
り
し
兄
の
墓
に

友
怒
り
つ
つ
酒
そ
：
ぎ
く
る
る細

田

文

芸

欄

武
子

な
る
べ
く
小
さ
い
う
ち
に
B
C
G

を
受

け
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
等
の
実
施

村
で
は
次
の
日
程
に
よ
り
昭
和
四
十

九
年
中
に
生
れ
た
乳
幼
児
及
び
昭
和
四

十
八
年
生
れ
で
昨
年
実
施
で
き
な
か
っ

た
幼
児
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

▼
日
時
及
び
場
所

0

七
月
二
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

0

七
月
二
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
判

定
、
陰
性
の
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の

場
で
B
C
G

接
種
を
行
い
ま
す
。

場
所
は
、
い
ず
れ
も
武
道
館
で
実
施

し
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
六
月
二
十
六
日
に

会
議
を
開
き
、
昭
和
五
十
年
度
の
農

作
業
労
働
標
準
賃
金
を
物
価
・
賃
金

な
ど
の
値
上
が
り
を
考
え
て
、
次
の

よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

◎
請
負
(
+
ア
ー
ル
当
り
）

ト
ラ
ク
タ
ー
耕
起
―
一
千
―
二
百
円

ト
ラ
ク
タ
ー
代
か
き
―
―
一
千
五
百
円

バ
イ
ン
ダ
ー
六
千
三
百
円

自
脱
コ
ン
バ
イ
ン
九
千
二
百
円

田
植
え
（
手
植
え
）
六
千
円

田
植
え
（
機
械
植
え
・
隅
端

植
え
含
む
）
五
千
円

◎
人
夫
貨

農
繁
期

農
繁
期
以
外

交
通
事
故
相
談

▼
日
時
七
月
十
七
日
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

村
民
にフー

ル
を
開
放

゜

体
育
協
会
で
は
、
毎
年
水
泳
プ
ー

ル
を
一
般
に
開
放
し
て
い
ま
す
が
、

一
日

一
日

四
千
円

三
千
五
百
円

農
作
業
労
働

標
準
賃
金
き
ま
る

］オ寸からの
ロ庄竺

富
士
登
山
の

参
加
者
募
集

今
年
も
中
学
校
の
水
泳
プ
ー
ル
を
八

月
中
の
日
曜
日
だ
け
開
放
し
ま
す
。

時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

で
と
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

で
す
。
多
数
の
方
が
ご
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

体
育
協
会
で
は
、
富
士
登
山
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
期
日
八
月
九
、
十
日
、
（
土
、
日
）

▼
場
所
富
士
山
（
山
小
屋
宿
泊
）

▼
費
用
五
千
円
▼
締
切
り
七

月
三
十
一
日
▼
募
集
人
員
五
十

名
▼
乗
り
物
観
光
バ
ス

▼
申
し
込
み
教
育
委
員
会
事
務
局

各
種
検
診
日

乳
児
検
診
1
0
日
第
二
木
曜
日

妊
婦
検
診

1
7日
第
三
木
曜
日

育
児
相
談

2
4日
第
四
木
曜
日

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受
付

は
、
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
固
定
資
産
税
第

二
期
、
国
民
年
金
第
二
期
、
明
和
土

地
改
良
区
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及

び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
九
日
役
場
第
一
会
議
室

三
十
日
東
部
児
童
館

三
十
日
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

三
十
一
日
矢
島
公
民
館



村

8 月 1 日現在

世帯数 2116戸

人口総数 9297人

男 4613人

女 4684人

(7 月中の動き）

出生16人 死亡 5 人

転入26 人 転出 13人

の 人 口

行
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第 1 6 7 号
発行所明和村役場

編集総務課
庶務管理係

小林印刷所印刷所

水を掛け合う東小学校児童

よ
し
な
し
ご
と

真
夏
で
す
。
焼
け
つ
く
よ
う
な
太
陽

の
光
。
じ
っ
と
す
わ
っ
て
い
る
だ
け
で

も
汗
か
ジ
ワ
ジ
ワ
出
て
く
る
暑
い
日
か

続
い
て
い
ま
す
。

暑
い
日
に
は
、
だ
れ
も
か
水
に
親
し

み
た
く
な
り
ま
す
か
、
村
内
の
小
中
学

校
で
は
、
夏
休
み
の
期
間
中
、
日
を
決

め
て
児
童
•
生
徒
に
。
フ
ー
ル
で
水
泳
を

さ
せ
、
涼
を
あ
じ
合
わ
せ
、
又
、
体
力

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

児
童
、
生
徒
は
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
か
、
東

小
学
校
で
は
、
高
学
年
は
大
き
い
プ
ー

ル
で
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
‘
泳
ぎ
の
競

争
を
し
て
い
ま
す
。
低
学
年
は
、
小
さ

い
。
フ
ー
ル
で
、
底
に
手
を
つ
い
て
足
を

ば
た
ば
た
し
た
り
、
水
を
掛
け
た
り
し

て
大
は
し
ゃ
ぎ
で
す
。

子
供
た
ち
は
水
し
ぶ
き
の
中
、
本
当

に
涼
し
そ
う
で
、
暑
さ
を
忘
れ
て
盛
夏

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

日
本
自
然
協
会
は
「
野
生
鳥
獣

の
人
口
飢
づ
け
は
必
ず
し
も
保
護

に
は
な
ら
な
い
。
」
と
報
告
発
表
し

た
。
鶴
、
猿
、
鹿
等
の
飢
づ
け
は

鳥
獣
の
野
生
味
を
失
わ
せ
、
自
然

の
中
で
自
活
す
る
能
力
を
奪
う
と

い
う
。
反
対
に
異
常
繁
殖
か
自
然

の
生
熊
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
、
農

作
物
へ
の
被
害
か
ら
捕
獲
や
射
殺

と
い
っ
た
悲
し
い
ケ
ー
ス
も
生
れ

る
。
教
育
マ
マ
も
度
か
過
る
と
人

工
飢
づ
け
と
同
じ
く
自
活
の
な
い

子
ど
も
を
作
る
し
、
放
任
過
る
と

異
常
繁
殖
の
よ
う
な
悲
劇
を
生
む

に
ち
か
い
な
い
。

水
泳
で
涼
を
楽
し
む
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任
期
満
了
に
伴
う
村
議
会
議
員
選
挙

か
七
月
二
十
七
日
告
示
さ
れ
、
定
数
十

八
名
に
対
し
て
二
十
一
名
か
立
候
補
し
、

八
月
三
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
率
は
、
前
回
の
村
議
選
よ
り
0

・
八
八
％
伸
び
て
、
九
七
•
四
0
％
で

す
。
そ
れ
だ
け
に
激
し
い
選
挙
戦
か
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

各
候
補
者
と
も
選
挙
カ
ー
を
繰
り
出

し
た
り
、
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
、
街

頭
演
説
で
政
見
や
抱
負
を
発
表
し
、
有

権
者
の
関
心
が
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
選
し
た
議
員
は
現
職
十
二
名
、
新

人
六
名
。
年
令
構
成
は
六
十
歳
代
六
名
、

五
十
歳
代
六
名
、
四
十
歳
代
六
名
で
、

村議会議員選挙投票調

部落名 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田 299 人 292 人 7 人 97 66 % , 
下江黒 258 252 6 97 67 8 

上江黒 374 351 23 93.85 16 

千津井 412 404 8 98 06 5 

江口 476 467 , 9811 4 
田島 370 366 4 98 92 1 

新里 448 436 12 97 32 11 

中谷 363 347 16 95.59 14 

梅原 555 542 13 97 66 10 

南大島 853 835 18 97 89 6 

大輪 647 637 10 98 45 2 

川俣 291 278 13 95 53 15 

須賀 268 257 11 95.90 13 

入ヶ谷 94 92 2 97 87 7 

矢島 462 454 8 98 27 3 

大佐貰 372 362 10 97 31 12 

計 6542 6372 170 97.40 

平
均
年
令
は
五
五
・
ニ
歳
。
前
回
よ
り

も
一
・
六
歳
上
回
っ
て
い
ま
す
。

村
民
か
今
回
の
選
挙
に
寄
せ
た
関
心

を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
当
選
し
た
十
八

名
は
、
村
民
の
「
真
の
代
弁
者
」
と
な

る
わ
け
で
す
か
、
こ
れ
か
ら
の
村
政
に

対
し
て
の
取
り
組
み
方
か
注
目
さ
れ
る

と
と
も
に
、
議
会
活
動
に
活
躍
か
期
待

さ
れ
ま
す
。

◎
開
票
結
果

投
票
総
数
六
、
三
七
二
票

有
効
投
票
六
、
三
ニ
ハ
票
（
内
按

分
票
三
票
）

無
効
投
票
五
六
票

▼
候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順
）

村
政
功
労
者
で
表
彰

落
合
さ
ん
、
収
入
役
を
退
任
後

須
賀
の
落
合
栄
蔵
さ
ん
は
、
任
期
満
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
‘
落

了
に
伴
い
七
月
十
五
日
、
収
入
役
を
退
合
さ
ん
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

任
さ
れ
、
七
月
三
十
一
日
、
収
入
役
の

送
別
会
が
行
わ
れ
、
こ
の
席
上
、
村
財

政
の
建
全
な
運
営
に
尽
さ
れ
た
こ
と
で
、

村
政
功
労
者
と
し
て
奈
良
村
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

落
合
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
七
月

収
入
役
に
就
任
し
て
以
来
、
今
日
に
至

る
ま
で
十
六
年
と
い
う
長
い
間
、
現
金

な
ど
の
出
納
及
び
保
管
や
決
算
の
調
製

な
ど
を
厳
格
に
行
い
、
収
入
役
の
職
を

ま
っ
と
う
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
後
も
村
財
政
の
発
展
の
た
め
に

投
票
成
績
優
良
な
と
で
表
彰

群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
の
表
彰
式
か

七
月
二
十
二
日
、
県
民
会
館
で
行
わ
れ
、

本
村
か
ら
は
選
挙
管
理
委
員
会
と
区
長

会
、
そ
れ
に
選
管
委
員
の
大
塚
源
六
さ

ん
か
県
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
村
選
管
は
‘
一
致
協
力
し
て
選
挙
の

適
正
な
管
理
と
明
る
い
選
挙
の
推
進
に

努
め
ら
れ
立
派
な
成
績
を
あ
げ
た
も
の

当
1
1

当
選
、
次
1
1

次
点
、
落
1
1

落
選

現
1
1

現
職
、
新
1
1

新
人
（
敬
称
略
）

当
新
井
初
太
郎
（
現
）
五
七
ニ
・

投
票
風
景
（
商
工
会
館
）

当当当当当

村
議
会
議
員
選
挙
終
る

当

恩
田

義
雄
（
現
）

当

石
村

嘉
男
（
現
）

13納悦組合を表彰

胃木さんは昏入功労者で

現
職
1
2名
、
新
人
6

名
当
選

当当

一
七
0
票

四
四
八
票

四
0
五
・

八
二
九
票

三
九
九
・

五
四
五
票

三
三
三
・

四
五
四
票

小
松
原
一
好
（
新
）
三
三
三
票

関
口
正
四
郎
（
現
）
三
三
一
票

泉
田
和
作
（
現
）
三
二
四
票

石
崎
司
朗
（
現
）
三

0
八
票

堀
口
正
（
現
）
二
九
六
票

当
始
沢
三
郎
（
新
）
ニ

九
0
票
、
当
早
川
四
郎
（
新
）

ニ
八
七
票
、
当
高
瀬
米

造
（
現
）
二
八
三
票
、
当

鯉
沼
―
二
（
現
）
二
七
五

票
、
当
尾
花
時
夫
（
現
）

二
六
八
票
、
当
中
村
光

雄
（
新
）
二
六
五
票
、
当

早
川
藤
重
（
新
）
ニ
―
五

票
、
当
荒
木
一
郎
（
現
）

二
―
二
票
、
次
梁
瀬
富
三

郎
（
現
）
一
九
七
票
、
落

原
口
秀
男
（
現
）
l
八
八

票
、
落
薗
部
久
二
（
新
）

八
五
票

票
原
利
夫
（
新

新
井
真
三
郎
（
現

昭
和
四
十

九
年
度
の
村

税
完
納
表
彰

式
か
七
月
十

二
日
、
役
場

で
納
税
組
合

長
や
来
賓
の

列
席
の
も
と

に
行
わ
れ
ま

し
た
。

完
納
し
た

納
税
組
合
の

十
三
組
合
に

は
、
金
一
封

を
送
り
表
彰
。

又
、
個
人
功

労
者
と
し
て

大
輪
の
青
木

悦
雄
さ
ん
か

表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

青
木
さ
ん
は
長
年
‘
納
税
班
長
と
し

て
納
税
意
欲
の
高
揚
と
啓
発
に
尽
し
て

こ
ら
れ
た
方
で
す
。

昭
和
四
十
九
年
度
の
村
税
は
、
石
油

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
の
変
動
に
よ
り
、

税
の
延
び
か
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
結
果
的
に
は
工
場
進
出
な
ど
に
よ

村税完納表彰式

る
土
地
の
譲
渡
所
得
や
特
別
土
地
保
育

税
（
新
税
）
な
ど
か
順
調
で
、
前
年
対

比
で
二
0
三
％
と
延
び
、
県
下
第
一
位

の
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

収
納
状
況
は
‘
個
人
に
つ
い
て
は
五

人
を
除
き
、
す
べ
て
完
納
と
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
す
。

来
年
こ
そ
は
一
0
0
％
の
達
成
に
頑

張
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
完
納
納
税
組
合
は
次
の
十
三

組
合
で
す
。

斗
合
田
、
下
江
黒
、
上
江
黒
、
千
津
井
、

江
口
、
田
島
、
南
大
島
、
中
谷
‘
梅
原
、

川
俣
、
須
賀
、
入
ヶ
谷
、
矢
島

で
す
。

▼
区
長
会
は
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
と

投
票
総
参
加
運
動
の
た
め
‘
一
致
協
力

さ
れ
て
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
も
の
で

す
。

▼
大
塚
源
六
さ
ん
は
、
多
年
選
挙
の
管

理
及
び
啓
発
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ

る
も
の
で
す
。

村
選
管
・
区
長
会
・
大
塚
さ
ん
が 村税完納組合の表彰風景
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谷
津
さ
ん
世
界
選
手
権
に
出
場

ア
マ
レ
ス
で
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ

こ
と
し
も
新

潟
県
の
出
雲
崎

に
あ
る
臨
海
学

校
へ
東
小
、
西

小
か
八
月
一
日

か
ら
三
日
ま

で
入
校
し
、

各
班
別
に
わ

か
れ
て
自
主

的
に
規
則
正

し
い
生
活
を

送
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、

海
を
み
た
り
‘

海
に
行
っ
た

り
す
る
こ
と

の
少
な
い
児

童
か
‘
協
同
、

宿
泊
生
活
の
な
か
で
、
海
で
の
鍛
練

（
水
泳
）
や
学
習
、
楽
し
い
レ
ク
リ
エ

新
里
の
谷
津
好
一
さ
ん
の
二
男
、
嘉

9

9

,

9

9

 

章
さ
ん
（
日
大
一
年
）
は
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
で
行
わ
れ
る
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
ー
（
ニ

十
歳
ま
で
）
選
手
権
大
会
に
日
本
代
表

で
出
場
す
る
た
め
、
八
月
七
日
羽
田
を

出
発
し
ま
し
た
。

嘉
章
さ
ん
は
、
中
学
時
代
は
矛
道
で

活
躍
。
高
校
に
進
学
し
て
か
ら
は
、
身

心
と
も
に
鍛
え
ら
れ
る
レ
ス
リ
ン
グ
部

に
入
部
。
こ
の
と
き
か
ら
一
日
平
均
三

時
間
の
猛
練
習
を
始
め
、
高
校
二
年
生

の
と
き
に
は
、
千
葉
国
体
で
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
七
十
五
キ
ロ
級
に
優
勝
。
早
く

も
ず
ば
抜
け
た
素
質
を
あ
ら
わ
し
ま
し

た
。
大
学
に
進
学
し
て
か
ら
も
各
試
合

に
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、
今
度
の
世

界
選
手
権
の
選
手
に
選
ば
れ
た
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
で
は
、
九
十
キ
ロ
級
フ

リ
ス
タ
イ
ル
に
出
場
。
各
国
代
表
の
選

手
と
試
合
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
掃

国
の
途
中
に
は
‘
ソ
連
に
立
寄
っ
て
親

善
試
合
を
行
い
‘
十
九
日
に
帰
国
す
る

そ
う
で
す
。

嘉
章
さ
ん
の
善
戦
奮
闘
か
期
待
さ
れ

ま
す
。

洒水浴なとで楽しく過ごす

臨洒学校へ入校

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
‘
た
く
ま
し
い

心
身
や
ゆ
た
か
な
情
操
を
養
い
、
規
律
‘

協
同
、
奉
仕
な
ど
の
精
神
を
し
つ
か
り

海
水
浴
を
楽
し
む
児
童

新里優勝 ▼
野
球

(
Bブ
ロ
ッ
ク

上江黒優勝. 
IO 

こ
と
し
行
わ
れ
る

国
勢
調
査
の
し
く
み

と
学
ぶ
た
め
に
入
校
し
た
も
の
で
す
。

夜
は
千
代
田
村
の
小
学
生
と
歌
の
交

換
や
民
謡
踊
り
を
し
て
、
昼
は
海
水
浴

場
で
泳
き
や
相
撲
を
と
っ
た
リ
、
砂
で

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
た
り
し
て
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

十
月
一
日
は
国
勢
調
査
か
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
国
勢
調
査
は
、
内
閣
総
理
大

臣
か
実
施
者
と
な
り
、
実
際
に
そ
の
事

務
を
担
当
し
、
調
査
全
般
の
企
画
や
設

計
‘
集
計
の
業
務
は
総
理
府
統
計
局
で

行
い
ま
す
。
地
方
で
は
都
道
府
県
か
国

勢
調
査
の
中
継
機
関
と
し
て
、
統
計
局

と
市
町
村
と
の
間
に
た
っ
て
調
査
事
務

の
指
導
機
関
と
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
指
導
員
や
調
査
員
か
行
う
実
際
の
調

査
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
線
を
受
持
ち
各
世
帯
を
訪
問
す

る
調
査
員
は
内
閣
総
理
大
臣
か
任
命
し

県
下
で
約
九
千
五
百
人
で
す
。
こ
の
調

査
員
の
指
導
に
従
事
し
た
り
‘
調
査
員

か
作
成
す
る
書
類
の
審
査
な
ど
を
行
う

指
導
員
も
内
閣
総
理
大
臣
か
任
命
し
、

県
下
で
約
六
百
三
十
人
と
な
り
ま
す
。

調
査
員
か
受
持
つ
調
査
区
は
昨
年
十

月
一
日
現
在
て
県
下
に
約
九
千
六
百
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
区
は
平
均

五
十
世
帯
を
一
調
査
区
と
し
て
設
定
し

て
あ
り
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
人
口
を
も
れ
な
く
重

複
な
く
調
査
す
る
こ
と
か
最
も
重
要
で

あ
り
ま
す
か
、
こ
の
ほ
か
調
査
票
に
お

け
る
調
査
事
項
は
、
氏
名
、
出
生
年
月

な
ど
十
六
項
目
に
わ
た
っ
て
調
査
い
た

し
ま
す
。

市
町
村
で
は
、
六
、
七
、
八
月
に
か

▼
野
球

(
Aブ
ロ
ッ
ク
）

大
輪
新
里
中
谷

南
大
島

梅
原
矢
島

下
江
黒

田
島

斗
合
田

千
津
井

上
江
黒

江
口

日
ご
ろ
学
校
で
は
、
経
験
で
き
な
い

自
然
と
親
し
む
こ
と
か
て
き
て
‘
み
ん

な
満
足
し
‘
忘
れ
ら
れ
な
い
有
意
義
な

臨
海
学
校
生
活
を
送
り
‘
楽
し
く
過
こ

し
た
と
の
こ
と
で
す
。

け
て
職
員
の
事
務
打
合
せ
、
七
月
に
は

指
導
員
の
任
命
、
八
月
に
は
調
査
員
の

任
命
‘
九
月
に
は
調
査
員
の
説
明
会
を

実
施
し
、
調
査
員
か
九
月
二
十
四
日
か

ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
各
世
帯

少
年
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
か

七
月
二
十
一
日
、
東
小
校
庭
と
西
小
校

大佐貫優勝 田島 1憂勝
2 

南
大
島

大
輪

矢
島

大
佐
貫

〉
が
優
勝

野
球
は
上
江
黒
•
新
里

ソ
フ
ト
は
田
島
・
大
佐
貫

少
年
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
ソ
フ
ト

(
Aブ
ロ
ッ
ク
）

ゞ

▼
ソ
フ
ト

(
B
フ
ロ
ッ
ク
）

上
江
黒

田
島

斗
合
田

江
口

千
津
井

下
江
黒

に
調
査
票
を
配
布
し
記
入
依
頼
を
し
て

十
月
一
日
か
調
査
期
日
と
な
り
‘
十
月

一
日
か
ら
同
月
五
日
ま
で
の
間
に
再
度

訪
問
し
、
記
入
済
み
の
調
査
票
を
集
め

る
と
い
う
手
順
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

調
査
か
終
る
と
、
国
で
は
都
道
府
県

か
ら
提
出
さ
れ
た
調
査
票
等
に
も
と
つ

き
、
全
国
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
別

人
口
集
計
‘
速
報
集
計
、
全
数
集
計
、

従
業
地
、
通
学
地
集
計
、
抽
出
詳
細
集

計
な
ど
の
集
計
を
行
い
ま
す
。
報
告
書

等
で
の
公
表
は
‘
本
年
十
二
月
末
日
ま

で
に
第
一
回
目
を
公
表
し
、
五
十
三
年

九
月
末
日
ま
て
に
結
果
の
発
表
か
終
る

予
定
で
す
。

七
月
三
十
一
日
、
東
小
校
庭
と
西
小
校

庭
の
二
会
場
で
開
か
れ
、
男
子
か
野
球

女
子
か
ソ
フ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

出
場
チ
ー
ム
は
‘
A
ブ
ロ
ゾ
ク
（
東

少
年
野
球
郡
大
会
か
板
倉
中
学
校
で

七
月
二
十
九
日
開
催
さ
れ
、
明
和
チ
ー

ム
は
‘
一
回
戦
は
勝
ち
、
二
回
戦
は
善

戦
し
た
か
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

明
和
は
各
部
落
の
選
抜
さ
れ
た
選
手

で
編
成
。
一
回
戦
は
千
代
田
と
対
戦
し
、

手
に
汗
に
ぎ
る
熱
戦
を
展
開
。
四
回
ま

で
は
0
対
六
で
リ
ー
ド
さ
れ
た
が
五
回

の
裏
、
ピ
ソ
チ
ャ
ー
の
み
だ
れ
と
明
和

打
線
か
爆
発
し
、
一
挙
に
七
点
を
あ
け

逆
点
。
六
回
に
も
二
点
を
あ
け
、
見
事

に
逆
点
勝
ち
。

二
回
戦
は
不
戦
勝
の
大
泉
と
対
戦
。

明
和
は
千
代
田
の
試
合
後
、
十
五
分
の

休
憩
を
し
て
の
試
合
だ
け
に
‘
疲
れ
か

出
て
、
守
り
か
み
だ
れ
一
四
対
五
で
敗

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
各
選
手
は
思
う
そ
ん
ぶ
ん

プ
レ
ー
を
し
て
、
悔
の
な
い
試
合
か
で

き
た
と
の
こ
と
で
す
。
新
里
の
鈴
木
正

路
さ
ん
（
監
督
）
も
各
選
手
は
よ
く
や

っ
た
、
悔
の
な
い
試
合
か
で
き
た
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
泉
は
明
和
の
試
合
の
あ
と

邑
楽
と
対
戦
し
、
大
泉
か
勝
っ
て
優
勝

し
ま
し
た
。

よ
く
や
っ
た

明
和
チ
ー
ム

地
区
）
の
野
球
と
ソ
フ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ

六
チ
ー
ム
、
B

ブ
ロ
ッ
ク
（
西
地
区
）

の
野
球
か
六
チ
ー
ム
と
ソ
フ
ト
の
四
チ

ー
ム
で
す
。

試
合
は
各
チ
ー
ム
と
も
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
熱
戦
を
展
開

好
。
フ
レ
ー
を
し
た
と
お
も
え
ば
、
珍
。
フ

レ
ー
も
出
て
、
観
覧
者
を
わ
か
せ
ま
し

た
。
決
勝
に
な
る
と
、
さ
す
か
に
好
試

合
で
、
好
。
フ
レ
ー
も
続
出
し
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
図
の
と
お
り
で
す
。
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暑
い
I

．
眠
いI
．
ガ
ッ
チ
ャ
ン
”
~

過
労
・
居
眠
り
運
転
の
防
止

館
林
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、

七
月
二
十
三
日
、
大
佐
―

貫
の
信
号
で
止
ま
る
ド

ラ
イ
バ
ー
に
お
し
ば
り

と
交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
‘

そ
れ
に
マ
ッ
チ
を
配
り

「
お
き
を
つ
け
く
だ
さ

い
」
と
一
声
か
け
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。暑

さ
で
ド
ラ
イ
バ
ー

夏
は
、
す
い
眠
不
足
、
暑
さ
に
よ
る

疲
れ
、
そ
れ
に
海
水
浴
、
帰
省
、
墓
参

な
ど
に
よ
る
交
通
混
雑
な
ど
か
ら
、
過

労
、
居
眠
り
、
又
は
あ
せ
り
運
転
を
し

が
ち
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
長
時
間
の

運
転
や
、
不
節
制
な
生
活
態
度
な
ど
に

-
►

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ニ
ュ
ー
ス

ヨ

は
、
ぐ
っ
た
り
な
り
か
ち
で
す
か
、

お
し
ぼ
り
を
も
ら
い
生
気
を
と
り
も

ど
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

◄

明
中
ダ
ン
ス
で
優
勝

郡
中
体
連
主
催
の
ダ
ン
ス
競
技
会

が
七
月
十
一
日
、
明
中
体
育
館
で
開

か
れ
、
明
和
中
学
校
は
練
習
の
成
果

を
く
ま
な
く
発
揮
し
て
優
勝
を
も
の

に
し
ま
し
た
。

明
和
中
学
校
は
「
太
陽
と
若
者
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
三
年
生
十
人
が
出

場
。
ダ
ン
ス
は
ス
ロ
ー
の
動
作
や
と

き
に
は
素
早
い
動
き
で
、
み
だ
れ
ず

に
踊
り
、
観
覧
者
の
目
を
引
き
つ
け
、

又
ダ
ン
ス
の
創
作
も
す
ば
ら
し
く
‘

晴
れ
の
優
勝
を
も
の
に
し
た
も
の
で

す
。

よ
る
疲
労
か
重
な
り
ま
す
と
、
安
全
運

転
に
必
要
な
注
意
力
、
行
動
力
、
判
断

カ
、
そ
の
他
運
動
感
覚
な
ど
か
衰
え
て

〇
居
眠
り
運
転
を
し
や
す
く
な
る
。

0

信
号
や
踏
切
の
警
報
を
見
誤
っ
た
り

無
視
し
た
り
す
る
。

死
亡
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

運
転
者
の
疲
労
は
、
通
常
、
体
力
の

消
耗
よ
り
も
神
経
の
消
耗
に
原
因
が
あ

る
と
い
わ
れ
、
自
分
で
は
と
く
に
疲
労

を
感
じ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
何
と

な
く
動
作
か
鈍
い
な
ど
、
正
常
な
運
転

か
で
き
な
い
お
そ
れ
か
あ
る
場
合
に
は
、

運
転
を
避
け
る
よ
う
に
心
か
け
て
く
だ

疲
労
、
居
眠
り
の
予
防
と
回
復
は
、

休
憩
や
睡
眠
を
十
分
と
り
、
と
く
に
運

転
中
に
眠
気
を
催
し
た
ら
、
無
理
を
せ

ず
車
を
安
全
な
場
所
に
止
め
て
、
一
時

休
憩
し
、
生
気
を
呼
び
も
ど
し
て
、
安

全
運
転
に
努
め
‘
交
通
事
故
を
起
さ
な

§
夏
の
随
璽
§

遠
く
て
も
明
る
い
道
を

「
夏
」
強
烈
な
太
陽
と
真
白
な
入
道

雲
に
色
ど
ら
れ
る
こ
の
季
節
は
、
涼
を

も
と
め
て
、
山
や
海
へ
の
避
暑
、
そ
れ

に
夏
祭
り
、
盆
踊
り
な
ど
季
節
的
な
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
機
会
か
多
く
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
多
勢
の
人
か
集
ま
る
と

こ
ろ
に
は
、
楽
し
さ
か
あ
る
反
面
、
開

放
感
か
ら
く
る
気
の
ゆ
る
み
な
ど
で
各

種
の
事
件
が
多
く
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
次
の
点
に
注
意
し
て
、

楽
し
い
夏
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
暑
く
て
も
、
戸
締
ま
り
だ
け
は
忘
れ

ず
に

暑
く
な
る
と
、
し
ぜ
ん
戸
締
ま
り
を

忘
れ
か
ち
に
な
り
ま
す
。
夏
こ
そ
ド
ロ

ボ
ー
に
と
っ
て
は
絶
好
の
か
せ
ぎ
時
で

す
。
寝
る
前
、
外
出
前
に
は
必
ず
カ
ギ

を
確
実
に
か
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
遠
く
て
も
明
る
い
道
を
つ
れ
だ
っ
て

夏
は
女
性
の
美
し
さ
か
目
立
つ
と
同

すい眠不足、暑さ疲れ
そこにつけこむ唾腐に注意

〇
危
険
物
や
障
害
物
を
見
お
と
し
た
り
、

発
見
か
お
く
れ
た
り
す
る
。

0

ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
お
く
れ
で
、
追
突

を
お
こ
し
や
す
い
な
ど
、
重
大
事
故
‘

時
に
‘
チ
カ
ン
か
は
び
こ
る
季
節
で
す
。

暗
い
道
の
一
人
歩
き
は
で
き
る
だ
け
避

け
て
、
ま
わ
り
道
で
も
人
通
り
の
多
い

明
る
い
道
を
通
る
よ
う
に
し
、
ま
た
一

1
0
番
プ
ザ
ー
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ま
さ
か
わ
た
し
か
... 

」
と
い

っ
た
安
易
な
考
え
は
最
も
危
険
で
す
。

▼
泣
き
寝
入
り
は
や
め
よ
う

平
和
な
生
活
を
脅
か
す
暴
力
は
、
ど

ん
な
小
さ
な
も
の
で
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

チ
ン
ピ
ラ
や
、
ぐ
れ
ん
隊
は
‘
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
に
因
縁
を
つ
け
、
ゆ
す
り

た
か
り
を
は
た
ら
き
ま
す
。

万
一
被
害
に
か
か
っ
た
時
に
は
、
す

ぐ
警
察
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
少
年
を
み
ん
な
で
守
ろ
う

長
い
夏
休
み
の
開
放
感
や
気
の
ゆ
る
み

は
、
少
年
を
非
行
へ
と
か
り
た
て
ま
す
。

少
年
の
悪
い
行
い
を
み
た
ら
‘
み
ん
な

で
注
意
し
、
正
し
く
導
い
て
や
り
ま
し

よ
、
つ
。

50円

45円

40円

び及面
移
ィ
推の
原水

面単
給
ィの

給
E
□
□
□
]
供
給
単
価
（
販
売
価
格
）

阿
供

一
＿
袷
水
原
価
（
水
を
作
る
た
め
の
賣
用
）

39.20 39.73 

49.87 

46.86 

35円

30円

25円

?0円

゜年1度

18.31 

23.81 

19.31 

24.04 

A7 48 49 50 （予定）

問
飲
料
水
は
、
生
活
に
直
結
し
て

い
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

も
の
で
す
か
、
村
の
水
道
の
水
は
ど

の
く
ら
い
の
費
用
か
か
か
っ
て
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
最
近
三
ヵ
年
間
の

水
道
料
金
と
飲
料
水
を
つ
く
る
費
用

の
推
移
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
一
主
婦
）

答
水
道
事
業
の
経
営
は
、
水
を
使

用
す
る
皆
さ
ん
か
納
入
す
る
料
金
に

よ
っ
て
運
営
す
る
独
立
採
算
方
式
を

と
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
料
金
と
費
用
の
関
係
に
つ

い
て
‘
図
表
に
よ
っ
て
説
明
し
ま
す

と
‘
一
立
方
メ
ー
ト
ル
の
給
水
原
価

（
水
を
作
る
た
め
の
費
用
）
は
、
昭

和
四
十
七
年
度
に
十
八
円
三
十
一
銭

で
あ
っ
た
か
、
昭
和
四
十
九
年
度
に

は
三
十
九
円
二
十
銭
と
‘
三
年
間
で

ニ
・
一
倍
に
も
は
ね
上
り
ま
し
た
。

こ
の
主
な
る
原
因
は
‘
資
材
や
薬
品
、

動
力
費
な
ど
の
急
激
な
上
昇
に
よ
る

も
の
と
‘
施
設
の
拡
張
工
事
（
四
十

八
、
四
十
九
年
度
）
に
借
り
入
れ
た

49年度の 1 m' の水の原価
企
業
債
の
償
還
利
子
の
増
加
で
す
。

ま
た
、
一
立
方
メ
ー
ト
ル
の
供
給

単
価
（
販
売
価
格
）
は
、
昭
和
四
十

七
年
度
に
二
十
三
円
八
十
一
銭
で
、

給
水
原
価
に
対
し
て
収
益
か
五
円
五

十
銭
。
昭
和
四
十
九
年
度
に
は
供
給

単
価
が
、
三
十
九
円
七
十
三
銭
に
な
り

り
、
収
益
か
わ
ず
か
五
十
三
銭
。
そ

こ
で
、
経
営
か
苦
し
く
な
り
料
金
の

改
正
を
し
た
わ
け
で
す
。

な
お
‘
給
水
原
価
と
供
給
単
価
の

関
係
は
、
概
ね
、
次
の
よ
う
な
経
営

状
態
と
し
て
表
わ
れ
ま
す
。

供
給
単
価
ー
給
水
原
価
1
1

損
（
赤

字
）
益
（
黒
字
）

水
道
の
水
を
作
る
費
用
は
？
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i
村
民
の
み
な
さ
ん
か
納
め
て
い
た

, 
〖
だ
＜
税
金
は
、
道
路
・
住
宅
・
公
園
・

霞
•" 
U
 i

学
校
な
ど
の
建
設
や
福
祉
の
増
進
に

. u-
— 

•" 

i
大
切
な
財
源
と
な
り
、
安
心
し
て
生

. " . 
~
活
の
で
さ
る
明
る
＜
住
み
よ
い
郷
土

" 
馘
―
―t
を
建
設
す
る
た
め
の
大
き
な
原
動
力

, 
胃
. 

~
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
が
生

. •" . 
i
活
の
向
上
と
安
定
を
願
う
か
ぎ
り
‘

i
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

. 
~
な
い
社
会
共
通
の
経
費
で
あ
る
と
い

" " . " 
[
え
ま
す
。

" . 
〖
税
金
に
つ
い
て
は
関
心
が
あ
る
か
、

" 
胃
. " 

[
む
ず
か
し
い
の
で
な
か
な
か
理
解
か

" 
・胃

i
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
興
味
か
わ
か

. 
胃

t
な
い
と
い
う
こ
と
が
一
般
的
な
考
え

. . . . 
t
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
「
税

. ·~ 
t
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

, , " . 
~
直
接
関
係
の
深
い
国
・
県
・
村
の
税

. . , 
i
金
の
し
く
み
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ

“—— " . " 
J
・
u
-

く
た
め
に
‘
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
み

な
さ
ん
か
税
金
の
こ
と
を
少
し
で

も
身
近
に
感
じ
、
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

相
続
税
の
あ
ら
ま
し

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
言
等
に

よ
る
遺
贈
に
よ
っ
て
財
産
を
も
ら

っ
た
人
に
か
か
る
国
の
税
金
で
す
。

今
回
の
相
続
税
の
改
正
に
よ
り
‘

昭
和
五
十
年
一
月
一
日
以
後
の
相

続
か
ら
適
用
さ
れ
、
下
の
表
の
と
お

り
税
金
か
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
に
よ
り
‘
配
偶
者
と

四
人
の
子
供
か
法
定
相
続
人
だ
と

し
ま
す
と
正
味
の
遺
産
総
額
か
四

千
万
円
以
下
（
改
正
前
一
千
八
百

公
共
の
福
祉
と
な
っ
て
も
ど
る
税

有
利
な
建
物
共
済
に
加
入
を

大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
に

〖秒材息悶目 [: 
非死 ; 未 人法

項悶亡 成 当定 , 
' 

年 り木目

塁 : g尺 目
の の 除一

ずれい遺産額偶者配 で二り相続 円ま二り相続 悶一年七舟支にオ 年十 現
百人 で百人 つま にオ 四

力パのの 万一 五一 六三きで 三つま 百 千

多 3 1 り 円人 十人 万万の 万きで 万 万 イノ丁ー

い ま当 万当 円円一 円の 円 円

9直命> で八り相続 まり相 特一年七
改で百続 別般にオ 年十 百

で＋万 ＋人 五人 つま にオ ノ＇‘ 正
十一 四三きで 二つま 十 百

課税非円のは 万円ま一人当 万人 万万の 万きで 万 万 即• 9 

円当 円円一 円の 円 円

明
和
村
任
意
共
済
推
進
協
議
会
（
役

場
農
業
共
済
課
）
で
は
、
み
な
さ
ん
の

家
を
、
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
建
物

共
済
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

物
価
が
上
昇
す
る
に
し
た
か
っ
て
掛

金
も
上
昇
す
る
の
が
普
通
で
す
が
、
建

物
共
済
の
掛
金
は
百
万
円
に
つ
き
‘
―

千
六
百
円
（
昨
年
は
普
通
建
物
で
一
千

八
百
円
）
に
本
年
八
月
一
日
か
ら
引
き

下
げ
に
な
り
ま
し
た
。

経
済
状
況
に
応
じ
て
加
入
か
で
き
、

加
入
が
簡
単
で
、
す
べ
て
の
事
故
を
補

償
す
る
な
ど
有
利
な
保
険
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め

に
建
物
共
済
に
加
入
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
の
村
も
住
宅
ラ
ッ
シ
ュ

を
迎
え
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
新
し
い
家

か
建
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
家
を
建
て

る
と
、
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
坪
）

二
十
五
万
円
も
建
設
費
か
か
か
り
‘
―

千
万
円
の
家
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
あ
な

た
の
家
は
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
‘

万
一
、
災
害
か
お
き
て
大
切
な
財
産
を

一
瞬
の
う
ち
に
失
っ
た
ら
大
変
で
士

万
一
の
災
害
か
ら
あ
な
た
の
家
を
守

る
た
め
に
、
明
和
村
任
意
共
済
推
進
協

議
会
で
は
本
年
度
も
八
月
下
旬
よ
り
九

月
上
旬
に
か
け
て
一
斉
加
入
推
進
を
行

い
ま
す
。
毎
戸
も
れ
な
く
不
慮
の
災
害

に
そ
な
え
て
安
く
て
有
利
な
建
物
共
済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

建
物
共
済
の
掛
金
お
よ
び
共
済
の
種

類
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
加
入
申
込
み
は
部
落
の
農
事
組
合
長

さ
ん
か
、
役
場
農
業
共
済
課
で
す
。

m
u
m
u
m
u
m
u
m
n
-
u
m
n
-
u
m
u
m
u
-
u
m
u
-
U
·
u
m
m
u
.
u
u
-
m
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万
円
）
の
方
は
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相
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か
か
ら
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な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
＇

"
 

, 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
館
林
税
務
i, .. 

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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保
険
証
の
取
り
扱
い
は
大
切
に

◎
ど
ん
な
災
害
に
共
済
金
か

支
払
れ
る
か
。

▼
火
災
共
済

火
災
、
落
雷
、
爆
発
、

破
裂
、
飛
行
機
の
つ
い
落
、

車
両
の
衝
突
、
労
働
争
議

騒
じ
ょ
う
。

▼
総
合
共
済

右
の
ほ
か
、
自
然
災
害

火
災
共
済
は
一
棟
に
つ
き

一
千
万
円
ま
で
。

総
合
共
済
は
一
棟
に
つ
き

二
百
万
円
ま
で
。

◎
お
す
す
め
す
る
理
由

こ
の
建
物
共
済
は
一
年
こ

と
の
契
約
で
す
の
で
、
現
在

の
よ
う
に
物
価
の
変
動
の
激

し
い
時
で
は
、
経
済
の
状
況

に
応
じ
た
契
約
が
で
き
ま
す
。

掛
金
か
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
の
で
税
金
か
安
く
な

り
ま
す
。

特殊建物 A

建物共済の掛金(I 00万円当たり

普通建物

総合共済 I（雷嘉 1 靡言 1 セ‘／卜共済 l 総合共済 I 火災共済 I 総合共済 I 火災共済

▼
被
保
険
者
の
証
明
書

保
険
証
は
、
正
し
く
は
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
と
い
い
ま
す
。
国
保
に

加
入
す
る
と
、
一
世
帯
一
枚
ず
つ
交
付

さ
れ
ま
す
。
保
険
証
は
、
国
保
の
被
保

険
者
で
あ
る
と
い
う
証
明
書
で
あ
る
と

同
時
に
、
お
医
者
さ
ん
の
診
療
を
う
け

る
と
き
の
受
診
券
の
役
目
を
果
た
す
も

の
で
す
。
大
切
に
と
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

▼
医
者
に
か
か
る
と
き
に
提
出

医
者
に
か
か
る
と
き
は
、
必
ら
ず
保

険
証
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
か
国

保
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
確
め
、
保

険
に
よ
る
診
療
を
お
こ
な
い
ま
す
。
保

険
証
な
し
で
診
療
を
う
け
る
と
、
医
療

費
は
全
額
自
分
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
保
険
証
の
と
り
扱
い

①
内
容
を
確
め
て
お
く

交
付
さ
れ
た
被
保
険
者
証
の
内
容

で
氏
名
な
ど
に
間
違
い
か
な
い
か
、

生
年
月
日
は
違
っ
て
な
い
か
、
又
勝

手
に
名
前
を
書
き
入
れ
た
り
消
し
た

り
し
な
い
よ
う
に
裏
面
の
注
意
事
項

を
よ
く
読
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
必
ら
す
手
元
に
保
管
す
る

医
者
の
診
療
か
す
ん
だ
ら
、
必
ら

ず
手
元
に
保
管
す
る
よ
う
に
し
ま
し

特殊建物 B

4,600円 1,600 円 600円 2,500円 5,900円 2,600円 7,600円 4,6;oo 円

掛金の共済の種類

共済の種顆 建 物 名

普通建物 畠宅、アパート、長屋機蚕室式塁置、納屋、農作業場、倉庫、舎、家具ー式、小農具ー

特殊建物A 店舗、併用住宅、集会場、保育園、稚蚕共同飼育場、その他

特殊建物B 製粉製麦工場、製材場、加工場、ふか場、その他危険度の高い建物

ょ
う
。
預
け
放
し
は
紛
失
な
ど
事
故

の
も
と
に
な
り
ま
す
。

③
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
返
す

他
市
町
村
へ
の
転
出
や
職
場
の
健

康
保
険
に
は
い
っ
た
と
き
は
直
ち
に

役
場
保
建
課
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。

④
書
き
か
え

保
険
証
に
は
有
効
期
間
か
あ
り
ま

す
。
そ
の
保
険
証
に
書
き
こ
ま
れ
て

い
る
有
効
期
間
か
過
ぎ
ま
す
と
、
そ

の
後
そ
の
保
険
証
は
無
効
に
な
り
ま

す
新
し
い
保
険
証
は
古
い
も
の
と
い

き
か
え
に
お
渡
し
し
ま
す
。
書
き
か

え
の
時
期
、
交
付
の
方
法
は
、
そ
の

つ
ど
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

⑤
紛
失
し
た
り
破
っ
た
り
し
た
と
き

紛
失
し
た
り
破
っ
て
使
え
な
く
な

っ
た
と
き
は
す
ぐ
役
場
保
健
課
へ
届

け
出
し
て
再
交
付
を
う
け
て
下
さ
い
。

預
金
の
目
減
り
か
さ
わ
が
れ
て
い
ま

す
か
、
国
民
年
金
は
物
価
の
変
動
に
応

じ
て
年
金
額
を
ス
ラ
イ
ド
す
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
こ
ん
な
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。

総
理
府
は
、
四
十
九
年
度
平
均
の
全

国
消
費
者
物
価
指
数
が
、
四
十
八
年
度

に
比
べ
て
ニ
―
•
八
行
上
昇
し
た
と
発

表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
国
民
年
金
の
年

金
額
か
、
九
月
か
ら
ニ
―
•
八
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
及

び
遺
児
年
金
の
基
本
部
分
に
加
算
さ
れ

る
額
と
付
加
年
金
に
つ
い
て
は
ス
ラ
イ

ド
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
）
五
年
年
金
は
、
十
月
か
ら
更

に
十
五
万
六
千
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

き
ょ
出
制
国
民

年
金
額
が
引
上
げ



昭和 50 年 8 月 10 日 広 報 め し‘ わ 第 167 号 (6)

犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

①
貸
付
限
度
額

百
万
円
以
内

②
貸
付
期
間
五
年
以
内

③
利
息
年
利
七
・
三
％
以
内

▼
融
資
対
象

①
卸
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
ん

で
い
る
中
小
商
業
者
（
資
本
金
一
千

万
円
以
下
、
従
業
員
三
十
人
以
下
）

▼
対
象
設
備

①
店
舗
の
改
築
、
増
築
、
改
造
、
改

装
及
び
倉
庫

②
店
内
外
施
設
犬
に
よ
る
苦
情
‘
咬
傷
事
故
は
依
然
か
多
い
こ
と
か
わ
か
り
ま
す
。

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
、
シ
ョ
ー
ケ
と
し
て
発
生
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
被
害
こ
の
対
策
と
し
て
無
責
任
な
繁
殖
、

ス
、
陳
列
棚
、
照
明
器
具
、
エ
ア
か
多
く
、
そ
の
は
と
ん
ど
か
野
犬
及
び
捨
て
犬
‘
放
し
飼
い
の
絶
滅
を
期
す
る

ー
カ
ー
テ
ン
、
自
動
ド
ア
ー
、
冷
放
し
飼
い
に
よ
る
も
の
で
す
。
捕
獲
す
た
め
県
主
催
に
よ
り
七
月
十
五
日
か
ら

暖
房
設
備
、
駐
車
場
施
設
る
頭
数
の
増
加
を
考
え
る
と
犬
の
飼
育
九
月
十
三
日
ま
で
、
犬
の
不
良
飼
い
主

▼
融
資
条
件
に
対
す
る
無
理
解
と
無
責
任
な
飼
い
主
指
導
取
締
り
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

「
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
じ

H
H
H
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H
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H
H
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H
H
H
H
H
H

i

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

i
―
―

i
①
署
名
運
動
は
禁
止
さ
れ
る
を
求
め
る
よ
う
な
署
名
運
動
な
ど
と
か
、
そ
の
他
の
方
法
の
い
か
ん
一

-

i

ｭ
i
選
挙
に
関
し
、
投
票
を
得
る
目
的
、
も
投
票
を
得
る
目
的
を
有
す
る
も
を
問
わ
す
禁
止
さ
れ
る
も
の
で
あ
i
-

＝
得
し
め
る
目
的
又
は
得
し
め
な
い
目
の
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
。
る
。
i
­

i

ｭ
一
的
を
も
っ
て
、
選
挙
人
に
対
し
署
名
い
署
名
運
動
を
禁
止
さ
れ
る
者
②
他
の
署
名
運
動
と
の
関
係
は
―

一
運
動
を
す
る
こ
と
は
、
い
っ
さ
い
で
戸
別
訪
問
の
場
合
と
同
様
、
な
に
選
挙
運
動
期
間
中
で
あ
っ
て
も
‘
=

-

=

 

i
き
な
い
。
び
と
も
禁
止
さ
れ
る
。
投
票
依
頼
等
の
目
的
の
な
い
署
名
運
一

一
い
署
名
運
動
と
は
、
一
定
の
目
的
目
署
名
運
動
の
相
手
方
は
選
挙
人
動
を
行
う
こ
と
は
、
な
ん
ら
さ
つ
し
＝

-

=

 

i
を
も
っ
て
多
数
人
か
ら
署
名
を
収
で
あ
る
。
選
挙
人
で
な
い
者
及
び
か
え
な
い
か
、
他
の
目
的
に
名
を
か
一

一
り
て
、
あ
る
い
は
他
の
目
的
と
あ
わ
一

一

5J
,
t
-

-
[
K
.
)
`
•
明
る
い
選
挙
コ
ー
ナ
ー
せ
て
投
票
依
頼
等
の
目
的
を
有
す
る
一

—i­

＝

r

ド
署
名
運
動
を
す
れ
だ
当
然
違
反
と
な
i
-

＝
署
名
運
動
の
禁
止
る
‘
た
だ
し
、
直
接
請
求
の
手
続
に
一

—i­

一
よ
る
署
名
の
収
集
は
‘
選
挙
運
動
の
i
-

一
集
す
る
行
為
を
い
う
。
そ
の
選
挙
区
外
の
選
挙
人
で
あ
っ
目
的
の
有
無
に
か
か
わ
ら
す
、
通
常
一

l

i
ｭ

i
回
署
名
の
目
的
、
戸
別
訪
問
の
場
て
そ
の
選
挙
区
に
全
然
関
係
の
な
選
挙
の
場
合
に
は
、
任
期
満
了
の
日
i
-

一
合
と
同
様
、
投
票
を
依
頼
す
る
趣
い
も
の
、
又
は
そ
の
選
挙
区
に
な
前
六
十
日
に
当
た
る
日
か
ら
選
挙
期
一

'-— 

i
旨
の
署
名
を
収
集
す
る
こ
と
は
も
ん
ら
の
影
響
力
を
も
有
し
な
い
も
日
ま
で
の
間
は
禁
止
さ
れ
る
の
で
、
一

一
ち
ろ
ん
、
誰
々
に
は
投
票
し
な
い
の
は
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
間
の
署
名
運
動
は
、
い
っ
さ
い
＝

l

i
ｭ

一
と
い
う
趣
旨
の
署
名
を
収
集
す
る
困
署
名
収
集
の
方
法
に
つ
い
て
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
i
-

一
こ
と
も
で
き
な
い
は
か
、
例
え
ば
署
名
簿
を
回
覧
し
て
行
う
場
合
と
―
―

—i-

一
あ
る
特
定
候
補
者
の
政
策
に
賛
意
か
、
街
頭
で
署
名
を
求
め
る
場
合
i
-

i
ｭ

r
ー
ー
i
i

H
H
H
H

ー
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＂
ー
ー
ー
ー

H
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H
H
H
H

i
H
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H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

i
c

会
社
、
個
人

商
業
設
備
近
代
化
資
金
を
融
資

受
付
期
間
は
8

月

3
1日
ま
で

五

④
担
保
保
証
人
取
扱
金
融
機
関
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

⑤
返
済
方
法
一
年
以
内
の
据
置
後

の
分
割
返
済

▼
受
付
期
間

昭
和
五
十
年
八
月
一
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
経
済
課
、

商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

文

芸

欄

自
衛
官
を
募
集

村
で
も
こ
の
期
間
中
に
未
登
録
犬
、

未
注
射
犬
の
調
査
摘
発
を
行
い
‘
違
反

者
（
不
良
飼
い
主
）
に
対
し
て
は
保
健

所
に
通
報
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
期
間
中
に
犬
指
導
員
に

よ
る
未
登
録
犬
、
未
注
射
犬
の
調
査
を

行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
を
お
ね
か
い
し

ま
す
。

防
衛
庁
で
は
、
本
年
度
二
等
陸
海
空

士
お
よ
び
一
般
曹
候
学
生
（
第
一
期
生
）

の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

自
衛
官
は
特
別
職
国
家
公
務
員
と
し

て
、
身
分
を
国
に
保
障
さ
れ
十
八
オ
ー

二
十
五
才
未
満
の
健
康
な
青
年
で
し
た

ら
誰
て
も
応
募
す
る
こ
と
か
て
き
ま
す
。

給
与
衣
食
住
な
ど
詳
し
い
事
は
、
自

衛
隊
太
田
出
張
所
（
電
話

0
二
七
六
．

ニ
ニ
・
七
四
二
九
）
ま
た
は
役
場
住
民

課
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

臼
会
臼
臼
臼
臼
臼
臼
臼
臼
言
己
言

年
牢
年
毎
月
印

麟
第
一
日
曜
日
は
麟

手
家
庭
の
日
で
す
令

牢
印

臼
臼
臼
臼
臼
臼
臼
臼
臼
臼
臼
臼
臼
臼
臼

（
今
月
は
俳
句
で
す
）
順
不
同

は
ぐ
く
み
の
乳
房
も
は
る
か
ひ
と
え
帯

高
瀬
依
根
子

香
水
や
ど
こ
か
貴
品
の
あ
る
女
性

北
島
若
水

ビ
ー
ル
酌
む
座
イ
ス
の
親
爺
素
裸

田
口
春
栄

候
補
負
い
塀
の
ひ
で
り
の
一
日
か
な

吉
田
正
義

来
月
は
短
歌
で
す
。



村 の 人 口

9 月 1 日現在

世帯数 211'9 戸
人口総数 9324人

男 4625 人

女 4699人
(8 月中の動き）

出生18 人 死亡 2 人

転入29 人 転出 18 人

'75 
,
10 

第 1 6 8 号
発行所明和村役場

編集総務課
庶務管理係

小林印刷所印刷所

初
秋
の
日
ざ
し

か
梨
だ
な
に
明
る

い
影
を
つ
く
り
、

そ
よ
風
か
熟
し
た

梨
の
甘
い
香
り
を

は
こ
ぶ
。

み
ご
と
に
実
の

っ
た
梨
か
枝
に
い

っ
ぱ
い
つ
き
‘
た

な
に
も
た
れ
か
か

る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
八
月
二

十
八
日
朝
、
奈
良

東
助
さ
ん
（
田
島

梨
組
合
長
）
の
梨

畑
を
お
と
ず
れ
て

見
ま
し
た
。
東
助

さ
ん
と
若
夫
婦
か

梨
の
取
り
入
れ
し

甘味は最高の明和の梨

収穫の喜びに顔も明る＜

て
お
り
‘
顔
の
表
情
も
収
穫
の
喜
ひ
に

明
る
い
。

東
助
さ
ん
は
「
今
年
の
で
き
は
昨
年

並
て
す
。
ム
ク
鳥
の
被
害
か
な
け
れ
ば

良
か
っ
た
の
て
す
か
、
た
だ
、
天
候
か

良
か
っ
た
の
て
、
糖
度
か
高
く
味
覚
は

最
高
で
す
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

本
村
の
梨
は
田
島
、
南
大
鳥
、
千
津

井
で
裁
培
さ
れ
て
お
り
、
味
覚
の
良
い

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
八
月
二
十

七
日
の
榛
名
町
で
開
か
れ
た
園
芸
組
合

研
修
会
の
席
上
で
、
七
組
合
の
梨
（
辛

水
）
の
糖
度
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
本
村

の
梨
か
＿
番
糖
度
か
高
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
‘
折
紙
つ
き
の
も
の
で
す
。

出
荷
は
‘
八
月
い
っ
ば
い
で
早
生
種

か
終
り
‘
九
月
五
、
六
日
ご
ろ
か
ら
本

格
的
な
長
十
郎
な
ど
の
出
荷
作
業
に
入

り
‘
忙
か
し
い
毎
日
を
お
く
っ
て
い
ま

す
。

よ
し
な
し
ご
と

万
葉
集
東
歌
の
中
で
群
馬
県
に
関

係
す
る
も
の
二
十
二
首
、
そ
の
中
邑

楽
郡
に
関
す
る
も
の
二
首
‘
栃
木
県

に
関
係
す
る
も
の
僅
か
二
首
で
私

共
の
身
近
に
関
係
す
る
も
の
。
方

葉
研
究
者
の
た
め
に
知
ら
せ
た
い
。

か
ほ
や

◎
上
毛
野
可
保
夜
か
沼
の
い
わ
ゐ

づ
ら
ひ
か
ば
ぬ
れ
つ
、
あ
を
な
絶

え
そ
ね
。
（
こ
の
沼
は
大
輪
沼
と
多

々
良
沼
の
両
説
）

◎
上
毛
野
伊
奈
良
の
沼
の
大
蘭
草

そ
よ
に
見
し
よ
は
今
こ
そ
ま
さ
れ

◎
下
毛
野
美
か
も
の
山
の
小
楢
の
t
 

す
ま
ぐ
わ
き
児
ら
は
誰
か
笥
か
持

た
む
。
伊
奈
良
沼
は
板
倉
沼
か

◎
下
毛
野
安
蘇
の
河
原
よ
石
踏
ま

ず
空
ゆ
と
来
ぬ
よ
汝
か
心
の
れ

安
蘇
の
河
原
、
秋
山
川
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改
選
後
の
初
議
会
か
八
月
十
二
日
に

招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
議
会
で
は
、
正
副
議
長
の
選

挙
、
常
任
委
員
及
び
正
副
委
員
長
の
選

任
、
各
一
部
事
務
組
合
の
議
会
議
員
の

選
挙
、
そ
れ
に
議
案
二
件
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
正
副
議
長
の
選
挙
か
行
わ

れ
、
議
長
に
新
井
初
太
郎
さ
ん
、
副
議

長
に
は
堀
口
正
さ
ん
が
満
場
一
致
で
選

出
。
こ
の
あ
と
く
じ
に
よ
り
決
め
ら
れ

た
議
席
に
着
席
。
初
顔
あ
わ
せ
と
い
う

こ
と
で
十
八
名
の
議
員
さ
ん
か
自
己
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
常
任
委
員
及
び
正
副
議
長
の

選
任
な
ど
や
議
案
か
上
程
さ
れ
た
か
、

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
常
任
委
員
会
及
び
正
副
委
員
長
の
選

任
◎
1
1
委
員
長
0
1
1
副
委
員
長

（
敬
称
略
）

＊
総
務
常
任
委
員
会
◎
関
口
正
四

郎

0
荒
木
一
郎
高
瀬
米
造
早

川
四
郎
堀
口
正

＊
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
◎
恩
田

義
雄

0
石
村
嘉
男
早
川
藤
重

中
村
光
雄

＊
経
済
常
任
委
員
会
◎
尾
花
時
夫

〇
泉
田
和
作
新
井
真
三
郎
栗
原

利
夫

＊
建
設
常
任
委
員
会
◎
石
崎
司
朗

〇
鯉
沼
―
二
小
松

原
一
好
始
沢
三
郎

▼
各
一
部
事
務
組
合
議

会
議
員
の
選
挙

各
組
合
の
議
員
か
そ

れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
選

ば
れ
ま
し
た
。
（
敬
称

略
）＊

邑
楽
館
林
医
療
組

合
の
議
会
議
員

新
井
初
太
郎
堀
口

正
関
口
正
四
郎

恩
田
義
雄

＊
館
林
邑
楽
伝
染
病

院
組
合
議
会
議
員

泉
田
和
作

初議会風景

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
支
給
法
の
一
部
改
正
か
行
わ
れ
、

戦
没
者
一
人
に
つ
き
特
別
弔
慰
金
二
十

万
円
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
改
正
に
よ
る
特
別
弔
慰
金
は
、

終
戦
三
十
周
年
に
あ
た
り
、
戦
没
者
等

の
遺
族
に
対
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔

慰
の
意
を
表
わ
す
た
め
に
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

支
給
方
法
は
、
国
債
に
よ
り
来
年
十

月
一
日
で
発
行
し
、
十
年
以
内
に
償
還

す
る
記
名
国
債
（
無
利
子
）
で
す
。

支
給
期
日
は
、
昭
和
五
十
一
年
六
月

十
五
日
を
最
初
の
支
給
日
と
し
て
、
毎

年
二
万
円
づ
つ
十
年
間
に
わ
た
り
支
払

わ
れ
、
最
終
の
支
払
期
日
は
昭
和
六
十

年
六
月
十
五
日
で
す
。

特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

一
、
前
回
三
万
円
の
特
別
弔
慰
金
受
給

者昭
和
四
十
年
六
月
一
日
付
制
定
法
に

基
づ
い
て
三
万
円
の
特
別
弔
慰
金
を
支

給
し
た
者
、
お
よ
び
そ
の
後
昭
和
四
十

-
、
四
十
四
、
四
十
七
年
の
三
回
の
改

正
に
基
づ
い
て
三
万
円
の
特
別
弔
慰
金

を
受
給
し
た
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
前
回
の
特
別
弔
慰
金
を
時
効

に
よ
っ
て
受
け
る
こ
と
か
で
き
な
か
っ

た
者
に
も
今
回
の
特
別
弔
慰
金
か
支
給

さ
れ
ま
す
。

二
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
の

戦
没
者
の
遺
族
で
一
以
外
の
者

①
遺
族
年
金
、
公
務
扶
助
料
等
の
受

給
者
か
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
い
な
く
な
っ
た
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

②
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
者
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

を
時
効
に
よ
っ
て
失
っ
た
者
に
も
支

給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

十
万
円
を
支
給

＊
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

新
井
初
太
郎
、
鯉
沼
―
二
、
荒
木
一
郎

＊
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村

副
議
長
に
は
堀
日
正
さ
ん

議
長
に
新
井
初
太
郎
さ
ん

改
選
後
の
初
議
会

組
合
議
会
議
員
栗
原
利
夫

＊
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

新
井
初
太
郎
石
崎
司
朗
石
村
嘉

男
▼
東
保
育
所
新
築
工
事
請
負
契
約

八
月
七
日
、
指
名
競
争
入
札
し
た
東

保
育
所
新
築
工
事
を
荒
井
建
設
掬

ヘ
三
千
五
百
七
十
万
円
で
契
約
し
た
こ

と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
え
ま
し
た
。

▼
監
査
委
員
の
選
任

監
査
委
員
に
新
井
真
三
郎
さ
ん
を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を

え
ま
し
た
。

三
、
日
華
事
変
間
の
戦
没
者
の
遺
族

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
か
ら
昭
和
十

六
年
十
二
月
七
日
ま
で
の
間
に
死
亡
し

た
戦
没
者
の
遺
族
で
戦
没
者
が
昭
和
十

六
年
十
二
月
八
日
以
後
に
お
い
て
死
亡

し
た
と
し
た
な
ら
ば
、
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
こ
と
と

な
る
者
で
あ
っ
て
、
昭
和
五
十
年
四
月

一
日
現
在
遺
族
年
金
、
公
務
扶
助
料
等

の
受
給
者
が
な
い
と
き
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

四
、
右
記
一
、
二
、
三
に
か
か
げ
た
者

か
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
に
お
い
て

国
籍
そ
う
失
、
離
縁
な
ど
に
よ
り
資

格
を
失
っ
た
か
死
亡
し
た
と
き
は
次

の
者
か
記
載
の
順
序
に
よ
り
請
求
で

き
ま
す
。

①
戦
没
者
の
子

②
戦
没
者
と
生
計
関
係
が
あ
り
戦
没

者
の
死
亡
後
婚
姻
等
に
よ
り
氏
か
変

っ
て
い
な
い
戦
没
者
の
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
（
記
載
し
た
順

序
に
よ
る
。
）

③
②
に
記
載
さ
れ
た
以
外
の
戦
没
者

の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
‘
兄
弟
、
姉

妹
（
記
載
し
た
順
序
に
よ
る
。
）

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
課

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
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台

被
害
は
こ
う
し
て
防
ぎ
ま
し
ょ
う

風
に
そ
な
え
て

て
画
期
的
な
も
の
で
す
。

相
続
税
の
猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け

る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
や
、
手
続

き
、
農
業
委
員
会
の
証
明
な
ど
か
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
相
続
か
生
じ
た
と

き
は
‘
税
務
署
又
は
役
場
税
務
課
及
び

農
業
委
員
会
（
経
済
課
）
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

定
例
村
議
会

野
本
ひ
し
や
さ
ん
9
7歳

中
村
厳
三
郎
さ
ん
9
5歳

] 
長
舟
お
め
で
と
う

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
は
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
‘

ひ
ろ
く
国
民
か
老
人
の
福
祉
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
か
つ
老
人
か

自
ら
の
生
活
の
向
上
に
つ
と
め
る
意
欲

を
高
め
る
日
と
し
て
、
各
地
区
で
催
し

が
開
か
れ
ま
す
。

村
で
も
村
長
、
民
生
委
員
代
表
地
元

女
の
最
長
寿
者

大
輪
の
野
本
ひ
し
や
さ
ん
は
明
治
十

一
年
七
月
十
四
日
生
ま
れ
の
九
十
七
歳

朝
六
時
ご
ろ
起
床
し
て
、
夜
九
時
ご
ろ

寝
む
り
、
仕
事
が
あ
れ
ば
昼
寝
は
し
ま

せ
ん
。
六
月
に
は
か
ぜ
を
ひ
き
‘
寝
込
ん

ん
だ
が
今
は
元
気
を
取
り
戻
し
、
草
取

り
や
内
職
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

目
は
良
く
、
小
さ
な
顔
写
真
で
も
だ

れ
か
す
ぐ
わ
か
る
が
、
耳
は
遠
い
。
楽

し
み
は
子
や
孫
が
遊
び
に
く
る
と
き
だ

そ
う
で
す
。

写
真
を
撮
り
に
行
っ
た
と
き
は
、
あ

づ
き
の
枝
と
さ
や
を
手
早
く
わ
け
て
い

ま
し
た
。

区
長
ら
か
八
十
五
歳
以
上
の
老
人
五
十

八
名
を
慰
問
し
、
多
年
に
わ
た
り
、
社

会
の
た
め
に
つ
く
し
て
き
た
こ
と
に
敬

意
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
長
弄
を
お
祝
い

し
ま
す
。

こ
の
日
の
行
事
は
一
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
八
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
、
敬
老
年

男
の
最
長
寿
者

下
江
黒
の
中
村
厳
三
郎
さ
ん
は
明
治

十
三
年
四
月
十
六
日
生
ま
れ
の
九
十
五

歳
。
朝
七
時
ご
ろ
起
床
し
て
、
夜
八
時

ご
ろ
床
に
着
く
か
、
疲
れ
た
と
き
に
は

昼
寝
を
し
ま
す
。
食
事
は
三
食
と
も
一

ぜ
ん
だ
け
で
、
間
食
は
し
ま
せ
ん
。

こ
の
方
も
耳
は
遠
い
か
、
目
は
良
く

メ
ガ
ネ
を
か
け
す
に
新
聞
を
読
み
ま
す
。

毎
日
、
お
風
呂
を
つ
く
る
の
か
日
課

で
、
マ
キ
は
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
で
全
部
、

作
り
ま
す
。
風
呂
に
は
最
低
一
時
間
は

入
る
と
の
こ
と
で
す
か
、
こ
れ
か
新
陳

代
謝
を
良
く
し
て
長
生
き
の
秘
訣
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

金
五
千
円
と
祝
品
、
茶
菓
を
贈
り
ま

す
。

▼
九
十
歳
以
上
の
老
人
に
は
、
敬
老
年

金
五
千
円
と
祝
品
、
茶
菓
を
贈
る
ほ

か
、
県
知
事
、
邑
楽
郡
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
か
送
ら
れ

す
。．

本
村
の
九
十
歳
以
上
の
方
は
次
ぎ
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

野
本
ひ
し
や
大
輪

村
田
か
ん
大
輪

中
村
厳
三
郎

小
松
原
佐
源
次

篠
木
米
太
郎

小
林
む
め

新
井
な
っ

栗
原
ま
さ

飯
塚
か
ん

原
口
ひ
で

森
尻
菊
蔵

坂
庭
と
め

薗
田
み
つ

農
家
の
た
め
の

相
続
税
の
猶
予
制
度

過
重
な
相
続
税
か
ら
農
業
を
守
り
‘

相
続
人
か
農
業
を
続
け
る
場
合
農
地
等

に
対
す
る
相
続
税
を
猶
予
す
る
制
度
か

で
き
‘
•
昭
和
五
0
年
一
月
一
日
以
降
の

相
続
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
し
く
み
は
、
現
行
の
農

地
評
価
額
に
よ
る
相
続
税
と
、
特
例
に

よ
る
農
地
の
評
価
額
を
基
準
に
計
算
し

た
相
続
税
の
差
額
か
納
税
猶
予
す
る
も

の
で
す
。

そ
し
て
相
続
人
か
次
の
い
す
れ
か
早

い
と
き
ま
で
農
業
を
続
け
た
と
き
は
、

こ
の
猶
予
さ
れ
た
税
金
を
免
除
さ
れ
ま

す
。

①
次
の
相
続
ま
て

②
納
税
猶
予
後
二
十
年
間

③
農
地
の
生
前
一
括
贈
与
す
る
ま
て

即
ち
農
地
に
つ
い
て
は
特
別
に
定
め

ら
れ
た
評
価
額
（
農
業
投
資
価
格
と
い

い
ま
す
）
で
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
大

巾
な
減
税
と
な
リ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
相
続
税
を
納
め
る
た

め
に
農
地
を
売
ら
な
け
れ
ば
…
…
と
言

う
問
題
か
一
応
解
決
さ
れ
る
制
度
と
し 9

7歳
9
6歳

下
江
黒

南
大
島

大
佐
貫

千
津
井

江
口

南
大
島

江
口

大
輪

南
大
島

矢
島

大
佐
貫

9
5歳

9
4歳

9
3歳

9
2歳

9
2歳

9
2歳

9
1歳

9
1歳

9
1歳

9
0歳

9
0歳

今
年
も
ま
た
台
風
シ
ー
ズ
ン
か
や
っ

て
き
ま
し
た
。

台
風
は
、
例
年
九
月
ご
ろ
に
な
る
と

日
本
に
接
近
し
、
上
陸
す
る
も
の
か
多

く
な
り
‘
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
尊
い

人
命
や
財
産
か
失
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

台
風
か
来
襲
す
る
と
強
風
‘
洪
水
、

塚
雨
な
ど
に
よ
る
河
川
の
は
ん
ら
ん
‘

家
屋
の
倒
壊
、
流
失
な
ど
か
ら
、
大
き

な
被
害
の
発
生
か
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
台
風
か
近
づ
い
た
と
き
は

な
お
納
税
猶
予
税
額
か
ど
の
よ
う
に

な
る
か
は
右
の
図
表
の
計
算
例
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

1

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
で
気
象
情
報
や

防
災
上
の
注
意
事
項
を
よ
く
聞
く
。

2

外
出
や
旅
行
は
で
き
る
だ
け
見
合

わ
せ
る
。

3

窓
や
雨
戸
な
ど
は
、
釘
、
か
す
か

い
な
ど
で
と
め
る
か
‘
板
を
あ
て
た

り
し
て
早
目
に
補
強
す
る
。

4

風
あ
た
り
の
強
い
場
所
の
ガ
ラ
ス

窓
は
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
は

り
補
強
す
る
。

5

古
い
家
屋
で
倒
れ
る
心
配
の
あ
る

も
の
は
、
柱
に
す
じ
か
い
を
す
る
。

6

煙
突
、
看
板
、
へ
い
な
ど
も
針
金

な
ど
で
、
十
分
に
補
強
し
て
お
く
。

7

川
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

川
の
水
か
さ
に
注
意
す
る
。

8

浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
で
は

家
財
道
具
な
ど
を
、
台
の
上
や
二
階

に
移
す
。

こ
れ
ら
の
準
備
を
よ
く
整
え
、
台
風

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

九
月
二
十
三
日
頃
招
集

定
例
村
議
会
が
九
月
二
十
三
日
頃
招

集
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

上
程
さ
れ
る
議
案
は
、
昭
和
四
十
几

年
度
の
水
道
会
計
、
農
業
共
済
会
計
の

決
算
な
ど
か
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

村
長
ら
5
8名
を
慰
問

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

; 農地等の相続税納税猶予制度による計算例 : 
：〔設例〕
: (l) ；瞑産の内訳 宅地、有価証券、現金等が4,000万円、煤地l,5ha : 

: (2) /裳地の相続税評価額 10 a 当リ 500万円、殷業投森価格 10 a 当リ 50万円 : 
: (3) 法定相続人 5 名ば、子供 4 人 (A 、 B 、 C 、 D ）〕
: (4) 沿廂分割による相絞金額等
; （イ） か・・・・・・・宅地等 2,000)j円 （口） 子供 A ・・・・・裳地 l. 3ha : 

: い （・供 B 、 C•• 有iilli証券、現金等各 I, 000万円 に）子供 D …殷地 0.2ha (l、 000万円相当） : 
: (5) 子供 A （裳業相続人）が腹地（I. 3ha) について特例の適用を受ける。

; （特例農地について農業投資価格を基準に計算） （農地の現行相続税評価額による計算） : 

4,000万円 ｛口：：こ口 l 4 000万円
（俣業投食価格 106a5：畠゜万円）{ 口~ I（相続i,:::円10a 当リ 500万円）
] 1,0007J円．｛ロ

5,650万円 課税価格の合計額 ll,500万円 ] 

i -4,000万円 桂礎控除 ー4,000万円
i l,650万円 7,500万円 : 

200万円 相続税総額 I, 535万円

: 0納税猶予税額 I, 535万円ー200万円＝ 11,335 万円 I

: 各相続人の相続税額 特例を受けない場合の税各n I ! 
: （イ） 汝 （配偶者の邸闘軽減培四） （配fll!,者の雷瓦咄湿） ] 
: （口） ·ー(-fJ~A I 23. o万円
: （哀四11校人） （納税招子税額 1,335 万円） 867. 6万円

: I H -T供 B I 35.4万円 133. 5万円

: 仁）子供 C 35,4万円 133.5万円 ] 

: t-t-) 子供 D I 35 .4ーガ円 133, 5万円

-------※農業投賽価格は 10 a 当り 50万円で計算してありますが、本県では田は60 万円。-----’
畑は 57万円です。
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村
内
の
小
学
校
四
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
児
童
を
対
象
に
二
十
八
名
か
参

加
し
て
、
八
月
七
、
八
日
、
東
部
児
童

館
で
少
年
野
外
教
育
キ
ャ
ン
プ
を
行
い

ま
し
た
。

情
操
教
育
の
一
っ
と
し
て
、
健
全
な

肉
体
と
精
神
を
つ
く
り
、
物
を
つ
く
る

喜
び
と
利
用
の
し
か
た
な
ど
を
知
っ
て

も
ら
う
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
役
場
の
係
員
か
ら
キ
ャ

団
体
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
す

少
年
野
外
教
育
キ
ャ
ン
プ

►

納
涼
祭
行
わ
れ
る

雨
で
延
期
に
な
っ
た
納
涼
祭
は
、

八
月
十
九
日
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、

約
五
百
名
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

こ
。t
 婦人

学
級
‘
青
年
団
の
主
催
で
今

年
で
五
回
目
。
や
ぐ
ら
の
上
で
は
、

明
和
音
頭
や
上
州
名
物
の
八
木
節
な

ど
威
盛
い
い
音
頭
か
響
き
わ
た
る
。

や
ぐ
ら
の
周
り
で
は
、
音
頭
に
あ
わ

せ
て
、
老
若
男
女
か
沿
衣
姿
て
盆
踊

り
を
行
い
、
涼
味
感
を
そ
そ
っ
て
い

ま
し
た
。

◄

保
育
園
で
花
火
大
会

花
火
大
会
か
八
月
七
日
中
央
保
育

園
、
八
月
八
日
西
保
育
園
で
行
わ
れ
、

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

園
児
は
、
一
袋
の
花
火
を
も
ら
い
、

フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ー
ム
を
囲
み
、
お
母

さ
ん
と
花
火
を
あ
げ
、
大
喜
び
。
美

し
く
映
え
る
赤
、
紫
、
黄
な
ど
の
火

花
が
飛
ひ
か
い
‘
花
火
の
競
演
か
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ン
プ
の
し
か
た
や
テ
ン
ト
の

張
リ
方
の
説
明
を
う
け
、
全

員
て
テ
ン
ト
の
設
営
し
た
り

食
事
の
用
意
に
か
か
り
ま
し

こ
。f
 夕

食
に
は
カ
レ
ー
を
作
り
‘

舌
つ
つ
み
を
う
ち
‘
こ
の
あ

と
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
を
行

な
い
、
歌
や
ケ
ー
ム
、
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
を
し
て
楽

し
く
過
ご
し
、
有
意
義
な
団

体
生
活
を
お
く
っ
て
い
ま
し

こ
。f
 

成
人
野

第
十
八
回
成
人
野
球
は
、
東
小
、
西

小
、
明
中
の
三
会
場
で
八
月
二
十
四
日

に
予
戦
、
三
十
一
日
に
は
ベ
ス
ト
エ
イ

ト
で
試
合
か
行
わ
れ
、
特
殊
電
装
（
株
）

か
二
回
目
の
優
勝
を
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
特
電
チ
ー
ム

球
大
会

今
年
は
昨
年
よ
り
四
チ
ー
ム
多
い
二

十
四
チ
ー
ム
か
参
加
。
予
選
は
十
六
試

合
か
行
わ
れ
た
か
、
な
か
で
も
昨
年
度

優
勝
し
た
矢
島
か
雑
草
に
第
一
回
戦
で

敗
れ
る
な
ど
、
波
乱
ぎ
み
な
試
合
に
な

り
ま
し
た
。

三
十
一
日
は
準
々
決
勝
か
ら
試
合
か

行
わ
れ
た
か
、
決
勝
に
ち
か

ず
く
と
好
試
合
か
展
開
さ
れ
、

応
援
も
さ
か
ん
。

決
勝
戦
は
、
南
大
島
と
特

殊
電
装
か
対
戦
。
特
電
か
三

回
表
と
四
回
表
に
そ
れ
ぞ
れ

一
点
を
と
リ
、
リ
ー
ド
。
こ

れ
に
対
し
て
南
大
島
は
‘
五

回
の
裏
に
一
点
を
反
撃
し
た

の
み
で
、
ピ
ソ
チ
ャ
ー
を
打

ち
込
め
す
、
特
電
か
優
勝
を

も
の
に
し
た
も
の
で
す
。

試
合
の
結
果
は
下
図
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
個
人
賞

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

特
電
が
一
一
回
目
の
優
勝

立
二

ュ
ー
ス

キャンプを楽しむ児童

県
税
の
一
っ
に
料
理
飲
食
等
消
費
税

の
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
み
な
さ
ん
が

料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
旅
館
、

飲
食
店
‘
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
利
用
さ

優勝 特殊電装

12 

受
け
取
り
ま
し
ょ
う

2
4
消
防
署

2
3
丸
新
フ
ェ
ル
ト

l
.

ー

|
2
2

下
江
黒

2
1
南
大
島

門
2
0役
場

1
9
千
津
井

1
8
ダ
ン
プ
連
合

1

7

M

G

C

 

円
1
6ホ
ー
ク
ス

1
5
サ
ー
キ
ッ
ド

古
」1
4フ
レ
ン
ズ

1
3
新
進
食
料

1
2
新
里

5

「
ぷ
戸1
0
[
/
/
[

ハ
ー

2
_
1

，
須
賀
タ
イ
ガ
ー
ズ

8

泰
世
産
業

7

大
幸
化
成

6

檎
本
産
業

5

矢
島

4

雑
草

3

特
殊
電
装

2

サ
ソ
カ
ー
ク
ラ
ブ

1

東
大
工
業

公
給
領
収
証
を

最
優
秀
選
手
賞
須
永
敏
雄
（
特
電
）

最
優
秀
投
手
賞
坂
本
好
孝
（
特
電
）

敢
闘
賞
小
菅
好
雄
（
南
大
島

れ
た
場
合
に
、
そ
の
消
費
料
金
を
基
準

と
し
て
一
定
の
割
合
で
納
め
て
い
た
だ

く
税
金
で
す
。

こ
の
税
金
は
、
料
理
店
な
ど
の
経
営

者
か
、
県
に
か
わ
っ
て
利
用
者
の
み
な

さ
ん
か
ら
料
金
の
支
払
い
を
受
け
る
と

き
に
‘
料
金
と
あ
わ
せ
て
受
け
取
る
制

度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
‘
み
な
さ
ん
に
そ
の
証
拠

と
し
て
お
渡
し
す
る
の
か
「
公
給
領
収

証
」
で
す
。
「
公
給
領
収
証
」
は
、
料

理
飲
食
等
消
費
税
を
確
か
に
領
収
い
た

し
ま
し
た
と
い
う
群
馬
県
か
み
な
さ
ん

に
お
渡
し
す
る
領
収
証
で
す
。
明
る
＜

正
し
い
納
税
秩
序
の
た
め
、
か
な
ら
ず

「
公
給
領
収
証
」
を
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。参

考
ま
で
に
料
理
飲
食
等
の
税
額
の

算
出
方
法
を
述
べ
ま
す
と
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
（
い
ず
れ
も
一
人
一

回
の
利
用
の
場
合
で
す
）

◎
料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
な

ど
を
利
用
さ
れ
た
場
合
料
金
の
一

0
%
 

◎
旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
利
用
さ
れ

た
場
合
＊
宿
泊
（
一
泊
二
食
ま
で
）

の
料
金
二
千
四
百
円
（
十
月
一
日
か

ら
は
、
三
千
四
百
円
）
を
超
え
た
と

き
は
料
金
か
ら
千
五
百
円
を
引
い
た

額
の
一
0
％
＊
追
加
飲
食
な
ど
の

料
金
か
千
二
百
円
(
+
月
一
日
か
ら

千
七
百
円
）
を
超
え
た
と
き
は
料
金

の
一
0
%

（
遊
輿
を
伴
な
っ
と
き
は
、
す
べ
て

料
金
の
十
％
）

◎
飲
食
店
‘
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
利

用
さ
れ
た
場
合
千
二
百
円
（
十
月

一
日
か
ら
は
千
七
百
円
）
を
超
え
た

と
き
は
料
金
の
一
0
%

（
遊
興
を
伴
な
っ
と
き
は
、
す
べ
て

料
金
の
一
0
%
)
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ガ
ン
は
早
く
発
見
し
‘
手
術
や
放
射

線
照
射
な
ど
に
よ
っ
て
病
巣
を
と
リ
の

ぞ
け
は
‘
健
康
を
と
り
も
ど
す
こ
と
か

て
き
ま
す
。
と
言
っ
て
も
ガ
ン
は
そ
の

初
期
に
は
自
覚
症
状
か
あ
り
ま
せ
ん
。

早
期
に
ガ
ン
を
発
見
す
る
に
は
健
康
診

断
か
第
一
て
す
。
胃
ガ
ン
‘
子
宮
ガ
ン
‘

脳
卒
中
に
つ
い
で
死
亡
率
の
高
い
の
っ
て
い
ま
す
。
乳
ガ
ン
の
死
亡
か
減
少
の
傾
向
に
あ
る

か
ガ
ン
で
す
。
カ
ン
の
う
ち
で
も
日
本
で
一
番
多
い
の
は
医
療
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
全

昨
年
の
統
計
か
ら
見
ま
す
と
一
位
は
の
は
胃
ガ
ン
で
‘
こ
れ
か
男
女
と
も
卜
国
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
集
団
検

脳
卒
中
で
十
七
万
八
千
人
、
二
位
は
ガ
ッ
プ
で
す
。
二
位
は
男
性
で
は
肺
ガ
ン
‘
診
に
よ
る
初
期
の
発
見
か
大
き
な
原
因

ン
で
十
三
万
四
千
人
、
三
位
は
心
臓
病
女
性
で
は
子
宮
ガ
ン
て
す
。
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

で
九
万
八
千
人
か
死
亡
し
て
い
ま
す
。
男
女
と
も
四
十
オ
を
す
き
た
ら
胃
ガ
ま
せ
ん
。
カ
ン
征
圧
月
間
に
あ
た
り
‘

と
く
に
三
十
五
オ
か
ら
六
十
五
オ
ま
ン
を
、
女
性
の
場
合
は
三
十
五
オ
を
す
も
う
一
度
カ
ン
の
早
期
診
断
の
大
切
さ

で
の
働
き
盛
り
の
年
令
層
で
、
社
会
的
き
た
ら
子
宮
ガ
ン
に
と
く
に
注
意
し
て
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

に
も
又
家
庭
的
に
も
大
き
な
損
失
と
な
下
さ
い
。
ガ
ン
の
危
険
信
号
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林
よ
り
利
根
川
鉄
橋
ま
て
船
で
連
絡

東
武
鉄
道
の
歴
史
を
た
ど
る

＿
八
Bい
い
い
り
＇
心
二
十
六
[
[
口
汀
[
t
i
れ
い
い
）
』
」
口
。
J
I
l
ロ
員
』

□い

年
二
十
七
年
頃
か
ら
鉄
道
事
業
の
収
橋
工
事
の
た
め
に
日
数
を
要
し
た
の
て
通
、
昭
和
二
年
四
月
一
日
、
久
喜
ー

益
が
上
昇
し
て
、
民
間
で
も
鉄
道
熱
あ
る
。
そ
の
上
、
明
治
三
十
九
年
架
橋
館
林
間
の
電
化
、
同
年
十
月
一
日
館

が
高
く
な
り
、
日
清
戦
争
の
好
景
気
工
事
は
開
始
さ
れ
た
も
の
の
日
露
戦
争
林
ー
伊
勢
崎
間
の
電
化
と
な
り
現
在

と
相
ま
っ
て
、
一
層
鉄
道
ブ
ー
ム
を
の
た
め
に
工
事
は
中
止
さ
れ
た
。
戦
後
に
及
ん
で
い
る
。

．
引
き
お
こ
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
、
橋
の
台
脚
工
程
か
八
分
こ
の
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
利
根
川

川
崎
八
右
衛
門
他
十
一
人
が
発
起
ど
お
り
お
わ
り
、
鉄
桁
は
外
国
か
ら
輪
の
水
上
交
通
は
衰
え
、
昔
栄
え
た
川

人
と
な
り
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
を
送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
レ
ー
ル
は
川
俣
俣
宿
場
も
寂
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ

一
創
立
し
、
こ
の
請
願
書
か
時
の
逓
信
か
ら
足
利
に
向
っ
て
敷
設
さ
れ
四
十
年
る
。

i
り
i
り
·
『
·
り
｀
，
り

9

り
'
i
'
り
｀
，
り

9
,
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極
『

9

月
i
'
i
'
,
葦
r
·
i
'
i
'
i
'
桑
'
i
/
i

'
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員
＇
，
畜
疇

9
9

嚢
r

早
期
発
見
に
は
健
康
診
断
を

九
月
は
ガ
ン
征
圧
月
間

役
場
職
員
の
人
事
異
動
か
九
月
一
日

付
で
行
わ
れ
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
（
）
内
は
前
職
敬
称
略

▼
総
務
課
立
川
博
康
（
税
務
課
）

恩
田
久
（
企
画
開
発
課
）
小
田
木

弘
江
（
建
設
課
）

▼
税
務
課
堀
口
正
敏
（
総
務
課
）

田
口
久
夫
（
水
道
課
）

▼
住
民
課
田
口
晴
美
（
経
済
課
）

張
谷
佐
知
子
（
西
保
育
園
）

▼
保
健
課
江
森
勝
也
（
水
道
課
）

▼
経
済
課
菌
田
征
邦
（
総
務
課
）

▼
建
設
課
蓮
見
久
子
（
中
央
保
育
園
）

役
場
人
事
異
動

（
）
内
は
疑
わ
れ
る
カ
ン

①
胃
の
具
合
が
悪
く
、
食
欲
か
な
く
‘

好
み
か
変
っ
た
り
し
な
い
か（

胃
ガ
ン
）

②
お
り
も
の
や
不
正
出
血
は
な
い
か

（
子
宮
ガ
ン
）

③
乳
房
の
中
に
シ
コ
リ
は
な
い
か

（
乳
ガ
ン
）

④
の
み
こ
む
と
き
に
つ
か
え
る
こ
と
は

な
い
か
―
（
食
道
ガ
ン
）

⑤
便
に
血
や
枯
液
か
ま
じ
っ
た
り
し
な

い
か
（
大
腸
ガ
ン
・
直
腸
カ
ン
）

⑥
セ
キ
か
つ
づ
い
た
り
‘
タ
ン
に
血
か

ま
じ
っ
た
り
、
声
か
か
す
れ
た
り
し

な
い
か
（
肺
ガ
ン
・
喉
頭
ガ
ン
）

⑦
な
お
り
に
く
い
潰
よ
う
は
な
い
か
。

（
舌
ガ
ン
・
皮
膚
ガ
ン
）

⑧
尿
の
出
か
わ
る
か
っ
た
リ
‘
血
か
ま

じ
っ
た
り
し
な
い
か

（
腎
臓
ガ
ン
‘
膀
脱
カ
ン
、
前
立
腺

ガ
ン
）

こ
の
よ
う
な
症
状
か
あ
っ
た
ら
‘
た

た
ち
に
診
て
も
ら
っ
て
、
ガ
ン
で
な
い

と
を
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

九
月
十
日
か
ら
十

成
人
式

軽
油
引
取
税

税
シ
リ
ー

1
1

ス

軽
油
引
取
税
と
は
、
ト
ラ
ソ
ク
や

バ
ス
の
燃
料
に
使
用
さ
れ
て
い
る
軽

油
に
課
税
さ
れ
る
県
税
て
‘
軽
油
を

自
動
車
の
燃
料
と
し
て
消
費
す
る
人

か
一
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
十
五
円
の
税

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

軽
油
引
取
税
の
場
合
‘
直
接
県
に

納
め
る
こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
の
て
、

軽
油
を
販
売
す
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
て
代
金
と
い
っ
し
ょ
に
税
金
を
受

け
取
り
ま
す
。
こ
の
税
金
を
一
カ
月

ま
と
め
て
県
へ
申
告
を
し
、
同
時
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
軽

油
引
取
税
は
‘
道
路
や
橋
を
整
備
す

る
目
的
で
創
設
さ
れ
た
税
て
す
か
ら
‘

他
の
事
業
に
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

▼
企
画
開
発
課
荻
野
康
男
（
保
健
課
）

▼
農
業
共
済
課
田
端
栄
（
税
務
課
）

藤
野
弘
子
（
総
務
課
）

▼
水
道
課
須
永
賢
一
（
農
業
共
済
課
）

原
口
享
（
住
民
課
）

警
察
官
募
集

▼
応
募
受
付
期
間

月
六
日
ま
で

▼
申
込
先
館
林
警
察
署

▼
受
験
資
格
＊
男
子
警
察
官
昭
和

二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十

三
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
れ
た

者
＊
婦
人
警
察
官
昭
和
二
十
五

秋
分
の
日
に

ん
。自

動
車
の
燃
料
と
し
て
軽
油
を
他

県
で
給
油
す
る
と
、
そ
の
分
の
税
金

は
他
県
に
納
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

群
馬
県
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

給
油
し
ま
す
と
群
馬
県
に
納
ま
る
仕

組
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
内
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
利
用
し
て
、
自

分
た
ち
で
利
用
す
る
県
内
の
道
路
や

橋
を
整
備
す
る
財
源
を
確
保
す
る
た

め
に
、
県
内
の
ス
タ
ン
ド
を
利
用
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

（
訂
正
）
前
月
号
の
記
事
の
表
で
、

配
偶
者
相
続
税
の
欄
中
「
四
十
万
円
」

は
「
四
千
万
円
」
の
誤
り
で
し
た
。

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
四

月
一
日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
者

詳
細
に
つ
い
て
は
、
警
察
署
ま
た
は

最
寄
り
の
駐
在
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
じ
、

み
す
か
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を

祝
い
九
月
二
十
四
日
（
秋
分
の
日
）
に

第
二
十
八
回
成
人
式
が
明
和
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
午
前
八
時
三
十
分
よ
り

行
わ
れ
ま
す
。
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秋
の
交
通
安
全
運
動

九
月
二
十
二
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で

の
十
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
で
と
く
に
重
点
か
お
か
れ

て
い
る
の
は
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用

者
や
こ
ど
も
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
運
転
者
に

対
し
て
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
を
強
く
呼
び
か
け
ま
す
。

な
に
び
と
も
、
選
挙
運
動
に
関
し

て
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
そ

れ
か
い
か
な
る
名
義
の
も
の
で
あ
っ

て
も
、
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
。

①
選
挙
運
動
に
関
し
と
は

「
選
挙
運
動
に
関
し
」
と
は
、
「
特

定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
し
て
L

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
投
票
を
依
頼

す
る
目
的
の
有
無
は
関
係
な
い
。

例
え
ば
、
候
補
者
か
選
挙
運
動
貝

や
労
務
者
に
対
し
て
慰
労
の
た
め
に

飲
食
物
を
提
供
す
る
場
合
、
第
三
者

か
選
挙
運
動
の
激
励
の
た
め
に
‘
い

わ
ゆ
る
陣
中
見
舞
と
し
て
、
候
補
者

に
飲
食
物
を
提
供
す
る
場
合
も
「
選

挙
運
動
に
関
す
る
」
も
の
で
あ
る
。

②
提
供
禁
止
の
対
象
と
な
る
飲
食
物

ま99
 飲

食
物
と
は
、
な
ん
ら
加
工
を
し

な
く
と
も
そ
の
ま
ま
飲
食
に
供
し
う

こ
う
し
た
呼
ひ
か
け
と
同
時
に
‘
従

来
か
ら
行
れ
て
い
る
運
動
の
拡
大
、
強

化
を
図
り
‘
よ
り
安
全
な
よ
り
静
か
な

交
通
環
境
に
す
る
た
め
‘
継
続
性
の
あ

る
運
動
か
展
開
さ
れ
る
わ
け
て
す
。

具
体
的
に
は
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
ン
対

策
の
強
化
や
、
道
路
の
生
活
網
と
し
て

の
ゾ
ー
ン
の
促
進
か
今
年
の
全
国
運
動

継
続
重
点
で
す
。

る
も
の
を
い
い
‘
料
理
‘
弁
当
‘
酒
、

ビ
ー
ル
、
サ
イ
タ
ー
‘
菓
子
、
果
物

等
を
い
う
か
、
特
に
湯
茶
及
ひ
こ
れ

に
伴
い
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
程
度

の
菓
子
と
選
挙
事
務
所
に
お
い
て
‘

選
挙
運
動
員
や
労
務
に
対
し
て
提
供

さ
れ
る
弁
当
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

し
伍
か
っ
て
、
選
挙
事
務
所
開
き

に
酒
、
ビ
ー
ル
等
を
提
供
す
る
こ
と

は
‘
違
反
と
な
る
。

明
る
い
選
挙
コ
ー
ナ
ー

飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

③
提
供
か
禁
止
さ
れ
る
の
は

飲
食
物
の
提
供
か
禁
止
さ
れ
る
の

は
‘
選
挙
人
に
限
ら
す
す
べ
て
の
人

に
つ
い
て
で
あ
っ
て
‘
候
補
者
か
選

挙
人
、
選
挙
運
動
員
‘
労
務
者
等
に

提
供
す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

第
三
者
か
候
補
者
や
選
挙
運
動
員
に

提
供
す
る
場
合
も
禁
止
さ
れ
る
。

④
提
供
で
き
る
飲
食
物
は

①
湯
茶
及
び
菓
子

歩
行
者
な
ど
の
安
全
確
保
を
重
点

こ
う
し
た
運
動
を
定
着
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
交
通
の
弱
い
立
場
に
あ
る
こ
ど

も
‘
老
人
、
一
般
歩
行
者
の
安
全
確
保

と
運
転
者
と
し
て
の
ド
ラ
イ
ブ
マ
ナ
ー

や
‘
歩
行
者
の
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の

実
践
を
図
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
交
通
ル
ー
ル
の
原
則
は
対
面

交
通
な
の
て
、
こ
ど
も
‘
老
人
、
一
般

歩
行
者
に
対
し
‘
こ
う
し
た
原
則
を
わ

か
り
や
す
く
広
報
す
る
と
と
も
に
‘
―

人
一
人
の
身
近
な
交
通
安
全
の
定
着
を

推
進
し
て
ゆ
き
ま
す
。

手
を
か
そ
う
ち
っ
ち
ゃ
な
こ
ど
も

と
お
年
寄
り

運
転
者
に
対
し
て
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
‘

湯
茶
に
伴
い
通
常
用
い
ら
れ
る
程

度
の
菓
子
と
は
‘
例
え
は
‘
せ
ん
べ

い
、
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

「
お
茶
う
け
」
程
度
の
も
の
を
い
う

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
酒
、
ヒ
ー
ル
、

サ
イ
タ
ー
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
よ
う

な
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
菓
子
で
な
い

か
ら
提
供
す
る
こ
と
か
て
き
な
い
。

菓
子
て
あ
っ
て
も
高
価
な
菓
子
は
、

こ
こ
に
い
う
菓
子
に
は
含
ま
れ
な
い
。

み
か
ん
や
り
ん
こ
程
度
の
果
物
や
潰

物
等
も
‘
通
常
用
い
ら
れ
る
程
度
を

こ
え
な
い
か
ぎ
り
‘
こ
こ
に
い
う
菓

子
に
含
ま
れ
る
。

②
選
挙
事
務
所
に
お
け
る
弁
当
の

提
供

立
候
補
の
届
出
後
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
の
間
に
運
動
員
と
労
務
者

に
対
し
て
選
挙
事
務
所
で
食
事
す
る

た
め
の
弁
当
及
び
携
行
す
る
た
め
の

弁
当
で
選
挙
事
務
所
で
渡
す
も
の
だ

け
提
供
で
き
る
。
弁
当
の
価
格
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
か
告
示
し
た
弁
当

料
の
範
囲
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

や
り
く
り
て
一
着
買
い
し
園
服
を

手
洗
い
お
え
て
―
つ
だ
け
干
す

石
川
ヒ
ロ
子

気
を
張
り
て
生
き
ゆ
く
こ
と
に
疲
れ
た

り
大
輪
の
シ
ャ
ボ
テ
ン
の
花
の
白
さ

よ
江
森
佳
世
子
ゅ
う
こ
ぞ

白
々
と
浜
木
綿
咲
き
初
め
去
年
の
旅
の

南
紀
の
夕
映
え
葉
づ
れ
聞
ゆ
る

江
森
政
美

山
羊
飼
い
て
草
の
な
き
頃
を
偲
び
つ
つ

畦
の
ク
ロ
ー
バ
ー
丹
念
に
刈
る

金
子
あ
き

此
の
頃
は
手
間
か
し
か
り
の
姿
な
く

男
一
人
で
田
植
終
れ
り

瀬
下
一
江

挿
木
せ
し
あ
し
さ
い
の
花
咲
き
に
け
り

病
棟
の
窓
亡
父
と
仔
ち
し
日

奈
良
原
キ
ク
ノ

来
月
は
俳
句
で
す
。

文

芸

欄

/"  

岳
月
一
日
は

交
通
安
全
の
日

/… 

ヘ
ル
メ
ソ
ト
の
着
用
を
と
り
あ
け
て
、

安
全
対
策
と
し
て
車
に
装
備
さ
れ
て
い

る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
習
慣
づ
け

る
よ
う
呼
び
か
け
ま
す
。
運
転
者
自
身

の
安
全
を
図
る
う
え
か
ら
も
強
力
に
推

進
さ
れ
ま
す
。

し
め
て
乗
れ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
気

の
ゆ
る
み

こ
の
ほ
か
に
も
‘
道
の
危
険
箇
所
の

点
検
や
‘
道
路
の
正
し
い
利
用
を
撤
底

す
る
こ
と
や
‘
街
頭
指
導
‘
交
通
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

気
を
く
ば
れ

お
と
し
よ
り

こ
ど
も

自
転
車

口
―
□
―
-
]
コ

. " 
u
 

" . 
i
国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

u-
" “ 

舅
. 

t
十
月
一
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ
い

, " “ 
i
に
国
勢
調
査
か
行
わ
れ
ま
す
。

. . . 
~
国
勢
調
査
は
‘
皆
さ
ん
の
明
る
い

. 
u
 

" 
i
暮
ら
し
と
住
み
よ
い
国
造
り
の
た
め

. 
~
の
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
進
め
て
い
く

. " . 
i
上
て
欠
く
こ
と
の
て
き
な
い
基
礎
資

" " “ 
員

~
料
を
得
る
た
め
の
調
査
て
す
。

" “ " 
i
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
も
‘
九
月
二
十

" "ヽ 
U-~
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
に
‘
調

“ " 
i
査
員
か
調
査
票
の
記
入
の
お
顔
い
に

・
▼t

あ
か
り
ま
す
。
調
査
票
に
は
、
お
宅

. “ " 
u-~
に
ふ
だ
ん
住
ん
て
い
る
方
に
つ
い
て
、

. 
肩
u-一
も
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

" u-
— 

ｷｷ ~
記
入
し
て
い
た
た
い
た
こ
と
は
‘

" 
･
 

" 
~
決
し
て
他
に
も
ら
し
た
り
し
ま
せ
ん

" “ " 
~
の
で
、
安
心
し
て
正
し
い
申
告
を
し

" , " 
i
て
く
た
さ
る
よ
う
‘
こ
吼
力
を
お
顧

" . " 
i
い
し
ま
す
。

“ " 
u
 

" 

i
ご
み
収
集
日
に
指
定

i
さ
れ
た
袋
で
出
し
て
”
~

u
 

, " 
u-
冑

i
最
近
‘
こ
み
袋
か
指
定
さ
れ
た
日

u-
" 

t
以
外
に
て
て
お
り
‘
収
集
所
近
く
の

u-
. " “ 

~
家
で
は
迷
惑
を
受
け
て
お
り
ま
す
の

. " “— 

~
て
‘
こ
み
袋
は
‘
収
集
日
の
午
前
九

. " “—— 
胃

i
時
ま
て
に
指
定
場
所
に
出
し
て
く
だ

" , 
~
さ
い
。
ま
た
紙
袋
か
村
の
指
定
以
外

. " 
u
 

. , , ...... 
竃
遍...... 
竃
重.... 
軍
●
u

..... 竃遍.......... 
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ひ地三 47 者、分、日受健はをは常 時は ししかの
三三ニニニ 水改期今ムし年 ‘け康‘表‘に三ーま‘い育妊乳 てま‘袋
十十＋十十 道良‘月-, 8 昭場午てな早わ親個オニで当ず児婦児各”くせ村か

九九六集使区国の 月和所後〈毎くすか人の為tで日れ相検検 戸んの多
日日日日日合用費民納月 31 47‘ ーた日病よら差頃 IB すのも談診診利!'~の指＜

納料‘年め 日年明時さを気う独かのJし ゜午役‘‘‘ いで定使
矢明斗東役入て有金は 0) ま 4 和三い過をに立大子杉t 後場 25 18 11 柑t 0 指し用
島和合部場日す線第‘ で月村〇゜ご発なしき供診： ーで日日日 定たさ
公農田児第 ゜放三固紺］に 1 武分日す見りてくの 時行 診： 袋袋れ
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村の人

10 月 1 日現在

世帯数 2123戸
人口総数 9335 人

男 4634 人

女 4701 人
(9 月中の動き）

出生 8人 死亡 2人
転入26 人 転出21 人
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発行所

編集

印刷所

6 9 号
明和村役場

総務課
庶務管理係

小林印刷所

東小学校にて

秋 晴れ の 下 で
小中学校で運動会

¥

i

 
空
か
青

＜
澄
ん
て

秋
の
日
射

し
は
白
く

目
に
し
み

る
よ
う
で

す
。ま

さ
に

ス
ポ
ー
ツ

の
秋
到
来

で
す
。

村
内
の

小
、
中
学

校
で
も
、

九
月
十
九

日
中
学
校

二
十
一
日

西
小
、
ニ

十
六
日
東

小
と
行
わ

れ
ま
し
た
。

い
つ
も
寝
ぱ
う
を
し
て
い
る
お
子
さ

ん
た
ち
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
い
つ
も

よ
り
早
く
起
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

単
走
を
は
じ
め
と
す
る
各
競
技
に
望

む
子
ど
も
達
の
顔
に
は
、
い
つ
も
と
違

う
輝
や
く
何
か
を
お
母
さ
ん
や
、
先
生

方
は
感
じ
と
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

~
゜

、
っ
力そ

し
て
、
幼
稚
園
の
弟
や
妹
た
ち
の

お
遊
技
は
、
観
衆
の
目
を
釘
つ
け
に
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
お
母
さ
ん
方
に
と
っ
て
も
早
く

起
こ
さ
れ
、
お
寿
司
や
お
む
す
び
を
つ

く
り
、
昼
休
み
に
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

食
べ
た
味
は
、
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

よ
し
な
し
ご
と

努
力
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
成
果
か

あ
か
り
、
他
人
か
ら
も
認
め
ら
れ

る
。
そ
れ
か
普
通
た
。
だ
か
い
つ

゜

の
場
合
で
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い

努
力
か
実
ら
す
働
け
ど
働
け
ど

う
ま
く
い
か
な
い
場
合
も
あ
り
自

分
の
努
力
か
認
め
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
る
。

そ
う
い
う
時
で
も
失
望
落
胆
す

る
こ
と
な
く
心
を
乱
さ
ず
、
じ
っ

と
そ
れ
に
た
え
て
努
力
す
る
こ
．
と

か
大
切
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
に

よ
っ
て
努
力
か
実
っ
た
時
以
上
の

け
高
い
尊
い
も
の
か
生
み
出
さ
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

4
,

→
し
J
令
し
ク
タ 乎

も
レ

ふ
ぶ
t



第 169号(2) 広 報 め わ 昭和50年10 月 10 日

第
五
回
定
例
村
議
会
が
九
月
二
十
三
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
①
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
規
約
の
変
更
‘
②
大
字
の
設
定
及
び
同
区
域
内
の
小
字
の
廃
止
‘
③
明
和
村
営
量
産
公
営
住
宅
建
設
工
事
請

負
契
約
、
④
昭
和
五
十
年
度
明
和
村
一
般
会
計
補
正
予
算
‘
⑤
昭
和
四
十
九
年
度
明
和
村
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認

定
、
⑥
昭
和
四
十
九
年
度
明
和
村
農
業
共
済
事
業
会
計
決
算
の
認
定
の
六
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
十
件
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
村
長
、
各
課
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

◆
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

の
規
約
の
変
更
が
行
わ
れ
、
今
ま
で
事

務
局
は
太
田
市
役
所
内
で
し
た
が
、
こ

ん
ど
館
林
市
役
所
内
に
変
更
さ
れ
る
も

の
で
す
。

小
字
の
廃
止

◆
大
字
江
黒
は
住
民
の
意
志
に
よ
り
、

上
江
黒
、
下
江
黒
と
行
政
区
を
別
と
し

て
き
た
か
、
登
記
簿
等
公
的
に
は
同
一

で
あ
っ
た
が
今
回
の
土
地
改
良
区
の
区

画
整
理
事
業
施
行
に
よ
り
、
新
た
に
、

上
江
黒
、
下
江
黒
を
設
定
し
、
従
来
の

小
字
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

村
営
住
宅
の

◆
九
月
二
十
二
日
村
営
住
宅
新
築
工
事

（
八
戸
、
三
D
K
)
の
指
名
競
争
入
札

し
た
結
果
、
館
林
市
の
固
小
林
工
務
店

工
事
請
負
契
約

大
字
の
設
定

館
林
市
に

水
道
事
業
会
計
の

決
算
（
四
十
九
年
度
）

事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
一
千
八
百
五
十
五
万
円
で
落
札
し
、

こ
の
請
負
契
約
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

般
会
計補

正
予
算

◆
補
正
予
算
か
二
千
五
百
三
十
二
万
八

千
円
を
追
加
し
て
、
予
算
総
額
は
七
億

一
千
百
九
十
六
万
八
千
円
と
な
り
ま
し

こ
。t
 主な

追
加
は
児
童
福
祉
費
二
百
六
万

五
千
円
、
農
業
振
興
費
二
千
九
十
五
万

七
千
円
な
ど
で
す
。

児
童
福
祉
費
に
つ
い
て
は
、
東
保
育

所
の
新
築
工
事
の
諸
経
費
で
す
。

農
業
振
興
費
に
つ
い
て
は
、
花
丼
集

団
産
地
育
成
、
果
樹
振
興
、
稲
作
転
換

推
進
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

◆
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
収
益
的
収

支
で
三
百
六
十
八
万
九
千
円
の
純
利
益

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
三
四
・
六
四
％

水
道
農
業
共
済

決
算
（
四
十
九
年
度
）

◆
農
業
共
済
会
計
の
決
算
は
二
百
四
十

五
万
円
の
純
利
益
が
で
ま
し
た
。

収
入
合
計
は
三
千
八
百
四
十
五
万
九

千
円
で
主
な
も
の
は
共
済
掛
金
七
百
二

万
六
千
円
、
県
連
か
ら
受
け
る
交
付
金

及
び
保
険
金
一
千
四
百
九
十
三
万
円
、

県
か
ら
の
補
助
金
一
千
八
万
円
、
加
入

者
負
担
賦
課
金
三
百
七
万
円
、
前
期
繰

越
業
務
残
金
百
四
十
九
万
円
な
ど
で
す
。

支
出
は
三
千
六
百
万
円
で
主
な
も
の

は
被
害
農
家
に
支
払
う
共
済
金
二
千
百

九
十
二
万
円
、
人
件
費
一
千
百
三
十
一

万
円
、
県
連
へ
支
払
う
保
険
料
お
よ
び

賦
課
金
は
百
二
十
一
万
円
な
ど
で
す
。

農
業
共
済
会
計
の

し＼

事
務
局
を

定例村議会

]
農
業
振
興
に
二
千
万
円
追
加
]助けられた

和則ちゃん

人
命
救
助

逗
圭
一£
h
f
．
一
’
-
こ
こ
き
h

の
減
で
し
た
。

資
本
的
収
支
は
収
入
額
二
千
九
百
万

円
に
対
し
て
支
出
額
三
千
四
百
七
十
二

万
円
で
五
百
七
十
二
万
円
の
不
足
額
を

生
じ
た
が
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
、
建
設
改
良
積
立
金
お
よ
び
減
債
積

立
会
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

●
邑
楽
用
水
路
の
漏
水
‘
●
下
水
の

排
水
‘
●
村
政
執
行
‘
●
老
人
福
祉
‘

●
水
道
事
業
の
管
理
‘
●
農
業
用
水
問

題
‘
●
村
の
財
政
‘
●
農
業
振
興
‘
●
昭

和
五
十
年
度
道
路
整
備
計
画
と
進
渉
状

況
‘
●
享
保
義
人
恩
田
佐
吉
氏
の
顕
彰
。

以
上
十
件
の
一
般
質
問
か
行
わ
れ
ま

し
た

e
館
林
市
入
ケ
谷
の
小
巻
一
男
（
二
十

五
オ
）
さ
ん
は
、
谷
田
川
に
か
か
っ
て

い
る
橋
の
上
か
ら
あ
や
ま
っ
て
川
に
落

ち
て
お
ぽ
れ
た
中
尾
正
則
さ
ん
の
長
男

和
則
（
三
才
十
ヶ
月
）
ち
ゃ
ん
を
救
助

し
ま
し
た
。

和
則
ち
ゃ
ん
は
九
月
六
日
午
前
十
時

三
十
分
頃
谷
田
川
橋
の
中
央
で
欄
干
に

足
を
掛
け
て
川
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
四

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
橋
か
ら
深
さ
百
五

＋
セ
ン
チ
の
川
へ
落
ち
た
も
の
で
す
。

近
く
で
車
を
洗
っ
て
い
た
小
巻
一
男

さ
ん
は
こ
の
音
を
聞
き
、
橋
の
下
を
見

た
と
こ
ろ
茂
草
に
つ
か
ま
っ
て
浮
き
沈

み
し
て
い
る
和
則
ち
ゃ
ん
を
見
つ
け
川

に
飛
び
込
み
救
助
し
ま
し
た
。

村
は
身
の
危
険
を
お
か
し
て
和
則
ち

ゃ
ん
を
助
け
た
一
男
さ
ん
の
行
為
に
対

し
て
深
く
感
激
し
菩
察
に
対
し
て
表
彰

の
手
続
き
を
と
り
ま
し
た
。

般
質
問

急
ピ
ッ
チ
で
進
む
工
事

工業再配置補助金による

東保育所の完成まぢ か

東保育所平面図

明
和
東
小
学
校
の
南
側
に
、
た
だ
い
ま
東
保
育

所
の
建
設
が
す
す
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
工
業
再
配
置
法
に
基
づ
い
た
、
工
業
再

配
置
促
進
費
補
助
金
と
い
う
国
か
ら
の
補
助
（
通

産
省
所
管
）
に
よ
り
新
設
さ
れ
る
保
育
所
で
す
。

こ
の
補
助
金
は
村
内
の
三
ケ
所
の
工
場
適
地
内

に
立
地
し
た
工
場
の
床
面
積
に
応
じ
て
村
に
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。

対
象
工
場
は
丸
新
フ
ェ
ル
ト
紡
織
株
式
会
社
外

三
社
の
床
面
積
九
千
八
十
三
平
方
米
、
補
助
金
は

一
平
方
米
五
千
円
で
補
助
金
の
額
は
四
千
五
百
四

十
一
万
五
千
円
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
一
般
財
源
か
ら
一
千
百
余
万
円
を
加
え

て
建
物
新
築
、
用
地
取
得
、
備
品
購
入
等
を
行
う

も
の
で
す
。

建
物
の
入
札
は
去
る
八
月
七
日
に
六
社
に
よ
り

行
わ
れ
、
三
千
五
百
七0
万
円
で
荒
井
建
設
株
式

会
社
に
落
札
し
、
本
年
十
一
月
二
十
五
日
完
工
の

予
定
で
す
。

な
お
、
そ
の
構
造
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

木
造
鉄
板
瓦
棒
茸

床
面
積
四
一

0
•

六
七
平
方
米

収
容
定
員
九

0
名

敷
地
面
積
一
九
九
二
平
方
米
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奈
良
種
介

退
任
の
あ
い
さ
つ

お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
み
ず
か

ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ
ま
し
、

服
装
の
簡
素
化
を
目
的
と
し
て
昭
和
三
十
三
年

度
か
ら
秋
分
の
日
に
行
わ
れ
て
い
る
が
今
年
も

九
月
二
十
四
日
（
秋
分
の
日
）
に
第
二
十
八
回

村
民
の
皆
さ
ん
「
広
報
め
い
わ
」

を
通
じ
失
礼
な
が
ら
退
任
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
秋
冷
の
候
を

迎
え
、
稲
の
取
り
入
れ
に
、
又
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
に
い
よ
い
よ
御
健
勝
に

て
ご
精
励
の
こ
と
、
存
じ
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
こ
の
度
九
月
三
十
日
を

以
っ
て
明
和
村
教
育
長
の
職
を
退
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

顧
み
れ
ば
昭
和
四
十
二
年
十
月
十
日

教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
、
続
い
て
教
育

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

以
来
八
年
間
「
村
づ
く
り
は
人
作
り

か
ら
」
を
信
じ
て
、
村
当
局
並
び
に
議

会
当
局
、
更
に
は
村
民
の
皆
さ
ん
方
の

ご
指
導
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
大
し
た
こ
と
も
出
来
得
ず

ご
期
待
に
添
い
得
な
か
っ
た
こ
と
を
今

更
不
甲
斐
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
八
年
間
の
長
い
間
、

大
過
小
過
の
あ
っ
た
こ
と
と
は
存
じ
ま

成
人
式
か
村
長
や
多
数
の
来
賓
を
迎
え

て
、
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
百
四

十
名
（
出
席
者
百
二
十
五
名
）
か
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
は
君
が
代
斉
唱
の
あ
と
奈
良
村
長

か
「
希
望
に
輝
く
皆
さ
ん
と
供
に
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
は
深
い
喜
び
を
感
じ

ま
す
。
百
四
十
名
の
心
身
供
に
こ
の
よ

う
に
り
っ
ぱ
に
育
っ
た
皆
さ
ん
を
見
る

に
つ
き
り
ご
両
親
の
喜
び
よ
う
は
さ
ぞ

か
し
ひ
と
し
を
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
り
っ
ぱ
な
よ
り
よ
い
社
会
人
に
成

長
さ
れ
る
よ
う
」
と
式
辞
を
の
べ
ま

し
た
。

次
に
成
人
者
に
記
念
品
の
ア
ル
バ
ム

か
贈
ら
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
奈
良
教

育
長
の
来
賓
者
紹
介
。
県
教
育
長
（
代
理
）

や
新
井
村
議
会
議
長
の
祝
辞
か
あ
り
ま

し
た
。

す
か
、
無
事
に
退
職
の
日
を
迎
え
る

こ
と
か
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
偏
に

皆
さ
ん
方
の
温
い
御
支
援
の
賜
と
深

く
感
激
と
感
謝
の
至
り
に
堪
え
ま
せ

゜

ん
今
後
は
微
力
な
私
を
終
始
支
え
て

下
さ
っ
た
皆
さ
ん
方
の
御
芳
情
と
教

育
生
活
三
十
八
年
、
教
育
長
生
活
八

年
、
あ
わ
せ
て
四
十
六
年
間
に
渡
る

数
々
の
思
い
出
と
感
激
を
終
生
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
園
芸
に
僅
か
ば
か
り

の
農
耕
に
励
み
な
か
ら
、
私
人
と
し

て
又
一
社
会
人
と
し
て
残
さ
れ
た
余

生
を
送
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
ご
交
宜
の
程

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
村
民
皆
さ
ん
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
退
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

►

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
九

月
二
十
二
日
1

十
月
一
日
ま
で
行
わ
れ

「
交
通
事
故
抑
制
5
0日
作
戦
」

し＼ わ

第
2

弾
秋
の
交
通
安
全
運
動

昭和50年10 月 10 日

第28回

祝成人式

140名が心の晴着で

こ
れ
に
対
し
て
成
人
者
男
子
代
表
の

佐
藤
昌
造
君
と
女
子
代
表
の
五
十
嵐
好

子
さ
ん
の
力
強
い
答
辞
か
の
べ
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
に
万
オ
三
唱
を
行
い
、
厳

粛
の
う
ち
に
も
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

佐
藤
昌
造
君
の

答
辞
要
旨

日
本
の
国
民
と
し
て
ま
た
世
界
の
一

員
と
し
て
自
ら
の
権
利
と
義
務
を
全
う

し
、
更
に
進
ん
で
社
会
人
と
し
て
の
修

養
に
努
め
健
全
な
社
会
の
発
展
に
貢
献

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
次
代
に
生
き
る
私
達
青
年
の
責

務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
達
は
未
だ

若
年
で
あ
り
未
完
成
の
人
間
で
あ
り
ま

す
。
今
後
益
々
公
民
と
し
て
修
養
に
は

げ
み
御
期
待
に
そ
う
よ
う
努
め
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。

五
十
嵐
好
子
さ
ん
の答辞

要
旨

き
ょ
う
か
ら
社
会
人
と
し
て
大
人
の

仲
間
に
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
わ
け
で

御
座
い
ま
す
か
、
こ
の
感
激
は
言
葉
に

は
言
い
つ
く
せ
な
い
も
の
か
あ
り
ま
す
。

今
の
私
達
は
ま
こ
と
に
微
力
な
小
さ
な

環
で
は
あ
り
ま
す
か
、
私
達
の
努
力
に

よ
っ
て
力
強
い
も
の
と
し
皆
様
方
の
大

き
な
環
と
か
み
合
っ
て
人
顆
発
展
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
村
の
交
通
対
策
協
議
会
、

交
通
安
全
協
会
‘
P
T
A
な
ど
が
街
頭

補
導
や
カ
ー
プ
ミ
ラ
ー
の
修
理
清
掃
な

ど
を
行
い
交
通
安
全
運
動
を
村
民
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
期
間
中
に
群
馬
県
で

は
交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
人
と
子
供

の
事
故
か
多
か
っ
た
た
め
に
引
き
続
き

十
月
二
日
よ
り
初
め
て
の
試
み
で
あ
る

「
交
通
事
故
抑
制
5
0
日
作
戦
」
と
銘
う

っ
て
交
通
弱
者
の
保
護
に
努
め
ま
す
。

こ
の
期
間
中
は
●
無
免
許
運
転
●
ス

ピ
ー
ド
違
反
●
酒
酔
い
運
転
の
指
導
強

化
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

ま
た
併
せ
て
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

当
た
る
た
め
観
光
地
へ
行
き
か
う
車
の

事
故
防
止
に
努
め
、
広
く
県
民
に
交
通

安
全
を
引
き
続
き
呼
び
か
け
る
も
の
で

す
。

担
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
悩
み
を
触
決
す
る
耳
よ
り
な
制

度
は
国
か
運
営
す
る
「
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
」
で
す
。

従
業
員
に
退
職
金
を
保
障
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
中
小
企
業
に
す
ぐ
れ
た
人
材

を
集
め
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

特
に
こ
と
し
は
十
二
月
一
日
か
ら
毎

月
の
掛
金
の
改
定
が
行
わ
れ
、
退
職
金

か
大
幅
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

未
加
入
の
企
業
主
の
み
な
さ
ん
に
は
、

こ
の
際
ぜ
ひ
加
入
し
て
い
た
だ
＜
絶
好

の
機
会
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
、
又
は
役
場
経
済
課
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

中小企業主のみなさんへ

「退職金共済制度」 の利用を

中
小
企
業
主

の
み
な
さ
ま
は
、

退
職
金
を
ど
の

よ
う
に
お
支
払

い
し
て
い
ま
す

、
。
力

従
業
員
に
と

り
ま
し
て
も
退

職
金
が
支
払
わ

れ
る
か
ど
う
か

に
大
き
な
不
安

を
持
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
し
て
経
済

情
勢
を
反
映
し

て
一
般
に
退
職

金
は
年
々
上
昇

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
大
金
を

一
時
に
支
払
う

こ
と
は
中
小
企

業
に
と
り
ま
し

て
は
大
変
な
負
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き
れ
い
な
水
は
管
理
か
ら

し
尿
浄
化
槽
維
持
管
理
方
法

►

愛
の
献
血

九
月
十
七
日
役
場
に
献
血

車
が
来
ま
し
た
。

l

九
十
人
（
不
適
格
者
十
一

l
]名
）
か
献
血
に
協
力
し
て
く

i
ー
だ
さ
い
ま
し
た
。

一
l
4
 

最
初
は
み
ん
な
不
安
そ
う

｛
で
し
た
か
献
血
を
終
え
る
と

i
f
 l

血
の
か
よ
い
あ
う
助
け
合
い

し
尿
浄
化
槽
の
魅
力
は
下
水
道
の
な

い
と
こ
ろ
で
も
水
洗
化
で
き
、
衛
生
面

か
ら
も
良
く
、
取
り
付
け
も
簡
単
で
あ

る
た
め
に
最
近
家
庭
用
浄
化
槽
が
急
激

に
増
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
浄
化
槽
の
維
持

し＼

野
本
ひ
し
や
さ
ん
宅
に
て

◄

長
寿
を
祝
う

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日

に
長
井
を
祝
い
、
村
で
は
村

長
、
民
生
委
員
、
地
元
区
長

さ
ん
ら
八
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
を
戸
別
に
慰
問
し
ま
し

こ
。f
 村

や
県
及
び
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
敬
老
年
金
‘
祝
品
‘

茶
果
な
ど
を
、
お
く
り
ま
し

こ
。f
 

管
理
が
ル
ー
ズ
な
た
め
に
、
放
流
先
の

水
路
を
汚
濁
し
、
水
路
使
用
者
と
の
ト

ラ
ブ
ル
か
絶
え
ま
せ
ん
。

使
用
者
は
次
の
事
項
を
よ
く
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
バ
ッ
キ
式
浄
化
槽
は
モ
ー
タ
ー
か
つ

を
し
た
と
い
う
満
足
感
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
と
し
も
、
狩
猟
解
禁
の
日
か
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
ハ
ン
タ
ー
の
み
な
さ

ん
は
、
指
折
り
数
え
て
そ
の
日
の
来
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
仲
間
同
志
で
、
も
う
打
合
わ
せ

ま
で
し
た
人
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
.
.
.
.
 

で
も
‘
こ
こ
で
楽
し
さ
に
は
や
る
心

を
お
さ
え
て
い
た
だ
い
て
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
下
さ
い
。

1

、
事
前
に
、
法
令
や
銃
の
取
扱
い

に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
て

お
く
こ
と
。

2

、
銃
の
手
入
れ
を
す
る
と
き
は
、

弾
倉
に
タ
マ
か
な
い
こ
と
を
確
か

め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

3

、
保
管
に
は
、
細
心
の
注
意
を
は

獲
物
を
よ
く
確
か
め
て

狩
猟
事
故
を
な
く
そ
う

消
毒
薬
は
切

薬

て
な
い
か

色
・
臭
気
な
ど

は
な
い
か

立
二

ュ
ー
ス

い
て
い
ま
す
か
、
こ
の
電
源
は
絶
対
に

切
ら
な
い
で
下
さ
い
。

●
送
気
孔
を
塞
ぐ
と
酸
化
作
用
か
著
し

く
減
退
し
て
十
分
な
浄
化
作
用
か
行
わ

れ
ま
せ
ん
の
で
送
気
孔
の
上
に
物
を
置

か
な
い
で
下
さ
い
。

●
落
し
紙
に
は
軟
か
い
水
に
溶
け
や
す

ぃ
巻
紙
等
を
使
用
し
、
堅
い
紙
、
脱
脂

綿
類
は
浄
化
か
お
そ
く
、
導
入
管
を
閉

ぐ
お
そ
れ
か
あ
り
ま
す
の
で
使
用
し
な

い
で
下
さ
い
。

●
便
器
を
掃
除
す
る
際
に
は
‘
水
‘
ぬ

る
ま
湯
で
洗
い
‘
塩
酸
、
洗
剤
、
殺
虫

剤
、
消
毒
薬
、
石
け
ん
液
等
を
使
用
し

な
い
で
下
さ
い
。

●
消
毒
は
規
定
の
薬
贔
で
い
つ
も
間
断

な
く
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
保
守
点
検
は
必
ず
次
の
よ
う
に
行
っ

て
下
さ
い
。

活
性
汚
で
い
方
式
は
三
ヶ
月
に
一
回

以
上
、
そ
の
他
の
方
式
は
六
ヶ
月
に
一

回
以
上

●
放
流
先
の
水
路
を
常
に
清
潔
に
し
て

下
さ
い
。

ら
い
、
銃
と
タ
マ
は
別
々
に
し
て
、

カ
キ
の
か
か
る
堅
固
な
場
所
へ
置

く
こ
と
。

4
‘
銃
を
携
行
す
る
と
き
は
、
タ
マ

を
抜
い
て
お
く
こ
と
。

5
‘
発
射
時
は
落
ち
着
い
て
獲
物
で

あ
る
こ
と
を
よ
く
確
か
め
、
見
通

し
の
き
か
な
い
ヤ
ブ
や
雑
木
林
や
、

タ
マ
の
は
ね
返
る
よ
う
な
岩
山
な

ど
は
発
射
し
な
い
。

事
故
の
な
い
楽
し
い
狩
猟
は
、
ハ
ン

タ
ー
一
人
一
人
の
良
識
と
‘
健
全
な
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
他
の
人
に
は
決
し
て

迷
惑
を
か
け
な
い
と
い
う
自
覚
に
よ
っ

て
生
ま
れ
ま
す
。
自
然
の
野
山
、
鳥
や

獣
は
、
ハ
ン
タ
ー
一
人
の
も
の
で
は
な

い
の
で
す
。
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学校訪問

六
年
B

組
泉
田
幸
子

の
学
校

小
林
長
三
郎
さ
ん
ら
七
農
家

一
＿l
-ー
＝
ス
で
農
業
書

ミ
ミ
ズ
の
糞
（
糞
粒
）
を
利
用
す
れ

ば
耕
作
地
か
ら
牒
薬
、
化
学
肥
料
か
い

ら
な
く
土
壌
が
生
き
か
え
る
と
い
う
事

に
目
を
つ
け
た
小
林
さ
ん
ら
は
、
ミ
ミ

ズ
の
養
殖
に
し
ん
け
ん
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

現
在
小
林
さ
ん
宅
に
は
、
約
四
千
匹

の
ミ
ミ
ズ
か
飼
育
箱
に
ギ
ッ
シ
リ
‘
盛

ん
に
オ
ガ
ク
ズ
を
食
べ
て
繁
殖
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
ミ
ミ
ズ
（
タ
イ
ヘ
イ
ニ
号
）
は

野
生
の
も
の
と
は
ち
か
っ
て
年
四
回
産

前
号
ま
で
「
村
内
史
跡
た
ず
ね
あ
る
記
」
を
連
載
し
て
い
ま
し
た
か
、

今
月
号
か
ら
「
学
校
訪
問
」
と
題
し
ま
し
て
生
徒
の
作
文
や
作
品
そ
れ
に

学
校
の
行
事
な
ど
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
行
き
ま
す
。

第
一
回
目
は
明
和
西
小
学
校
の
、
泉
田
幸
子
さ
ん
の
「
私
の
学
校
」
と

題
し
た
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
の
学
校
は
、

明
和
村
の
西
部
に
あ
り
ま
す
。

校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三

階
建
て
で
す
。

庭
に
は
、
ポ
プ
ラ
の
木
か
あ
り
ま

す
。何

年
も
こ
の
長
い
間
こ
の
学
校
を

見
つ
め
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
国
道
―
二
二
号
線
に

近
い
た
め
、
交
通
事
故
に
合
わ
な
い

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
裏
庭
に
交
通
公
園
を
作
っ
て
、
練

習
し
た
り
、
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど

も
練
習
し
て
い
ま
す
。

去
年
、
初
め
て
自
転
車
の
乗
り
方

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
ま
し
た
。

初
め
て
の
わ
り
に
よ
い
成
績
で
し

こ
。f
 こ

の
ご
ろ
、
新
し
い
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
は
、
読
解
ス
キ
ル
ブ
ッ
ク
と

作
文
ス
キ
ル
ブ
ッ
ク
で
す
。

ス
キ
ル
ブ
ッ
ク
を
や
っ
て
い
ま
す

と
、
国
語
の
勉
強
に
役
だ
ち
ま
す
。

親
子
二
十
分
読
書
も
し
て
い
ま
す
。

読
書
は
、
と
て
も
さ
か
ん
で
す
。

先
生
方
も
読
書
運
動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
学
校
の
伝
統
を
大
切

に
し
、
も
っ
と
良
い
学
校
に
し
て
い

き
た
い
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

館
林
農
業
改
良
普
及
所
の
指
導
で
、

誰
に
で
も
出
来
る
家
庭
用
組
立
式
塵
芥

焼
却
炉
の
講
習
か
役
場
裏
庭
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
焼
却
炉
の
特
長
と
し
て
は
次
の

事
が
い
え
ま
す
。

①
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
用

い
モ
ル
タ
ル
を
使
わ
な
い
で
積
む
の
で

誰
に
で
も
楽
に
組
立
て
取
り
壊
し
が
で

き
る
。

②
保
温
性
の
高
い
軽
量
ブ
ロ
ッ
ク
な
の

で
着
火
と
同
時
に
炉
内
の
温
度
が
高
く

な
り
何
ん
で
も
よ
く
燃
え
る
。

③
費
用
か
大
変
安
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
ニ
十
三
枚
と
金
網
で
作
れ

講
習
風
景

十
月
二
十
日
1

二
十
五
H

私
達
か
毎
日
、
何
げ
な
く
歩
い
て
い

る
、
そ
ん
な
道
路
に
ち
ょ
っ
と
目
を
む

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
ゴ
ミ
か
ち
ら
か
っ
て
い
て

不
衛
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
道
路
を
物
か
占
有
し
て
い
て
通
行
の

邪
魔
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

道
路
は
、
い
つ
も
清
潔
で
誰
も
が
安
全

に
通
れ
る
よ
う
に
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

長
年
、
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
道
路

ま
す
。

最
後
に
講
習
者
の
方
か
ブ
ロ
ッ
ク
で

卵
し
‘
簡
単
な
飼
育
箱
で
も
育
ち
、
自

分
の
体
重
だ
け
ヘ
ド
ロ
や
オ
ガ
ク
ズ
な

ど
を
食
べ
そ
の
半
分
糞
粒
と
し
て
排
出

す
る
そ
う
で
す
。

こ
の
糞
粒
は
、
自
然
土
と
比
べ
て
、

窒
素
か
五
倍
、
リ
ン
酸
か
七
倍
、
カ
リ

は
十
一
倍
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
三
倍
、

そ
の
う
え
植
物
を
病
気
か
ら
守
る
と
い

う
す
ば
ら
し
い
成
分
か
あ
り
ま
す
。

連
作
か
で
き
な
い
ナ
ス
な
ど
も
こ
れ

を
使
用
す
れ
ば
連
作
か
可
能
で
あ
り
‘

中
性
、
無
臭
で
多
量
に
使
用
し
て
も
植

物
を
い
た
め
る
こ
と
な
く
、
保
水
性
、

排
水
性
か
高
い
の
で
、
常
に
土
壌
湿
度

は
安
定
し
て
い
る
こ
と
に
特
長
か
あ
り

ま
す
。明

和
農
協
で
は
来
年
は
小
林
さ
ん
ら

と
協
力
し
、
糞
粒
を
園
芸
用
肥
料
と
し

て
、
ま
た
ミ
ミ
ズ
も
販
売
し
た
い
そ
う

で
す
。

騒
音
は
一
般
に
「
無
い
ほ
う
か
よ

い
音
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
か
っ
て
騒
音
と
い
わ
れ
る
特

別
な
音
か
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
音
を
聞
く
人
の
主
観
的
判
断
に
よ

る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
音
楽
に
関
し
て
も
ジ
ャ

ズ
や
ロ
ッ
ク
な
ど
を
聞
く
と
老
人
は

騒
音
だ
と
決
め
つ
け
る
だ
ろ
う
し
、

反
対
に
若
者
は
そ
の
音
に
酔
っ
て
騒

音
だ
と
は
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
騒
音
と
ひ
と
く
ち
に

限
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

焼
却
炉
を
作
り
、
塵
芥
を
燃
や
し
た
と

こ
ろ
と
て
も
良
く
燃
え
る
の
で
お
ど
ろ

い
て
い
ま
し
た
。

な
お
作
り
か
た
な
ど
は
、
館
林
農
業

改
良
普
及
所
か
、
役
場
経
済
課
へ
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

《音の強さ》 音
は
モ
ノ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
か

で
き
な
い
の
で
音
を
吸
収
し
て
小
さ
い

音
に
す
る
の
に
は
大
変
困
難
で
あ
る
。

塀
な
ど
を
建
て
て
音
を
減
音
さ
せ
る

秋
の
道
路
愛
護
週
間

軽
量
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
て

簡
単
に
で
き
る
焼
却
炉

愛
護
の
た
め
に
た
ゆ
ま
な
い
努
力
を
さ

れ
て
い
る
団
体
や
多
く
の
人
々
か
い
ま

す
。
か
、
こ
の
方
々
の
奉
仕
に
も
拘
ら

ず
、
道
路
を
汚
し
た
り
、
乱
暴
に
使
用

し
た
り
す
る
人
は
、
今
で
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

当
村
で
も
毎
年
‘
春
秋
、
道
路
愛
護

週
間
を
設
け
、
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
た
り
、
清
掃
な
ど
を
重
点
的
に

行
い
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
か
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
心

が
け
か
な
お
一
層
大
切
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
に
次
の
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
自
動
車
や
歩
行
中
モ
ノ
の
投
げ
捨
て

②
道
路
に
荷
物
を
お
い
た
通
行
の
妨
げ

③
草
刈
り
、
清
掃
、
散
水
、
側
溝
の
ど

ろ
さ
ら
い
な
ど
お
互
い
の
小
さ
な
心
づ

か
い
で
気
持
ち
の
よ
い
通
行
か
で
き
る

よ
う
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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・耳が痛くなる

•航空機のエンジン近く

・自動車の警笛 (2m)

・電車の通るガード下

・騒々しい工場内

・地下鉄の車内

・電話のベル

・普通の会話

•静かな事務所

•こおろぎの最大音

．柱時計の振子の音

・木の葉のふれあう音

・両耳で聞こえる限界

騒
音
に
つ
い
て

か
ん
き
ょ
う

—
①
 

場
合
は
、
発
生
源
に
近
い
所
か
逆
に

遠
い
所
か
よ
く
、
ま
た
塀
な
ど
よ
り
も

体
積
の
あ
る
ほ
う
か
よ
り
減
音
す
る
。

ま
た
発
生
源
を
遠
ざ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
音
を
減
ら
す
こ
と
も
出
来

る
か
こ
の
場
合
距
離
か
倍
に
な
れ
ば

六
ホ
ン
下
が
る
。

音
の
強
さ
は
ホ
ン
と
い
う
単
位
で

表
わ
さ
れ
人
間
か
聞
こ
え
る
範
囲
は
、

七
ホ
ン
ー
百
三
十
ホ
ン
ま
で
で
あ
る
。
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年
金
の
請
求
も
れ
の

人
は
い
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
が
老
あ
る
人
が
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
。

齢
に
な
っ
た
と
き
や
、
病
気
‘
け
が
の
二
、
通
算
老
齢
年
金

た
め
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
不
幸
に
し
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
の
加
入

て
亡
く
な
っ
た
と
き
に
本
人
や
遺
族
の
期
間
を
あ
わ
せ
て
一
定
年
数
以
上
あ
る

生
活
を
支
え
る
た
め
次
の
よ
う
な
年
金
と
き
。

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
三
、
障
害
年
金

一
、
老
齢
年
金
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
期
間
中

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
を
う
に
か
か
っ
た
病
気
や
け
か
か
も
と
で
、

け
た
期
間
を
あ
わ
せ
て
一
定
年
数
以
上
重
度
の
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
。

四
、
母
子
年
金

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
妻
が
夫

と
死
別
し
て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
。

六
‘
遺
児
年
金

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
父
ま
た

は
母
と
死
別
し
、
父
母
と
も
い
な
く
な

っ
た
子
か
残
さ
れ
た
と
き
。

七
‘
寡
婦
年
金

老
齢
年
金
を
う
け
ら
れ
る
条
件
を
満

た
し
て
い
た
夫
と
死
別
し
て
‘
寡
婦
と

な
っ
た
と
き
。

こ
れ
ら
の
年
金
を
う
け
る
資
格
を
も

っ
て
い
な
か
ら
、
気
が
つ
か
な
い
で
請

求
し
な
い
人
が
と
き
ど
き
見
受
け
ら
れ
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i-—— —-— 
＝
私
た
ち
か
選
挙
権
を
行
使
す
る
に
職
権
で
登
録
す
る
こ
と
と
な
る
。
行
猶
予
中
の
者
て
な
い
こ
と
。
i
-

一
は
あ
ら
か
じ
め
選
挙
人
名
簿
に
登
録
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
人
か
登
録
さ
団
選
挙
犯
罪
に
よ
る
処
刑
者
で
選
一
―

一
―
―

：
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
れ
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
登
録
の
基
準
挙
権
か
停
止
さ
れ
て
い
る
者
で
な
i
-

i
ｭ

i
一
そ
し
て
選
挙
人
名
簿
に
い
っ
た
ん
と
な
る
日
現
在
で
い
こ
と
。
i
-

一
一
登
録
さ
れ
る
と
そ
の
登
録
は
永
久
に
日
年
令
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
以
上
の
要
件
を
満
す
者
か
登
録
さ
i
­

i
―
効
力
を
有
し
、
死
亡
、
国
籍
喪
失
又
で
あ
る
こ
と
。
れ
る
わ
け
で
す
が
、
登
録
は
あ
く
ま
i
­

：
ー
は
他
の
市
町
村
の
区
域
に
住
所
を
移
口
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
で
も
選
挙
管
理
委
員
会
か
、
法
律
の
一
i

—— 

＝
し
、
四
ケ
月
を
経
過
す
る
に
至
っ
た
こ
と
。
定
め
に
よ
り
職
権
で
行
う
も
の
で
あ
i
-

＝
り
、
有
権
者
の
意
志
、
例
え
ば
老
令
-
―

-.‘—— 

＝
明
る
い
選
挙
コ
ー
ナ
ー
の
た
め
投
票
所
へ
行
け
な
い
か
ら
名
i
-

＝
簿
か
ら
削
っ
て
く
れ
と
い
わ
れ
て
も
i
­

＝
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
i
­

一
選
挙
人
名
簿
登
録
制
度
に
つ
い
て
な
お
、
職
権
て
登
録
さ
れ
た
名
簿
―
―

一
と
き
等
、
法
定
の
手
続
き
に
よ
っ
て
曰
村
内
に
住
所
を
有
し
た
日
か
ら
引
は
‘
一
定
期
間
有
権
者
の
縦
覧
供
-
―

——-i 

i
―
抹
消
さ
れ
る
ほ
か
は
、
そ
の
効
力
を
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
人
に
名
簿
i
-

＝
失
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
内
容
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
i
­

l

i
ｭ

―
こ
の
永
久
選
挙
人
名
簿
は
、
公
職
四
禁
治
産
の
宣
告
（
民
法
七
・
十
）
て
、
名
簿
の
正
確
を
期
し
て
い
る
わ
i
­

一＝
選
挙
法
が
適
用
さ
れ
る
選
挙
、
す
な
を
受
け
た
者
で
な
い
こ
と
。
け
で
す
。
―
―

i
ｭ

-
―
わ
ち
国
や
地
方
選
挙
の
全
て
に
つ
い
国
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
べ
き
者
が
登r

—-—­
i
―
て
共
通
し
て
用
い
ら
れ
る
。
執
行
を
終
る
ま
で
の
者
又
は
そ
の
執
録
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
て
登
録
一

一
ー
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
毎
年
一
行
を
受
け
る
こ
と
か
な
く
な
る
ま
で
さ
れ
た
場
合
、
選
挙
人
は
、
縦
覧
期
-
―

—— 

i
回
（
九
月
）
の
定
時
登
録
と
選
挙
の
の
者
で
な
い
こ
と
。
間
内
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
異
議
の
i
-

＝
つ
ど
行
わ
れ
る
選
挙
時
登
録
が
併
用
因
選
挙
関
係
の
犯
罪
に
よ
り
禁
固
以
申
し
出
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
一
―

l

i
ｭ

;
u

れ
て
お
り
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑
の
執
る
。
i
-

i
ｭ
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ま
す
。

国
民
年
金
を
う
は
る
た
め
に
は
、
自

分
で
請
求
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
う
け
ら

れ
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
人
は
請
求

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
五
私
は
こ
ん
な
、
年
金
か
う
け

ら
れ
る
の
で
は
？
」
と
思
う
人
は
、
役

場
住
民
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

館
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
よ
り
三
幼

稚
園
と
二
保
育
所
に
視
力
検
査
に
使
う

視
力
表
、
色
盲
検
査
表
‘
遮
断
器
を
そ

れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

●
募
集
人
員
一
学
年
女
子
百
名

●
修
業
年
限
三
年
（
夜
間
）

●
受
付

1
1月
1

日

1

昭
和
5
1年
3

月

1
0日
な
お
詳
し
く
は
大
泉
保
育
専
門

学
校

0
二
七
六
I

六
ニ
ー
五
八
〇
六

ヘ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
俳
句
〕
順
不
同

農
婦
枯
れ
亀
裂
の
小
田
に
稗
を
抜
く

無
花
果
の
乳
見
て
逝
き
し
子
を
思
う

岡
安
福
一

と
ん
ば
行
く
旱
り
け
か
れ
の
河
の
暮

吉
田
正
義

霧
晴
れ
て
マ
イ
カ
ー
を
生
み
バ
ス
を
生

む
田
口
春
栄

汗
匂
ふ
農
衣
の
背
や
秋
の
風

高
瀬
依
根
子

虫
籠
を
見
せ
合
ふ
児
等
の
得
意
顔

北
島
若
水

吾
が
涙
葉
月
の
風
は
知
ら
ぬ
げ
に

安
見
あ
っ
子

来
月
は
短
歌
で
す
。

文

芸

欄

保
母
資
格
が取

れ
ま
す

寄
付
あ
リ
が
と
う



村の人口

11 月 1 日現在

世帯数 2129 戸

人口総数 9346 人

男 4635 人

女 4711 人

(lo 月中の動き）
出生 7 人 死亡 9 人
転入27人 転出14 人

,. 

7511 
10 日発行

第 1 7 0 号
発行所明和村役場

編集総務課
庶務管理係

小林印刷所印刷所

雨中での祭典
南大島が 5 度目の優勝

第
二
十

回
村
民
体

育
祭
か
十

月
十
二
日

明
中
校
庭

で
行
わ
れ

ま
し
た
。

あ
い
に

く
十
時
頃

か
ら
小
雨

か
降
り
始

め
、
肌
寒

い
天
候
で

し
た
か
、

老
い
も
若

き
も
皆
参

加
し
て
得

点
競
技
や

レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
に
興
じ
て
有
意
義
な
一
日
を

過
し
ま
し
た
。

昼
休
み
に
は
陸
上
自
衛
隊
十
二
支
団

に
よ
る
音
楽
演
奏
な
ど
も
あ
り
体
育
祭

か
一
層
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

部
落
対
抗
は
新
里
が
優
位
に
立
っ
て

い
ま
し
た
か
最
後
の
種
目
で
あ
る
カ
ク

テ
ル
リ
レ
ー
で
バ
ト
ン
を
落
と
し
、
南

大
島
か
劇
的
な
逆
転
優
勝
を
も
の
に
し

ま
し
た
。

霊
部
落
対
抗
結
果
〕

（
上
位
六
位
以
内
）

●
優
勝
南
大
島
●
準
優
勝
新
里

●
三
位
梅
原
●
四
位
田
島

・
五
位
須
賀
●
六
位
千
津
井

よ
し
な
し
ご
と

物
事
の
成
功
に
は
知
力
、
金
力
、

体
力
の
三
カ
が
必
要
で
あ
り
、
ま

た
幸
福
者
と
は
子
福
、
金
福
、
寿

命
福
の
三
福
を
身
に
つ
け
た
も
の

だ
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。
成

功
に
も
、
幸
福
に
も
金
は
欠
か
せ

な
い
要
素
と
い
え
る
。

凡
そ
人
は
誰
も
が
成
功
を
祈
ら

な
い
も
の
は
な
い
。
幸
福
を
願
わ

な
い
も
の
は
あ
る
ま
い
。
だ
か
ら

誰
も
か
金
に
対
し
て
執
着
が
強
い

の
は
当
然
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
世
の
中
に
は
金
の
た
め

に
不
幸
を
招
い
た
り
、
金
の
た
め

に
痔
命
を
縮
る
人
も
い
る
。
心
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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1秋の全国火災予防運動 I
「
幸
せ
を

明
日
に
つ
な

ぐ
火
の
始
末
」

の
標
語
の
も

と
全
国
火
災

予
防
運
動
か

十
一
月
二
十

六
日
か
ら
十

二
月
二
日
の

一
週
間
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
火
災
多
発
期
を
迎
え
る

に
あ
た
り
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防
火

意
識
の
向
上
を
図
り
火
災
の
発
生
防
止

と
人
命
損
傷
事
故
の
絶
滅
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
‘
ひ
と
り
ひ
と
り
か

こ
の
火
災
予
防
運
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
、
も
う
一
度
火
に
対
す
る
注
意
を

生
活
の
中
に
習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
‘

特
に
次
の
こ
と
か
ら
に
注
意
し
ま
し
ょ

゜

｀
つ◆

わ
が
家
の
防
火

口
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ

の
防
止

り
暖
房
器
具
の
安
全
点
検 11月 26H から 1 週間

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
生
状
況

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
予
報
、
注
意
報
こ
の
は
ど
結
果
か
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

な
ど
か
発
令
さ
れ
る
と
有
線
放
送
や
広
そ
れ
に
よ
る
と
‘
光
化
学
ス
モ
／
グ

報
車
て
ぢ
ふ
ら
せ
を
し
て
い
ま
し
た
か
‘
は
昨
年
に
続
い
て
発
令
さ
れ
、
今
夏
の

発
生
回
数
は
予
報
十
六
回
、
注
意
報
か

九
回
発
令
さ
れ
‘
予
報
に
つ
い
て
は
昨

年
（
予
報
、
注
意
報
と
も
四
回
）
の
ほ

ぱ
四
倍
で
、
大
気
汚
染
が
ひ
ど
く
な
っ

て
い
る
事
を
示
し
て
い
ま
す
。

●
発
生
時
間
帯
は
午
後
三
時

1

五
時

●
風
向
は
南
東
ま
た
は
南
南
東

●
風
速
は
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
か
最
も
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
昨
年
は
五

月
、
六
月
に
発
生
し
て
い
た
の
に
比
べ

七
月
、
八
月
に
集
中
し
て
時
期
か
遅
れ

た
こ
と
で
す
。

な
お
本
村
の
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
の

最
高
は
七
月
二
十
日
に
発
生
し
た

O
·

二
―
六
p
p
m
で
、
県
下
一
の
高
濃
度

を
示
し
ま
し
た
。

光化学スモッグ発生状況

:il 5 6 7 8 , 計

49 予報 3 1 

゜ ゜ ゜
4 

年 注意報 3 1 

゜ ゜ ゜
4 

50 予報

゜ ゜
7 7 2 16 

年 注意報

゜ ゜
3 4 2 , 

予
報
十
六
回
、
注
意
報
九
回

回
ガ
ス
器
具
等
の
ガ
ス
も
れ
点
検
及

び
点
火
、
消
化
の
確
認

因
老
人
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝
場
所

の
安
全
点
検

国
消
化
用
具
の
準
備

◆
危
険
物
施
設
の
安
全
管
理

団
危
険
物
施
設
の
安
全
管
理

口
緊
急
時
の
通
報
連
絡
体
制
の
整
備

口
保
安
教
育
の
撒
底

◆
百
貨
店
、
旅
館
、
複
合
用
途
ビ
ル
、

地
下
街
等
に
お
け
る
安
全
の
確
保

口
避
難
路
の
確
保

口
避
難
誘
導
の
徹
底

げ
避
難
訓
練
の
実
施

口
消
防
用
設
備
等
の
設
置
の
促
進
及

び
保
守
管
理
の
撤
底

米年三月卒業見込進学希望状況
（九月現在）

喜
進学希望 就職希望

区分 在籍者
人数 % 人数 % 

男 62 人 61 人 98 4 1 人 1. 6 
明和

女 61 61 100 

゜中学校
計 123 122 99.2 1 0 8 

男 85 83 97.6 2 2.4 
大泉南

女 73 70 95 9 3 4.1 
中学校

計 158 153 96 8 5 3 2 

男 87 86 98 9 1 1 1 
大泉北

女 73 73 100 

゜中学校
計 160 159 99.4 1 0.6 

男 118 111 94 1 7 5 9 
邑楽

女 114 113 99 1 1 0 9 
中学校

言十 232 224 96.6 8 3 4 

男 132 124 93.9 8 6 1 
キ反 倉‘

女 123 119 96 7 4 3 3 
中学校

計十 255 243 95 3 12 4 7 

男 66 65 98.5 1 1 5 
千代田

女 76 74 97.4 2 2 6 
中学校

計 142 139 97.9 3 2 1 

合計 1,070 1,040 97.2 30 2.8 

試 験

合格発表

願書受付

志望先変更

3 月 12 日

3 月 11日

2 月 9 日～ 14 日

2 月 18 日～20 日

南
大
島
の
小
池
清
さ
ん
は
ド
ラ
ム
缶

や
廃
棄
物
を
利
用
し
た
ス
ピ
ー
ド
ス
。
フ

レ
ー
ヤ
ー
（
野
菜
‘
果
樹
を
消
毒
す
る

機
械
）
を
造
り
、
県
の
ア
イ
テ
ア
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
品
し
た
と
こ
ろ
最
優
秀
賞

の
栄
誉
を
獲
得
し
ま
し
た
。

小
池
さ
ん
は
七
年
前
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
車
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
軽
三
輪
車
に

塔
載
し
て
い
た
か
い
ろ
い
ろ
と
改
良
を

重
ね
て
使
い
よ
い
小
型
に
し
‘
梨
や
野

菜
の
消
毒
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

従
来
は
梨
畑
を
消
毒
す
る
の
に
十
ア

ー
ル
（
一
反
）
一
時
間
か
ら
二
時
間
か

か
っ
て
い
ま
し
た
か
、
こ
れ
だ
と
約
十

分
で
済
み
、
ま
た
一
般
に
販
売
さ
れ
て

い
る
ス
ピ
ー
ド
ス
。
フ
レ
ー
ヤ
ー
だ
と
‘

五
0
万
か
ら
六
0
万
円
も
す
る
か
廃
棄

物
等
を
利
用
し
て
あ
る
た
め
に
四
万
か

ら
六
万
円
位
て
‘
で
き
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
健
康
面
か
ら
も
消
毒
液
は
自

分
に
全
く
か
か
る
こ
と
な
く
一
人
で
も

楽
に
で
き
ま
す
。

こ
の
話
を
聞
き
、
近
所
の
人
達
の
間

に
も
、
二
号
、
三
号
の
ス
ピ
ー
ド
ス
。
フ

レ
ヤ
ー
が
登
場
し
、
廃
物
利
用
ブ
ー
ム

を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

南
大
島
の
小
池
清
さ
ん

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を

を知ら甘番組の閲で第 1 位

有線放送番組コンクール

こ
の
程
昭
和
五
十
年
度
の
群
馬
県
有

線
放
送
番
組
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、

明
和
村
で
は
お
知
ら
せ
番
組
の
部
に
、

”
朝
の
お
知
ら
せ
久
止
画
番
組
の
部
に
は

毎
週
水
曜
日
放
送
の
”
み
ん
な
の
歌
ご

ぇ
”
の
二
点
を
出
品
し
ま
し
た
。こ

の
う
ち

”
朝
の
お
知

ら
せ
”
が
第

一
位
”
み
ん

な
の
歌
ご
え
”

か
第
三
位
と

な
り
ま
し
た
。

第
一
位
と

な
っ
た
“
朝

の
お
知
ら
せ
I
I

は
西
小
学
校

の
臨
海
学
校

の
模
様
を
電

話
中
継
で
即

時
放
送
し
た
も
の
で
す
。

審
査
の
先
生
方
も
電
話
を
使
っ
て
放

送
し
た
こ
と
か
効
果
的
で
あ
っ
た
と
の

好
評
を
受
け
、
み
ご
と
第
一
位
を
獲
得

し
た
も
の
で
す
。



第170号 (3) 

団体旅行の寄付や差し入れ お葬式の香典、花輪、供花

広 報 め し‘ わ

［長
旅行のお餞別

お
祭
り
な
ど
の
寄
付
、

お
酒
な
ど

贈っては

求めては

昭和50年 Ii月io 日

落成式や開店祝いの花輪

いけません

改正公職選挙法施行される

受けとっては

己
先
の
通
常
国
会
で
可
決
成
立
し
、
七

月
十
五
日
に
公
布
さ
れ
た
公
職
選
挙
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
か
十
月
十
四

日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た

C

今
回
の
改

正
は
、
選
挙
の
公
正
の
確
保
と
金
の
か

か
ら
な
い
選
挙
の
実
現
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す

C

◆
寄
附
の
禁
止

公
職
の
候
補
者
等
（
立
候
補
予
定
者

及
び
現
在
公
職
に
あ
る
人
を
含
む
。
）
か

選
挙
区
内
で
冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
い
ろ

い
ろ
な
名
目
に
よ
る
寄
附
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
は
、
一

定
の
場
合
を
除
き
‘
い
つ
い
か
な
る
場

合
で
も
、
選
挙
に
関
係
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
名
義
が
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
て
も
、
公
職
の
候
補
者
等

が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
す
る
こ
と
は

全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
有
権
者
の
側
か
ら
寄
附
を
勧

誘
し
た
り
、
要
求
し
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。

禁
止
さ
れ
る
寄
附
に
は
、
お
葬
式
の

花
輪
、
供
花
、
香
典
、
お
中
元
や
お
歳

集
金
な
ど
の
飲
食
代

看
板
の
制
限

最
近
、
公
職
の
候
補
者
等
の
氏
名
や

後
援
団
体
の
名
称
を
書
い
た
大
き
な
立

札
、
看
板
等
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
立
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
、
枚
数
、
掲

載
場
所
の
両
面
か
ら
規
制
さ
れ
ま
す
。

事
務
所
ご
と
に
そ
の
場
所
に
お
い
て

立
札
、
看
板
等
を
通
じ
て
二
つ
し
か
立

て
ら
れ
ず
、
大
き
さ
も
縦
百
五
十

e
m

、

横
四
十

e
m以
内
に
制
限
さ
れ
、
か
つ
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
交
付
す
る
表
示
を

し
た
も
の
以
外
は
一
切
掲
示
で
き
ま
せ

ん
。公

職
の
候
補
者
等
一
人
又
は
一
後
援

団
体
に
つ
き
掲
示
で
き
る
総
数

●
衆
議
院
議
員
の
選
挙
に
係
る
も
の
…

…
十
●
参
議
院
全
国
区
の
選
挙
に
係

る
も
の
（
群
馬
県
内
）
…
…
十
四
・

参
議
院
地
方
区
又
は
県
知
事
の
選
挙
…

…
十
四
●
県
議
会
議
員
又
は
市
の
選

挙
…
…
六
●
町
村
の
選
挙
…
…
四

◆
衆
議
員
の
定
数
是
正

衆
議
院
議
員
は
現
行
四
百
九
十
一
人

の
定
数
が
、
次
の
総
選
挙
か
ら
、
十
一

の
選
挙
区
に
つ
い
て
二
十
人
増
加
し
、

五
百
十
一
人
と
な
り
ま
す
。

本
県
に
お
け
る
定
数
は
、
各
選
挙
区

と
も
従
来
ど
お
り
で
変
更
は
な
し
。

◆
選
挙
公
営
等
の
拡
充

曰
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
費
用
及
び

ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
の
作
成
費
用
の
公
営

国
会
議
員
の
選
挙
に
お
い
て
は
、
供

託
物
か
没
収
さ
れ
な
い
候
補
者
に
限
り
、

こ
れ
ら
の
費
用
か
一
定
の
額
の
範
囲
内

で
国
廉
負
担
に
な
り
ま
す
。

口
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
領
布

国
会
議
員
の
選
挙
に
お
い
て
は
、
新

た
に
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
頒
布
（
散
布

を
除
く
。
）
か
で
き
ま
す
。

m
枚
数
候
補
者
一
人
に
つ
い
て
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
た
二
種
類
以

内
で
、
本
県
の
場
合
、
衆
議
院
議
員
選

挙
の
一
区
、
二
区
は
六
万
枚
、
三
区
は

八
万
枚
．
．
参
議
院
地
方
区
は
十
六
万
枚
。

い
頒
布
方
法
等
選
挙
管
理
委
員
会

の
交
付
す
る
証
紙
を
は
っ
て
●
新
聞

折
込
み
●
選
挙
事
務
所
内
●
立
合
演
説

会
場
の
入
口
（
会
場
内
を
除
く
。
）

●
個
人
演
説
会
の
会
場
内
●
街
頭
演
説

の
場
所
で
頒
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

回
規
格
等
長
さ
二
十
九
、
七
セ
ン

チ
、
幅
二
十
一
セ
ン
チ
以
内
で
、
表
面

に
頒
布
責
任
者
、
印
刷
者
の
氏
名
及
び

住
所
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
新
聞
に
よ
る
政
策
広
告
の
公
営

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
及
び
参
議
院

議
員
の
通
常
選
挙
に
お
い
て
は
、
確
認

団
体
が
、
選
挙
運
動
期
間
中
、
政
策
の

普
及
宣
伝
等
の
た
め
行
う
広
告
で
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
高
四
回
ま
で
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

四
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
の
枚
数
の

増
加国

会
議
員
の
選
挙
及
び
県
知
事
の
選

挙
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
無
料
と
さ

れ
て
い
る
葉
書
の
枚
数
が
増
加
さ
れ
る

と
と
も
に
、
そ
の
他
の
地
方
選
挙
の
有

料
葉
書
の
枚
数
も
併
せ
て
増
加
さ
れ
ま

し
た
。

お
中
元
や
お
歳
暮

^

i

 

一
、
含

—— 

t
 

出
産
・
入
学
・
卒
業
の
お
祝

い
0
0
0やお
祝
い
の
お
金

◆
立
札
、

暮
、
開
店
祝
い
の
花
輪
、
結
婚
式
な
ど

の
祝
儀
、
お
祭
り
の
寄
進
な
ど
で
す
。
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A
1へ 計》

歳 ｀ゃ入 •. 

711,968千円

356,318千円

5 0. 5% ｷ-,;  

の
予
算
七
億
一
千
万

直
余
り
の
枠
の
中
に
お

い
て
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
目
標
に
お
い
て

村
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

の
事
業
を
重
点
的
に
実
施

し
て
い
る
本
村
の
「
財
政
」

の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。こ

れ
は
昭
和
五
0
年
度

上
半
期
（
四
月
1

九
月
）

の
歳
入
、
歳
出
の
状
況
で

す
。な

お
、
数
字
に
つ
い
て

は
九
月
三
十
日
現
在
で
す
。

＇サらの借金）

円

村民 1 人に使わ

れる村のf貨

37,604万円

建
物

昭和50年度

4 月～ 9 月まで

予算はこのように使われています

土地

村の財産(7億882万円）
8 、 719

万円

□ 

IF・

成入

I 、 303

万円

国
庫
支
出
金

村民 1 人が負担
する村税

18,063 

万円

11,936 

万円

冒

税

閏
[
19,439 

万円

一
地
方
交
付
税

30 

28 

27 

19 

18 

16 

14 

12 

10 

6
 

単
位
二
十
万
円



第 170号 (5) 広 報 め し＼ わ 昭和50年11 月 10 日

→寸 ヽ
特別会計予算執行状況

《一 般

歳

＜歳出〉 | 1 予算額 | I 執行率 ＜歳入〉 予 算 額 7 I 

済 額

執
1
す
J

/

1

 率

1 億6,015万円 34% 国保会計

20 

18 

45% 1 億6,015万円

3,992万円

3,869万円

□
□
]
 

水道会計
（収益的）

農業共済

53.1% 

71.2% 

口
□] 

I,813万円 44.5% 有線会計 58.5% I 、 813 万円

16 

14 

12 

10 

6
 

17,421 

万円

15,224 

万円

11,852 
万円

9,034 
万円

村債（国な

1 億356

歳出

土木債
34,800千円

(26%) 

6,207 
万円

5,278 
万円

838万円

単
位
二
十
万
円

土
木
費

民
生
費

. 

4,990 
万円

総
務
費

3 、 941

万円

教
育
費

5,856 

万円

農
林
水
産
業
費

370万円
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ニ
ュ
ー
ス

►

米
の
検
査

各
地
で
米
の
検
査
が
始
ま

り
ま
し
た
。

検
査
官
の
話
で
は
今
年
は

青
立
ち
が
発
生
し
た
た
め
に

三
等
と
四
等
が
多
か
っ
た
が

本
村
の
耕
地
は
砂
地
が
多
い

た
め
に
明
和
村
の
米
は
特
に

お
い
し
く
消
費
者
か
ら
よ
ろ

こ
ば
れ
て
い
る
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

青
年
団
主
催
の
社
交
ダ
ン

ス
講
習
会
が
武
道
館
で
十
月

か
ら
十
二
月
ま
で
毎
週
火
・

金
曜
日
の
午
前
七
時
半
よ
り

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
社
交
ダ
ン
ス
を
正

し
く
踊
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
講
習
費
五
百
円
を
添
え
て

会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

の
み
ま
し
ょ
う

私
達
の
ま
わ
り
を
み
ま
わ
し
ま
す
と

薬
に
関
係
あ
る
日
常
生
活
の
言
葉
や
、

こ
と
わ
ざ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
良
薬
は
口
に
苦
し
」
「
少
し
薬
が
き

き
す
ぎ
た
か
な
？
」
等
、
薬
は
、
私
達

の
健
康
を
保
持
す
る
う
え
で
必
要
な
も

薬
は
正
し
く

の
で
す
か
、
正
し
く
使
用
し
て
か
ら
こ

そ
「
薬
」
な
の
で
す
か
ら
次
の
事
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

※
薬
の
正
し
い
買
い
か
た

●
薬
の
効
力
は
そ
れ
ぞ
れ
異
り
ま
す

か
ら
、
し
ろ
う
と
考
え
で
選
ず
、

," ◄ダ
ン
ス
講
習
会

薬
剤
師
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

●
包
装
や
容
器
の
い
た
み
、
変
色
な

ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
薬
の
正
し
い
使
い
方

●
説
明
書
を
よ
く
読
む
。

●
用
法
、
用
量
を
正
し
く
守
る
。

●
服
用
時
間
を
守
る
。
こ
れ
を
怠
る

と
効
果
は
お
ろ
か
副
作
用
を
生
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
年
令
や
体
質
（
ア
レ
ル
ギ
ー
質
）

を
考
え
て
使
う
。

●
効
果
が
な
い
よ
う
だ
と
し
て
い
ろ

い
ろ
な
薬
を
併
用
し
な
い
。

●
有
効
期
限
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も

の
は
そ
の
期
間
内
に
。

十
月
七
日
に
、
県
共
済
連
と
東
毛
三

郡
市
農
業
共
済
協
議
会
の
主
催
に
よ
り

川
俣
地
内
に
お
い
て
各
市
町
村
役
職
員

評
価
員
代
表
者
等
約
九
十
名
が
参
加
し

て
水
稲
の
検
見
競
技
会
が
行
わ
れ
ま
し

※
薬
の
正
し
い
保
管

●
薬
を
出
し
放
し
に
し
な
い
で
、
幼

児
の
手
の
届
か
な
い
高
い
場
所
に
置

゜

< 
●
湿
気
や
直
射
日
光
を
防
ぐ
。

●
時
々
内
容
を
調
べ
古
く
な
っ
て
使

用
不
可
能
な
も
の
は
処
理
し
ま
し
ょ

。

、

7

交通事故、土地家屋

家庭内の問題等で

お悩みの方は

0

と
き

1
1
月

2
6日

午
前
1
0
1
午
後
3

時

0

と
こ
ろ
館
林
酒
販
会
館

第
九
回
水
稲
検
見
競
技
会

こ
。

こ
れ
は
、
農
業
共
済
事
業
に
お
け
る

損
害
評
価
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
十

ア
ー
ル
当
り
の
収
量
を
評
価
し
て
、
実

収
量
（
坪
刈
り
）
に
合
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
競
う
も
の
で
す
。

本
年
は
部
分
的
に
干
害
に
よ
る
青
立

ち
（
不
稔
実
）
か
発
生
し
て
大
変
な
被

害
を
受
け
評
価
員
も
水
稲
の
損
害
評
価

に
大
変
苦
労
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

電
気
事
故
防
止
を

農
家
の
み
な
さ
ん
収
穫
の
秋
を
迎
え

毎
日
農
作
業
に
お
忙
し
い
と
思
い
ま
す

か
次
の
事
に
注
意
し
て
電
気
事
故
防
止

に
協
力
く
だ
さ
い
。

●
道
路
を
横
断
し
て
コ
ー
ド
引
き
で
、

モ
ー
タ
ー
な
ど
を
使
う
の
は
や
め
て
く

だ
さ
い
。

●
雀
追
い
テ
ー
プ
が
切
れ
て
電
線
に
接

触
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

損
害
評
価
適
正
化
の
た
め
に

開
か
れ
ま
す
。

••••• 
調
停
相
談
会
が

農
林
省
統
計
調
査
の
う
ち
農
家
経
済

記
帳
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
永
年
に

記農
林
大
臣
か
ら
感
謝
状

大
輪
の
松
本
金
一
郎
さ
ん

見
し
た
場
合
は
触
れ
な
い
で
東
京
電
力

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
村
内
に
転
居
し
た
一
住
民
で

す
が
、
私
も
敷
地
内
や
他
に
土
地
を

求
め
て
野
菜
や
米
を
少
し
ば
か
り
で

す
が
自
給
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
農

地
法
で
は
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
私
の
よ
う
な
非
農
家
と
農
家

の
人
が
他
に
土
地
を
求
め
る
と
で
は

取
扱
い
に
差
異
か
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
(
-
住
民
）

〔
答
〕
最
近
物
価
が
高
騰
の
お
り

家
計
を
少
し
で
も
助
け
よ
う
と
の
考

え
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
お
た
ず
ね
の

よ
う
に
食
糧
を
自
給
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
家
庭
菜
園
が
問
題
に
な
っ
て

お
り
ま
す
か
、
現
在
の
農
地
法
で
す

と
非
農
家
で
は
農
地
は
取
得
（
買
う
、

借
り
る
）
で
き
ま
せ
ん
。

●
収
穫
後
不
要
と
な
っ
た
テ
ー
。
フ
は
残

ら
ず
取
り
か
た
ず
け
て
く
だ
さ
い
。

●
も
し
電
線
に
か
か
っ
た
テ
ー
プ
を
発

ま
た
農
家
で
あ
っ
て
も
耕
作
面
積

5
0ア
ー
ル
未
満
の
農
家
に
つ
い
て
は

同
様
に
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

し
た
が
い
ま
し
て
お
た
ず
ね
の
よ

う
な
事
柄
で
は
取
得
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
自
分
の
敷
地
内
の

一
部
に
野
菜
等
を
栽
培
す
る
場
合
は

本
質
的
に
農
地
と
は
異
な
る
の
で
さ

し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

要
約
し
ま
す
と
5
0ア
ー
ル
の
農
業

を
営
ん
で
い
る
人
で
な
け
れ
ば
他
に

農
地
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

※
行
政
な
ど
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
解
答
い
た
し
ま
す
の
で

ど
し
ど
し
総
務
課
広
報
係
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

わ
た
っ
て
協
力
さ
れ
た
大
輪
の
松
本
金

一
郎
さ
ん
は
こ
の
程
農
林
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
．

こ
れ
は
毎
日
の
お
金
の
出
し
入
れ
を

記
録
を
し
て
関
東
農
政
局
群
馬
統
計
情

報
事
務
所
へ
毎
月
報
告
す
る
も
の
で
す
。

松
本
さ
ん
は
す
で
に
五
年
以
上
も
協
力

し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

家
庭
菜
園
を
や
り
た
い
が
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年
刀
減
少
弓
る
農
家

農
林
業
セ
ン
サ
ス
ま
と
ま
る

県
で
は
こ
の
ほ
ど
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
き
、
土
地
の
利
用
状
況
を
勘
案

し
、
通
常
と
認
め
ら
れ
る
基
準
地
を
選

定
し
七
月
一
日
現
在
の
標
準
地
価
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
土
地
取
引
か
ひ
ん
ぱ

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
土
地
の
価
格
の
目

安
と
す
る
た
め
、
毎
年
一
回
不
動
産
鑑

定
士
の
鑑
定
評
価
を
求
め
こ
の
標
準
価

格
を
判
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

農
業
の
生
産
基
盤
で
あ
る
農
用
地
は

工
業
開
発
、
交
通
網
の
整
備
、
住
宅
の

建
設
な
ど
に
よ
り
年
々
減
少
の
傾
向
を

示
し
て
い
ま
し
た
か
、
こ
の
ほ
ど
そ
れ

を
裏
づ
け
る
農
林
業
セ
ン
サ
ス
か
農
林

z

土
|

省
よ
り
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
四
十
九
年
二
月
一
日
に

調
査
し
た
も
の
で
五
年
に
一
回
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

発
表
さ
れ
た
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
主

な
も
の
を
捨
っ
て
み
る
と
、
本
村
は
農

業
経
営
の
に
な
い
手
と
す
る
若
年
労
働

者
は
他
産
業
へ
大
幅
に
移
行
し
、
農
家

も
五
年
前
よ
り
三
十
四
戸
も
減
少
し
‘

さ
ら
に
経
営
面
積
も
約
七

o
h
aも
減
り

ま
し
た
。

だ
か
、
最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
状
勢
に

よ
り
農
家
か
見
直
さ
れ
て
来
た
の
で
こ

の
よ
う
な
減
少
傾
向
も
ス
ト
ソ
。
フ
す
る

で
し
ょ
う
。

し
た
か
っ
て
土
地
取
引
の
価
格
算
定

の
標
準
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
‘
一
般

の
土
地
取
引
の
際
は
こ
れ
を
指
標
と
す

る
よ
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
村
の
基
準
地
は
四
ケ
所
で
次
の
と

お
り
で
す
。
（
地
目
は
宅
地
）

●
基
準
地
番
号
一

明
和
村
大
字
中
谷
六
六
番
地
ニ

価
格
一
面
当
り
八
八
五

0
円

●
基
準
地
番
号
ニ

土
地
取
引
の
目
安
に

村
内
に
お
け
る
地
価
の
標
準

農業就業者数 農 家 数
経営耕地面積

総数 男 女 総数 専業農家 兼業農家

50年 1,830 人 774 人 1,056 人 1,234 戸 123 戸 1,111 戸 99,9817ール

45年 2,610 I, 079 1,531 1,268 131 1,137 107,051 

40年 4,311 2,165 2,146 1,304 193 I, 111 109,770 

50/40 42% 36% 49% 95% 64% 100% 91% 

赤
い
羽
根
共
同
募
金

好
成
績
を
お
さ
め
る

明
和
村
大
字
新
里
八
九

0
番
地
ニ

価
格
一
面
当
り
九
四

0
0
円

●
基
準
地
番
号
三

明
和
村
大
字
大
佐
貫
一
三
九
番
地

価
格
一
面
当
り
八
二
五

0
円

●
基
準
地
番
号
五

I
-

明
和
村
大
字
新
里
六
一
九
番
地

価
格
一
面
当
り
一
四
二

0
0
円

東
小
学
校
附
近
の
t
ぢ
厄
誼

F
3

通
行
は
注
意
を
I
.

J。ロ
大型車通行止。 。

普通車通行止 c^--―へつ
（午前 7 : 30~9 : 00 まで）

十
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
赤
い
羽
根

共
同
募
金
は
目
標
額
三
十
九
万
七
千
五

百
円
に
対
し
て
六
十
万
三
千
二
百
十
六

円
と
目
標
額
の
百
五
十
一
・
八
％
の
好

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

募
金
の
内
訳
は
、
戸
別
三
十
二
万
千

四
百
八
十
円
、
法
人
十
七
万
六
千
五
百

円
、
大
口
十
万
円
、
明
和
中
学
校
五
千

百
二
十
六
円
、
そ
の
他
百
十
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

募
金
は
福
祉
関
係
の
施
設
な
ら
び
に
団

体
等
民
間
の
福
祉
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善

意
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
小
附
近
の
交
通
規
制
が
十
月
十

六
日
よ
り
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

0
大
型
自
動
車
は
野
本
長
松
さ
ん
宅

北
側
三
差
路
か
ら
宝
寿
寺
西
側
三
差

路
ま
で
の
間
が
通
行
止
め
で
す
。
（
終

日
規
制
）

0
普
通
車
は
野
本
長
松
さ
ん
宅
北
側

三
差
路
か
ら
東
小
東
側
三
差
路
ま
で

の
間
か
午
前
七
時
三
十
分
1

午
前
九

時
ま
で
通
行
止
め
に
な
り
ま
し
た
。

④
宝
痔
寺
西
側
三
差
路
か
ら
東
小
前

を
通
る
通
過
車
両
（
普
通
車
）
は
て
き

る
だ
け
江
黒
三
差
路
の
方
へ
迂
回
し
て

く
だ
さ
い
。

南
大
島
の
栗
原
さ
ん
は
施
設
野
菜
の

ト
マ
ト
、
キ
ウ
リ
を
中
心
に
耕
地
の
有

効
利
用
の
面
か
ら
露
地
野
菜
と
水
稲
を

組
合
わ
せ
た
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
燃
料
対
策
の
廃
油
利
用
を
し
た

技
術
開
発
を
行
う
か
た
わ
ら
野
菜
産
地

つ
く
り
や
研
修
生
を
受
け
入
れ
後
継
者

の
育
成
指
導
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
‘

熱
心
に
取
り
く
ん
で
い
る
事
か
認
め
ら

れ
、
県
知
事
よ
り
十
月
十
八
日
明
和
村

で
初
め
て
の
農
業
経
営
士
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

栗
原
利
夫
さ
ん

農
業
経
営
士
に
認
定

ヽ
ー
、
1
、
ー
、
9
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
、
ー
、
9
、
1
、
9
、
9
、
9
ヽ
ー
、
9
、
1
•
9
、
9
、
9
、
1
、
9
、
1
、
9
、
I
`
9
、
9
`
1
、
9
、
9
`
9
、
,
`
‘
9
、
9
ヽ
ー
、
9
`
9
ヽ
9
`
9
、
9
、
9
ヽ
9
•
9
ヽ
▲

ー
＿
＿
東
小
学
村
の
校
長
先
生
は
ど
ん
な
人
だ
い
。
と
あ
る
人
に
聞
i

i
交
い
た
と
こ
ろ
若
く
て
、
す
こ
ぶ
る
ハ
ン
サ
ム
で
、
す
べ
て
に
お
i

斧
ぃ
て
洗
練
さ
れ
教
育
に
対
し
て
は
鬼
の
よ
う
に
熱
心
な
校
長
だ
一

、
と
即
座
に
返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
東
一

、
小
を
訪
問
し
、
校
長
先
生
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
先
生
と
い
ろ
i

一
東
い
ろ
お
話
し
を
う
か
が
っ
て
い
て
も
子
ど
も
に
対
す
る
教
育
の
一

大
切
さ
と
い
う
事
か
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
i

9教
育
：
け
：
て
[
:
：
：
ぃ

□[
ロ
ロ

一
育
は
人
間
形
成
に
お
け
る
基
礎
的
な
◎
み
ん
な
か
よ
く
な
る
よ
う
に
自
分
一

一
能
力
の
伸
長
を
図
り
国
民
の
基
礎
を
を
生
か
し
力
を
合
わ
せ
る
子
ど
も
i

i
養
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
◎
さ
い
ご
ま
で
や
り
ぬ
く
子
ど
も
i

i
こ
の
よ
う
な
国
の
方
針
に
も
と
つ
以
上
の
こ
と
を
設
定
す
る
に
次
の
i

i
い
て
本
校
は
本
年
度
の
教
育
目
標
を
よ
う
な
諸
要
件
を
十
分
検
討
し
配
慮
i

i
全
職
員
（
十
二
名
）
と
協
議
し
た
結
し
て
決
め
ま
し
た
。

~
果
次
の
よ
う
な
目
標
を
設
定
し
た
。
日
教
育
の
立
場
に
立
ち
教
育
委
貝
会
一

一
〔
基
本
目
標
〕
等
の
教
育
方
針
を
基
盤
と
し
た
。
一

一
豊
か
て
温
か
く
自
ら
求
め
て
学
ぴ
行
□
学
校
の
お
か
れ
て
い
る
地
域
の
産
i

一
い
、
た
く
ま
し
い
体
と
精
神
を
も
ち
業
、
自
然
的
条
件
、
地
域
の
特
殊
性
一

i
ど
ん
な
困
難
に
も
負
け
ず
希
望
に
燃
等
を
考
慮
し
た
。

i
え
て
努
力
し
て
い
く
子
ど
も
の
育
成

□
地
域
住
民
や
父
母
の
教
育
に
対
す
i

i
〔
具
体
的
目
標
〕
る
”
ね
か
い

I
lを
反
映
さ
せ
た
。
i

i
◎
心
ゆ
た
か
で
か
ら
だ
の
じ
ょ
う
ぶ
四
児
童
の
実
態
（
長
所
と
短
所
）
を
i

i
な
子
ど
も
十
分
検
討
し
て
決
め
た
。
一

一
◎
み
す
か
ら
求
め
て
学
ひ
行
な
う
子
国
学
校
の
伝
統
‘
校
風
を
尊
重
し
た
。
一

因
教
育
活
動
は
す
べ
て
子
ど
も
中
心
i

i
-
l

し
｀

I

ー
ー
J
u
`
9

に
考
え
て
や
る
よ
う
に
し
た
。
―

石
川
廿U
具
4

．
団
こ
の
目
標
か
毎
日
の
授
業
や
、
学
i

'
級
目
標
等
に
つ
な
か
る
よ
う
に
し
た
。
i

,
1

、

9

一
、
|
t
;
J
'
囚
家
庭
に
お
け
る
生
活
指
導
の
目
標
i

に
な
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
か
私
達
教
師
の
努
―

力
に
よ
っ
て
ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
一

-
L
|

三
[
い
い
い□
i
t□

で
、
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

i
教
育
方
針
を
語
る
椎
原
校
長
し

r
‘
ー
｀
ー
、
1
、
1
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
｀
ー
、
1
、
1
、
1
、
1
ヽ
ー
、
1
、
1
、
1
ヽ
ー
｀
ー
、
1
、
1
、
I
`
1
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
、
1
`
I
•
1
ヽ
ー
、
ー
、
1
ヽ
ー
、
9
、
9
ヽ
9
,
9
ヽ
ー
、
ー
、
．
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悪
臭
は
人
に
不
快
な
念
を
い
だ
か

せ
た
り
頭
痛
や
吐
き
気
を
起
こ
さ
せ

た
り
す
る
臭
気
を
い
う
、
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。

現
在
法
律
に
よ
る
悪
臭
物
質
は
十

三
物
質
ほ
ど
あ
る
が
、
そ
の
中
で
ア

ン
モ
ニ
ア
、
メ
チ
ル
メ
ル
カ
。
フ
タ
ン

硫
化
水
素
、
硫
化
メ
チ
ル
、
ト
リ
メ

チ
ル
ア
ミ
ン
の
五
物
質
が
現
在
規
制

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
五
物
質
の
規
制
は
各
市
長
が

指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
現
在

悪
臭
規
制
基
準
の
区
域
指
定
は
県
内

に
お
い
て
は
六
市
だ
け
で
あ
る
。

悪
臭
は
液
体
と
ち
か
っ
て
二
倍
や

三
倍
に
希
釈
し
て
も
臭
気
の
強
さ
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。

臭
い
に
つ
い
て

八
ー
十
倍
位
に
う
す
め
て

は
じ
め
て
ほ
ぼ
半
分
位
の
強

さ
に
な
り
ま
す
。

特
に
臭
い
は
、
呼
吸
、
胃
気

腸
、
循
環
器
、
生
殖
器
、
精
覚
臭

,
>
 

神
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
大
法
強

、
つ
、

r
,

き
く
影
響
を
与
え
ま
す
。
一
刀
臭
臭

5

悪
臭
を
か
い
だ
と
き
、
食
表
奥
に
に
う
れ

、
度
感
か
か
臭
ら

強
無
か
明
強
耐

欲
や
精
神
か
集
中
で
き
な
し
す
ら
く
え

と
い
う
の
も
影
響
を
受
け
た
気

た
め
で
あ
る
。
臭
度

ま
た
、
臭
い
を
続
け
て
か
強

o
1
2
3
4

気

ぐ
と
、
す
ぐ
に
“
鼻
“
が
き
臭

か
な
く
な
り
す
ぐ
に
そ
の
臭

い
に
慣
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
鼻
か
慣
れ
て
し

ま
う
と
、
ガ
ス
な
ど
か
少
し

悪臭物質別臭気強度別濃度

悪臭物質 臭気強度 2.5 I 3 I 3.5 

アンモニア lPPml 2PPml 5PPm 

メチルメルカプタン O. 002 I O. 00 4 I O. 01 

硫化水素 0.02 I 0.06 I 0.2 

硫化メチル 0.01 I 0.05 I 0.2 

か
ん
き
ょ

う
ー
②

ず
つ
洩
れ
て
い
て
も
全
く
気
づ
か
な

一
命
を
落
と
す
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

ま
た
廃
棄
物
を
焼
や
す
と
強
い
亜

臭
を
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
＂

1

意
し
て
く
だ
さ
い
。

覗
＾
量
の
鱚
彊
竃

最
近
は
慟
く
女
性
が
ふ
え
て
お
り
ま
青
色
申
告
を
し
て
い
る
ご
主
人
の
商

売
に
奥
さ
ん
も
一
緒
に
従
事
し
、
ご
主

そ
こ
で
奥
さ
ま
方
に
関
係
す
る
税
金
人
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
と
き
に

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
は
、
そ
の
給
与
が
「
青
色
専
従
者
給
与

0
七
十
万
円
な
ら
…
に
関
す
る
届
出
書
」
に
記
載
さ
れ
た
金

例
え
ば
奥
さ
ん
が
パ
ー
ト
で
七
十
六
額
の
範
囲
で
、
事
業
の
必
要
経
費
に
な

万
円
を
超
え
る
収
入
か
あ
れ
ば
税
金
が
り
ま
す
。

か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
下
の
場
合
は
な
お
、
事
業
か
白
色
申
告
の
場
合
に

税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
は
い
く
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
て
も
、

さ
ら
に
収
入
か
七
十
万
円
以
下
で
あ
事
業
専
従
者
控
除
と
し
て
四
十
万
円
だ

れ
ば
所
得
税
の
配
偶
者
控
除
か
受
け
ら
け
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
専
従
者
と
し
て
控
除
す
る

0
事
業
の
場
合
は
か
、
あ
る
い
は
配
偶
者
控
除
を
受
け
る

奥
さ
ん
、

か
は
、
皆
さ
ん
の
選
択
に
よ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

蒼
四
千
万
円
ま
で
は
O
•
K

次
に
、
財
産
を
相
続
し
た
り
も
ら
っ

た
り
し
た
場
合
の
税
金
に
つ
い
て
簡
単

に
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

奥
さ
ん
が
ご
主
人
か
ら
財
産
を
相
続

し
た
と
き
に
は
遺
産
額
の
三
分
の
一
に

あ
た
る
額
と
四
千
万
円
の
い
ず
れ
か
多

い
金
額
ま
で
は
税
金
か
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
ご
主
人
と
の
婚
姻
期
間
か
二
十

年
以
上
の
場
合
に
ご
主
人
か
ら
、
住
ま

い
の
た
め
の
土
地
や
家
を
も
ら
っ
た
と

き
に
は
一
千
万
円
の
控
除
か
受
け
ら
れ

ま
す
か
、
こ
れ
は
一
生
に
一
度
し
か
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
お
産
の
た
め
の
経
費
な

ど
も
、
医
療
費
控
除
に
な
り
ま
す
か
、

一; 
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
あ
る
い
は
役
場

税
務
課
に
て
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

N
H
K

で
は
十
二
月
七
日
に
館
林
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
「
N
H
K

の
ど
自

慢
」
の
公
開
放
送
を
行
い
ま
す
。

..... 

出
場
希
望
の
方
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
そ
れ
に
曲
目

を
書
き
、
ま
た
公
開
放
送
を
ご
覧
に
な

..... 

リ
た
い
方
も
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
を
書
い
て
十
一
月
十
五
日
ま
で
に
前

橋
市
元
総
社
町
一
八
九
、

N
H
K

前
橋

放
送
局
「
の
ど
自
慢
」
係
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

魚
棲
ま
ず
な
り
た
る
海
を
嘆
き
つ
つ
今

日
は
漁
師
の
網
を
繕
ふ
。

道
行
か
ば
稲
穂
実
れ
り
梨
熟
る
る
明
和

の
郷
に
秋
ぞ
き
に
け
る
両
安
福
一

夕
暮
は
せ
わ
し
き
主
婦
の
座
は
杏
い
こ

と
思
ひ
め
ぐ
ら
す
厨
に
独
り

富
塚
富
江

赤
肌
の
な
だ
り
は
ば
ら
に
木
々
め
だ
っ

雲
早
く
動
く
け
ざ
や
け
き
空
に細

田
武
子

月
光
は
ま
だ
ら
に
流
る
千
万
年
か
押
し

い
る
騎
り
空
覆
う
雲
滝
口
た
け

玄
関
の
大
き
し
ゃ
く
な
げ
花
の
季
の
歴

史
醸
し
つ
華
や
ぎ
沈
む
岡
安
ふ
み

果
し
な
き
熟
れ
田
飛
び
立
つ
群
れ
鳥
の

暉
き
眩
ぶ
し
加
賀
路
の
朝
を

坂
上
千
枝
子

髪
の
ほ
つ
れ
切
れ
長
の
目
の
妖
し
さ
よ

舞
台
の
女
に
心
う
ば
わ
る

中
島
あ
い
子

文

芸

欄

N
H
K

の
ど
自
慢
に

長
さ
十
二
m
未
満
の
エ
ン
ジ
ン
付

小
型
船
舶
を
お
持
ち
の
方
は
検
査
を

受
け
な
い
と
運
行
で
き
ま
せ
ん
。
な

検
査
機

）
六
六

だ
さ
い
。

午
前
十

会き
た
所

小
型
船
舶
に
検
査
を

●
入
所
資
格
中
学
校
も
し
く
は
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
卒
業
見
込

を
含
む
）
●
募
集
人
員
二
十
名

●
修
業
年
限
二
年
間
●
願
書
受

付
来
年
一
月
九
日
ー
ニ
月
十
四
日

詳
し
い
こ
と
は
太
田
市
高
林
六
一
七

の
一
群
馬
県
立
准
看
護
婦
養
成
所

へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
電
話

1
1

太

田
局
三
八
I
O

七
七
一

県
立
准
看
護
婦

養
成
所
生
徒
募
集 ,し--=--

得
税
を
精
算
す
る
年
末
調
整
が
近
づ

き
ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

0

日
時
十
一
月
二
十
五
日

一
時
三
十
分

0

場
所
明
和
村
商
工
会
館

館
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
訓
練
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
義
務
教
育
修
了
以
上

ま
た
は
卒
業
見
込
の
者
●
受
付
期

間
昭
和
5
0
年
1
2月
1

日
ー

1

月
1
6

日●
訓
練
定
員
機
械
科
3
0
名
、
板
金

科
3
0
名
、
自
動
車
整
備
科
3
0
名
、

●
訓
練
期
間
一
年
、
な
お
詳
し
く

は
館
林
職
業
訓
練
校
0
二
七
六
七
ー

□
0
ニ
ニ
九
へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

▼
乳
児
検
診
1
3
日
（
第
二
木
曜
日
）

▼
妊
婦
検
診
2
0
日
（
第
三
木
曜
日
）

▼
育
児
相
談
2
7
日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受
付

は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
固
定
資
産
税
第

四
期
、
個
人
事
業
税
第
二
期
、
国
民

年
金
第
四
期
、
明
和
土
地
改
良
区
費
、

有
線
放
送
使
用
料
及
び
水
道
使
用
料

で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
六
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
七
日
東
部
児
童
館

二
十
七
日
斗
合
田
薬
王
寺

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一

二
十
八
日
矢
島
公
民
館

訓
練
生
を
募
集

午
後



村の人口

12 月 1 日現在

世帯数 2144戸
人口総数 9396人

男 4661 人

女 4735 人
(11 月中の動き）

出生 6人 死亡 3人
転入59人 転出12人

'7512  

10 日発行

第 1
発行所

編集

印刷所

7 I 号
明和村役場

総務課
庶務管理係

小林印刷所

国旗の下で

十
一
月
四
日
中
央
保
育
園
で
第
一
回

小
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
月
＿
二
十
日
の
予
定
が
雨
で
四
日
間

も
延
び
、
待
ち
に
待
っ
た
こ
の
日
は
園

児
た
ち
の
心
中
を
察
し
た
か
の
よ
う
に

カ
ラ
リ
と
晴
れ
最
高
の
運
動
会
び
よ
り

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
会
場
は
園
児
の
描
い
た
万
国

旗
で
飾
ら
れ
、
そ
の
下
で
の
か
け
っ
こ
、

紅
白
の
玉
入
れ
等
は
、
さ
ぞ
か
し
充
実

感
溢
れ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

十
五
m
の
か
け
っ
こ
と
も
な
る
と
保

母
さ
ん
の
笛
の
合
図
で
走
り
一
位
に
な

っ
て
満
足
そ
う
に
テ
ー
プ
を
切
る
園
児
、

そ
れ
と
は
逆
に
笛
が
鳴
っ
て
も
走
り
出

さ
ず
保
母
さ
ん
に
付
き
添
わ
れ
て
走
る

園
児
も
あ
り
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

よ
し
な
し
ご
と

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
伸
び
た

こ
と
は
よ
ろ
こ
ば
し
い
。
だ
か
悠

久
の
時
の
流
れ
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、

瞬
時
に
等
し
い
。
生
着
必
滅
、
生

あ
る
も
の
は
必
ず
滅
ぶ
。
こ
の
厳

然
た
る
事
実
、
自
然
の
理
法
に
さ

か
ら
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

け
れ
ど
も
人
間
の
精
神
は
肉
体

よ
り
弾
力
が
あ
る
。
意
志
の
あ
る

と
こ
ろ
、
如
何

9

に
も
あ
り
方
を
変

え
る
こ
と
が
出
来
る
。

ど
う
す
れ
ば
楽
し
く
自
分
を
生

か
す
こ
と
が
出
来
る
か
①
ま
づ
求

知
心
を
旺
盛
に
②
真
善
美
の
追
求

③
心
に
憂
情
を
も
つ
こ
と
。
．

人
生
に
結
論
を
求
め
る
は
無
理
、

命
あ
る
限
り
ひ
た
す
ら
前
進
す
る

過
程
に
こ
そ
生
甲
斐
は
あ
る
の
だ

と
思
う
。
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税
務
課
長
の
職
で
収
入
役
の
職
務
代
皿

理
を
行
っ
て
い
た
宮
沢
恒
雄
さ
ん
か
血

収
入
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
血

宮
沢
さ
ん
は
細
そ
り
と
し
た
眼
鏡
薗

を
か
け
た
物
静
か
な
人
で
眼
鏡
の
奥
血

で
温
か
み
の
あ
る
眼
か
や
さ
し
く
光
皿

る
。
職
員
の
間
で
も
「
あ
の
宮
さ
ん
血

な
ら
ば
”
~
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
信
頼
血

の
お
け
る
人
。
収
入
役
に
な
っ
た
宮
訓

沢
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
当
時
叩

の
佐
貫
村
役
場
に
勤
務
以
来
、
保
健
圃

係
長
や
税
務
課
長
を
歴
任
し
ま
し
た
皿

明
和
村
大
字
須
賀
四
五
五
番
地
皿

大
正
六
年
五
月
二
十
九
日
生
（
満5
8歳
）
皿

選
任
年
月
日
昭
和
五
十
年
十
二
月
皿

二
日

て
、
教
育
長
に
な
っ
た
三
田
惣
三
郎
一

さ
ん
は
明
和
中
学
校
に
四
年
間
校
長
血

と
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
村
民
の
皆
皿

さ
ん
も
知
っ
て
の
と
お
り
、
誰
か
ら
皿

も
信
用
も
厚
く
、
英
国
紳
士
を
思
わ
皿

せ
る
ほ
ど
全
て
に
洗
練
さ
れ
、
自
己
ー

に
き
び
し
く
、
一
分
の
ス
キ
も
な
い
血

そ
ん
な
校
長
さ
ん
を
想
像
さ
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

ヽ
ー

三
田
さ
ん
は
昭
和
九
年
館
林
第
ナ

小
学
校
の
教
諭
以
来
、
館
林
市
立
赤
血

羽
中
学
校
長
や
太
田
地
方
教
育
事
務
皿

所
長
な
ど
を
歴
任
し
た
人
で
す
。

館
林
市
城
町
七
番
十
一
号

大
正
三
年
十
月
二
十
日
生
（
満
6
1歳
）
皿

任
命
年
月
日
昭
和
五
十
年
十
二
月
二
日
·

｀
―
-
田
惣
三
郎
氏

国勢調査人ロ・世帯推移(10 月 1 日）

年次 人口 増減数 世帯 増減数 一り世人：帯、数当

昭和25年 10,162 I、 1,693 i= 6.0 

昭和30年 9,889 • 273 1,675 • 18 5.9 

昭和35年 9,211 • 678 1,681 6 5.5 

昭和40年 8,630 • 581 1,712 31 5 0 

昭和45年 8,496 • 134 1,804 92 4 7 

昭和50年 9,182 686 2,121 317 4.3 

去
る
十
月
一
日
村
民
の
皆
さ
ん

に
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施
さ
れ

た
「
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
」
の

結
果
か
こ
の
ほ
ど
発
表
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
調
査
は
五
年
に
一
回
行
わ

れ
ま
す
か
今
回
の
調
査
は
大
正
九

年
の
第
一
回
の
調
査
以
来
今
度
で

第
十
二
回
目
で
す
。

こ
ん
ど
発
表
さ
れ
た
主
な
も
の

を
ひ
ろ
っ
て
五
年
前
と
比
較
し
て

み
ま
す
と
人
口
は
六
百
八
十
六
人

増
加
の
九
千
百
八
十
二
人
、
世
帯

数
は
三
百
二
十
戸
増
加
の
二
千
二

百
戸
で
す
。

な
お
人
口
は
昭
和
二
十
五
年
か

ら
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
た
か
、

本
年
は
逆
に
増
加
し
て
減
少
は
ス

ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

票の中小

（国町叩り

人
日
な
ど
着
々
増
加

第
六
回
臨
時
村
議
会
が
十
一
月
二
十
一
日
午
前
十
時
よ
り
会
期
一
日
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
議
会
で

は
、
①
助
役
の
選
任
同
意
②
収
入
役
の
選
任
同
意
③
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
④
）
農
業
委
貝
の

推
せ
ん
⑤
農
地
課
税
に
関
す
る
請
願
の
以
上
五
議
案
が
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

[
呂
沢
恒
雄
氏

（
融
資
対
象
）

こ
の
制
度
に
よ

る
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き

る
方
は
、
県
内

に
事
業
所
を
有

す
る
中
小
企
業

主
の
方

（
融
資
条
件
）

曰
資
金
使
途

運
転
資
金

口
融
資
限
度

一
企
業
四
百

万
円

口
融
資
利
率

年
八
・
五
％

以
内

四
受
付
期
間
昭
和
五
十
年
十
月
二
十

二
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

（
融
資
申
込
手
続
）

融
資
申
込
を
受
け
る
方
は
、
金
融
機
関

で
所
定
の
手
続
き
を
し
て
、
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 企業

年末資金融資の利用を

減
少
傾
向
ス
ト
ッ
プ

明
和
農
協
、
千
江
田
農
協
よ
り
提
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
農
地
課
税
に
関
す
る

請
願
書
（
こ
れ
か
ら
都
市
計
画
法
に
よ

り
線
引
き
さ
れ
る
市
街
化
区
域
内
の
農

地
を
宅
地
並
み
に
課
税
は
し
な
い
）
を

各
方
面
、
各
機
関
に
請
願
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

消
火
器
の
押
し
売
り
に
ご
注
意
”

不
審
な
点
か
あ
り
ま
し
た
ら
、

消
防
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
課
税
の
請
願

農
業
委
員
が
二
人
の
欠
員
に
な
っ
て

い
ま
し
た
の
で
議
会
の
推
せ
ん
を
受
け

た
堀
口
正
さ
ん
、
尾
花
時
夫
さ
ん
の
両

氏
が
農
業
委
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

塀
口
さ
ん
尾
花
さ
ん
農
業
委
員
に

臨時村議会風景

こ
れ
は
最
近
都
市
の
弊
害
か
叫
ば
れ

人
口
、
工
場
か
地
方
に
分
散
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の
数
字
か
ら
も
本
村
は
着
々
と
未

来
に
向
っ
て
発
展
し
て
い
る
こ
と
か
う

か
か
わ
れ
ま
す
。

な
お
国
勢
調
査
の
結
果
は
各
種
の
行

政
の
基
礎
資
料
や
各
都
道
府
県
、
市
町

村
の
財
政
事
情
に
応
じ
て
国
が
地
方
公

共
団
体
に
交
付
す
る
地
方
交
付
税
の
額

の
算
定
、
社
会
福
祉
対
策
、
雇
用
対
策
、

交
通
対
策
、
環
境
整
備
計
画
、
住
宅
建

設
計
画
、
地
域
開
発
計
画
な
ど
に
広
く

使
わ
れ
ま
す
。



第171号{3) 広 報 め し＼ わ 昭和50年12 月 10 日

館
林
、
邑
楽
地
区
は
洪
積
層
の
低
い

台
地
と
水
田
の
分
布
す
る
沖
積
低
地
か

ら
な
り
利
根
川
渡
良
瀬
川
に
囲
ま
れ
た

地
盤
が
軟
弱
な
土
地
で
標
高
は
二
十
m

程
度
で
あ
り
、
さ
ら
に
最
近
は
工
場
の

進
出
が
急
激
に
行
わ
れ
地
下
水
の
揚
水

量
が
大
幅
に
増
加
し
た
た
め
に
地
盤
の

水
準
点

沈
下
が
必
配
さ
れ
る
た
め
、
県
公
害
課

が
中
心
と
な
っ
て
館
林
、
邑
楽
地
区
に

地
盤
沈
下
測
量
の
水
準
点
設
置
を
二
十

六
カ
所
行
い
ま
す
。

本
村
で
は
利
根
川
沿
岸
に
約
ニ
キ
ロ
間

隔
で
四
カ
所
（
斗
合
田
薬
王
寺
、
千
津

井
東
小
学
校
、
新
里
役
場
、
大
佐
貫
東

光
寺
の
敷
地
内
）
埋
設
し
ま
し
た
。

こ
の
水
準
点
を
設
置
し
、
毎
年
一
回

定
期
的
に
水
準
測
量
し
て
前
年
と
の
差

を
求
め
て
沈
下
の
有
無
を
調
べ
る
も
の

で
す
。

こ
れ
に
よ
り
当
地
区
の
地
盤
の
変
化

が
適
格
に
究
明
さ
れ
る
た
め
こ
の
成
果

地
盤
の
変
化
を
調
査

を
四
カ
所
に

師
走
の
候
と
な
り
ま
し
た
。
皿

村
民
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
皿

と

A

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
こ
と
、
こ
の
た
び
議
会
の
皿

ご
同
意
を
い
た
だ
き
‘
十
二
月
一
日
皿

付
を
も
っ
て
助
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
皿

こ
。

1
1

t

11 

極
め
て
浅
学
い
た
ら
な
い
者
で
ご
呵

ざ
い
ま
す
が
村
長
補
佐
役
と
し
て
、
圃

ま
た
職
員
一
同
と
協
カ
一
致
し
て
輝
圃

こ

I
I

か
し
い
村
の
発
展
の
た
め
尽
力
し
t

1
1

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

幸
い
今
日
ま
で
約
四
十
年
間
健
康
皿

で
県
庁
職
員
と
し
て
奉
職
で
き
ま
き
1
1
1

た
の
で
、
今
後
に
い
く
ら
か
で
も
役
皿

立
て
る
こ
と
か
で
き
れ
ば
幸
甚
と
存
血

じ
て
お
り
ま
す
。

I

議
会
当
局
を
初
め
各
種
団
体
、
．
村
”

民
皆
様
方
に
格
別
な
る
ご
指
導
と
ご
ー

鞭
撻
を
心
か
ら
お
ね
が
い
し
て
簡
単
皿

で
あ
り
ま
す
が
紙
面
を
通
じ
就
任
の
岬

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
血

=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
血

か
え
り
み
ま
す
と
昭
和
二
十
二
年
皿

一
月
佐
貫
村
役
場
に
就
職
以
来
二
十
血

九
年
間
今
日
ま
で
皆
様
に
大
変
ご
厄
皿

介
に
な
り
ま
し
た
か
、
こ
の
た
び
は
皿

か
ら
ず
も
選
任
を
得
ま
し
て
収
入
役
圃

に
就
任
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
皿

で
広
報
を
通
じ
ま
し
て
新
任
の
御
挨
圃

拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
の
大
先
輩
で
あ
り
ま
す
落
合
さ
皿

ん
は
収
入
役
に
就
任
以
来
四
期
村
財
皿

政
運
営
の
中
心
と
し
て
明
和
村
発
展
皿

の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
立
派
な
方
て
皿

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
任
と
し
て
私
”

が
そ
の
あ
と
を
引
き
つ
ぐ
訳
で
す
か

浅
学
非
才
そ
の
器
で
な
く
は
た
し
て
圃

そ
の
職
責
を
全
う
で
き
る
か
ど
う
か
皿

心
配
で
す
が
就
任
致
し
ま
し
た
か
ら
皿

に
は
御
期
待
に
そ
う
よ
う
微
力
で
は
皿

あ
り
ま
す
が
努
力
を
致
す
所
存
で
ご
皿

ざ
い
ま
す
の
で
何
卒
皆
様
の
御
支
援
叩

と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
就
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

==-==============-=111 

助
役
関
日
浅
次

収
入
役

宮
沢
恒
雄

教
育
長

の
あ
い

三
田
惣
三
郎

明
和
村
の
皆
様
と
お
別
れ
し
て
か
皿

ら
一
年
八
カ
月
の
歳
月
か
流
れ
去
り
皿

ま
し
た
が
、
再
び
皆
様
の
元
気
な
お
皿

姿
に
接
し
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
呵

ま
す
。
昭
和
四
十
五
年
か
ら
四
年
間
疇

明
和
中
学
校
長
と
し
て
お
世
話
に
な
皿

っ
た
こ
と
が
走
馬
燈
の
絵
の
よ
う
に
”

な
つ
か
し
く
想
い
だ
さ
れ
ま
す
。
皿

こ
の
た
び
、
奈
良
教
育
長
さ
ん
の
皿

後
任
と
し
て
教
育
長
の
重
責
を
担
う
皿

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
激
動
す
る
社
血

会
情
勢
下
に
お
い
て
、
教
育
上
の
諸
疇

問
題
か
真
剣
に
論
議
さ
れ
て
い
る
時
皿

で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
重
責
を
果
血

せ
る
か
ど
う
か
一
抹
の
不
安
を
覚
え
皿

ま
す
か
、
皆
様
の
御
指
導
と
御
支
援
血

を
戴
き
な
か
ら
こ
の
大
任
を
務
め
て
皿

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皿

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皿

皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
血

り
し
て
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
皿

-=================-111 

だばこは

村内で

買いましよう

3 月～ 10 月まで

で10,942,580円

のたばこ消費税

がありました。

か
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
各
調
査
地
点
に
は
、
一
級
水
準

点
な
ど
と
書
か
れ
た
縦
横
二
十
し
＋
、
高

さ
六
十
五
し
＋
の
直
方
体
の
ミ
カ
ゲ
石
で

で
き
た
標
石
を
埋
設
し
ま
す
。

や
け
と
の
手
当
は

こ
の
よ
う
に

あ
つ
い
と
思
っ
た
ら
体
温
の
低
い
耳

た
ぶ
を
つ
か
み
ま
す
が
、
と
に
か
く
や

け
ど
を
し
た
ら
、
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね

っ
て
、
す
ぐ
そ
の
流
水
で
五
分
ー
ニ
十

分
冷
や
す
。

近
頃
は
幼
児
が
マ
ホ
ー
ビ
ン
に
よ
る

や
け
ど
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
熱

湯
を
か
ぶ
っ
た
と
き
は
衣
類
を
脱
か
す

前
に
早
く
水
を
か
け
て
冷
し
て
く
だ
さ

、
。

し◎
や
け
ど
の
程
度

一
度
…
…
皮
膚
が
赤
く
は
れ
る

二
度
…
…
皮
膚
に
水
泡
か
で
き
る

三
度
…
…
皮
膚
か
た
だ
れ
て
く
ず
れ
る

●
一
度
の
や
け
ど
は
早
く
水
の
中
で
冷

や
し
た
後
、
消
毒
ガ
ー
ゼ
で
軽
く
包
帯

し
て
お
く
程
度
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
す
。

●
二
度
、
水
ぶ
く
れ
が
で
き
た
ら
、
破

ら
な
い
で
そ
の
ま
ま
で
軽
く
包
帯
を
し

て
医
師
に
見
て
も
ら
う
。

●
三
度
は
患
部
を
空
気
に
さ
ら
さ
な
い

よ
う
に
大
き
な
布
な
ど
で
お
お
い
、
一

刻
も
早
く
外
科
医
か
皮
隋
科
の
医
者
に

治
療
を
う
け
る
こ
と
。
素
人
治
療
は
絶

対
に
つ
つ
し
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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冬
一
番
多
い
病
気
は
カ
ゼ
、
た
い
て

い
の
人
は
経
験
の
あ
る
と
こ
ろ
。
こ
れ

は
鼻
、
の
ど
、
気
管
の
粘
膜
が
冷
た
い

乾
燥
し
た
空
気
に
刺
激
さ
れ
て
炎
症
を

起
こ
す
の
と
、
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
に
お

か
さ
れ
る
も
の
か
あ
る
。

細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
で
起
こ
る

の
が
大
部
分
、
つ
ま
り
カ
ゼ
は
伝
染
病

な
の
で
す
。

寒
さ
は
カ
ゼ
の
直
接
の
原
因
で
は
な

-
』
わ
く
な
い

《女子》 優勝役場

2
 

゜

ニ
ュ
ー
ス

►

幼
稚
園
で
七
五
三

村
内
の
幼
稚
園
で
は
十
一
月
十
五

日
の
七
五
三
の
日
を
中
心
に
各
幼
稚

園
ご
と
に
合
同
で
七
五
三
の
お
祝
い

を
行
な
い
ま
し
た
。

七
五
三
は
数
え
ど
し
で
三
歳
と
五

歳
の
男
子
、
三
歳
と
七
歳
の
女
子
を

無
事
に
成
長
し
た
の
を
お
祝
い
を
す

る
日
で
中
央
幼
稚
園
で
は
十
一
月
十

三
日
に
お
祝
い
を
行
い
、
胸
に
赤
い

花
を
つ
け
た
園
児
達
は
神
主
さ
ん
か

ら
丁
重
に
お
払
い
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
千
歳
飴
を
も
ら
っ
た
り
‘

力
セ
な
ん
て

お
母
さ
ん
と
歌
や
ク
イ
ズ
な
ど
で
楽

し
み
、
お
母
さ
ん
達
も
我
か
子
の
成

長
に
あ
ら
た
め
て
満
足
そ
う
で
し
た
。

明
和
西
小
P
T
A

（
会
長
、
金
子

竹
雄
）
で
は
父
兄
の
体
力
向
上
と
親

睦
を
兼
ね
た
第
一
回
西
小
P
T
A

マ

マ
さ
ん
バ
レ
ボ
ー
ル
大
会
を
十
一
月

二
日
西
小
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

大
会
は
八
チ
ー
ム
の
部
落
別
対
抗

で
行
わ
れ
、
試
合
か
始
ま
る
と
お
子

さ
ん
達
の
声
援
を
受
け
、
そ
れ
に
答

え
る
か
の
よ
う
に
お
母
さ
ん
達
は
往

年
の
ス
パ
イ
ク
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
上
位
三
チ
ー
ム
は
須
賀
、

大
輪
、
大
佐
貫
で
し
た
。

＜
誘
因
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
「
カ
ゼ
は
万
病
の
も
と
」
と

い
わ
れ
る
の
は
、
他
の
病
気
の
初
期
症

状
が
カ
ゼ
の
顔
を
し
て
表
わ
れ
る
場
合

か
あ
る
。
さ
ら
に
、
カ
ゼ
で
基
礎
体
力

が
落
ち
る
と
、
そ
こ
に
他
の
病
気
が
つ

け
こ
み
や
す
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
注
意
し
た
い
の
は
前
者
、
た
と

え
ば
結
核
や
黄
疸
、
小
児
マ
ヒ
の
は
じ

ま
り
は
、
カ
ゼ
の
症
状
と
よ
く
似
て
い

る
た
め
う
っ
か
り
見
過
し
ま
す
と
、
後

役
場
男
女
と
も

《男子》
優勝役場④

疇特マ役役大Jレ

殊ハ 幸
ァ場場

電卜 化

装全⑧ ⑧成

0

特
殊
電
装

2

「
L
ー
ー
西
小
P
T
A◎

2

オ
ー
ル
明
和

斗
合
田

西
幼
稚
園

中
央
幼
稚
園

大
幸
化
成

千
江
田
農
協

東
幼
稚
園

西
小
P
T
A
®

マ
ル
ハ
ガ
ー
ル
ズ

役
場

西
小
P
T
A

⑤

や
っ
た
ぞ
”
~

体
育
協
会
主
催
の
第
十
九
回
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
か
十
一
月
九
日
明
和
中
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
よ
り
、
高
校
生
は
出
場
で
き
な

く
な
り
、
男
子
は
昨
年
よ
り
五
チ
ー
ム

少
な
か
っ
た
か
逆
に
女
子
は
三
チ
ー
ム

も
増
え
十
三
チ
ー
ム
で
し
た
。

試
合
は
三
セ
ッ
ト
‘
二
十
一
本
勝
負

の
九
人
制
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
試
合
が
開
始
さ
れ
各

コ
ー
ト
で
威
勢
の
よ
い
か
け
声
を
か
け

合
っ
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

結
局
男
女
と
も
役
場
チ
ー
ム
が
優
勝

を
獲
得
し
ま
し
た
報
。

◄

マ
マ
さ
ん
大
ハ
ッ
ス
ル

立

で
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

し
た
か
っ
て
カ
ゼ
か
三
日
た
っ
て
も

軽
く
な
ら
な
い
、
こ
じ
ら
せ
た
、
い
つ

も
の
カ
ゼ
と
少
し
ち
か
う
と
思
う
場
合

は
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
。

ま
た
単
な
る
カ
ゼ
で
も
仕
事
に
無
理

を
す
る
人
、
体
力
、
抵
抗
力
の
弱
い
お

年
寄
り
や
子
ど
も
、
病
気
あ
が
り
の
人
、

結
核
、
扁
桃
炎
、
ぜ
ん
そ
く
、
心
臓
病
、

リ
ウ
マ
チ
熱
な
ど
の
あ
る
人
、
ま
た
は

あ
っ
た
人
は
特
こ
要
注
意
で
す
。

. 込
q

-
l
_

—
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かる がル大，
しあ 日夕会＇

さた ので十t
‘た 頃沼か／為
田＾賀二▼ 他野はか
部南ー十優なを口がな
井大千？勝お大さつは
喜島― 成きんかあ
雄ー百▼山績くはりま
＾五？準岸は引一゜り
梅百 優金次き•そ釣
原八▼勝重の離二れれ
—‘+ = -、としキでな
？五［野矢おて口もく

口島りいム；山つ
0 福兼.___,蔽ま釣岸り
大島孝千 しつさ天
物重＾二畠f；てん狗
賞治須百— ‘と達



第171号{5) 広 報 め し‘ わ 昭和50年12 月 10 日

さ
い
こ
の
チ
ャ
ン
ス

年
金
が
も
ら
え
る
た
め
に

を
納
め
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
、
今

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

年
中
に
一
カ
月
九

0
0

円
の
割
合
で
納

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
‘
失
っ
た
年
金
権

か
復
活
す
る
制
度
で
す
。

も
う
一
度
よ
く
調
べ
て
失
っ
て
い
る

第
九
回
菊
花
大
会

十
一
月
一
日
1

三
日
ま
で
文
化
祭
の

一
環
で
あ
る
菊
花
大
会
か
商
工
会
館
で

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
の
で
、
そ
れ
以
後
に
生
ま
れ
た
人
は
、

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
原
則
と
し
て

保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
必
ず
納
老
後
に
年
金
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
ま

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
る
期
限
を
過
ぎ
て
し
し
か
し
、
国
民
年
金
に
未
加
入
の
人
、

ま
い
ま
す
と
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
保
険
料
の
未
払
い
か
あ
る
人
で
も
、
特
行
わ
れ
ま
し
た
。
．

必
要
な
資
格
の
期
間
が
足
ら
な
く
な
り
、
別
の
措
置
で
六
十
五
歳
か
ら
終
生
、
老
会
場
に
飾
ら
れ
た
一
〇
七
鉢
の
中
か

年
金
を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
っ
て
し
齢
年
金
か
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
ら
田
島
の
奈
良
邦
雄
さ
ん
は
三
鉢
出
品

ま
い
ま
す
。
と
か
で
き
ま
す
。
し
、
そ
れ
が
全
部
入
選
し
、
そ
の
う
ち

い
ま
支
給
さ
れ
て
い
る
「
老
齢
福
祉
こ
の
特
別
措
置
は
、
国
民
年
金
に
当
二
鉢
か
最
優
等
に
選
ば
れ
知
事
賞
等
に

年
金
」
は
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
然
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
入
り
ま
し
た
。

以
前
に
生
ま
れ
た
人
に
支
給
さ
れ
る
も
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
保
険
料
奈
良
さ
ん
は
以
前
健
康
を
害
し
た
の

9
i
i
i
i
!
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
!
ー
!
!
i
i
i
!
i
i
i
ー
i
ー
ー
ー
i
i
ー
ー
じ
で
静
養
の
た
め
に
と
菊
作
り
を
昨
年
か

—— 

i
今
回
改
正
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
で
え
る
時
は
一
っ
増
え
る
ご
と
に
二
枚
を
れ
撒
去
命
令
か
出
さ
れ
ま
す
。
一
ら
始
め
て
、
二
年
目
で
こ
の
大
賞
を
受

i

i

-

ー
は
、
立
札
、
看
板
を
枚
数
と
掲
示
場
加
え
た
枚
数
、
参
院
選
全
国
区
は
、
百
有
権
者
の
み
な
さ
ん
の
敷
地
内
に
i
賞
し
ま
し
た
。

i
所
の
両
面
か
ら
厳
し
く
規
制
し
た
。
枚
ま
で
と
さ
れ
、
掲
示
場
所
も
候
補
者
こ
の
よ
う
な
三
角
柱
が
立
っ
て
い
ま
一
特
に
菊
作
り
は
何
年
も
の
経
験
か
な

i

i

-

一
選
挙
が
近
く
な
る
と
、
決
ま
っ
て
街
事
務
所
、
後
援
団
体
の
事
務
所
ご
と
に
せ
ん
か
。
も
し
立
っ
て
い
た
ら
‘
速
i
い
と
、
り
っ
ぱ
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

竺
眼
に
は
ん
ら
ん
す
る
の
が
、
立
札
や
二
枚
以
内
に
制
限
し
て
い
る
。
や
か
に
立
て
た
人
と
相
談
し
て
抜
く
一
は
で
き
な
い
の
で
園
芸
仲
間
も
お
ど
ろ

i

i

-

i
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

l
い
て
い
ま
し
た
。

i
『

1
-
.
T
i
,
'
ー
・
＇
ー
り
ー
，
＇

9
9
L
1

↑
ー
'
,
'
ヽ
'
-

i

5
,

i
ヤ
メ
テ
ー
．
酒
の
み
運
転

i
[
．
こ
明
る
い
選
挙
コ
9
ー
ナ
ー
•
C
-

i
ー
＇
―
-
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
を
運
転
し
な
い
、

H
 

0
0
0
0

後
援
会
連
絡
所
：
さ
せ
な
い
、
運
転
す
る
人
に
酒
を
出
さ

i
ト
ー
ド

r
.

、
ぃ
·
-

i

1
1

立
札
・
看
板
の
規
制
I
I

：
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

i

o
o
0
0

後
援
会
連
絡
所

l

i
一
圏
酒
か
運
転
す
る
人
に

i
 ｀
板
で
あ
り
、
有
権
者
か
ら
ひ
ん
し
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
、
ベ
ニ
ャ
板
で
ポ
＿
二
角
柱
は
看
板
で
な
い
一
与
え
る
影
響

i
ゅ
く
を
買
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
今
ス
タ
ー
を
裏
打
ち
し
た
も
の
（
図
参
照
）
一
●
大
胆
に
な
り
安
全
な
運
転
を
し
よ
う

i

i

-

一
度
新
し
く
認
め
ら
れ
る
立
札
、
看
板
も
「
看
板
の
類
」
と
み
な
さ
れ
る
の
で
i
と
す
る
注
意
力
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

i
は
、
タ
テ
百
五
十
し
チ
以
内
、
ヨ
コ
四
禁
止
さ
れ
る
。
又
、
塀
ぎ
わ
に
立
て
ら
裏
打
ち
す
る
と
ポ
ス
タ
ー
て
な
い
一
●
目
先
か
ち
ら
つ
き
路
上
の
実
態
か
正

i
 -

+
3チ
以
内
と
ま
ず
大
き
さ
を
規
制
。
れ
た
三
角
柱
の
も
の
（
図
参
照
）
は
、
i
し
く
見
極
め
ら
れ
な
い
。
（
止
ま
っ
て

一
候
補
者
一
人
、
あ
る
い
は
後
援
団
体
「
看
板
の
類
」
と
み
な
さ
れ
な
い
の
で
-
g

u
-
C―
\
(
6
)
(i) 8
0
'l
'
t
\
l
l

・
名
ー
ー
'
―

-
9
9
9
l

い
る
車
が
動
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
）

i
-

i
―
団
体
に
つ
き
、
衆
院
選
の
場
合
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
法
改
正
前
＠
~
鴫

s

i
●
運
転
の
速
度
感
覚
が
に
ぶ
る
。
（
相

一
十
枚
ま
で
。
参
院
選
地
方
区
、
県
知
に
立
て
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
速
‘
一
当
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
て
も
自
分
は
感

i

-

i
事
選
は
、
十
枚
に
、
そ
の
都
道
府
県
や
か
に
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
じ
な
い
。
）

,
i
の
区
域
内
の
衆
院
選
挙
区
が
一
を
超
こ
れ
を
取
り
除
か
な
い
と
、
警
告
さ
i
●
と
っ
さ
の
場
合
、
ハ
ン
ド
ル
、
ブ
レ

r

g
i
i
i
ー
i
i
i
i
i
i
i
！
ー
ー
ー
i
i
i
に
ー
キ
の
操
作
等
が
で
き
な
い
。

奈
良
邦
雄
さ
ん
知
事
賞
に

よ
う
で
し
た
ら
復
活
す
る
よ
う
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
手
続
き
や
く
わ
し
い
事
に
つ
い

て
は
役
場
住
民
課
国
民
年
金
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

可
I
I
.

校
内
レ
コ
ー
ド
大
賞
を

十
一
月
二
十
日
体
育
館
で
生
徒
会

主
催
に
よ
る
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

か
開
か
れ
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
学
級
の

歌
と
自
由
曲
か
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
生
徒
の
作
詞
作
曲
に

よ
る
学
級
歌
か
取
り
入
れ
ら
れ
、
こ

れ
は
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
、
ク
ラ

ス
全
員
で
作
っ
た
も
の
を
音
楽
の
時

間
に
学
習
と
し
て
取
り
あ
げ
完
成
さ

せ
た
も
の
で
す
。

生
徒
は
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
め
ざ
し

朝
早
く
登
校
し
た
り
、
昼
休
み
、
放

課
後
を
利
用
し
練
習
し
た
た
め
に
、

ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り
も
よ
り
一
層
強

く
な
り
、
ま
た
今
回
は
先
生
方
全
員

に
よ
る
特
別
参
加
も
あ
り
‘
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

英
暗
大
会
戸
迂
さ
ん
活
躍

英
語
暗
唱
大
会
が
十
月
三
十
日
に

大
泉
北
中
で
行
わ
れ
、
本
校
で
も
各

学
年
か
ら
一
名
ず
つ
参
加
し
、
三
年

の
玉
井
幸
子
さ
ん
‘
二
年
の
松
本
幸

恵
さ
ん
か
そ
れ
ぞ
れ
、
学
年
別
に
優

勝
し
、
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
関
東
短
期
大
学
主
催
の
近

県
（
群
馬
、
栃
木
、
埼
玉
）
中
学
校

英
語
暗
唱
大
会
か
十
一
月
二
十
二
日

に
、
二
十
六
校
約
五
十
名
参
加
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
大
使
館
員

や
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
の
先
生
な

ど
が
審
査
を
行
い
、
本
校
で
は
二
名

参
加
し
、
三
年
の
玉
井
幸
子
さ
ん
が

こ
昨
年
に
引
続
き
連
続
優
勝
、
松
本
幸

恵
さ
ん
か
四
位
に
入
賞
し
、
す
ば
ら

し
い
成
績
を
お
さ
め
、
カ
ッ
プ
や
楯

そ
れ
に
副
賞
を
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
英
語
暗
唱
だ
け
で
な
く
、
実

用
英
語
検
定
に
も
積
極
的
に
受
験
し
、

本
年
度
前
期
は
三
級
七
名
、
四
級
ニ

十
四
名
か
既
に
合
格
し
て
お
り
ま
す
。

英
語
検
定
と
は
、
英
語
の
知
識
と

能
力
を
一
定
の
基
準
に
従
い
全
国
的

な
規
模
で
判
定
し
、
真
の
実
力
者
に

対
し
て
文
部
省
か
認
定
す
る
技
能
検

定
で
す
。
三
級
合
格
者
は
簡
単
な
日

常
会
話
や
文
章
が
読
ん
だ
り
、
書
い

た
り
で
き
ま
す
。

理
科
で
も
畔
戸
さ
ん
活
躍

群
馬
県
理
科
研
究
発
表
会
が
十
一

月
十
六
日
に
群
馬
大
学
で
県
内
小
中

高
生
約
―
二
百
名
が
参
加
し
て
発
表
会

か
開
か
れ
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
「
明
和
村
の
植
物
分

布
」
に
つ
い
て
、
二
年
生
の
松
本
幸

恵
さ
ん
、
栗
原
か
ほ
り
さ
ん
か
、
学

校
で
夏
休
み
に
植
物
採
集
し
た
も
の

で
二
年
間
か
か
っ
て
調
べ
た
も
の
を

発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
「
道
管
を
通
る
水
の
速
さ
」

に
つ
い
て
も
、
夏
休
み
か
ら
秋
に
か

け
て
、
ホ
ー
セ
ン
カ
を
中
心
と
し
て
．

植
物
か
水
を
す
い
あ
げ
て
葉
に
い
た

る
ま
で
の
距
離
と
時
間
の
関
係
を
研

究
し
、
両
作
品
と
も
優
秀
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

の
成
果

1
1

明
和
中
学
校

I
I
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年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
忘
年
会
、
新
年
会

な
ど
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
や
や
も

す
る
と
た
ば
こ
の
火
や
暖
房
の
火
の
取

り
扱
い
に
対
す
る
注
意
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
た
り
、
年
末
の
忙
し
さ
に
ま
ぎ
れ

て
「
つ
い
う
っ
か
り
」
と
い
っ
た
こ
と

に
な
り
か
ち
で
す
か
ら
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。火

災
は
何
と
い
っ
て
も
発
火
直
後
、

火
か
燃
え
ひ
ろ
が
ら
な
い
初
期
の
段
階

で
消
す
の
か
一
番
効
果
的
で
す
。

そ
こ
で
出
火
時
の
と
っ
さ
の
対
策

は
こ
の
よ
う
に

●
油
な
べ
の
引
火
は

..---”――”一7”―79一つ”--”-”一つ9-” ―”―”----”｀ワ.... 
B'i 集 6.5 な に水 P 単ま位す
0 7.5 ま効以る水用素 H 位せをる少
D また果下と道いイ：をん少たし
：で稲にに塩用らオ：説゜しめで

靡虐皇喜乞嚢杢竺る腐門竺：且臭 ヵヽ
のれ育響と菌し符グ 1 まで知そ害

旦；畠盟塁嘉；号：ょ！よ互畠しど ん
をるしる処低 P.H 数に：代け準う

塁゜心°予［げ素魯： 9 仁；占 き
t i]。·畠p.h 店 ~1·1 奇心贔単ょ

解位、
酸お酸 c ーる 1 P P は B ＾こ微の 1 
化よ化〇杯濃 m'P P 3 0 水の生のiこ
すび物 D の度中 M M P D 産値物まる有質：濃をに：以 P 2 用かかま I 
畏塁：悶竺平 cし胄累且心喜：羞はつ③
消のわ剤 二ののな下 M ヤいと散し‘
費ーちに 風物量い‘以マほすす
さ部無よ 呂質をとコ下メどるるて：
れま機つ 桶が表住イ‘‘汚酸た
るた性て に含わめ‘アイれ素め
酸は亜排 約ますなフユワてのに
化全酸水 小れ単いナ‘ナい量好
量部化中 さて位こはサ等るで気
をを物被 じいで 5 ケは°‘性

項目 P. H BOD ss 

利 1 基準値 6 5以上 2p以、p下m 25p以、p m下

根
8.5以下

) 1 | 測定値 7 3 I Sppm 
22ppm 

谷 基準値
6 5以上 5p以、p下m 50 p以、p rn下

田
8.5 以下

J I | 測定値 7 2 5 4ppm 
22ppm 

許
さ
れ
な
い

『
つ
い
う
つ
か
り
』
は

あ
わ
て
て
水
を
か
け
た
り
な
べ
を
外

へ
持
ち
出
そ
う
と
し
が
ち
で
す
が
、
こ

れ
は
危
険
で
す
。
な
べ
に
ぴ
っ
た
り
の

ふ
た
を
す
る
か
、
白
菜
、
青
菜
を
多
量

に
入
れ
て
油
の
温
度
を
さ
げ
る
か
、
あ

る
い
は
濡
れ
衣
類
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

を
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
ア
イ
ロ
ン
が
燃
え
た
ら

電
源
を
切
る
こ
と
が
先
決
で
す
。
火

に
ば
か
り
気
を
と
ら
れ
る
と
、
感
電
す

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
差
し
込
み

を
ぬ
い
て
、
そ
れ
か
ら
燃
え
て
い
る
部

分
に
水
を
か
け
て
消
し
と
め
れ
ば
よ
い
。

●
石
油
ス
ト
ー
プ
の
出
火
に
は

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
石
油
コ
ン
ロ
を
倒

し
て
火
が
ひ
ろ
か
っ
た
と
き
は
、
ま
ず

水
で
す
。
水
の
か
け
方
は
火
の
中
心
に

向
っ
て
一
気
に
か
け
る
と
消
え
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
毛
布
や
ふ
と
ん
で
火
を

お
お
っ
て
か
ら
水
を
か
け
て
も
よ
い
か

゜

し
、
つ

s
s

…
浮
遊
物
質
は
B
O
D

や
C
o

D

と
同
様
に
汚
濁
指
標
の
一
っ
で
光

の
透
過
率
と
の
関
係
か
ら
も
重
要
で

S
S

が
増
大
す
る
と
光
の
透
過
率
か

低
く
な
り
水
中
動
植
物
の
生
育
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

水
域
の
正
常
な
生
産
活
動
を
維
持

す
る
た
め
に
2
5
p
p

M
以
下
、
自
然

景
観
の
点
か
ら
は
湖
沼
で
は

1

p
p

M
以
下
が
望
ま
し
い
。

‘
、
ー
、
’

年
, 
4
 

n
u
 

禾召nu 

、

1

し

準基境環

（
今
月
は
俳
句
で
す
）
順
不
同

門
引
菜
に
胡
麻
播
り
和
え
て
厨
母

廊
安
福
一

う
た
、
ね
の
夫
を
気
づ
こ
う
夜
寒
む
か

な
安
見
あ
っ
子

新
築
の
母
家
幾
代
の
実
南
天

吉
田
正
義

い
く
つ
か
の
蝉
が
ら
混
じ
る
落
葉
焚

高
瀬
依
根
子

中
天
の
熟
柿
―
つ
椋
襲
ふ

北
島

（
来
月
は
短
歌
で
す
）

文

芸

欄

と
に
か
く
水
が
一
番
効
き
目
が
あ
る
。

●
襖
や
障
子
の
火
は

襖
や
障
子
か
燃
え
た
ら
、
火
の
炎
の

先
に
む
か
っ
て
水
を
か
け
る
と
消
火
か

早
く
な
り
ま
す
。

●
ど
ん
な
小
さ
な
火
で
も

ひ
と
り
で
、
も
み
消
そ
う
と
内
密
な

行
動
を
す
る
と
火
事
を
大
き
く
す
る
だ

け
で
す
。
「
火
事
だ
」
と
叫
び
な
か
ら
消

し
て
く
だ
さ
い
。
一
人
で
も
多
く
協
力

者
を
も
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

火
災
に
よ
り
尊
い
人
命
や
、
大
切
な

財
産
を
失
な
っ
こ
と
の
な
い
よ
う
村
民

一
人
一
人
か
火
災
の
防
止
に
つ
い
て
注

意
を
は
ら
い
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
に
冬
じ
た
く
を

忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か

水
道
管
も
寒
か
っ
て
い
ま
す
。

若
水

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
折
原
重
郎
さ
ん
（
中
谷
）
は
、
こ
の

た
び
金
婚
式
を
迎
え
、
そ
の
記
念
に
と

十
万
円
を
村
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
特
殊
電
装
腕
で
は
、
恵
ま
れ
な
い
方

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
一
万
円
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

' 。迄：習塁竺匹 、ふ閾［ ：謳緬］、古：滋［ ］平 9 ]皇五［口］［し：：：：［：［：：：ゞ:]i 
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いにみこ冬 ; 
おし捨っハー，
正て場や工方り
月‘‘水の‘
を住便の撲こ
迎み所た滅の
えよのまと期
まい汲り ‘間
し環取やあを
よ境口すわ利
うで等いせ用
°‘き所てし
明れ‘下て
るいご水越

今
月

の

納
税

切だて▼ • • • ▼次
らなさ教申参募場日期の体
せおい育込加集所の日と育 ズ、
て五゜委み費人 三 お協
い十 員 用員尾日ーり会夫キ
た名 会予 瀬間月行主多 l
だに 事約八五戸 十わ催加教
きな 務金千十倉 七れの者

{ ; 竺；骨名： 十、{;募室
゜し 申円円 1 八 l 集
た 込を 尋場 ‘教
らみ添 十室
締くえ 九が
ヽー 、一

各
種
検
診

B
 

乳
児
検
診

1
1日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

1
8日
（
第
三
木
曜
日
）

い
づ
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受
付

は
当
日
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま

で
で
す
。

今
月
の
納
税
は
村
県
民
税
第
四
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
四
期
、
有
線
放

送
使
用
料
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
税
日

二
十
三
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
四
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

二
十
五
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館



村の人口

1 月 1 日現在

世帯数 2145 

人口総数 9411 

男 4672

女 4739

(12 月中の動き）
出生 12人 死亡 6 人

転入39人 転出 30人

戸
人
人
人

印刷所

賀 正

'76 

-T 

ク
イ

I
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第 I 7 2 号
発行所明和村役場

編集総務課
庶務管理係

小林印刷所

二冬三の二風1物□誌□

白菜 の 出荷

赤
城
祗
（
お
ろ
し
）
か
ヒ
ュ
ー
ヒ

ュ
ー
と
体
を
刺
す
よ
う
に
吹
く
そ
ん

な
寒
い
日
、
頬
を
赤
く
し
な
が
ら
、

明
和
の
特
産
物
で
あ
る
白
菜
の
出
荷

に
大
忙
し
。

余
り
の
強
風
な
た
め
、
お
尻
を
、

赤
城
に
向
け
包
丁
で
四
ー
五
枚
葉
を

取
っ
た
の
ち
白
菜
三
ツ
を
一
束
に
し

て
「
農
林
省
指
定
群
馬
白
菜
」
と
書

か
れ
た
ピ
ン
ク
の
紙
で
被
い
ト
ラ
ッ

ク
で
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

白
菜
と
ピ
ン
ク
か
夕
陽
に
映
え
、

殺
風
景
と
な
っ
た
冬
の
田
園
に
一
っ

の
暖
た
か
さ
を
な
げ
か
け
て
い
ま
し

こ
。t
 よ

し
な
し
ご
と
J

ロ
ー
ー
課
長
奮
戦
記

四
十
五
年
一
月
号
よ
り
「
よ
し

な
し
ご
と
」
を
連
載
し
て
満
五
年

の
長
き
間
、
人
生
訓
な
ど
を
書
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
執
筆
者
奈
良

種
介
先
生
に
は
、
先
月
号
限
り
で

辞
退
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
i

長
き
間
執
筆
く
だ
さ
い
ま
し
て
誠
一{` 

に
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
月
号
か
ら
装
い
を
新
た
に
、

「
課
長
奮
戦
記
」
と
題
し
ま
し
て

各
課
長
よ
り
毎
号
、
行
政
面
等
に
．

対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、

ユ
ニ
ー
ク
に
執
筆
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
の
で
相
変
ら
ず
の
ご
愛
読
を

お
願
い
し
ま
す
。



昭和51年 1 月 10 日 広 報 め し‘ わ 第172号-(2)

役
場
職
員
の
手
当
（
扶
養
、
通
勤
、

住
居
）
と
給
与
が
人
事
院
の
勧
告

▲
給
与
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

▲
国
民
健
康
保
険
、
福
祉
医
療
費

に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

◎
道
路
認
定

第
七
回
定
例
村
議
会
が
十
二
月
十
九
日
に
招
集
さ
れ
会
期
四
日
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
、

①
村
内
に
お
け
る
群
馬
県
営
土
地
改
良
事
業
の
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
分
担
金
徴
収
条
例
の
設
定
②
明

和
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
な
ど
八
条
例
の
一
部
改
正
®
村
道
の
路
線
認
定
＠
昭
和
五
十
年
度
明
和

村
一
般
会
計
な
ど
五
つ
の
補
正
予
算
⑤
昭
和
四
十
九
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
（
国
保
会
計
、
有
線

会
計
）
の
決
算
の
認
定
な
ど
十
八
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
最
終
日
に

は
、
一
般
質
問
十
二
件
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
村
長
や
各
課
長
が
答
弁
を
行
い
二
十
二
日
に
散

会
し
ま
し
た
。

〔
議
案
の
内
容
〕

◎
条
例
設
定

▲
広
域
農
道
分
担
金
徴
収
条
例

広
域
農
道
（
大
輪
か
ら
千
代
田
村
）

建
設
に
あ
た
り
受
益
者
の
分
担
金

を
調
達
す
る
た
め
の
徴
収
条
例
を

設
立
し
ま
し
た
。
受
益
者
の
分
担

金
は
す
べ
て
村
負
担
で
行
う
も
の

＇
で
す
。

◎
条
例
改
正
関
係

4
▲
商
工
関
係
条
例
一
部
改
正

商
工
関
係
の
条
例
が
一
部
改
正
さ

れ
、
商
工
業
者
等
の
設
備
近
代
化

に
必
要
な
資
金
の
融
通
を
借
人
に

有
利
な
よ
う
に
し
ま
し
た
。

に
基
づ
き
、
昨
年
四
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
均
一
0

・
八
五
％
国
家
公
務
員

並
み
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
法
律
な
ど
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
条
例
が
一
部
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
村
民
の
皆
さ
ん
に
は

今
ま
で
ど
お
り
で
影
響
あ
り
ま
せ

ん
。

▲
農
業
共
済
条
例
一
部
改
正

本
村
の
特
産
物
で
あ
る
、
な
し
、

ぶ
ど
う
の
果
樹
の
共
済
条
例
を
制

定
し
、
果
樹
栽
培
農
家
の
要
望
に

応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
果
樹
共
済
の
特
徴
と
し
て

は
、
共
済
金
を
三
年
納
め
る
と
、

一
年
分
を
限
度
と
し
て
還
付
さ
れ

ま
す
。

▲
保
育
所
設
置
条
例
一
．
部
改
正

今
度
新
た
に
東
部
地
区
に
東
保
育

所
が
新
設
さ
れ
た
た
め
の
条
例
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

設
置
場
所
千
津
井
三
一
四
番
地

収
容
定
員
九
十
人

▲
村
道
の
路
線
認
定

大
輪
地
内
の
二
路
線
（
新
堀
川
沿

線
の
延
長
三
百
四
十
五
m
と
谷
田

川
沿
線
の
二
百
八
十

m
)
か
村
道

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
補
正
予
算
関
係

▲
一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
二
千
四
百
十
八
万
円
を

追
加
し
て
、
予
算
総
額
は
七
億
三

千
六
百
十
五
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
追
加
は
給
与
改
定
に
よ
る

酎
林
水
ー
産
業
竺

教
育
費

人
件
費
千
三
百
五
十
四
万
円
、
民

生
費
六
百
九
万
円
、
農
林
水
産
業

費
九
百
一
万
円
、
教
育
費
五
百
六

十
万
円
な
ど
で
す
。

民
生
費
は
老
人
医
療
費
扶
助
な

ど
で
す
。

農
林
水
産
業
費
は
幹
線
排
水
路

改
修
工
事
や
、
広
域
農
道
の
受
益

者
負
担
金
な
ど
で
す
。

▲
国
民
健
康
保
健
補
正
予
算

百
四
十
六
万
円
を
追
加
し
て
予
算

総
額
は
一
億
六
千
百
六
十
一
万
円

に
な
り
ま
し
た
。
主
な
追
加
は
療

養
費
と
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費

で
あ
り
ま
す
。

▲
有
線
放
送
補
正
予
算

百
五
十
三
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
千
九
百
六
十
六
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
主
な
追
加
は
、
給
与

改
定
に
よ
る
人
件
費
で
す
。

▲
水
道
補
正
予
算

百
四
万
六
千
円
を
追
加
し
て
予
算

総
額
千
百
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
追
加
は
修
繕
費
と
給
与
改
定

に
よ
る
も
の
で
す
。

を
重
点

に
追
加

歳
入
千
八
百
六
十
五
万
円

歳
出
千
七
百
三
十
一
万
円

翌
年
度
へ
繰
越
し
百
三
十
三
万

円
◎
一
般
質
問
事
項

●
新
堀
川
の
適
正
な
る
管
理
に
つ
い

て
●
六
合
排
水
路
の
改
修
問
題
に
つ

い
て
●
通
学
用
交
差
点
の
信
号
機
、

横
断
歩
道
に
つ
い
て
●
中
部
地
区
排

水
に
つ
い
て
●
五
十
一
年
度
村
予
算

の
重
点
施
策
に
つ
い
て
●
明
和
村
有

線
放
送
の
存
廃
と
村
民
の
声
に
つ
い

て
●
老
人
福
祉
の
問
題
に
つ
い
て
•

五
十
一
年
度
保
育
園
児
の
送
迎
に
つ

▲
有
線

歳
入
一
億
三
千
九
百
十
二
万
円

歳
出
一
億
三
千
三
百
十
一
万
円

翌
年
度
へ
繰
越
し
六
百
一
万
円

▲
国
保

• 
歳
入

円歳
出
六
億
八
千
八
百
十
四
万
円

翌
年
度
へ
繰
越
し
五
千
七
百
三

十
三
万
円 七

億
四
千
五
百
四
十
七
万

般

会 会 会

計 計 計

七
百
二
十
四
万
円
を
追
加
し
て
、

予
算
総
額
は
四
千
五
百
九
十
三
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
追
加
は

水
稲
、
陸
稲
の
共
済
金
と
人
件
費

で
す
。

◎
決
算

関
係

昭
和
四
十
九
年
度
決
算
は
次
の
と

お
り
で
す
。
な
お
詳
し
く
は
来
月
号

で
お
ら
せ
し
ま
す
。

▲
農
業
共
済
補
正
予
算

村
長
奈
良
丑
松

悶
閉
ク
濱
次

収
入
役
宮
沢
桓
雄

誓
農
：
＿
＿
咀
乳
竺
郎

籾
吐
条
覆
一
国

賀
正

新
年
あ
げ
ま
し
て

ぉ
め
て
と
ク‘

‘
r
i
ざ
い
ま
す

本
茸
も
よ
る
と
お
蛉
し
1
す

い
て
●
川
俣
駅
前
よ
り
大
佐
貫
信
号

迄
の
県
道
に
歩
行
者
用
の
側
道
を
設

置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
●
明
和
村
生

活
改
善
の
方
策
に
ア
い
て
●
教
育
行

政
と
教
育
委
員
会
の
基
本
的
あ
り
方

に
つ
い
て
●
西
小
学
校
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

役
場
人
事
異
動

役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
一
月
一

日
付
で
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
（
）
内
は
旧
職
▼
総
務

課
長
大
塚
雅
勇
（
経
済
課
長
）
▼

経
済
課
長
原
口
角
次
郎
（
農
業
共

済
課
長
）
▼
農
業
共
済
課
長
梁
瀬

勝
治
（
住
民
課
福
祉
係
長
）
▼
税
務

課
長
落
合
明
祐
（
議
会
事
務
局
長
）

▼
議
会
事
務
局
長
藤
野
繁
（
税
務

課
第
一
係
長
）
▼
税
務
課
第
一
係
長

村
田
正
己
（
税
務
課
第
二
係
長
）

▼
住
民
課
福
祉
係
長
木
村
利
男
（
保

健
課
保
健
衛
生
係
長
）
▼
税
務
課
第

ニ
係
長
心
得
川
島
嘉
一
郎
（
農
業

共
済
課
）
▼
総
務
課
付
籾
山
幸
一

（
総
務
課
長
）
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村
民
の
皆
さ
ま
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
お
元
気
で
よ
い
お

年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と

心
よ
り
お
祝
い
申
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
政
治
的
に
も
経
済
的

に
も
非
常
に
波
瀾
に
富
ん
だ
激
動

の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

然
も
景
気
の
落
ち
込
み
は
一
段

と
き
び
し
さ
を
増
し
、
政
府
に
お

け
る
波
状
的
不
況
対
策
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
明
る
い
き
ざ
し
は
見
当

村
民
の
皆
さ
ま
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
七
六
年
の
輝
し
い
新
春
を

お
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
に
な
り

本
年
も
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
上
げ
ま

す
。
昭
和
の
年
号
も
明
治
四
十
五

年
の
記
録
を
さ
ら
に
六
年
更
新
い

ら
ず
、
深
刻
な
不
況
の
波
は
都
市
と

い
わ
ず
農
村
と
い
わ
ず
津
々
浦
々
に

ま
で
押
し
寄
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

然
し
乍
ら
幸
い
に
し
て
我
か
明
和

村
に
お
き
ま
し
て
は
村
民
の
皆
さ
ま

の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
に

よ
り
ま
し
て
行
政
的
に
も
、
財
政
的

に
も
各
般
に
わ
た
っ
て
順
調
な
伸
展

を
続
け
て
お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に
喜

び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
も
村
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
て
既
に
一
年
有
余
を
過
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
初
め
て
自
ら
の
手

に
よ
っ
て
つ
く
っ
た
予
算
を
執
行
し

た
し
ま
し
て
五
十
一
年
を
迎
え
ま
し

た
か
予
想
も
し
な
い
昨
年
の
下
半
期

か
ら
厳
し
い
経
済
社
会
に
突
入
致
し

ま
し
て
容
易
で
な
い
事
態
に
も
か
か

わ
ら
す
村
民
各
位
に
は
発
展
的
郷
土

建
設
に
生
活
環
境
整
備
に
、
特
に
村

議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
あ
る
ご

協
力
と
ご
支
援
を
戴
き
議
会
と
致
し

ま
し
て
も
民
生
の
安
定
と
福
祉
の
充

実
に
使
命
達
成
で
き
ま
し
た
。

衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

て
ま
い
り
ま
し
て
今
更
ら
な
が
ら
自

分
に
与
え
ら
れ
た
任
務
の
重
大
さ
と
‘

責
任
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
、
村
民
の

ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
心
を
新
た
に

し
て
懸
命
の
努
力
を
お
誓
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

低
経
済
成
長
下
の
厳
し
い
情
勢
の

お
り
、
明
和
村
に
於
け
る
住
み
よ
い

郷
土
造
り
や
、
村
民
福
祉
の
向
上
を

ど
の
様
に
進
め
て
行
く
か
と
い
う
こ

と
か
今
年
一
年
に
か
け
ら
れ
た
私
の

大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま

す
。こ

の
た
め
に
私
は
月
並
み
な
言
葉

す
。本

年
は
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街

化
区
域
の
線
引
き
、
土
地
利
用
計
画

土
地
高
度
効
果
的
利
用
を
推
進
し
生

活
環
境
の
恒
久
的
整
備
、
豊
か
な
生

活
圏
並
び
に
産
業
圏
、
商
工
業
立
地

圏
の
有
効
的
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
歴
史
的
な
年
で
あ
り
ま
す
。

議
会
は
村
の
開
発
基
本
構
想
に
従

い
村
民
各
位
の
世
論
を
反
映
し
実
現

す
べ
く
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
の
議

議
会
議
長
新
井
初
太
郎

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

報

会
と
し
て
住
民
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
社
会
資
本
の
充
実
に
懸
命
の

努
力
を
致
し
地
方
財
政
の
確
立
‘
公

共
施
設
、
特
に
道
路
の
改
善
整
備

産
業
の
振
興
に
精
進
し
、
村
民
各

位
の
期
待
に
応
え
て
議
会
活
動
に

誠
意
活
発
に
取
組
み
豊
か
な
明
る

い
明
和
村
建
設
に
最
善
の
努
力
を

傾
注
い
た
し
ま
す
の
で
、
昨
年
に

倍
加
す
る
ご
指
導
と
、
ご
鞭
撻
を

お
顛
い
し
ま
す
。

今
年
も
本
村
の
躍
進
と
村
民
各

位
の
ご
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
向

上
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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村
長

奈
良
丑
松

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

で
は
あ
り
ま
す
か
、
村
づ
く
り
の

基
礎
と
な
る
道
路
網
の
整
備
改
良

と
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
商
工

業
の
振
興
を
最
重
点
と
し
て
実
施

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。尚

今
年
は
四
月
一
日
よ
り
東
保

育
園
を
開
設
し
て
村
内
三
つ
の
保

育
所
を
通
し
て
子
供
達
の
福
祉
の

向
上
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ま
、
ど
う
か
本
年

も
旧
に
倍
し
て
、
村
政
に
対
し
深

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
く

だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
、
お
顛
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
さ
ま

の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
上

け
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
一
ヶ
月
間
全
国
一
斉
に
歳
末
助
け

合
い
運
動
か
展
開
さ
れ
、
本
村
に
お

い
て
も
目
標
額
を
上
ま
わ
る
二
十
六

万
九
千
七
百
十
一
円
、
手
拭
い
二
千

百
十
一
本
の
善
意
の
金
品
か
集
ま
り

ま
し
た
の
で
、
早
速
十
二
月
十
八
日

配
分
会
議
を
開
き
、
村
内
の
要
保
護

世
帯
、
準
要
保
護
世
帯
（
三
十
二
戸
）

に
金
品
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
長
期
に
わ
た
り
療
養
中
の
方
、

施
設
に
入
社
の
方
（
二
十
九
名
）
に

十
二
月
二
十
三
日
村
長
、
助
役
、
民

生
委
員
総
務
、
社
会
福
祉
協
議
会
長

ら
か
施
設
を
訪
れ
金
品
を
贈
り
長
い

闘
病
生
活
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

◎
歳
末
助
け
合
い
特
殊
協
力
者

く
る
ま
や
（
川
俣
）
、
た
ば
こ
販
売
組

合
明
和
婦
人
部
、
枷
場
清
太
郎
さ
ん

（
田
島
）
、
石
川
好
作
さ
ん
（
矢
島
）

立
正
佼
成
会
明
和
地
区
青
年
部
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
募
金
を
。
ま
た
田
中
時
計

店
（
矢
島
）
か
ら
メ
ガ
ネ
一
ダ
ー
ス

（
眼
の
不
自
由
な
老
人
へ
）
中
央

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
ケ
ー
キ
十

三
戸
（
要
保
護
世
帯
へ
）
や
ま
う

の
漬
物
固
よ
り
漬
物
五
百
袋
（
要
保

護
世
帯
、
準
要
保
護
世
帯
、
母
子
家

庭
へ
）
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
村
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
手
拭
は
オ
ム
ツ
に
縫
製
し
、

常
時
オ
ム
ツ
を
使
用
し
て
い
る
人
（
ニ

十
八
人
）
に
差
し
上
げ
ま
し
た
。
．

以
上
の
よ
う
な
成
果
を
収
め
る
こ

と
か
で
き
ま
し
た
。
こ
の
運
動
に
協

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長
期
闘
病
生
活
の
方
}
|
村
長
ら
が
慰
問

恵
ま
れ
な
い
方

歳
末
助
け
合
い
運
動

・ニ

咲
き
乱
れ
る
シ
ク
ラ
メ
ン

独
特
の
花
の
型
、
他
の
花
か
咲
き

終
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
や
正
月
頃
に
咲

く
た
め
に
多
く
の
人
か
ら
喜
ば
れ
て

い
る
シ
ク
ラ
メ
ン
か
、
今
年
も
千
津

r

．
藉

井
、
上
江
黒
、
江
口
の
栽
培
農
家
か

ら
連
日
、
正
月
を
前
に
家
族
総
出
で

東
京
方
面
へ
の
出
荷
に
大
忙
し
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
中
に
い
る
と
、
あ

ち
こ
ち
に
咲
き
乱
れ
て
い
る
赤
、
ピ

ン
ク
、
白
の
シ
ク
ラ
メ
ン
‘
戸
外
と

は
う
ら
は
ら
に
室
内
は
二
十
度

C

に

保
た
れ
て
お
り
、
南
国
に
い
る
ほ
ど

の
快
適
さ
。

今
年
は
例
年
に
な
く
、
残
暑
か
長

く
花
実
の
つ
く
の
か
遅
れ
た
こ
と
と
‘

不
況
の
せ
い
で
シ
ク
ラ
メ
ン
か
残
る

の
で
は
な
い
か
と
栽
培
農
家
は
、
忙

し
い
な
か
ら
も
心
配
そ
う
で
し
た
。
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水
稲
陸
稲
の
共
済
金

一
千
四
百
七
十
一
万
円
の
支
払
い

►
P
T
A

と
の
懇
談
会

十
二
月
十
三
日
武
道
館
に
お
い

て
‘
昭
和
五
十
一
年
度
の
予
算
編

成
に
当
た
り
、
村
当
局
な
ど
に
対

し
て
、
も
っ
と
教
室
の
照
明
を
多

く
、
防
音
装
置
な
ど
の
設
備
な
ど

と
、
こ
れ
だ
け
は
ぜ
ひ
予
算
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
と
各
学
校
の
先
生

方
や
P
T
A

の
間
か
ら
熱
の
こ
も

っ
た
強
い
要
望
か
出
さ
れ
ま
し
た

そ
の
要
望
の
中
に
も
、
「
来
年
度

を
待
た
ず
、
今
す
ぐ
に
で
も
や
っ

昭
和
五
十
年
産
の
水
稲
、
陸
稲
は

長
期
間
の
日
照
と
降
雨
量
か
少
な
か

っ
た
の
で
干
害
（
青
立
ち
に
よ
る
不

稔
実
）
の
被
害
が
発
生
し
、
一
昨
年

に
続
く
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

◄

寿
学
級
で
二
工
場
を
見
学

本
村
の
寿
学
級
（
級
長
1
1

福
田

峯
次
）
の
五
十
名
は
十
一
月
二
十

九
日
村
内
に
立
地
し
て
い
る
大
幸

化
成
昧
と
丸
新
フ
ェ
ル
ト
腕
の
二

工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
村
内
の
工
場
を
よ
く
理

解
す
る
た
め
に
昨
年
に
引
続
き
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

な
か
に
は
鋭
い
質
問
等
も
あ
り

工
場
関
係
者
も
と
ま
ど
う
一
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

共
済
金
の
支
払
対
象
被
害
面
積
は

二
百
十
h
a
で
共
済
引
受
面
積
の
二
十

六
％
に
当
た
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
圃
場
の
評
価
に
あ

た
っ
た
評
価
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
大

セ
ン

昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
、

特
殊
法
人
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ

ー
の
群
馬
県
事
務
所
か
開
設
さ
れ
、

次
の
業
務
を
始
め
ま
す
。

●
交
通
事
故
証
明
書
の
発
行

交
通
事
故
証
明
書
は
、
現
在
警
察

署
か
発
行
し
て
い
ま
す
か
、
一
月
一

日
か
ら
は
セ
ン
タ
ー
群
馬
県
事
務
所

か
発
行
し
ま
す
。

証
明
書
の
必
要
な
方
は
、
申
請
書

（
郵
便
振
替
用
紙
に
印
刷
し
た
も
の
）

に
手
数
料
を
添
え
て
、
最
寄
り
の
郵

便
局
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
警
察
署
、
駐
在
所
、
損

害
保
険
会
社
、
農
業
協
同
組
合
等
に

あ
り
ま
す
。

●
運
転
経
歴
証
明
書
の
発
行

自
分
の
運
転
経
歴
に
つ
い
て
、
無

事
故
、
無
違
反
の
証
明
の
必
要
な
方

水稲の損害評価高

自
動
車
安
全
運
転

地区別 支払戸数 被害面積 共済減収量 支払共済金

東部 255戸 5,868 a 30,547kg 6,109千円

中部 226戸 6,926 a 43, 720kg 8,744千円

西部 243戸 6,341 a 36, 773kg 7,355千円

計 724戸 19,135a ll, 040kg 22,208千円

タ
ー
開
設

や
、
交
通
違
反
の
現
在
の
点
数
を
知

り
た
い
方
な
ど
に
、
本
人
の
申
請
に

よ
り
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
は
交
通
事
故
証
明

書
の
場
合
と
同
様
で
す
。

●
免
許
停
止
直
前
の
点
数
通
知

交
通
違
反
な
ど
の
点
数
か
、
運
転

免
許
の
停
止
処
分
を
受
け
る
直
前
の

点
数
に
な
っ
た
方
に
、
セ
ン
タ
ー
事

務
所
か
ら
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

△
セ
ン
タ
ー
の
群
馬
県
事
務
所
は
、

一
月
一
日
か
ら
前
橋
市
元
総
社
町
三

九
五
番
地
、
群
馬
県
警
察
本
部
運
転

免
許
課
内
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

△
詳
し
い
こ
と
は
、
自
転
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
群
馬
県
事
務
所
電
話

(
O
二
七
二
）
五
三
ー
―

1
0
二
〉

又
は
最
寄
り
の
警
察
署
交
通
課
、
駐

在
所
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

陸稲の損害評価高

地区別 支払戸数 被害面積 共済減収量 支払共消金

東部 48戸 41la 2,495kg 499千円

中部 67戸 630 a 4, 304kg 861 千円

西部 89戸 844 a 5,794kg 1,159千円

計 204戸 1,855 a 12,593kg 2,519千円

二

ュ
ー
ス

て
く
だ
さ
い
。
も
う
か
ま
ん
で
き

ま
せ
ん
。
」
な
ど
と
早
急
を
要
す
る

の
も
あ
り
ま
し
た
。

変
ご
苦
労
を
か
け
適
正
な
評
価
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
と
に
本
村
で
と
り
ま
と

め
た
損
害
評
価
高
は
、
県
農
業
共
済

と
農
林
省
に
お
い
て
、
水
稲
は
一
部

修
正
、
陸
稲
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま

ま
認
定
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
十
二

月
二
十
五
日
共
済
金
を
農
協
の
個
人

別
預
金
口
座
へ
振
替
支
払
い
を
し
ま

し
た
。

ロー
第
二
十
一
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

の
県
の
審
査
か
十
一
月
十
九
日
前
橋
市
で
行
わ
れ
ま
し

＝
た
。
小
学
校
低
学
年
（
一
年
ー
三
年
）
の
部
に
東
小
学

校
三
年
砂
賀
明
子
さ
ん
の
「
植
物
の
く
ら
し
」
と
い
う

校笞
読
書
感
想
文
を
出
品
し
た
と
こ
ろ
県
内
各
学
校
か
ら
推

lヽ
J
薦
さ
れ
た
二
十
三
点
の
な
か
か
ら
み
ご
と
優
秀
賞
を
獲

東
得
し
ま
し
た
の
で
そ
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

—— 

「
植
物
の
く
ら
し
」
を
読
ん
で

こ
の
間
、
お
か
あ
さ
ん
が
「
は

く
さ
い
の
芽
は
で
た
け
ど
、
さ
っ

ぱ
り
の
び
な
い
。
雨
の
せ
い
だ
ろ

う
か
、
そ
れ
と
も
、
時
期
か
お
そ

す
ぎ
た
の
か
し
ら
。
」
と
、
困
っ
た

よ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
よ

そ
の
白
菜
は
七
、
八
枚
の
葉
か
で

て
い
て
、
い
き
よ
さ
そ
う
で
す
。

わ
た
し
も
、
や
っ
ぱ
り
、
お
か
あ

さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
み
ま
し
た
。
こ
の
時
、
わ
た
し

の
先
生
に
な
っ
て
く
れ
た
の
か
、

こ
の
本
で
し
た
。
植
物
か
育
つ
に

は
、
あ
た
た
か
さ
、
水
、
空
気
が

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が

土
の
温
度
か
低
す
ぎ
た
り
、
高
す

ぎ
た
り
し
て
も
、
だ
め
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
適
当
な
土
の
あ
た
た

か
さ
、
水
、
空
気
か
な
い
と
、
種

を
ま
い
て
も
育
た
な
い
と
す
れ
ば

わ
た
し
の
家
の
白
菜
か
育
た
な
い

の
は
、
雨
か
ふ
り
す
ぎ
た
の
で
、

-
.
,
ー
＇
ー
，
リ
ー
ー
＇
ー

'
1

水
が
多
す
ぎ
た
こ
と
と
、
時
期
が

遅
か
っ
た
の
で
、
土
の
温
度
が
低

い
た
め
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、

も
う
一
っ
、
大
切
な
こ
と
は
「
栄

養
」
だ
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、
お
か
あ
さ

ん
の
お
ち
ち
を
飲
ん
で
育
ち
ま
す

が
、
少
し
大
き
く
な
る
と
、
口
か

ら
た
べ
物
を
自
分
で
た
べ
て
育
ち

ま
す
。
「
栄
養
」
を
と
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
植
物
も
小
さ
い
う
ち
は
、

種
の
中
の
「
は
い
に
ゅ
う
」
と
い

う
の
が
、
お
ち
ち
の
役
目
を
し
て
、

そ
れ
を
す
っ
て
、
芽
を
出
し
ま
す
。

そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
の
び
る
と
、

こ
ん
ど
は
、
何
本
も
何
本
も
白
い

根
を
出
し
て
、
土
の
中
の
、
水
、

栄
養
を
さ
が
し
だ
す
の
で
す
。
そ

の
時
、
土
の
中
に
栄
養
が
な
い
と

育
た
な
い
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
、

白
菜
を
大
き
く
り
っ
ぱ
に
育
て
る

に
は
、
葉
の
色
や
く
き
の
よ
う
す

を
い
つ
も
見
な
が
ら
、
水
や
こ
や

し
を
や
る
こ
と
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
。
あ
き
っ
ぽ
い
わ
た
し
だ
け
ど

「
白
菜
」
の
お
か
あ
さ
ん
に
な
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

三
年
砂
賀
明
子
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片

岡

静

江

子
恵
子

1
1

昭
和
二
十
七
年
生

去
年
一
年
間
を
ふ
り
返
っ
て
み
ー

る
と
、
絶
え
ず
何
か
に
追
い
ま
く
血

ら
れ
忙
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
皿

け
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
皿

が
す
る
。

お
そ
ら
く
今
年
も
相
変
ら
ず
き
血

び
し
い
社
会
情
勢
は
続
く
で
あ
ろ
皿

う
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
困
難
が
皿

待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
は
必
至
で
皿

あ
る
。
人
間
が
生
き
る
こ
と
の
複
皿

雑
さ
を
多
少
な
り
と
も
感
じ
始
め
圃

つ
つ
あ
る
今
、
自
分
に
ふ
り
か
か
皿

る
諸
々
の
問
題
を
何
と
か
自
分
の
血

血
や
肉
に
転
化
で
き
る
よ
う
な
人
血

間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皿

三
度
目
の
自
分
の
年
か
ま
わ
っ

て
き
て
も
、
ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も
皿

り
で
子
供
気
分
の
抜
け
な
い
で
い
皿

る
こ
の
機
会
に
、
一
歩
で
も
人
間
皿

的
に
成
長
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
皿

い
と
思
う
。
そ
し
て
「
龍
」
の
ご
皿

と
く
こ
の
一
年
を
雄
々
し
く
乗
り
血

越
え
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。
血-
1
1
 

. J
」ツ

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
ヨ

金

石

〔
梅
原
〕

小
学
生

〔
川
俣
〕
大
学
生

〔
矢
島
〕

会
社
員

最年 です→ ごーみはき がよどつ不 で四い
後をし‘る今まざ歩し自荒今掛りがて況昨き度ま明
ま迎かいが年たい一め分れ年か‘値鉄風年光目すけ
でえしつ‘こ‘ま歩てのるもつ私上道がは栄の゜ま
や一‘の決そ新す前‘足事新て達げ運吹イで辰私し
り事今間心は春゜進あ元と春いのさ賃きンす年達て 崎
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荒
〔
江
口
〕

主

婦

日
名
子
雄
三
大
正
五
年
生
ー

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
血

本
年
も
相
変
ら
ず
よ
ろ
し
く
お
ー

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
真
に
僣
越
皿

な
が
ら
、
還
歴
の
年
男
と
い
う
事
皿

゜

で
、
一
言
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す

過
去
の
高
度
成
長
に
よ
り
、
物
皿

質
面
に
恵
ま
れ
す
ぎ
た
為
に
、
免
皿

角
唯
物
主
義
的
傾
向
を
憂
慮
し
て
圃

い
た
所
、
一
昨
年
以
来
の
不
況
で
皿

忘
れ
か
け
て
い
た
精
神
鍛
練
の
良
皿

き
機
会
で
、
こ
の
事
は
、
若
き
世
皿

代
が
将
来
日
本
を
背
お
っ
て
ゆ
<
_

上
に
貴
重
な
教
訓
が
得
ら
れ
た
と
血

思
う
。
何
事
も
「
満
つ
れ
ば
欠
け

る
」
の
例
の
如
く
、
不
自
由
の
中
間

に
こ
そ
、
努
力
し
成
長
の
喜
び
を
皿

知
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
辰
年
に
皿

ち
な
み
「
リ
ュ
ウ
」
の
天
か
け
る
呵

如
く
、
本
年
こ
そ
景
気
の
向
上
を
口

祈
り
た
い
。
広
大
な
関
東
平
野
に
圃

位
置
し
、
物
心
共
に
恵
ま
れ
た
る
皿

明
る
＜
和
か
な
明
和
村
に
少
し
て
皿

も
役
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
皿

―
―
―
―
―
-
J
ー

ー
ー
／苧

[
`

_
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• 
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
ョ

〔
新
里
〕

会
社
専
務

本
陽
三
ー

明
治
三
十
七
年
生
圃

今
年
は
縁
起
の
よ
い
辰
年
、
辰
·

（
竜
）
は
巨
大
な
蛇
の
形
を
し
た
呵

想
像
上
の
動
物
で
、
よ
く
雲
を
呼
”

び
、
雨
を
降
ら
す
と
言
わ
れ
、
旱
呻

天
に
慈
雨
を
祈
る
と
き
は
竜
神
で
皿

あ
り
、
村
の
鎮
守
で
あ
る
長
良
明
血

神
も
竜
神
と
き
い
て
い
ま
す
。

I

さ
て
私
は
農
を
業
と
し
て
過
ご
呻

し
ま
し
た
か
、
お
陰
様
で
今
年
七
皿

度
目
の
辰
年
の
春
を
恙
な
く
迎
え
岬

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古
事
に
皿

「
竜
蛇
の
勢
を
以
て
、
永
く
身
を
圃

存
す
る
な
り
」
と
あ
り
、
永
く
身
血

を
保
存
す
る
た
め
に
は
、
人
も
あ
皿

る
時
に
は
退
く
こ
と
も
肝
要
で
、
皿

ま
た
威
勢
に
乗
ず
る
こ
と
も
必
要
疇

だ
か
、
人
生
と
き
に
は
勢
い
ば
か
皿

り
で
な
く
退
く
こ
と
も
、
常
日
頃
血

肝
に
命
じ
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
血

こ

1
1

今
年
は
立
つ
（
辰
）
年
、
天
t

昇
る
竜
の
よ
う
に
景
気
上
昇
を
願
皿

っ
て
、
新
春
の
言
葉
と
い
た
し
ま
皿

0

1

 

す

ー

1

,

y
 

9.9.,“. 

、

1
1

-

l
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＝
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＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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＝
＝
＝
＝
＝
＝
『

松
〔
大
輪
〕

農
業
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所
得
税
の
還
付
巾
告
は

ぉ
吊
め
に

昭
和
五
十
年
分
の
所
得
税
の
確
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
還
付
を
受

定
申
告
と
納
税
の
相
談
は
二
月
十
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
こ

六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
に
行
と
が
で
き
ま
す
。

い
ま
す
が
、
税
金
の
還
付
を
受
け
①
五
十
年
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
子

る
た
め
の
確
定
申
告
は
二
月
十
五
配
当
、
原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
少
な

日
以
前
で
も
税
務
署
で
受
付
け
て
く
て
、
し
か
も
、
そ
の
他
の
所
得
も

い
ま
す
。
あ
ま
り
多
く
な
い
人

早
く
申
告
を
す
れ
ば
還
付
さ
れ
②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

る
税
金
が
早
く
お
手
も
と
に
戻
り
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
、
寄
付

ま
す
。
金
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

そ
こ
で
今
月
は
所
得
税
の
申
告
る
人
、
た
だ
し
、
住
宅
取
得
控
除
に

を
す
れ
ば
税
金
が
還
付
さ
れ
る
人
つ
い
て
税
務
署
か
ら
の
証
明
書
（
ニ

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
年
目
か
ら
）
に
よ
り
年
末
調
整
を
済

◎
税
金
が
還
付
さ
れ
る
人
ま
さ
れ
て
い
る
方
は
申
告
の
必
要
は

毎
月
の
月
給
袋
な
ど
か
ら
納
め
あ
り
ま
せ
ん
。

て
き
た
所
得
税
や
、
七
月
と
十
一
③
五
十
年
の
中
途
で
退
職
し
た
後
、

月
に
納
め
た
予
定
納
税
が
次
の
よ
就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末
調
整

う
な
事
情
に
あ
る
た
め
、
納
め
過
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

住宅を新狛したとき（最麻 3 万円税頷控除）

S

]

 

5

ぐ

を

こ
四

災害や盗難にあったとき

“ 

“ 所得があまり多くない人で

少額の原稿料や配当がある

叫9]

二
十
歳
に
な
る
と
成
人
と
し
て
多

く
の
権
利
が
与
え
ら
れ
ま
す
が
、
同

時
に
社
会
人
と
し
て
の
義
務
も
課
せ

ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。

会
社
や
官
公
庁
に
就
職
し
て
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る
年

金
制
度
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金
や
、

け
が
を
し
て
慟
け
な
く
な
っ
た
と
き

に
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
、

④
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、

確
定
申
告
の
税
額
が
、
予
定
納
税

額
よ
り
少
な
い
人
。

一

生
活
の
保
障
が
さ
れ
ま
す
が
、
農
林

業
に
従
事
す
る
人
や
、
厚
生
年
金
が

適
用
さ
れ
て
い
な
い
商
店
で
働
く
人

な
ど
は
年
金
制
度
の
保
障
が
あ
り
ま

せ
ん
。

現
代
で
は
国
民
皆
年
金
時
代
と
い

わ
れ
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
で
き
な
い
人
は
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

二
十
歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

て
、
六
0
歳
ま
で
保
険
料
を
納
め
る

人
鶉
S
す

國
厩
繹
＾
量
へ

と
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
年
金
（
年
金

額
五
十
四
万
三
千
三
百
六
十
円
）
が

う
け
ら
れ
る
ほ
か
、
け
が
や
病
気
で

障
害
者
に
な
っ
た
と
き
に
は
障
害
年

金
（
重
度
障
害
の
場
合
の
年
金
額
（
四

十
二
万
四
千
五
百
円
）
が
、
一
家
の

働
き
手
に
死
亡
さ
れ
た
と
き
に
は
、

母
子
年
金
（
子
供
が
一
人
の
場
合
の

年
金
額
三
十
三
万
九
千
六
百
円
）
か

う
け
ら
れ
ま
す
。

年
金
額
は
物
価
や
賃
金
水
準
の
変

動
に
応
じ
て
改
定
さ
れ
る
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
か

ら
貨
幣
価
値
か
下
か
っ
て
も
心
配
あ

り
ま
せ
ん
。

い
ま
若
い
皆
さ
ん
も
い
つ
の
ま
に

年
を
と
っ
て
ゆ
く
の
で
す
。
老
後
は

芸

欄

必
ず
や
っ
て
く
る
事
実
な
の
で
す
。

老
後
の
こ
と
は
子
供
に
頼
ら
ず
‘

自
分
で
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

国
民
年
金
は
そ
の
と
き
の
用
意
で

す
。
一
日
も
早
く
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

六
十
万
円
教
育
費
に
と

奈
良
種
介
さ
ん

去
る
九
月
三
十
日
教
育
長
の
職
を

退
い
た
奈
良
種
介
さ
ん
は
八
年
間
の

長
期
に
わ
た
り
村
民
の
皆
さ
ん
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で

教
育
費
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
小
・

中
学
校
へ
二
十
万
円
づ
つ
、
計
六
十

万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
や
ま
う
の
漬
物
諒
従
業
員
で
は
恵

ま
れ
な
い
方
に
お
年
玉
と
し
て
使
っ

て
く
だ
さ
い
と
二
万
二
千
三
百
五
十

円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

文
（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

煮
魚
に
気
を
許
す
ま
じ
仕
事
し
つ
つ

追
は
れ
追
は
れ
て
こ
げ
し
臭
ひ
に

石
川
ヒ
ロ
子

裏
に
住
む
幸
せ
薄
き
老
婆
は
此
の
道

五
十
年
と
今
も
鍬
振
る

瀬
下
一
江

白
菜
の
漬
物
樽
に
澄
む
水
の
こ
の
冷

た
さ
よ
ま
年
か
逝
く

江
森
佳
世
子

小
さ
き
ひ
ざ
揃
え
読
経
に
耳
か
し
ぐ

児
等
に
遺
影
は
花
か
げ
に
笑
む

柿
沼
マ
ッ

最
終
に
帰
り
来
ぬ
子
を
待
ち
わ
び
る

遠
き
夜
汽
車
の
気
笛
遠
の
く内

山
利
子

（
来
月
も
今
月
同
様
短
歌
で
す
。
）

園
芸
試
験
場

研
究
生
募
集

！
』

前
九
時
ー
午
後
三
時
）
●
場
所

館
林
地
区
消
防
本
部
会
議
室

な
お
詳
し
く
は
明
和
分
署
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

県
立
農
業
大
学
校

学
生
募
集

各
種
検
診

日

月
児
‘
妊
婦
検
診
を
次

程
施
い
た
し
ま
す
。

検
2
2
日
（
第
四
木
曜
日
）

h

検
-
=
"
I

弟
五
木
曜
日
）

い
す
れ
も
吃
行
わ
れ
、
受

付
は
当
日
午
一
．
か
ら
午
後
二

時
ま
で
で
す

お
よ
び
技
術
の
習
得
を
は
か
り
、

園
芸
の
近
代
化
を
推
進
す
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い
指
導
者
を
養
成
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
研
究
生
を
募

集
し
ま
す
。

各
種
i
{

●
募
集
人
員
十
名
●
応
募
資

格
曰
本
県
に
居
住
し
、
十
八
歳

一
以
上
□
高
校
卒
業
し
農
業
に
対
す
今
月
の
乳

る
基
礎
知
識
を
有
す
る
者
●
専
の
日
程
で
実

1

一
修
期
間
一
ケ
年
●
願
書
受
付
乳
児
検
診

h

二
月
二
日
ー
ニ
月
二
十
五
日
ま
で
妊
婦
検
参
加
日

(
5

な
お
詳
し
く
は
園
芸
試
験
場
庶
い
ず
役
場
で

務
課
電
話
（

O
二
七
0
六
）
二
当
後
一
時

|
1
0

ニ
―
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
で
。

、
。

今

9

の
納
め明

和
土
地
改

使
用
料
及
び

第
一
会
議
室

児
童
館

田
薬
王
寺

農
協
第
一

公
民
館

●
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業
者

（
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
●
募

集
人
員
農
学
科
三
十
名
、
蚕
業

学
科
二
十
名
、
農
業
協
同
組
合
経

営
学
科
二
十
名
●
修
業
年
数

各
学
科
と
も
二
年
●
願
書
受
付

一
月
十
六
日
ー
一
月
三
十
一
日

ま
で
、
詳
し
い
事
に
つ
い
て
は
前

橋
市
大
手
町
一
ー
＿
i
-
農
政

課
（
電
話
1
1前
橋
二
三
l
-
―
―
-
)

へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。



村の人

2 月 1 日現在

世帯数 2147戸

人口総数 9438 人

男 4689 人

女 4749 人

(1 月中の動き）

出生 7 人 死亡 8 人

転入46 人 転出 18 人

口 '76 2

1

0

 

第 1
発行所

編集

印刷所

7 3 号

明和村役場

総務課
庶務管理係

小林印刷所

「
チ
ョ
ッ
キ
ン
、
チ
ョ
ッ
キ
ン
‘

パ
ッ
キ
ン
、
パ
ッ
キ
ン
」
と
ハ
サ
ミ

の
音
を
鳴
り
響
か
せ
な
か
ら
一
月
三

十
日
役
場
で
蜻
人
学
級
（
級
長
江
森

政
美
）
か
生
花
教
室
を
開
き
ま
し
た

こ
の
日
四
十
五
人
の
主
婦
が
関
ロ

先
生
を
講
師
に
迎
え
ア
ジ
サ
イ
、
菊

ス
ト
ッ
ク
の
花
を
「
こ
の
花
か
真
、

そ
え

こ
ち
ら
か
副
と
な
り
ま
す
。
」
な
ど
と

先
生
の
指
導
の
も
と
に
、
鋭
い
剣
山

に
、
鋭
い
ま
な
ざ
し
で
一
本
一
本
生

け
て
い
ま
し
た
。

さ
す
か
、
出
来
あ
か
っ
た
作
品
は
、

先
生
か
手
を
加
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
な
、
り
っ
ぱ
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

皆
、
「
家
に
帰
っ
て
さ
っ
そ
く
生
け

て
み
よ
う
。
」
と
い
っ
て
い
た
の
で
、

さ
ぞ
か
し
家
庭
も
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

, .. 足早

春を

< 

生け る

＝婦人学級の生花教室＝

以
前
村
で
は
ゴ
ミ
は
で
き
る
だ

け
自
宅
処
理
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
か
近
年
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
ゴ
ミ
の
量
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
ま
し
て
や
生
活
様
式
等
の
改

善
に
よ
り
自
宅
処
理
は
も
う
限
度

と
み
て
、
昭
和
四
十
六
年
ゴ
ミ
収

集
車
一
台
購
入
し
、
以
来
館
林
市

の
ゴ
ミ
焼
却
場
に
委
託
処
理
し
て

お
り
ま
す
の
で
一
応
可
燃
性
ゴ
ミ

に
つ
い
て
は
ま
ず
必
配
な
い
わ
け

で
す
か
、
最
近
に
な
っ
て
特
に
頭

を
痛
め
て
い
る
の
は
不
燃
性
ゴ
ミ

で
、
い
わ
ゆ
る
危
険
物
と
い
わ
れ

て
い
る
空
か
ん
、
空
ビ
ン
な
ど
で

す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
製
造
会

社
な
ど
に
回
収
す
る
よ
う
強
く
働

き
か
け
て
い
ま
す
か
ま
だ
回
収
す

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

村
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
モ
ノ
を

埋
立
る
用
地
か
な
く
、
こ
れ
ま
た

可
燃
性
ゴ
ミ
同
様
館
林
市
に
再
三

陳
情
し
、
そ
の
厚
意
に
よ
っ
て
、

年
間
一
回
な
い
し
二
回
の
埋
立
処

理
を
お
ね
が
い
す
る
の
か
精
い
っ

ば
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
埋
立
地
を
早
急
に
取

得
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

} 

ち
な
み
に
各
家
庭
か
ら
出
る
ゴ

閏
叩
ー
[
=
]

ゎ
←
上
｀
i
Ji
 

課
長
奮
戦
記

保
健
課
長
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一般会計

国保会計

有線会計

68,814万円

13,311万円

1,731万円

昭
和
四
十
九
年

度
の
決
算
が
十
二

月
の
定
例
村
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
村
民
の
み

な
さ
ん
に
四
十
九

年
度
の
一
般
会
計

歳
入
七
億
四
千
五

百
四
十
七
万
円
、

特
別
会
計
の
国
保

会
計
は
歳
入
一
億

三
千
九
百
十
二
万
円
、
有
線
会
計
歳

入
千
八
百
六
十
五
万
円
の
限
ら
れ
た

財
源
か
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
た

か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
般
会
計
で

は
、
税
か
順
調
に
伸
び
た
こ
と
、
ま

た
特
別
会
計
に
お
い
て
も
財
源
確
保

に
努
力
し
た
た
め
、
い
ず
れ
も
黒
字

決
算
で
健
全
財
政
を
確
保
で
き
ま
し

こ
。f
 

歳 入 一般会計決算

そ の 2,718万円 (3.6%) 4,322万円 (6.3%) 

繰
繰

越

入

他
金
金

2,181万円 (2.9%)

2,500万円 (3.4%)

村 債 5,995万円 (8.7%)

県支出金

国庫支出金

村 税

地方交付税

（単位＝干万円） ゜

特別会計決算状況

2
 

会計別 区分 決算額

歳 入 139,123千円

国保会計 歳 出 133,113

差引残額 6,010 

歳 入 18,656 

有線会計 歳 出 17,318 

差引残額 1,338 

4
 

使われました。

3,630万円 (4.9%) 

4,569万円 (6.1%)

4,810万円 (6.5%)

ロ
:30万8詞（40.8言） I 
6 8 22 24 26 28 30 32 

昭
和
四
十
九
年
度
の
有
線
放
送
会

計
決
算
も
百
三
十
三
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
収
入
は
有
線
使

用
料
お
よ
び
手
数
料
千
八
十
七
万
円

一
般
会
計
よ
り
繰
入
金
三
百
八
十
五

万
円
‘
繰
越
金
百
三
十
二
万
円
で
、

全
体
の
八
十
六
％
を
し
め
て
い
ま
す

主
な
支
出
は
人
件
費
千
三
百
三
十

二
万
円
、
公
社
電
話
料
七
十
五
万
円

で
八
十
一
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

49年度の税金の使いみち

23,711 万円 (3 1. 8%)

有
線

会

計

歳出決算額

7,250万円(10.6%)

10,607万円(15 .4%)

20 18 

49 年度決算

歳 出

17,228万円 (25.0%)

16 

6 億8814万円

17,292万円 (25.1%) 

14 12 10 

④割合

8
 

6
 4
 
2
 

そ

衛

肖
、

1

農林
水産業費

教

民

土

総

昭
和
四
十
九
年
度
の
国
民
健
康
保

健
会
計
決
算
は
六
百
一
万
円
の
黒
字

と
な
り
健
全
財
政
で
し
た
。

主
な
収
入
は
国
庫
支
出
金
七
千
四

百
七
十
四
万
円
と
国
民
健
康
保
健
税

五
千
五
百
五
十
一
万
円
で
全
体
の
収

入
の
九
十
三
・
六
％
を
し
め
て
い
ま

す
。
ま
た
主
な
支
出
は
、
保
険
給
付

費
一
億
二
千
百
九
十
八
万
円
と
人
件

費
七
百
五
十
八
万
円
で
全
体
の
支
出

の
九
十
七
％
を
し
め
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

税
は
一
人
当
り
六
千
三
十
九
円
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
み
な
さ
ん
に
給

付
す
る
医
療
費
等
は
一
人
当
り
一
万

三
千
，
二
百
七
十
円
で
、
保
険
税
の
約

ニ
・
ニ
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊村民 1 人当り

の

生

防

育

生

木
務

他
費
費

費
費
費
費

0 （単位＝千万円）

〈
特
別
会
計
〉

国
保
会
計

議 会 賞 総 務 費 民 生 費 衛 生 費 農林水産業費

2,695万円 17,292万円 10,607万円 2,898万円 5,995万円

03.9% 025.1% 015.4% 04.2% 08.7% 

*2, 933円 *18,813円 *11, 541 円 *3, 154円 *6, 522円

予 ヽ 宅 `: 芦
商 工 費 土 木 費 消 防 費 教 = 自 費 公 債 費

554万円 17,228万円 3,222万円 7,250万円 1,069万円

00.8% 025.0% 04.7% 010.6% 01.6% 

*603円 *18, 743円 *3, 506 円， *7,888円 *1, 164円

墨/ ん ; 約長
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•新春郡市バスケットボール大会で明和クラ

プ優勝

●第10 回村民スキー大会に47名参加

●武道館でかるた大会（郡大会の出場者決定）

●石崎高博くん邑楽郡上毛かるた大会で優勝

●農林業センサス調査を行う

●第 10 回少年立春式（ 123名）

●村営住宅12戸入居者募集開始 (4 月 1 日入

居）

3 月｝闘）●第 1 回定例村議会（各種会計予算を承認）
21 日 ●武道館で剣道大会（総勢124名）

II ●前村長小松原誠司さん勲五等瑞宝章に叙せ

られる

●西保育園完成（費用3,305万円）

●水道、有線放送料金値上げ

●県議会議員選挙投票日

●南大島で春祭り

●村政功労者を表彰（小松原誠司・泉田貞ー）

●第 2 回定例村議会（村税の住民負担の軽減

などを可決）

●梅原地区の地番変更

●第 3 回臨時村議会（職員等の旅費の引上げ

を可決）

●印鑑登録証明制度改正

●地価公示価格を発表

●落合栄蔵さん任期満了により収入役を退任

●第 1 回光化学スモッグ注意報発令

(0.149P PM) 

●少年野球大会 上江黒・新里が優勝

少女ソフトポール大会田島・大佐貫か優勝

●村議会議員選挙告示(18名に対して 21 名か

立候補）

31 日 ●落合栄蔵さん村政功労者として表彰

8 月§ ~).東小、西小の生徒が出雲崎の臨海学校へ入校
3 日 ●村議会議員選挙投票日

78 :)●少年野外敦育キャンプ行われる

190]) ●富士登山か行われる
12 日 改選後の初議会（議長新井初太郎さん、副

議長に堀口 正さん選出される）

●納涼祭行われる（約500人の人出でにぎわう）

●成人野球大会行われる（特殊電装籾か 2 度

目の優勝）

9 月§ ~)●中学 2 年生林間学校へ入校
15 日 ●敬老の日に村長らか58名慰問

最長寿者（男）中村厳三郎さん95歳

（女）野本ひしやさん97歳

●第 5 回定例村議会（補正予算 2,532万円を

追加）

●成人式に心の晴着で140名が出席

●奈良種介さん任期満了に伴い教育長を退任

●国勢調査行われる

●第 9 回水稲検見競技会開かれる

●雨の中第20 回村民体育大会開かれる

（南大島か 5 度目の優勝）

13 日 ●関口校長アメリカ、カナダヘ研究視察

11 月§且）●第 9 回菊花大会で奈良邦雄さんか知事賞に
2 日 ●第 1 回西小PTA ママさんバレーボール大

会開かれる

●第 19 回村民バレーポール大会で役場チーム

か男女とも優勝する

●板倉ビルタ沼にて魚つり大会行われる

●第 6 回臨時村議会（三役の選任に同意）

●工業再配置補助金による束保育所完成

●村長三役任命助役関口浅次

収入役宮沢恒雄、教育長三田惣三郎

●江口地区地番変更

●東毛地区幼稚園教育研究会か西幼稚園で開

かれる

1 月 1 日

‘
、
_
,
’
.

日
日
日
日
日
日
日

8

0

9

6

7

 

1

3

 

1

2

1

2

1

 

月2
 

28 日

4 月 1 日

13 日

15 日

5 月 8 日

23 日

6 月 1 日

28 日

7 月 1 日

II 

15 日

16 日

21 日

27 日

日
日
日
9
4
1
 

1
2
3
 

23 日

24 日

30 日

10 月 1 日

7 日

12 日

報

9 日

16 日

21 日

25 日

12 月 1 日

II 

17 日

「
分
福
茶
釜
の
茂
林
寺
」
と
読
む
の

と
同
時
に
「
ハ
イ
「
ハ
イ
」
と
目
に

も
止
ま
ら
ぬ
早
さ
で
取
る
子
供
会
上

毛
か
る
た
大
会
が
一
月
十
一
日
武
道

館
で
各
部
落
代
表
の
百
二
十
七
人
の

小
学
生
を
集
め
て
熱
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。応

援
に
か
け
つ
け
た
父
兄
か
手
に

汗
を
に
ぎ
り
な
か
ら
我
が
子
の
奮
戦

に
声
授
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
優
勝
者
か
郡
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

◆
団
体
戦

〈
男
子
の
部
〉

●
優
勝
新
里
●
準
優
勝

●
三
位
川
俣
、
大
輪
下

〈
女
子
の
部
〉

●
優
勝
矢
島
●
準
優
勝

●
三
位
梅
原
、
須
賀

一
月
二
十
五
日
板
倉
町
で
行
わ
れ

上
江
黒

め

郡
大
会
で
好
成
積

男
女
と
も
優
勝
（
個
人
戦
）

し＼

中
谷

わ 昭和51年 2 月 10 日

完成まじか村営住宅
＝第 3 期＝

申込受付は 2 月 16 日から
2 月 28 日まで

設資金の一部は簡易生命保俎！

一金から融資を受けてい

百
二
十
七
名
が
熱
戦
展
開

t
o
o
o
ott
至

警
察
協
力
者
と
し
て

四
名
が
表
彰

既
設
の
村
営
住
宅
の
西
側
に
昨
年

十
月
よ
り
着
工
し
た
村
営
住
宅
八
戸

か
周
囲
の
塗
装
も
終
り
、
あ
と
は
電

気
と
水
道
を
取
り
付
け
れ
ば
完
成
。

な
お
村
で
は
村
営
住
宅
の
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
戸
数
八
戸
▼
申
込
受
付

二
月
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

▼
住
居
の
構
造
床
面
積
四
十
八
面

（
約
十
五
坪
）
三
D
k

（
六
畳
二
間
・

四
畳
半
）
▼
入
居
予
定
日
四
月
一

日
▼
家
賃
月
額
一
万
二
千
円

▼
入
居
者
の
決
定
方
法
多
数
の
と

き
は
公
開
抽
せ
ん
▼
入
居
者
の
資

格
①
村
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所

が
あ
り
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

②
世
帯
貝
二
人
以
上
の
家
族
構
成
の

方
③
そ
の
ほ
か
所
得
に
よ
っ
て
制

限
か
あ
り
ま
す
。
ま
た
税
金
の
滞
納

か
な
く
、
保
証
人
を
つ
け
ら
れ
る
方

な
ど
▼
申
込
手
続
き
は
村
営
住
宅

入
居
申
込
書
（
役
場
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
）
に
源
泉
徴
収
票
又
は
所
得

証
明
書
を
つ
け
、
住
民
票
謄
本
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
企
画

開
発
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
た
さ
い

◆
個
人
戦
〈
男
子
の
部
〉

●
優
勝
堀
口
忠
美
（
新
里
）
●
準
優

勝
中
村
高
幸
（
矢
島
）
●
三
位
野

本
一
浩
（
大
輪
下
）
福
井
孝
至
（
中
谷
）

〈
女
子
の
部
〉

●
優
勝
金
子
二
三
代
（
大
佐
貫
）

●
準
優
勝
坂
上
喜
代
子
（
中
谷
）

●
三
位
石
崎
幸
子
（
矢
島
）
田
口

ゆ
か
り
（
須
賀
）

た
郡
大
会
上
毛
か
る
た
大
会
の
結
果

, 

個
人
戦
で
は
男
女
と
も
明
和
が
優
勝

団
体
戦
で
は
男
子
か
四
位
、
女
子
が

三
位
で
し
た
。
な
お
個
人
の
部
の
県

大
会
出
場
者
を
決
め
る
の
に
あ
た
り

明
和
同
士
で
対
戦
し
た
結
果
、
堀
口

忠
美
く
ん
か
県
大
会
出
場
者
と
決
定

し
ま
し
た
。
県
大
会
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

館
林
警
察
署
点
検
及
び
創
設
百
周

年
記
念
式
典
か
一
月
十
三
日
館
林
市

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
席
上
警
察
協
力
者
と
し
て
明
和
村

で
は
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

（
敬
称
略
）

【
捜
査
、
防
犯
】
梅
沢
敏
雄

【
交
通
】
須
藤
重
吉
落
合
明
祐

【
警
察
運
営
】
松
本
功



昭和51年 2 月 10 日 広 報 め し‘ わ 第173号 (4)

交
通
事
故
が
毎
日
発
生
し
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
は
他
人
事
で
は
す
ま

さ
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
自
分
か
犠
牲
に

な
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
と
き
万
一
に
備
え
家
族
ぐ

る
み
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

四
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
共
済

制
度
の
会
費
が
三
百
六
十
円
か
ら
三

百
円
に
引
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
学

生
以
下
の
三
百
円
は
以
前
と
同
じ
で

申
込
み
は
二
月
二
十
九
日
ま
で

家
族
ぐ
る
み
で
加
入
二
認
闘
竺

一
月
二
十
日
西
幼
稚
園
の
P
T

A

で
は
家
庭
教
育
学
級
か
終
っ
た

あ
と
、
こ
の
日
の
昼
食
に
と
料
理

教
室
を
開
き
ま
し
た
。

ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ
、
マ
ッ

シ
ュ
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
フ
ル
ー
ツ

バ
バ
ロ
ア
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
も
多
種

多
様
、
さ
す
が
は
マ
マ
さ
ん
出
来

あ
が
っ
た
料
理
は
形
、
外
見
、
味

は
申
し
分
な
く
お
子
さ
ん
達
と
半

分
づ
つ
食
べ
て
い
る
姿
は
ま
さ
に

二

ュ
ー
ス

◄

書
初
大
会

村
内
の
小
学
校
で
は
、
冬
休
み

あ
け
の
九
日
（
西
小
）
と
十
四
日

（
東
小
）
書
初
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。東

小
で
は
、
五
、
六
年
生
が
広

い
体
育
館
で
、
と
こ
ろ
狭
し
と
書

初
用
紙
を
相
手
に
大
奮
闘
。

ま
す
は
新
聞
紙
で
試
し
書
き
、

う
ま
く
い
っ
た
ぞ
、
今
度
は
本
番

勢
い
よ
く
書
き
す
ぎ
て
紙
を
破
い

て
し
ま
っ
子
、
大
き
く
書
き
す
ぎ

て
最
後
の
字
か
入
り
き
れ
な
く
な

っ
た
子
、
小
学
生
ら
し
い
書
初
風

景
で
し
た
。

”
愛
I
J
と
い
う
言
葉
の
表
現
な
に

も
の
で
も
な
い
。

ｮ 

保険料は・・・・・・

定額保険料（月額1,100円） ＋附加保

険料（月額400円）＝月額1,500円で可

(25年閻保険料を納めだときの

年金額の計算例）

800円（定額） x300目(25年納付月

数） X1, 415 = 339, 600円
ｮ 200円（附7JD分） x300月(25年納付

保
険
料
を
納
め
て
将
来
よ
り
多
い

年
金
を
受
給
し
よ
う
と
い
う
国
民
年

金
被
保
険
者
の
強
い
要
望
か
ら
発
足

し
た
の
に
付
加
年
金
制
度
か
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
は
希
望
し
て
入
る
こ

と
か
で
き
、
保
険
料
は
次
の
と
お
り

で
す
の
で
加
入
希
望
の
方
は
印
鑑
持

参
の
上
役
場
窓
口
へ
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

二明和分署から 1 年間

(50. 1. 1~12.31) の

救急車の出動件数

135件

口数）＝60,000円

合言t CA+ B) 399.600円（月額
33,300円）

上記の例て年金額339,600円になり、附刀0年金

を納入しだ場合

＠の附刀0分60,000万増額されま可。

しだガつて納入しだ閂数により計算されるの

て 1 ヶ月ても早く、又 1 ヶ月でも多く納入弓

ること刀年金額にあいて有利になりま可。

。
有
利
な
付
加
年
金
の

制
度
利
用
を
。

゜
゜

゜00
 

゜

す
。
ま
た
見
舞
金
も
十
等
級
五
千
円

が
六
干
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
加
入
申
込
の
方
法

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
申
込

書
兼
会
員
証
に
必
要
事
項
を
記
入
し

会
費
を
添
え
て
二
月
二
十
九
日
ま
で

に
隣
組
を
通
じ
申
し
込
ん
で
下
さ
い

▼
共
済
期
間

こ
と
し
の
四
月
一
日
よ
り
来
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

▼
交
通
事
故
証
明
発
行
金

交
通
事
故
証
明
は
今
ま
で
警
察
所
舞

見

長
が
発
行
し
て
い
ま
し
た
か
今
後
は

済

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
に
変
り

共

ま
し
た
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
役
場
総
務
課
▼

で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

等級 傷 害 の 程度 金 額

1 等級 死亡した場合 500,000 円

廃疾となったもの

2 等級 （身障福祉法により 1 級 2 級に認定され 300,000 

身体障害者手帳を交付されたもの）

3 等級 1 年以上の治療を要する傷害 200,000 

4 等級 6 ヶ月以上の治療を要する傷害 100,000 

5 等級 5 ヶ月以上の治療を要する傷害 80,000 

6 等級 4 ヶ月以上の冶療を要する傷害 60,000 

7 等級 3 ヶ月以上の治療を要する傷害 40,000 

8 等級 2 ヶ月以上の治療を要する傷害 20,000 

9 等級 1 ヶ月以上の冶療を要する傷害 10,000 

10等級 1 週間以上 1 ヶ月未満の治療を要する傷害 6,000 

受
け
て
一
学
期
間
さ
ら
に
研
究
を

深
め
組
織
づ
く
り
を
し
て
九
月
に

創
刊
し
八
号
ま
で
発
行
し
ま
し
た

本
年
度
も
渡
辺
茂
部
長
を
中
心

に
毎
月
発
行
を
し
て
い
ま
す
か
、

マ
ン
ネ
リ
化
を
脱
す
る
た
め
の
企

画
縦
集
や
原
稿
募
集
に
苦
労
す
る

広
報
部
員
や
地
区
委
員
の
努
力
と

会
員
の
協
力
に
よ
り
活
発
な
広
報

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

次
に
広
報
ぽ
ぷ
ら
の
基
本
的
な

考
え
方
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す

0

広
報
部
を
会
長
直
属
機
関
と
す

る
。

0

一
般
会
員
の
意
志
か
表
明
さ
れ

相
互
啓
発
か
行
わ
れ
る
こ
と
を

め
ざ
す
。

0

受
け
と
る
側
の
身
に
な
っ
て
情

報
伝
達
を
す
る
。

0

会
員
の
声
を
紹
介
し
紙
上
討
論

の
場
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

〇
取
リ
あ
け
て
は
な
ら
な
い
•
関

与
す
へ
き
で
な
い
問
題
（
校
長

や
教
師
の
権
限
に
属
す
る
問
題
、

政
党
批
判
‘
宗
教
論
争
‘
個
人

問
題
）

〇
親
し
み
か
感
し
ら
れ
る
よ
う
‘

う
る
お
い
を
も
た
せ
る
。

”
ぽ
ぷ
ら
I
Iア
ン
ケ
ー
ト

◎
親
し
め
る
＂
ば
ぷ
ら
＂
と
思
い

い
つ
も
よ
ん
で
い
ま
す
か
。

は
い
八
六
•
四
％

い
い
え
一
・
ニ
％

と
き
ど
き
―
二
•
四
％

西
小
P
T
A

広
報

I
I

ぽ
ぷ
ら
“

か
発
行
さ
れ
こ
の
一
月
で
十
八
号

に
な
り
ま
し
た
。
会
員
各
位
の
熱

意
と
協
力
で
、
毎
月
発
行
と
い
う

す
ば
ら
し
い
結
果
か
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
発
行
形
式
、
内

容
、
経
費
の
低
廉
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
広
く
東
毛
地
区
に
知
れ
渡

り
‘
五
つ
の
単
位

P
T
A

か
同
形

式
で
発
行
を
始
め
ま
し
た
。

こ
こ
で
創
刊
以
来
の
経
過
と
考

え
方
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
度
東
毛
地
区
p

T
A

指
導
者
研
修
会
て
広
報
活
動

の
あ
リ
方
に
つ
い
て
‘
高
沢
茂
会

長
か
提
案
し
ま
し
た
か
、
当
時
西

小
P
T
A

で
は
広
報
紙
か
な
か
っ

た
の
で
‘
理
想
的
な
あ
り
方
に
つ

い
て
研
修
し
た
結
果
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
反
響
か
大
き
く
、
既
に
発

行
し
て
い
る

P
T
A

か
ら
も
発
表

資
料
を
頂
き
た
い
と
の
申
込
み
か

あ
リ
ま
し
た
。

翌
年
清
水
栄
二
会
長
か
提
案
を

一
ー
1ー
ー
ー1
,
"
,
'
'
,
’リー
，I，
1
_
1
9ー9
ー9
9
9
,
'
,
'
,
'
,
'
,
,
li
l

i

ｷ
T
ｷ
ｷ
ｷ
ｷ
ｷ
ｷ
ｷ
-
.
.
.
.
.
 ｷ
 

1
1

明
和
西
小

I
I

小
P
T
A

広
報

I
I

ぽ
ぷ
ら
I
I
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空
地
の
雑
草
に
つ
い
て

休
耕
田
や
宅
地
造
成
し
た
空
地

に
雑
草
が
我
か
天
下
と
ば
か
り
の

び
放
題
さ
れ
て
い
る
の
を
あ
ち
こ

ち
で
見
か
け
ま
す
か
こ
れ
が
今
は

枯
れ
て
、
こ
の
乾
い
た
空
気
で
タ

バ
コ
の
投
げ
捨
て
な
ど
の
ち
ょ
っ

と
し
た
事
で
大
火
事
に
な
る
要
素

を
含
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
夏
に
は
背
丈
け
か
一
m

i

二
m
も
な
り
青
々
と
道
路
の
端
ま

で
の
び
交
差
点
で
の
左
右
の
見
通

し
か
、
き
か
な
く
な
り
交
通
事
故

の
原
因
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
さ
え

ぎ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
の
で
と
て

も
危
険
で
す
。

さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
場
所
に
は
き

ま
っ
て
空
缶
‘
ビ
ニ
ー
ル
、
ビ
ン
な

ど
の
ゴ
ミ
が
多
量
に
す
て
て
あ
り
‘

害
虫
や
悪
臭
の
発
生
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ひ
ど
い
も
の
に
は
バ
キ
ュ
ー

ム
カ
ー
で
し
尿
を
す
て
る
者
も
あ
り

ま
す
か
、
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
ら
れ
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
草
か
の
び
る
前

に
よ
く
草
刈
り
す
る
か
、
囲
り
に
か

こ
い
を
す
る
か
な
ど
し
て
く
だ
さ
い

あ
る
町
で
は
＂
草
刈
り
条
例
“
と

名
物
の
条
例
を
制
定
し
、
空
地
に
は

び
こ
る
雑
草
の
草
刈
り
を
義
務
付
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
本

村
に
お
い
て
は
、
農
業
委
員
会
よ
り

め

か
ん
き
ょ
う
ー
④

し＼ わ

公 害苦 情

昭和51年 2 月 10 日

相

前年とほぼ同数

炎
1

1

1

1

i

"

 

たばこのポイ棄てか大火事に

昨
年
一
年
間
に
お
け
る
公
害
苦
情
相
談
状
況
か
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
の
公
害
苦
情
相
談
件
数
は
十
二
件
で
前
年
よ

り
一
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
四
十
九
年
は
未
解

決
か
二
件
あ
り
ま
し
た
か
、
昨
年
は
全
部
解
決
し
ま

し
た
。苦

情
内
容
は
前
年
と
同
じ
よ
う
に
田
植
時
期
に
水

路
へ
油
い
の
流
入
に
よ
る
水
質
汚
濁
、
産
業
廃
棄
物

の
焼
却
に
よ
る
は
い
煙
、
粉
じ
ん
の
大
気
汚
染
か
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。

昨
年
、
新
し
く
苦
情
と
し
て
相
談
さ
れ
た
も
の
に

農
業
の
機
械
化
に
伴
っ
て
共
同
で
作
業
所
等
を
造
り

コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
り
と
っ
た
米
を
乾

燥
さ
せ
る
た
め
の
大
型
乾
燥
機
に
よ

る
騒
音
の
発
生
苦
情
か
起
き
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
共
同
作
業
所
等
を
作

る
場
合
は
人
家
な
ど
の
あ
ま
り
混
在

し
て
い
な
い
所
に
作
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

住
宅
の
建
設
が
著
し
い
地
区
で
は

水
路
等
か
家
庭
雑
排
水
に
よ
る
水
質

の
汚
染
か
ひ
ど
く
悪
臭
な
ど
を
発
生

し
農
耕
上
支
障
を
生
じ
て
い
ま
す
。

水
路
等
に
放
流
す
る
場
合
は
マ
ン

ホ
ー
ル
な
ど
を
作
り
上
水
だ
け
を
流

す
よ
う
に
し
て
、
常
に
放
流
先
は
清

潔
に
し
て
く
だ
さ
い
。

全
体
的
に
み
る
と
発
生
源
の
は
と

ん
ど
か
事
業
所
等
か
ら
な
の
で
、
公

害
防
止
に
は
万
全
を
期
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
村
民
一
人
一
人
か
気
を

土
地
の
管
理
か
悪
く
な
っ
て
い
る

土
地
所
有
者
に
対
し
て
注
意
書
を

出
し
ま
す
か
、
そ
れ
以
前
に
草
刈

り
な
ど
を
し
て
、
住
み
よ
い
か
ん

き
ょ
う
づ
く
り
を
し
た
い
も
の
で

す
ね
。

公害苦情相談状況

区分 木目言炎姿文

ば・い煙 5 (2) 

水質汚濁 4 (5) 

馬蚤 音 1 

悪 臭 (1) 

土壌汚染 (1) 

その他 2 (2) 

言十 12 (11) 

）は49年

つ
け
て
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

公
害
苦
情
な
ど
の
相
談
は
企
画
開

身
体
障
害
者
の
自
動
車
運
転
免
許

の
取
得
希
望
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
方
た
ち
の
運
動
機
能
を
科
学

的
に
測
定
し
て
、
で
き
る
だ
け
安
全

な
範
囲
で
多
く
の
方
か
運
転
免
許
試

験
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
自
動
車
運

転
能
力
判
定
機
」
を
警
察
本
部
に
備

え
付
け
ま
し
た
。

こ
の
機
械
は
実
車
と
同
じ
構
造
で

ハ
ン
ド
ル
、
ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ
ー
キ

な
ど
の
運
転
装
置
の
操
作
能
力
を
測

定
、
記
録
す
る
も
の
で
す
。

匿
小
拳
檀
で

こ
の
判
定
結
果
か
ら
適
切
な
助
言

か
で
き
、
身
体
障
害
者
の
方
の
運
転

免
許
取
得
に
た
い
へ
ん
便
利
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
適
性
相
談
は
無
料
で
毎
週
、

月
曜
日

1

金
曜
日
の
午
後
一
時

1

三

時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
お
気

軽
に
相
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
詳
し
く
は
、
電
話

0
二
七
二

（
五
一
）
四
五
四
五
内
線
八
四
六
警

察
本
部
適
性
相
談
係
へ
お
た
ず
ね
く

レ
9
,
;
:

「
運
転
手
さ
ん
毎
日
安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
す
。
」
ー
と
西
小
の
児
童

が
十
一
月
十
七
日
朝
、
東
の
交
差
点

で
「
私
た
ち
も
気
を
つ
け
ま
す
か
ら

運
転
手
さ
ん
も
ス
ピ
ー
ド
や
信
号
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
」
な
ど
と
書
か

れ
た
手
紙
を
約
四
百
通
、
道
行
く
ド

ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
手
紙
は
、
西
小
の
児
童
全
員

か
冬
休
を
利
用
し
て
書
い
た
も
の
で

東
は
国
道
、
南
は
県
道
か
あ
り
、
い

つ
も
子
供
た
ち
は
登
校
、
下
校
に
は

特
に
注
意
を
し
て
い
た
か
、
昨
年
十

二
月
に
二
年
の
男
の
子
か
大
型
ト
ラ

ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
、
重
傷
を
負
う
事

故
か
発
生
し
た
た
め
、
子
供
た
ち
か

胃
ガ
ン
は
自
覚
症
状
か
な
い
こ
と

か
多
く
、
症
状
が
あ
っ
た
と
し
て
も

一
般
の
胃
痛
に
似
た
症
状
で
す
か
ら

ガ
ン
か
ど
う
か
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん

の
で
胃
部
検
診
は
毎
年
受
け
ま
し
ょ

゜

｀
つ0

早
い
時
期
に
み
つ
け
れ
ば
治
る

早
期
胃
ガ
ン
と
い
う
の
は
胃
の
粘

膜
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
胃
ガ
ン

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か

胃
腸
は

よ
り
交
通
安
全
に
注
意
す
る
よ
う
に

と
、
こ
の

I
I

レ
タ
ー
作
戦
I
i
を
展
開

し
た
も
の
で
す
。

身
体
障
害
者
の

運
転
免
許
取
得
に
福
音

発
課
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
公
害

で
お
困
り
の
方
は
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

を
い
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
手
術
を

す
れ
ば
一
0
0
％
助
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
粘
膜
を
こ
え
る

と
治
癒
は
困
難
と
な
り
ま
す
。

④
で
は
ど
ん
な
検
査
を
す
る
の
か

胃
部
検
診
は
X

線
間
接
撮
影
が
主

で
す
。
胃
を
か
ら
っ
ぽ
に
し
て
（
水

も
ダ
メ
で
す
）
バ
リ
ウ
ム
と
い
う
白

い
液
を
飲
み
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
五
ー
六
枚
撮
影
し

ま
す
。
時
間
は
五
分
ぐ
ら
い
で
す
。

④
第
二
次
検
診
は
か
な
ら
ず

第
二
次
検
診
を
う
け
る
よ
う
に
い

わ
れ
た
人
は
、
忘
れ
ず
に
か
な
ら
ず

う
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
異
常
な
し
」
と
言
わ
れ
た
人
も

安
心
し
な
い
で
、
一
年
後
に
は
再
び

村
で
実
施
す
る
（
本
年
は
九
月
六
、

七
日
）
胃
腸
検
診
を
う
け
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険

（
一
問
一
答
）

〔
問
〕
会
社
に
勤
め
て
、
保
険
か
変

わ
っ
た
が
、
う
っ
か
り
国
保
の
保
険

証
を
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は

〔
答
〕
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
は
、
国
保
の
保
険
証
は
使
え

な
い
の
で
す
が
、
ま
ち
が
っ
て
使
っ

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
保
険
証
を
使
っ

た
医
者
に
知
ら
せ
、
速
や
か
に
国
保

を
ぬ
け
る
届
け
出
を
し
て
、
保
険
証

を
役
場
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。
自
動

的
に
は
切
り
か
わ
れ
ま
せ
ん
。

〔
問
〕
中
途
に
し
て
あ
っ
た
歯
の
治

療
を
ま
た
始
め
よ
う
と
思
う
が
保
険

証
が
必
要
か
。

〔
答
〕
途
中
で
治
療
を
や
め
て
し
ま

っ
た
場
合
は
、
も
う
一
度
保
険
証
を

出
さ
な
け
れ
ば
み
て
も
ら
え
ま
せ
ん
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以
上
の
場
所
は
役
場
三
階
第
二

会
議
室

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

申
告
書
は
、
各
自
記
入
し
て
ご
持

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
期
間
は
上
江
黒
〔
午
後
〕
千
津
井
参
く
だ
さ
い
。

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
三
月
四
日
〔
午
前
〕
江
口
記
載
相
談
を
う
け
る
場
合
は
、
後

の
一
カ
月
間
で
す
。
当
村
に
お
き
ま
〔
午
後
〕
下
江
黒
、
田
島
日
問
題
等
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
質

し
て
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
納
税
相
以
上
の
場
所
は
東
部
児
童
館
問
に
応
じ
ら
れ
、
か
つ
自
書
の
出
来

談
を
行
い
ま
す
か
ら
ご
相
談
に
お
で
三
月
五
日
〔
午
前
〕
大
輪
る
方
に
お
願
い
し
ま
す
。
（
住
所
、

か
け
く
だ
さ
い
。
〔
午
後
〕
川
俣
、
須
賀
氏
名
、
扶
養
親
族
の
記
載
は
、
必
ず

▼
所
得
税
確
定
申
告
相
談
（
対
象
者
三
月
八
日
〔
午
前
〕
矢
島
、
入
自
書
願
い
ま
す
。
）

1
1
農
業
一
般
）
ヶ
谷
〔
午
後
〕
大
佐
貫
生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

二
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
以
上
の
場
所
は
明
和
農
協
第
一
合
は
、
一
の
契
約
に
つ
い
て
の
払
込

時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
事
業
所
保
険
料
か
年
間
九
千
円
を
こ
え
る
場

後
四
時
ま
で
、
場
所
は
役
場
三
階
第
三
月
九
日
〔
午
前
〕
南
大
島
合
は
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

二
会
議
室
〔
午
後
〕
中
谷
損
害
保
険
料
控
除
は
、
所
得
税
の

▼
住
民
税
申
告
相
談
三
月
十
日
〔
午
前
〕
梅
原
み
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
金
額
の
多
少

三
月
三
日
〔
午
前
〕
斗
合
田
、
〔
午
後
〕
新
里
に
か
か
わ
ら
ず
払
込
証
明
書
を
必
要

「
i
H
H
H

i

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

ー
J

＝
i
．
で
す
。
一

-
」
明
る
い
選
挙
コ

9
9ナ
ー
「
白
バ
ラ
運
動
」
は
明
る
い
選
i
­

一
挙
を
推
進
す
る
運
動
の
一
っ
と
し
i
­

＝
白
バ
ラ
運
動
に
つ
い
て
て
生
ま
れ
話
し
合
い
を
通
し
て
政
i
­

-

i

 

i
治
意
識
を
高
め
る
運
動
で
、
昭
和
i

l

白
バ
ラ
運
動
っ
て
一
体
な
に
か
功
妙
か
つ
悪
質
な
傾
向
を
呈
し
て
き
二
十
七
年
四
月
以
来
全
国
的
な
国
i
­

＝
な
と
思
っ
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
し
た
。
民
運
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
―
―

L
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
の
現
こ
の
運
動
を
盛
り
上
げ
る
主
体
i
-

i
ｭ

-
I
f
白
バ
ラ
1
1気
高
い
こ
の
花
は
、
状
を
打
破
し
、
公
正
に
行
わ
れ
る
べ
は
県
と
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
と
一

l-

— 

i1
1

明
る
い
選
挙
1
1

の
シ
ン
ボ
ル
マ
き
選
挙
本
来
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
各
地
区
の
I
f
明
る
い
選
挙
推
進
協
i
-

l
ー
ク
で
す
。
の
運
動
機
関
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
議
会
”
で
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
言
論
i
­

マ
山
選
挙
の
啓
発
運
動
は
、
戦
前
か
た
の
が
「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」
・
報
道
・
教
育
・
青
年
団
・
婦
人
i
­

L
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
格
（
昭
和
四
十
一
年
結
成
）
で
す
。
会
な
ど
各
界
各
層
の
代
表
者
で
構
-
―

l-

— 

：
的
に
な
っ
た
の
は
昭
和
二
十
七
年
こ
の
明
る
い
選
挙
運
動
を
実
現
す
成
さ
れ
、
選
挙
管
理
委
員
会
と
協
一

—-— 
i
公
明
選
挙
連
盟
が
発
足
し
て
か
ら
る
た
め
に
は
候
補
者
や
選
挙
運
動
員
力
し
、
社
会
教
育
関
係
の
各
機
関
i
-

『
で
す
。
の
良
識
あ
る
行
動
か
要
求
さ
れ
る
こ
と
も
協
調
し
て
、
巾
広
い
民
間
活
i
­

一
以
来
、
こ
の
民
間
団
体
が
中
心
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
か
、
ま
ず
国
民
動
を
く
り
広
げ
て
い
ま
す
。
i
­

L
と
な
っ
て
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
の
す
べ
て
か
政
治
、
選
挙
に
関
心
を
は
選
ン

T
o
-

―

ら
い
シ
で
一
―—­

言
]
V汀
汀
且
t
i
]
し
い
コ
i
t
[
]
:
[
い

□

尋
的
叩□

一
―

r
H
H
H
H

i
"
H
i
"
H
ー
＂
ー
＂
ー
"
i
"
i
"
i
"
ー
＂

H
H

ー
＂
i
＂H
i
i
i
"
i
"
ー
＂
ー
"
i
"
i
"
H
H
ー
＂
ー
＂
i
＂
i
"
i
"
ー
＂
i

と
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
た
方
及
び
給
与
所
得
の
み
の

方
で
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か

ら
明
和
村
税
務
課
へ
送
付
済
の
方
は

住
民
税
の
申
告
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
還
付
請
求
を
さ

れ
る
方
は
、
期
日
の
制
限
が
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
す
ぐ
に
手
続
き
を
と
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告

書
の
用
紙
は
役
場
に
準
備
し
て
あ
り

ま
す
。消

火
器
の
悪
質

訪
問
販
売
に
注
意

消
防
署
で
は
設
置
の
義
務
づ
け

や
委
託
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

r
 

▼
や
ま
う
の
漬
物
昧
よ
り
百
万
円
村

へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
昭
和
十
八
年
旧
千
江
田
小
学
校
の

卒
業
生
か
東
小
へ
り
っ
ぱ
な
柱
時
計

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

文
芸
欄

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

耳
萎
へ
し
姑
へ
の
こ
と
ば
悲
し
け
れ

ど
く
り
か
へ
す
毎
粗
く
な
り
ゆ
く

江
森
政
美

闘
病
に
や
つ
れ
し
義
父
の
紫
の
針
あ

と
の
腕
そ
っ
と
さ
す
り
ぬ

岡
安
み
や
子

銀
杏
を
拾
う
子
の
あ
り
御
苑
の
空
高

＜
百
舌
の
声
の
す
る
ど
し

金
子
あ
き

時
雨
く
る
た
そ
が
れ
遠
く
し
び
焼
の

匂
ふ
厨
に
初
茸
洗
ふ

奈
良
原
キ
ク
ノ

（
来
月
は
俳
句
で
す
）

農
業
所
得

標
準
き
ま
る

昭
和
五
十
年
分
の
農
業
所
得
標

準
が
二
月
二
日
に
行
わ
れ
た
市
町

村
長
決
定
会
議
で
決
ま
り
ま
し
た

本
村
の
十
ア
ー
ル
当
り
の
農
業

所
得
標
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

水
稲
七
万
一
千
二
百
円

裏
作
二
万
三
千
二
百
円

普
通
畑
一
等
十
万
八
百
円

二
等
六
万
三
千
八
百
円

七
万
五
千
八
百
円

十
二
万
二
千
九
百
円

二
万
五
千
円

（
五
十
年
分
は
赤
梨
一
本
）

十
二
万
三
千
四
百
円

二
十
四
万
七
千
円

二
万
八
千
七
百
円

ニ
ラ

飼
料
畑

ハ
ウ
ス

キ
ュ
ウ
リ
七
十
一
万
八
千
二
百
円

ト
マ
ト
六
十
九
万
四
千
九
百
円

イ
チ
ゴ
四
十
六
万
三
千
百
円

ナ
ス
五
十
四
万
百
円

四
百
円

二
百
円

三
百
円

五
百
円

陸
田

養
蚕

桑
畑

梨
畑

乳
牛
（
一
頭
）
十
一
万
千
七
百
円

（
但
し
乳
量
計
算
を
行
う
）

養
鶏
（
採
卵
用
十
羽
当
り
）

（
飼
育
一
千
五
百
羽
未
満
）

一
千
五
百
円

肥
育
牛
（
若
令
長
期
一
頭
）

五
万
九
千
三
百
円

な
お
、
土
地
改
良
区
費
、
耕
運

機
等
の
農
機
具
の
償
却
費
は
経
費

と
し
て
、
別
に
差
し
引
い
て
農
業

所
得
を
計
算
し
ま
す
。

交
通
事
故
相
談

▼
日
時
二
月
十
九
日

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相
談

員
か
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に
適
切

な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

乳
児
検
診

1
2日
（
第
二
木
曜
日
）

任
婦
検
診

1
9日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
6日
（
第
四
木
曜
日
）

受
付
は
午
後
一
時
ー
ニ
時
ま
で

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
有
線
放
送
使

用
料
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
五
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
六
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

二
十
七
日
明
和
農
協
第
一

"
矢
島
公
民
館

午
前
十
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「
年
寄
り
の
じ
い
ち
ゃ
ん
‘
き

ょ
う
は
寒
い
ね

I
Iこ
…
…
…
。

「
今
朝
は
一
番
寒
か
っ
た
ん
だ

ぞ
”
こ
…
…
…
。

「
早
く
あ
っ
た
か
く
な
る
と
い

い
ね
。
」

「
浩
行
が
な
、
保
育
園
に
上
か

る
時
は
あ
っ
た
か
く
な
る
よ
。
」

「
年
寄
り
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
春

に
な
る
と
あ
っ
た
か
い
の
。
」

「
そ
う
だ
よ
。
」

「
年
寄
り
の
じ
い
ち
ゃ
ん
に
だ

っ
こ
さ
れ
て
い
る
と
あ
っ
た
か
い

か
ら
、
年
寄
り
の
じ
い
ち
ゃ
ん
は

春
み
た
い
だ
ね
。
」

縁
側
で
春
を
待
つ
‘
ひ
い
お
じ

い
さ
ん
と
、
二
人
の
ひ
い
ま
ご
と

の
春
を
待
ち
こ
が
れ
て
い
る
や
り

と
り
で
し
た
。

春
は
も
う
す
ぐ
で
す
ぞ
”

風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
元
気

で
保
育
園
に
入
園
し
て
ね
”
~

寒いのはも
、

1

早くあったかくな一れ

イヤ．~I
--

茫和ーヤ令
課
長
奮
戦
記

企
画
開
発
課
長

四
月
一
日
か
ら
開
園
予
定
の
東

保
育
園
は
工
業
再
配
置
法
に
基
づ

く
工
業
再
配
置
促
進
費
補
助
金
と

い
う
国
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
た
保
育
園
で
す
。

村
の
財
源
は
ご
く
わ
ず
か
で
保

育
園
が
建
つ
と
い
う
独
特
な
補
助

金
だ
け
に
仲
々
厳
格
な
査
定
か
あ

り
申
請
事
務
は
大
変
で
し
た
。

村
長
も
陣
頭
指
揮
で
東
京
通
産

局
へ
‘
職
員
も
ラ
ー
メ
ン
を
す
、

り
な
か
ら
連
日
連
夜
の
残
業
、
出

来
上
っ
た
申
請
書
類
は
三
人
で
も

か
、
え
き
れ
な
い
程
の
量
と
な
り

大
風
呂
敷
に
つ
つ
ん
で
東
武
線
か

ら
地
下
鉄
に
乗
り
つ
ぎ
大
手
町
の

東
京
通
産
局
で
審
査
を
う
け
る
。

審
査
は
き
び
し
く
次
々
に
指
示

を
つ
け
る
。
そ
の
修
正
を
行
う
た

め
に
持
ち
帰
り
と
な
る
。
手
書
は

だ
め
で
す
べ
て
タ
イ
プ
印
刷
。
夜

は
次
第
に
更
け
て
行
く
。
熱
気
が

は
ら
む
。
何
か
な
ん
で
も
仕
上
げ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
お
互
に
頑

張
る
。
や
が
て
東
天
が
白
み
夜
は

あ
け
た
。
夜
を
徹
し
て
の
作
業
を

終
り
東
京
通
産
局
へ
書
類
を
持
参

す
る
。
や
っ
と
申
請
が
受
理
さ
れ

ほ
っ
と
す
る
。
補
助
金
を
も
ら
う

む
ず
か
し
さ
を
痛
感
し
た
か
、
こ

の
保
育
園
で
園
児
が
喜
々
と
し
て

遊
ぶ
姿
を
思
う
と
き
そ
の
労
苦
は

一
ぺ
ん
に
ふ
っ
飛
ん
だ
。

汲
A

洩
衣
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第
十
一
回
少
年
立
春
式
が
教
育
委

員
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
に

よ
り
二
月
五
日
の
立
春
の
日
に
中
学

立

春

中
学
二
年
生
を
対
象
に

疇
自
覚
ロ

”
立
志
圃

一
健
康
ロ

校
体
育
館
で
中
学
二
年
生
百
二
十
九

人
を
対
象
に
、
奈
良
村
長
、
館
林
警

察
署
長
ら
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
行

式

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
入
る
と
‘

甘
ず
っ
ぱ
い
香
り
が
漂
う
そ
ん
な

中
で
大
佐
貫
、
矢
島
、
入
ケ
谷
の

い
ち
ご
栽
培
農
家
（
十
軒
）
で
は

早
く
も
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
い

ち
ご
の
摘
み
取
り
に
大
忙
し
の
毎

日
で
す
。

こ
の
宝
交
早
生
い
ち
ご
は
昨
年

九
月
に
定
植
し
、
大
事
に
育
て
ら

れ
た
も
の
で
月
水
金
曜
日
に
東
京

の
市
場
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

い
ち
ご
栽
培
し
て
い
る
秋
野
さ

ん
は
、
「
明
和
い
ち
ご
は
特
に
糖
分

►

ま
っ
赤
な
い
ち
ご

＼＼＼立

ニ
ュ
ー
ス

が
多
く
、
ま
た
全
く
農
薬
を
使
わ

な
い
の
で
消
費
者
か
ら
喜
ば
れ
て

い
る
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

西
保
育
園

で
は
二
月
十

七
日
に
保
育

参
観
を
行
い

ま
し
た
。

参
観
者
の
一
人
大
佐
貫
の
桜
沢

千
代
子
さ
ん
（
写
真
）
は
参
観
の

様
子
を
「
初
め
て
の
参
観
の
と
き

は
お
ど
お
ど
し
た
り
私
に
し
か
み

つ
い
て
い
た
が
今
で
は
も
う
団
体

生
活
に
慣
れ
規
律
も
身
に
つ
い
た

よ
う
で
す
。
私
は
子
供
は
二
人
と

決
め
て
い
ま
し
た
が
、
村
で
も
幼

児
教
育
に
大
変
熱
心
に
や
っ
て
く

れ
る
の
で
私
は
三
人
目
を
生
ん
で

こ
の
保
育
園
に
入
園
さ
せ
ま
す
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

期日 時 間 場 所

午前 9 時30分～ 10時30分 斗合田薬王寺

4 月 2 日 午前11時～ 12時 東部児童館

午後 1 時～ 3 時 江口集会所

4 月 5 日
午前 9 時30分～ 12時 明和農協第一

午後 1 時～ 3 時 矢島公民館

午前 9 時30分～ 10時30分 南大島集会所

4 月 6 日 午前11 時～ 12時 梅原三島神社

午後 1 時～ 3 時 役 場

｀
ー
、

'
_
'
,
1
,

1

2

3

 

,'‘’ 
登録手数料

注射料
済票交付手数料

＼
ー
）

円
円
円

0

0

0

 

3
0
5
4
6
 

合 計 900円

わ
れ
ま
し
た
。

刑
事
責
任
年
令
到
達
者
の
十
四
才

の
少
年
少
女
に
自
覚
、
立
志
、
健
康

の
三
つ
の
目
標
を
常
に
留
意
し
、
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
行
っ
た
も
の
で
す
。

式
辞
の
あ
と
二
年
生
を
代
表
し
て

松
本
幸
恵
さ
ん
に
、
記
念
品
を
贈
呈

次
に
村
長
ら
五
名
が
祝
辞
を
の
べ
ま

し
た
。
さ
ら
に
三
年
生
代
表
の
玉
井

幸
子
さ
ん
が
激
励
の
言
葉
を
の
べ
、

最
後
に
二
年
生
代
表
の
庄
條
雅
彦
＜

ん
が
「
若
人
と
し
て
社
会
に
は
じ
な

い
人
間
に
な
る
よ
う
、
一
人
一
人
が

手
を
取
り
、
は
げ
ま
し
あ
い
な
が
ら

犬
に
は
「
狂
犬
病
」
と
い
う
恐
ろ

し
い
病
気
が
あ
り
、
狂
犬
病
に
か
か

っ
た
犬
に
人
が
咬
ま
れ
る
と
犬
と
同

じ
よ
う
な
症
状
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
生
後
三
カ
月
以
上
の
犬
は

遺族年金の受給者は

現況届を

杜
会
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
皆
さ
ん
の
ご

期
待
に
、
そ
え
る
よ
う
に
努
力
し
ま

す
。
」
と
力
強
い
謝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。

毎
年
一
回
登
録
、
春
秋
二
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
村
で
は
次
の
日
程
で
登
録
及

び
注
射
を
行
い
ま
す
の
で
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

遺
族
年

金
の
支
給

を
受
け
て

い
る
人
は
、

毎
年
四
月

十
五
日
ま

で
に
現
況

届
を
提
出

し
な
け
れ

ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
の
届

け
は
、
年

金
を
受
け

昨
年
六
月
十
日
付
の
本
報
に
掲
載

し
ま
し
た
（
「
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な

道
路
」
東
小
六
年
生
か
県
道
を
清
掃

）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
記
事
を
ご
記

憶
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
善

行
に
対
し
‘
村
で
は
、
早
速
館
林
保

健
所
を
経
て
県
に
善
行
賞

を
内
申
し
た
と
こ
ろ
、
今

回
六
年
生
全
員
に
、
群
馬

県
地
区
衛
生
組
織
連
合
会

会
長
か
ら
、
善
行
賞
と
善

行
バ
ッ
チ
が
贈
ら
れ
ま
し

っ
）
。
f
 

: 昨年 1 年間村内で

買われたタバコ

1,081,607箱

1 人当り 115箱

村に入ったたばこ

消費税

17,314,000円

こ
の
よ
う
な
善
行
は
常
に
郷
土
を

愛
し
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と

で
す
。

ま
た
、
そ
の
行
い
は
他
の
模
範
と

な
り
、
道
路
を
汚
す
人
は
い
な
く
な

る
で
し
ょ
う
。

頑
年
匂
善
行
賞
受
賞

各保育園収容人員

保育園名 収容人員 保母数

東保育園 75 名 3 名

中央保育園 114名 5 名

西保育園 90名 4 名

て
い
る
人
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

に
必
要
な
も
の
で
す
。

届
け
の
提
出
が
な
い
場
合
、
八
月

期
支
払
い
分
か
ら
年
金
の
支
給
か
さ

し
と
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
現
況
届
の

提
出
を
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
の
用
紙
は
、
三
月
中
に
社

道
路
清
掃
で

会
保
険
庁
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で

記
入
の
方
法
、
証
明
の
受
け
方
な
ど

注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
正
し
い
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸

西
三
ー
五
ー
ニ
十
四
社
会
保
険
庁

年
金
保
険
部
業
務
課
郵
便
番
号
百

六
十
七
で
す
。

申
込
者
は全

員
入
園

去
る
一
月
二
十
八
日
に
締
め
切
っ

た
保
育
園
の
入
園
希
望
申
込
者
は
二

百
七
十
九
名
で
し
た
。

昨
年
ま
で
は
中
央
保
育
園
と
、
西

保
育
園
し
か
な
く
、
多
数
の
児
童
か

入
園
で
き
な
く
父
兄
の
方
々
に
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が

四
月
一
日
よ
り
東
保
育
園
が
、
開
園

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
年
は
入
園

希
望
者
全
員
が
入
園
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
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生活改 善運動

＼来

ニムダ‘二•ニミニ工二を追放：

月ー 日ょり実施

山
南大島

今成久雄

67オ

二
月
十
七
日
武
道
館
に
お
い
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
役
員
等
八
十
人
か

出
席
し
て
、
生
活
改
善
運
動
推
進
協

議
会
か
開
催
さ
れ
、
こ
の
運
動
を
進

め
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
生
活
改
善
運
動
と
は
年
々
派

手
に
な
る
冠
婚
葬
祭
等
に
対
し
て
、

物
や
お
金
に
よ
る
こ
と
な
く
心
で
喜

私
は
生
活
改
善
運
動
の
趣
旨
に

大
い
に
賛
成
致
し
ま
す
。

と
い
い
ま
す
の
は
今
よ
り
二
十

年
前
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
を
私

達
同
窓
生
は
実
施
し
て
い
ま
す
。

香
典
の
額
は
当
時
一
人
当
り
百

円
と
し
、
お
返
し
の
品
物
は
一
切

辞
退
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

び
と
悲
し
み
を
表
現
し
、
村
民
の
生

活
か
ら
余
分
な
出
費
を
追
放
し
よ
う

と
す
る
の
か
ね
ら
い
で
す
。

四
月
一
日
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
及
び
各
行
政
区
の
役
員
か
中
心

と
な
り
冠
婚
葬
祭
等
は
す
べ
て
簡
素

化
を
推
進
し
ま
す
の
で
村
ぐ
る
み
自

粛
し
て
、
生
活
改
善
運
動
を
成
功
さ

せ
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
主
な
申
し
合
せ
事
項
（
第
一
次
）

H
葬
式
に
お
け
る
香
典
の
額
を
千

円
以
内
と
す
る
。
（
但
し
、
親
戚

を
除
く
）

口
香
典
の
お
返
し
金
品
は
廃
止
す

る
。

口
葬
式
に
お
け
る
き
よ
め
（
ふ
る

ま
い
）
、
金
品
等
は
自
粛
す
る
。

四
葬
式
に
お
け
る
花
輪
の
類
は
廃

止
す
る
。
（
但
し
、
親
戚
も
自
粛

す
る
）

時
代
の
変
遷
に
よ
り
現
在
は
五

百
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
事
を
実
施
し
て
感
じ
得
た
事

は
、
お
金
で
な
く
、
心
で
香
典
を

あ
げ
、
真
の
弔
辞
を
や
っ
た
満
足

感
を
味
わ
っ
た
経
験
か
何
度
も
あ

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
相
互
扶
助
と
相
互
理
解

を
前
提
と
し
て
、
一
日
も
早
く
簡

素
化
か
習
慣
づ
け
ら
れ
、
そ
し
て

病
気
見
舞
や
、
祝
事
に
も
拡
大
さ

れ
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

お
返
し
金
品
は
廃
止

香
典
は
千
円
以
内

国
告
別
式
は
な
る
べ
く
質
素
に
し

き
ら
ひ
や
か
さ
よ
り
、
心
の
こ

も
っ
た
内
容
に
儀
礼
改
善
す
る
。

今
回
の
対
象
は
葬
儀
だ
け
で
あ
る

栗
小
学
校
で

父
親
授
業
参
観

一二
月
十
五
た
こ
と
の
な
い
私
は
、
ま
さ
に
教
室

日
、
東
小
学
へ
入
る
時
は
地
獄
へ
足
を
踏
み
入
れ

ヽ

親
に
見
て
も

g

[

:

[

[

[

 

ら
お
う
と
父
親
授
業
参
観
を
行
い
ま

し
た
。こ

の
日
父
親
と
し
て
出
席
し
た
、

田
島
の
渋
谷
和
雄

3
8オ
（
写
真
）
は

次
の
よ
う
な
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま

し
た
。我

が
子
の
勉
強
ぶ
り
は
ど
う
か
…

初
め
て
出
た
授
業
参
観
、
そ
の
日
の

来
る
の
か
不
安
だ
っ
た
。

一
度
も
こ
の
よ
う
な
事
を
経
験
し

が
、
第
二
次
、
第
三
次
と
し
て
、
仏

事
や
、
結
婚
式
の
祝
事
も
簡
素
化
し

て
い
く
方
針
で
す
。

る
思
い
で
し
た
。

家
庭
で
は
、
い
つ
も
無
邪
気
な
子

供
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
私
で
も
出

来
そ
う
に
も
な
い
問
題
を
や
っ
て
い

る
我
が
子
を
見
て
、
親
と
子
の
差
が

な
く
な
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
後
の
磯
貝
先
生
の
講
演
で
特

に
子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
子
の
断
絶
を

な
く
す
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
か
ら
子
供
と
の
肌
と
肌

の
ふ
れ
あ
い
、
勉
強
に
対
す
る
子
供

の
心
を
理
解
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
こ
の
よ
う
な
事
を
ぜ
ひ
、

実
施
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
の

は
私
ば
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
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あ
な
た
か
次
の
①
ー
⑤
に
該
当
す
応
名
後
は
保
障
さ
れ
て
い
る
か
た
ち

る
と
き
は
、
希
望
す
れ
ば
い
つ
で
も
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
主
人
の
年
金
は
あ
く

®
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
、
共
済
ま
で
も
ご
主
人
の
も
の
で
す
か
ら
、

組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
人
の
あ
な
た
自
身
の
年
金
は
受
け
ら
れ
ま

配
偶
者
せ
ん
。

®
恩
給
や
年
金
を
つ
け
て
い
る
人
ま
あ
な
た
か
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
上
記
の
日

た
は
配
偶
者
る
と
将
来
は
自
分
の
年
金
で
老
後
の
程
で
栄
養
指

〇
恩
給
や
年
金
を
う
け
る
資
格
の
つ
保
障
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
途
中
の
導
車
か
来
ま

い
た
人
ま
た
は
配
偶
者
事
故
の
場
合
で
も
年
金
か
支
給
さ
れ
す
の
で
講
習

®
県
、
市
町
村
議
会
の
議
員
ま
た
は
る
と
い
う
有
利
な
制
度
で
す
。
を
受
け
て
く

配
偶
者
そ
し
て
、
老
後
は
ご
主
人
と
と
も
だ
さ
い
。

〇
昼
間
部
の
学
校
の
学
生
に
年
金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
い
ま
す
（
講
習
内
容
）

こ
の
よ
う
に
主
な
対
象
は
サ
ラ
リ
ぐ
に
役
場
住
民
課
ま
で
申
し
出
て
く
●
栄
養
講
話

ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
で
、
ご
主
人
か
職
だ
さ
い
。
●
調
理
実
演

場
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
に
◎
保
険
料
は
月
額
千
四
百
円
●
試
食

加
入
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
‘
-
0
年
金
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
一
年
●
話
し
合
い
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一
．
i

i
べ
く
早
く
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
一

一
確
定
申
告
を
間
違
え
た
り
る
た
め
の
「
修
正
申
告
書
」
を
提
出
一

一
し
そ
の
差
額
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
一

―
忘
れ
た
と
き
は
＊
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
一

—— 

i
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
i

一
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
こ
と
か
わ
か
っ
た
と
き
は
、
来
年
の
な
い
人
か
忘
れ
る
な
ど
し
て
申
告

ll
 

i
し
た
後
で
申
告
額
か
間
違
っ
て
い
三
月
十
五
日
ま
で
に
正
し
い
金
額
に
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
は
、
な
i

「
た
こ
と
に
気
付
い
た
人
は
、
正
し
訂
正
す
る
よ
う
「
更
正
の
請
求
」
を
る
べ
く
早
く
申
告
を
し
、
税
金
を
一

—-
[
い
金
額
に
訂
正
す
る
こ
と
か
で
き
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。
納
め
て
く
だ
さ
い
。
一

l

ｭi
ま
す
。
税
務
署
で
は
、
そ
の
請
求
か
正
し
確
定
申
告
書
、
修
正
申
告
書
及
i
-

一
ま
た
う
っ
か
り
し
て
い
て
申
告
い
と
認
め
た
と
き
は
‘
納
め
過
ぎ
の
び
更
正
の
請
求
書
の
用
紙
は
役
場
一

l

ｭ
[
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
人
は
‘
申
税
金
を
お
返
し
し
ま
す
。
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
i

一一
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
＊
納
め
足
り
な
か
っ
た
と
き
は
な
お
‘
申
告
や
納
税
に
つ
い
て
、
一

一
＊
納
め
過
ぎ
た
と
き
は
所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
た
不
明
な
点
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
一

i
所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
た
め
、
納
め
る
べ
き
税
金
か
少
な
か
気
軽
に
税
務
署
あ
る
い
は
役
場
税
一

：
て
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
‘
っ
た
り
‘
還
付
を
受
け
る
税
金
か
多
務
課
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
｀
こ
一

-

t

ｭ

]
逗
付
を
受
け
た
税
金
か
‘
少
な
い
い
こ
と
か
わ
か
っ
た
と
き
は
、
な
る
さ
い
。
i

一

i
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奥
さ
ん
国
厩
年
＾
量
の

任
憲
箇
入
1
3

ご10午時～ 12前時 1 時ふ3 時-_ 後
30分

3 月 16 日 中谷内山宅 大佐貫東光寺

3 月 17 日 田島出荷所 斗合田薬王寺

3 月 18 日 新里出荷所 大輪不動様

以
上
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
か
必
要

で
す
。

●
六
十
五
オ
に
な
っ
た
と
き

…
…
…
…
老
令
年
金
か

●
重
い
障
害
者
に
な
っ
た
と
き

…
…
…
…
障
害
年
金
か

●
夫
と
死
別
し
十
八
オ
未
満
の
子
供

か
い
る
と
き
…
…
…
母
子
年
金
か

受
け
ら
れ
ま
す
。

栄
養
指
導
車
が
来
ま
す

（
今
月
は
俳
句
で
す
）
順
不
同

ゅ
ゃ
ど

熱
海
な
る
温
泉
宿
を
抜
け
て
梅
の
宴

岡
安
福
一

証
言
の
嘘
い
ち
ょ
う
に
春
の
泥

吉
田
正
義

冠
の
光
り
あ
ん
か
に
内
裏
び
な

高
瀬
依
根
子

日
永
さ
に
今
日
も
裳
な
き
糸
垂
れ
る

北
島
若
水

風
花
や
園
児
の
黄
帽
お
ど
り
来
る

林
倫
常

寒
椿
赤
き
か
著
く
目
に
し
み
る

林
秀
峰

（
来
月
は
短
歌
で
す
）

文

芸

欄

▼
松
本
時
計
店
（
新
里
）
か
二
十
八

日
の
開
店
を
記
念
し
て
、
東
保
育
園

に
壁
時
計
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た

▼
明
和
農
協
と
千
江
田
農
協
で
は
、

交
通
事
故
を
少
し
で
も
な
く
し
て
く

だ
さ
い
と
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
ニ
基
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

春期全国火災予防運動

2 月 29 日～ 3 月 13 日まて‘‘

『幸せを明日につなぐ火の始末』

春先は火災か発生しやすく、また

季節風等により大火になりやすい

時期です。

火の元には十分注意しましょう。

交
通
事
故
相
談

▼
日
時
三
月
十
八
日

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相
談

員
か
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に
適
切

な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

乳
児
検
診

1
1日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

1
8日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
6日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受

付
は
当
日
午
後
一
時
か
ら
午
後
二

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

r
i
り
＇
り
＇
り
り
｀
、
り
｀
り
｀
り
｀
り
り
り
'
i
'
`
i
i
j

ー
し
ま
す
。

ま
た
各
学
校
の
校
章
や
校
歌
も

-

l

l

-

]

-

_
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文
教
私
書
箱
“
の

ご
あ
ん
な
い

文
部
省
で
は
、
文
教
行
政
に
つ

い
て
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

聞
き
、
そ
れ
を
施
策
に
反
映
す
る

た
め
の
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
、
東
京
中
央
郵
便
局
私

書
箱
六
0
0
号
(
〒

-
O
O
I
九

一
）
で
す
。

多
様
化
す
る
社
会
の
進
展
に
つ

れ
て
教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
国
民
の
関
心
か
ま
す
ま
す
高
ま

り
‘
こ
れ
か
ら
の
行
政
は
、
皆
さ

ん
の
意
見
や
要
望
に
積
極
的
に
耳

を
か
た
む
け
、
そ
の
充
実
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

の
文
教
私
書
箱
あ
て
、
建
設
的
な

ご
提
案
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

公
立
高
校
合
格
者

テ
レ
ビ
速
報

公
立
高
校
合
格
者
発
表
日
の
三

月
十
七
日
、
群
馬
テ
レ
ビ
で
は
‘

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
三
十
分

ま
で
公
立
高
校
の
合
格
者
を
速
報

今
月
の
納
め
は
、
明
和
土
地
改

良
区
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び

水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
九
日
役
場
第
一
会
議
室

三
十
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

午
前
十
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